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このドキュメントの使用法

■ 概要 – サポートされるサーバー、ブレード、およびサーバーモジュールでの Oracle VM
Server for SPARC 3.1 ソフトウェアの概要、セキュリティー上の考慮事項、インストール、
構成、変更、および一般的なタスクの実行に関する詳細な情報や手順について説明しま
す。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「サ
ポートされるプラットフォーム」を参照してください。

注記 - この本で説明する機能は、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および
3.1 リリースノート 』で一覧表示したサポートされているすべてのシステムソフトウェアおよび
ハードウェアプラットフォームで使用可能です。ただし、一部の機能は、サポートされているシ
ステムソフトウェアおよびハードウェアプラットフォームのサブセット上でしか使用できません。
このような例外については、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1
リリースノート 』の「このリリースの最新情報」および What's New in Oracle VM Server
for SPARC Software (http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/
documentation/sparc-whatsnew-330281.html) を参照してください。

■ 対象読者 – SPARC サーバー上の仮想化を管理するシステム管理者
■ 必要な知識 – これらのサーバーのシステム管理者は、UNIX® システムおよび Oracle

Solaris オペレーティングシステム (Oracle Solaris OS) の実践的な知識を持っている
必要があります

製品ドキュメントライブラリ

この製品の最新情報や既知の問題は、ドキュメントライブラリ (http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=E49214) に含まれています。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomssupportedplatforms
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomssupportedplatforms
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNwhatsnew
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNwhatsnew
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/documentation/sparc-whatsnew-330281.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/documentation/sparc-whatsnew-330281.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/documentation/sparc-whatsnew-330281.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214
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Oracle サポートへのアクセス
Oracle ユーザーは My Oracle Support から電子サポートにアクセスできます。詳細
は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info を参照してくだ
さい。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?
ctx=acc&id=trs を参照してください。

フィードバック
このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/docfeedback か
らお聞かせください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/goto/docfeedback


パート I. Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェア 11

パート   I

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェア

ここでは、SPARC T シリーズ、SPARC M シリーズ、および Fujitsu M10 システム に高い効
率性とエンタープライズクラスの仮想化機能を提供する Oracle VM Server for SPARC 3.1
ソフトウェアを紹介します。
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの概要

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの概要を紹介します。

Oracle VM Server for SPARC は、SPARC T シリーズおよび SPARC M5 プラットフォー
ム、および Fujitsu M10 システム に高い効率性とエンタープライズクラスの仮想化機能を提
供します。Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用すると、最大で 128 台の仮想
サーバーを単一のシステム上に作成できます。これは論理ドメインと呼ばれます。こうした構成
により、SPARC T シリーズおよび SPARC M5 プラットフォーム、および Fujitsu M10 システ
ム および Oracle Solaris OS が提供する大規模なスレッドを活用できるようになります。
この章では、次の項目について説明します。
■ 13 ページの「Oracle VM Server for SPARC と Oracle Solaris OS のバージョン

について」
■ 14 ページの「ハイパーバイザと Logical Domains」
■ 16 ページの「Logical Domains Manager」
■ 20 ページの「Oracle VM Server for SPARC 物理から仮想への変換ツール」
■ 21 ページの「Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant」
■ 21 ページの「Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース」

Oracle VM Server for SPARC と Oracle Solaris OS のバージョン
について

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用するには、Oracle Solaris OS の特
定のバージョンが使用され、必要なソフトウェアパッチが適用され、特定のバージョンのシス
テムファームウェアが存在することが必要です。詳細については、『Oracle VM Server for
SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「必須の Oracle Solaris OS バージョ
ン」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos


ハイパーバイザと Logical Domains

14 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

ゲストドメインで動作するバージョンの Oracle Solaris OS は、primary ドメインで動作す
る Oracle Solaris OS バージョンから独立しています。そのため、primary ドメインで Oracle
Solaris 10 OS を実行している場合でも、ゲストドメインで Oracle Solaris 11 OS を実行す
ることができます。同様に、primary ドメインで Oracle Solaris 11 OS を実行している場合で
も、ゲストドメインで Oracle Solaris 10 OS を実行することができます。

primary ドメインでの Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11 OS の実行の違いは、
それぞれの OS の機能の違いだけです。

ハイパーバイザと Logical Domains

このセクションでは、論理ドメインをサポートしている SPARC® ハイパーバイザの概要を説明し
ます。

SPARC® ハイパーバイザは、小さなファームウェア層で、オペレーティングシステムを記述できる
安定した仮想化マシンアーキテクチャーを提供します。ハイパーバイザを使用する SPARC サー
バーでは、論理オペレーティングシステムの動作をハイパーバイザが制御できるようにするため
のハードウェア機能が用意されています。

論理ドメインは、リソースの個別の論理グループで構成される仮想マシンです。論理ドメインは、
単一のコンピュータシステム内で独自のオペレーティングシステムおよび ID を持っています。
各論理ドメインは、サーバーの電源の再投入を実行する必要なしに、作成、削除、再構成、およ
びリブートを単独で行うことができます。異なる論理ドメインでさまざまなアプリケーションソフト
ウェアを実行できます。また、パフォーマンスおよび安全性の目的から、これらを独立した状態に
しておくことができます。
各論理ドメインは、ハイパーバイザがそのドメインに対して利用可能にしたサーバーリソースに
対してのみ、監視および対話が許可されています。Logical Domains Manager により、制御
ドメイン経由でハイパーバイザが行う動作を指定できます。つまり、ハイパーバイザは、サーバー
のリソースをパーティションに分割し、限定的なサブセットを複数のオペレーティングシステム環
境に提供します。このパーティションの分割と提供は、論理ドメインを作成する場合の基本的
なメカニズムです。次の図に、2 つの論理ドメインをサポートするハイパーバイザを示します。ま
た、Oracle VM Server for SPARC の機能を構成する次の層についても示します。
■ ユーザー/サービス (アプリケーション)
■ カーネル (オペレーティングシステム)
■ ファームウェア (ハイパーバイザ)
■ ハードウェア (CPU、メモリー、I/O など)
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図   1-1 2 つのドメインをサポートするハイパーバイザ

特定の SPARC ハイパーバイザがサポートする各論理ドメインの数と機能は、サーバーによって
異なります。ハイパーバイザは、サーバー全体の CPU、メモリー、および I/O リソースのサブセッ
トを特定の論理ドメインに割り当てることができます。この機能により、それぞれが独自の論理
ドメイン内にある複数のオペレーティングシステムを同時にサポートすることができます。リソー
スは、任意に細分化して個々の論路ドメイン間で再配置できます。たとえば、CPU は CPU ス
レッド単位で論理ドメインに割り当てることができます。
各論理ドメインは、次のような独自のリソースを使用して、完全に独立したマシンとして管理でき
ます。
■ カーネル、パッチ、およびチューニングパラメータ
■ ユーザーアカウントおよび管理者
■ ディスク
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■ ネットワークインタフェース、MAC アドレス、および IP アドレス

各論理ドメインは、サーバーの電源再投入を実行しなくても、互いに独立して停止、起動、および
リブートできます。

ハイパーバイザソフトウェアは、論理ドメイン間の分離を維持する役割を果たします。ハイパーバ
イザソフトウェアは、論理ドメインが相互に通信できるように論理ドメインチャネル (LDC) も提
供します。LDC を使用することで、ドメインはネットワークサービスやディスクサービスなどのサー
ビスを相互に提供できます。

サービスプロセッサ (SP) はシステムコントローラ (SC) とも呼ばれ、物理マシンのモニタリング
と実行を行いますが、論理ドメインの管理は行いません。Logical Domains Manager が、論
理ドメインの管理を行います。

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの管理には、ldm コマンドに加えて、Oracle VM
Manager も使用できるようになりました。

Oracle VM Manager は、Oracle VM 環境を管理する際に使用可能な Web ベースの
ユーザーインタフェースです。このユーザーインタフェースの以前のバージョンでは Oracle
VM Server x86 ソフトウェアしか管理されませんでしたが、Oracle VM Manager 3.2 お
よび Oracle VM Server for SPARC 3.0 以降のバージョンでは、Oracle VM Server
for SPARC ソフトウェアも管理できます。Oracle VM Manager の詳細は、Oracle
VM Documentation (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/
vm-096300.html) を参照してください。

Logical Domains Manager
Logical Domains Manager は、論理ドメインの作成と管理、および論理ドメインの物理リソー
スへのマッピングに使用されます。サーバーで実行できる Logical Domains Manager は 1
つだけです。

ドメインの役割

論理ドメインはすべて同じですが、論理ドメインに対して指定する役割に基づいてそれぞれ区
別できます。論理ドメインが実行できる役割は、次のとおりです。
■ 制御ドメイン。Logical Domains Manager がこのドメインで実行されることで、他のドメ

インを作成して管理し、仮想リソースを他のドメインに割り当てることができます。制御ドメ

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html
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インは、サーバーごとに 1 つだけ存在できます。制御ドメインは、Oracle VM Server for
SPARC ソフトウェアをインストールするときに最初に作成されるドメインです。制御ドメイ
ンには、primary という名前が付けられます。

■ サービスドメイン。サービスドメインは、仮想スイッチ、仮想コンソール端末集配信装置、仮
想ディスクサーバーなどの仮想デバイスサービスをほかのドメインへ提供します。複数の
サービスドメインを保持でき、どのドメインもサービスドメインとして構成できます。

■ I/O ドメイン。I/O ドメインは、PCI EXPRESS (PCIe) コントローラのネットワークカードな
どの物理 I/O デバイスに直接アクセスできます。I/O ドメインは、次を所有できます。

■ PCIe ルートコンプレックス。
■ PCIe スロット、または直接 I/O (DIO) 機能を使用することによるオンボード PCIe

デバイス。88 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによる I/O ドメ
インの作成」を参照してください。

■ PCIe SR-IOV 仮想機能。102 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の割り当てに
よる I/O ドメインの作成」を参照してください。

I/O ドメインは、I/O ドメインがサービスドメインとしても使用される場合に、仮想デバイス
の形式でほかのドメインと物理 I/O デバイスを共有できます。

■ ルートドメイン。ルートドメインには PCIe ルートコンプレックスが割り当てられています。こ
のドメインは PCIe ファブリックを所有し、ファブリックのエラー処理など、ファブリックに関
連するすべてのサービスを提供します。ルートドメインは I/O ドメインでもあり、物理 I/O
デバイスを所有し、それらに直接アクセスできます。

保持できるルートドメインの数は、プラットフォームアーキテクチャーによって決まります。たと
えば、Oracle Sun SPARC Enterprise T5440 サーバーを使用している場合、最大で 4
つのルートドメインを保持できます。

デフォルトのルートドメインは、primary ドメインです。Oracle VM Server for SPARC
3.1 以降のリリースでは、primary 以外のドメインを使用してルートドメインとして機能させ
ることができます。

■ ゲストドメイン。ゲストドメインは I/O を行わないドメインで、1 つ以上のサービスドメインに
より提供される仮想デバイスサービスを使用します。ゲストドメインは、物理 I/O デバイス
を持っておらず、仮想ディスクや仮想ネットワークインタフェースなどの仮想 I/O デバイス
のみを持ちます。

まだ Oracle VM Server for SPARC が構成されていない既存のシステムに、Logical
Domains Manager をインストールできます。この場合、OS の現在のインスタンスが制御ドメ
インになります。また、システムは 1 つのドメインである、制御ドメインによってのみ構成されま
す。制御ドメインを構成したあと、ドメインを追加してアプリケーションを制御ドメインから新しい
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ドメインに移動することによって、システム全体をもっとも効率的に利用できるように、アプリケー
ションの負荷をほかのドメイン間で分散できます。

コマンド行インタフェース
Logical Domains Manager は、コマンド行インタフェース (Command-Line
Interface、CLI) を使用して論理ドメインの作成と構成を行います。CLI には、単一のコマンド
ldm があり、これは複数のサブコマンドを備えています。ldm(1M) のマニュアルページを参照し
てください。

Logical Domains Manager CLI を使用するには、Logical Domains Manager デーモン
ldmd が実行されている必要があります。

仮想入出力

Oracle VM Server for SPARC 環境では、システムで最大 128 個 (Fujitsu M10 システ
ム で最大 256 個) のドメインをプロビジョニングできます。一部のサーバー、特に単一プロセッ
サと一部のデュアルプロセッサシステムでは、I/O バスおよび物理 I/O スロットの数に制限
があります。そのため、これらのシステムのすべてのドメインに対して、物理ディスクおよびネット
ワークデバイスへの排他的なアクセスを提供できるとは限りません。物理デバイスへのアクセス
を提供するため、ドメインに PCIe バスやエンドポイントデバイスを割り当てることができます。
この解決方法は、すべてのドメインにデバイスへの排他的なアクセスを提供するには不十分で
す。直接アクセス可能な物理 I/O デバイス数の制限には、仮想 I/O モデルの実装により対処
できます。第6章「I/O ドメインの設定」を参照してください。

物理 I/O アクセスを行わない論理ドメインは、サービスドメインと通信する仮想 I/O デバイ
スを使用して構成されます。サービスドメインは、仮想デバイスサービスを実行して、物理デバイ
スまたはその機能にアクセスを提供します。このようなクライアントサーバーモデルで、仮想 I/O
デバイスは、論理ドメインチャネル (LDC) と呼ばれるドメイン間通信チャネルを使用して、相互
に、またはサービスの対象と通信します。仮想化 I/O 機能には、仮想ネットワーク、ストレージ、お
よびコンソールのサポートが含まれています。

仮想ネットワーク

Oracle VM Server for SPARC は、仮想ネットワークデバイスと仮想ネットワークスイッチデバ
イスを使用して、仮想ネットワークを実装します。仮想ネットワーク (vnet) デバイスは、Ethernet

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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デバイスをエミュレートし、ポイントツーポイントチャネルを使用してシステム内のほかの vnet デ
バイスと通信します。仮想スイッチ (vsw) デバイスは、主に仮想ネットワークのすべての受信パ
ケットおよび送信パケットのマルチプレクサとして機能します。vsw デバイスは、サービスドメイ
ンの物理ネットワークアダプタに直接接続し、仮想ネットワークの代わりにパケットを送受信しま
す。vsw デバイスは、単純なレイヤー 2 スイッチとしても機能し、システム内で vsw デバイスに
接続された vnet デバイス間でパケットをスイッチします。

仮想ストレージ

仮想ストレージインフラストラクチャーは、クライアントサーバーモデルを使用して、論理ドメインに
直接割り当てられていないブロックレベルのストレージに論理ドメインがアクセスできるようにし
ます。このモデルは、次のコンポーネントを使用します。
■ ブロック型デバイスインタフェースをエクスポートする仮想ディスククライアント (vdc)

■ 仮想ディスクサービス (vds)は、仮想ディスククライアントの代わりにディスク要求を処理
し、サービスドメインに存在するバックエンドのストレージへ発行します

クライアントドメインでは仮想ディスクは通常のディスクとして認識されますが、ほとんどのディ
スク操作は仮想ディスクサービスに転送され、サービスドメインで処理されます。

仮想コンソール

Oracle VM Server for SPARC 環境では、primary ドメインからのコンソール I/O はサービ
スプロセッサに送信されます。ほかのすべてのドメインからのコンソール I/O は、仮想コンソー
ル端末集配信装置 (vcc) を実行しているサービスドメインにリダイレクトされます。通常、vcc を
実行するドメインは、primary ドメインです。仮想コンソール端末集配信装置サービスは、すべ
てのドメインのコンソールトラフィックの端末集配信装置として機能します。また、仮想ネットワー
ク端末サーバーデーモン (vntsd) とのインタフェースを提供し、UNIX ソケットを使用して各コン
ソールへのアクセスを提供します。

リソースの構成

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行するシステムは、仮想 CPU、仮想 I/O
デバイス、暗号化ユニット、メモリーなどのリソースを構成できます。一部のリソースは実行中のド
メインで動的に構成可能ですが、他のリソースは停止中のドメインで構成する必要があります。
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制御ドメインでリソースを動的に構成できない場合は、まず遅延再構成を開始する必要があり
ます。遅延再構成は、制御ドメインのリブートが完了するまで構成処理を延期します。詳細につ
いては、285 ページの「リソースの再構成」を参照してください。

持続的な構成

ldm コマンドを使用して、論理ドメインの現在の構成をサービスプロセッサに格納できます。構
成の追加、使用する構成の指定、構成の削除、および構成の表示を行うことができます。詳細
については、ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。346 ページの「サービスプロ
セッサでの Oracle VM Server for SPARC の使用」で説明するように、SP からブートするよ
うに構成を指定することもできます。

構成の管理については、323 ページの「ドメイン構成の管理」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC 物理から仮想への変換ツール

Oracle VM Server for SPARC Physical-to-Virtual (P2V) 変換ツールは、既存の物理シ
ステムを、チップマルチスレッディング (CMT) システム上の論理ドメインでOracle Solaris
10 OS を実行する仮想システムに自動的に変換します。Oracle Solaris 10 OS または
Oracle Solaris 11 OS を実行している制御ドメインから ldmp2v コマンドを実行して、次のソー
スシステムのいずれかを論理ドメインに変換することができます。
■ Solaris 8、Solaris 9、または Oracle Solaris 10 OS を実行している、任意の sun4u

SPARC ベースのシステム
■ Oracle Solaris 10 OS を実行しているが、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェ

アは実行していない任意の sun4v システム

注記 - Oracle Solaris 11 物理システムを仮想システムに変換するために、P2V ツールを使用
することはできません。

ツールおよびそのインストールについては、第14章「Oracle VM Server for SPARC 物理か
ら仮想への変換ツール」を参照してください。ldmp2v コマンドについては、ldmp2v(1M) マニュ
アルページを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmp2v-1m
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Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant

Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant を使用すると、基本的なプロパ
ティーを設定することによって論理ドメインの構成手順を実行できます。 Oracle VM Server
for SPARC ソフトウェアがインストールされているが、構成されていない任意のシステムを構
成するために使用できます。

Configuration Assistant は、構成データを収集したあと、論理ドメインとしてブートするのに
適した構成を作成します。Configuration Assistant によって選択されるデフォルト値を使用
して、有効なシステム構成を作成することもできます。

注記 - ldmconfig コマンドは Oracle Solaris 10 システムでのみサポートされます。

Configuration Assistant は端末ベースのツールです。

詳細については、第15章「Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant
(Oracle Solaris 10)」および ldmconfig(1M) のマニュアルページを参照してください。

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース (Management Information
Base、MIB) を使用すると、サードパーティーのシステム管理アプリケーションによるドメインの
リモートモニタリングと、簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) による論理ドメイン (ドメイ
ン) の起動および停止が可能になります。詳細については、第17章「Oracle VM Server for
SPARC 管理情報ベース (MIB) ソフトウェアの使用」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmconfig-1m
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ソフトウェアのインストールおよび有効化

この章では、Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアを有効にするために必要なさま
ざまなソフトウェアコンポーネントをインストールまたはアップグレードする方法について説明しま
す。
この章では、次の項目について説明します。
■ 23 ページの「必須の Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアコンポーネント」
■ 24 ページの「新しいシステムへの Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアのイ

ンストール」
■ 31 ページの「Oracle VM Server for SPARC をすでに使用しているシステムのアッ

プグレード」
■ 37 ページの「出荷時デフォルト構成とドメインの無効化」

必須の Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアコンポーネント

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用するには、次のコンポーネントが必要で
す。
■ サポートされるプラットフォーム。サポートされるプラットフォームの一覧について

は、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「サ
ポートされるプラットフォーム」を参照してください。サポートされているファームウェアにつ
いては、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』
の「Oracle VM Server for SPARC の最新の機能を有効にするための必須ソフトウェ
ア」および25 ページの「システムファームウェアのアップグレード」を参照してください。

■ 『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「必須の
ソフトウェアとパッチ」で推奨されているすべてのパッチが適用された、Oracle Solaris
11 OS 以上と同等のオペレーティングシステムおよび適切な Support Repository
Update (SRU)、または、該当する場合は Oracle Solaris 10 1/13 OS が動作してい

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomssupportedplatforms
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomssupportedplatforms
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomsrequiredsoftwarepatches
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomsrequiredsoftwarepatches
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る制御ドメイン。31 ページの「Oracle Solaris OS のアップグレード」を参照してくださ
い。

■ 制御ドメインにインストールされて有効になっている Oracle VM Server for SPARC
3.1 ソフトウェア。27 ページの「Logical Domains Manager のインストール」 を参照
してください。

■ (オプション) Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース (Management
Information Base、MIB) ソフトウェアパッケージ。第17章「Oracle VM Server for
SPARC 管理情報ベース (MIB) ソフトウェアの使用」を参照してください。

Logical Domains Manager をインストールまたはアップグレードする前に、Oracle Solaris
OS およびシステムファームウェアが、使用しているサーバーでインストールまたはアップグレード
されている必要があります。システムがすでに Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア
を使用している場合は、31 ページの「Oracle VM Server for SPARC をすでに使用して
いるシステムのアップグレード」を参照してください。そうでない場合は、24 ページの「新し
いシステムへの Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアのインストール」を参照してくだ
さい。

新しいシステムへの Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアのイ
ンストール

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアをサポートする SPARC プラットフォーム
は、Oracle Solaris 10 OS または Oracle Solaris 11 OS がプリインストールされていま
す。初期状態では、プラットフォームは 1 つのオペレーティングシステムのみをホストする単一
のシステムとして示されます。Oracle Solaris OS、システムファームウェア、および Logical
Domains Manager をインストールすると、Oracle Solaris OS の元のシステムおよびインス
タンスが制御ドメインになります。プラットフォームのこの最初のドメインには、primary という名
前が付けられます。この名前を変更したり、このドメインを削除したりすることはできません。こ
のドメインから、Oracle Solaris OS のさまざまなインスタンスをホストする複数のドメインを持
つようにプラットフォームを再構成できます。
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注記 - ゲストドメインで動作するバージョンの Oracle Solaris OS ソフトウェアは、primary ド
メインで動作する Oracle Solaris OS バージョンから独立しています。そのため、primary ドメイ
ンで Oracle Solaris 10 OS を実行している場合でも、ゲストドメインのいずれかで Oracle
Solaris 11 OS を実行できます。同様に、primary ドメインで Oracle Solaris 11 OS を実行
している場合でも、ゲストドメインのいずれかで Oracle Solaris 10 OS を実行できます。

primary ドメインでどの Oracle Solaris OS バージョンを実行するかは、要件と、Oracle
Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の間の潜在的な機能の違いに基づいて決定してくださ
い。『Oracle Solaris 11.1 Release Notes 』および『Transitioning From Oracle Solaris
10 JumpStart to Oracle Solaris 11.1 Automated Installer 』を参照してください。

Oracle Solaris OS の更新

新しいシステムで独自のインストール方針に準拠させるには、出荷時にインストールされた OS
の再インストールが必要な場合もあります。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1
および 3.1 リリースノート 』の「必須の Oracle Solaris OS バージョン」を参照してくださ
い。Oracle Solaris OS の包括的なインストール手順については、Oracle Solaris 10 8/11
Information Library (http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/) および Oracle
Solaris 11.1 Information Library (http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/) を参照
してください。インストール内容は、使用するシステムの要件に合わせて調整できます。

ご利用のシステムに Oracle Solaris OS がインストールされている場合は、Oracle VM
Server for SPARC 3.1 ソフトウェアに関連付けられた OS のバージョンにアップグレードす
る必要があります。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノー
ト 』の「必須のソフトウェアとパッチ」を参照してください。Oracle Solaris OS の包括的な
アップグレード手順については、Oracle Solaris 10 8/11 Information Library (http://
docs.oracle.com/cd/E23823_01/) および Oracle Solaris 11.1 Information Library
(http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/) を参照してください。

システムファームウェアのアップグレード

SPARC T シリーズおよび SPARC M5 システムのシステムファームウェアをアップグレードする
ときは、次のリソースを使用します。
■ ILOM ソフトウェアを使用したシステムファームウェアのアップグレードについては、

『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「ファー

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28978
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28981
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28981
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/
http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomsrequiredsoftwarepatches
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomsrequiredsoftwarepatches
http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/
http://docs.oracle.com/cd/E23823_01/
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/
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ムウェアの更新」および「ILOM ファームウェアの更新」を参照してください。ILOM
ソフトウェアの使用法については、使用しているプラットフォーム固有のドキュメン
ト (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-
servers-252697.html) を参照してください。

■ 使用しているプラットフォームのシステムファームウェアは、http://www.oracle.com/
technetwork/systems/patches/firmware/index.html から入手できます。

■ サポートされるサーバーに必要なシステムファームウェアについては、『Oracle VM Server
for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「必須のシステムファームウェア
パッチ」を参照してください。

■ 制御ドメインからシステムファームウェアをアップグレードする場合は、SPARC T-
Series Servers Documentation (http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/sparc-tseries-servers-252697.html) で入手可能なシステムファー
ムウェアのプロダクトノートを参照してください。

■ サポートされるサーバーのシステムファームウェアのインストールおよびアップグレードにつ
いては、そのサーバーの管理ガイドまたはプロダクトノートを参照してください。

■ ILOM Web インタフェースを使用してシステムファームウェアをアップグレードする方法に
ついては、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイ
ド』の「ILOM ファームウェアの更新」を参照してください。

eXtended System Control Facility (XSCF) を使用して、Fujitsu M10 システム ファーム
ウェアをアップグレードするには、次のリソースを参照してください。
■ Fujitsu M10 システム システム運用・管理ガイド
■ Fujitsu M10 システム XSCF リファレンスマニュアル

Logical Domains Manager のダウンロード

Oracle Solaris 10 OS および Oracle Solaris 11 OS の両方の最新パッケージを入手でき
ます。Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、デフォルトでは Oracle Solaris 11
OS に同梱されていることに注意してください。
■ Oracle Solaris 10 OS。「My Oracle Support」から OVM_Server_SPARC-3_1.zip パッ

ケージをダウンロードします。27 ページの「Logical Domains Manager ソフトウェア
をダウンロードする方法 (Oracle Solaris 10)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 OS。Oracle Solaris 11 Support Repository から ldomsmanager
パッケージを入手します。35 ページの「Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフト
ウェアにアップグレードする方法 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
http://www.oracle.com/technetwork/systems/patches/firmware/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/systems/patches/firmware/index.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdsystemfirmwarepatches
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdsystemfirmwarepatches
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdsystemfirmwarepatches
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
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Logical Domains Manager ソフトウェアをダウンロードする方法
(Oracle Solaris 10)

1. http://www.oracle.com/virtualization/index.html にある OVM_Server_SPARC-3_1.zip
zip ファイルをダウンロードします。

2. 保存した zip ファイルを解凍します。

$ unzip OVM_Server_SPARC-3_1.zip

ファイルの構造およびファイルの内容の詳細は、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの
場所」を参照してください。

Logical Domains Manager のインストール

Logical Domains Manager ソフトウェアのインストール方法は次のとおりです。
■ Oracle Solaris 10 のみ。インストールスクリプトを使用してパッケージおよびパッチをイン

ストールします。この方法では Logical Domains Manager ソフトウェアが自動的にイン
ストールされます。28 ページの「Logical Domains Manager ソフトウェアの自動的
なインストール (Oracle Solaris 10)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 10 のみ。Oracle Solaris JumpStart 機能を使用して、パッケージを
ネットワークインストールの一部としてインストールします。JumpStart サーバーの構成の詳
細については、『Oracle Solaris 10 8/11 Installation Guide: Custom JumpStart
and Advanced Installations 』を参照してください。この機能の使用法の詳細について
は、『JumpStart Technology: Effective Use in the Solaris Operating Environment』も参
照してください。

■ Oracle Solaris 11 のみ。Oracle Solaris 11 Automated Installer 機能を使用し
て、パッケージをネットワークインストールの一部としてインストールします。『Installing
Oracle Solaris 11.1 Systems 』の「How to Use the Automated Installer」およ
び『Transitioning From Oracle Solaris 10 JumpStart to Oracle Solaris 11.1
Automated Installer 』を参照してください。

■ パッケージを手動でインストールします。29 ページの「Logical Domains Manager
ソフトウェアの手動によるインストール」を参照してください。

http://www.oracle.com/virtualization/index.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNlocationofldomssw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNlocationofldomssw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNlocationofldomssw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28980gkfaa
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28980gkfaa
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28981
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28981
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注記 - Oracle VM Server for SPARC パッケージをインストールしたあとで、Oracle VM
Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージを手動でインストールする必要があります。
これは、ほかのパッケージとともに自動的にはインストールされません。Oracle VM Server
for SPARC MIB のインストールおよび使用については、第17章「Oracle VM Server for
SPARC 管理情報ベース (MIB) ソフトウェアの使用」を参照してください。

Logical Domains Manager ソフトウェアの自動的なインストール
(Oracle Solaris 10)

install-ldm インストールスクリプトには、スクリプトの実行方法を指定するオプションがいくつ
かあります。それぞれの選択肢について、次の手順で説明します。
オプションを指定しない場合、このスクリプトは、次の処理を自動的に実行します。
■ Oracle Solaris OS リリースが Oracle Solaris 10 OS であることを確認します
■ パッケージのサブディレクトリである SUNWldm/ と SUNWldmp2v/、および前提条件となる

Oracle VM Server for SPARC ドライバパッケージである SUNWldomr と SUNWldomu が
存在することを確認します

■ SUNWldm および SUNWldmp2v パッケージがインストールされていないことを確認します。
■ Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアをインストールします。
■ すべてのパッケージがインストールされていることを確認します。
■ Solaris Security Toolkit (SST) パッケージ (SUNWjass) がすでにインストールされてい

る場合は、制御ドメインの Oracle Solaris OS の強化を求めるプロンプトが表示されま
す。

■ Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant (ldmconfig) を使用してイ
ンストールを実行するかどうかを判断します。

ソフトウェアをインストールしたあとで Oracle VM Server for SPARC Configuration
Assistant を自動的に実行するには、-c オプションを指定します。このユーティリティーの実行を
スキップするには、-s を指定します。

SST パッケージがインストールされている場合は、install-ldm スクリプトで次のオプションを
発行できます。

-d -secure.driver で終わるドライバ以外の SST ドライバを指定します。
このオプションは、指定した SST のカスタマイズドライバ (たとえば
server-secure-myname.driver) で制御ドメインの Oracle Solaris OS
を強化します。
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-d none SST を使用して制御ドメインで実行している Oracle Solaris OS を強
化しないことを指定します。SST の使用を省略することはお勧めしませ
ん。別の処理を使用して制御ドメインを強化する場合にかぎり、この使用
を省略するようにしてください。

-p インストール後の処理 (Logical Domains Manager デーモン (ldmd)
の有効化および SST の実行) のみを実行することを指定します。たとえ
ば、SUNWldm および SUNWjass パッケージがサーバーにプリインストールさ
れている場合に、このオプションを使用します。

Logical Domains Manager ソフトウェアの手動によるインストール

次に、Oracle Solaris 10 OS 上に Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアを手動
でインストールする手順を説明します。

Oracle Solaris 11 OS をインストールすると、デフォルトで Oracle VM Server for SPARC
2.1 ソフトウェアがインストールされます。Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアを
インストールする場合は、35 ページの「Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェア
にアップグレードする方法 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアを手動でインストールする方法
(Oracle Solaris 10)

1. http://www.oracle.com/virtualization/index.html にある OVM_Server_SPARC-3_1.zip
zip ファイルをダウンロードします。

2. 保存した zip ファイルを解凍します。

$ unzip OVM_Server_SPARC-3_1.zip

ファイルの構造およびファイルの内容の詳細は、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの
場所」を参照してください。

3. 以前のバージョンの Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアをすでに実行している場合
は、サービスプロセッサ (SP) に構成を保存します。

primary# ldm add-config config-name

4. SUNWldm.v および SUNWldmp2v パッケージをインストールします。

http://www.oracle.com/virtualization/index.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNlocationofldomssw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNlocationofldomssw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNlocationofldomssw
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# pkgadd -Gd . SUNWldm.v SUNWldmp2v

対話型プロンプトのすべての質問に対して、y (はい) と答えます。

-G オプションはパッケージを大域ゾーンのみにインストールします。-d オプションは、SUNWldm.v
および SUNWldmp2v パッケージが含まれるディレクトリのパスを指定します。

詳細については、pkgadd(1M) のマニュアルページを参照してください。

5. SUNWldm および SUNWldmp2v パッケージがインストールされていることを確認します。

リビジョン (REV) 情報の例を次に示します。

# pkginfo -l SUNWldm | grep VERSION
VERSION=3.1.0.0.24,REV=2013.07.23.12.23

詳細については、pkginfo(1) のマニュアルページを参照してください。

Logical Domains Manager デーモンの有効化
install-ldm インストールスクリプトを使用すると、Logical Domains Manager デーモン
(ldmd) が自動的に有効になります。Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアパッケージを
インストールした場合も、ldmd デーモンは自動的に有効になります。このデーモンが有効になる
と、論理ドメインを作成、変更、および制御できます。

Logical Domains Manager デーモンを有効にする方法

ldmd デーモンが無効になっている場合、次の手順に従ってこのデーモンを有効にします。

1. svcadm コマンドを使用して、Logical Domains Manager デーモンの ldmd を有効にします。

# svcadm enable ldmd

svcadm コマンドの詳細は、svcadm(1M) マニュアルページを参照してください。

2. Logical Domains Manager が実行中であることを確認します。

ldm list コマンドを実行すると、システム上で現在定義されているすべてのドメインが一覧表
示されます。特に、primary ドメインが表示され、状態が active になっているはずです。次のサ
ンプル出力は、システム上に primary ドメインのみが定義されていることを示します。
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# /opt/SUNWldm/bin/ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active   ---c-   SP      64    3264M    0.3%  19d 9m

Oracle VM Server for SPARC をすでに使用しているシステムのアッ
プグレード

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアをすでに使用しているシス
テムで Oracle Solaris OS、ファームウェア、および Logical Domains Manager コンポーネ
ントをアップグレードするプロセスについて説明します。制御ドメインと既存のドメインをアップグ
レードすると、それらのドメインですべての Oracle VM Server for SPARC 3.1 機能の使用
が可能になります。

注記 - Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアをアップグレードする前に、次の手順を実
行してください。
■ 必要なシステムファームウェアでシステムをアップグレードします。

『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「Oracle
VM Server for SPARC の最新の機能を有効にするための必須ソフトウェア」を参照し
てください。

■ Oracle Solaris 10 OS の必須パッチまたは Oracle Solaris 11 OS SRU を適用しま
す。

『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「必須の
Oracle Solaris OS バージョン」を参照してください。

■ 構成を SP に保存します。

Oracle Solaris OS のアップグレード

このバージョンの Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア用に使用するべき Oracle
Solaris 10 または Oracle Solaris 11 OS、および各種ドメインの必須パッチと推奨される
パッチを入手するには『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリース
ノート 』の「必須のソフトウェアとパッチ」を参照してください。Oracle Solaris OS のアップグ
レードの詳細な手順については、Oracle Solaris 10 および Oracle Solaris 11 のインストー
ルガイドを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomsrequiredsoftwarepatches
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNldomsrequiredsoftwarepatches
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制御ドメインで Oracle Solaris OS を再インストールする場合は、このセクションに示す通り、
ドメインの自動保存構成データおよび制約データベースファイルを保存し復元する必要がありま
す。

自動保存構成ディレクトリの保存および復元

制御ドメインでオペレーティングシステムを再インストールする前に、自動保存構成ディレクト
リを保存し復元することができます。制御ドメインでオペレーティングシステムを再インストール
するたびに、ドメインの自動保存構成データを保存し復元する必要があります。このデータは、/
var/opt/SUNWldm/autosave-autosave-name ディレクトリに格納されています。

tar または cpio コマンドを使用して、ディレクトリのすべての内容を保存および復元できます。

注記 - 各自動保存ディレクトリには、関連する構成の前回の SP 構成更新のタイムスタンプが
含まれています。自動保存ファイルを復元すると、タイムスタンプが同期しなくなることがありま
す。この場合、復元された自動保存構成は、以前の状態 ([newer] または最新) で表示されま
す。

自動保存構成の詳細については、323 ページの「ドメイン構成の管理」を参照してください。

自動保存ディレクトリの保存および復元方法

1. 自動保存ディレクトリを保存します。

# cd /
# tar -cvpf autosave.tar var/opt/SUNWldm/autosave-*

2. (オプション) クリーンな復元操作を行えるように、既存の自動保存ディレクトリを削除します。

自動保存ディレクトリには、以前の構成によって残されたファイルなどの不要なファイルが含ま
れていることがあります。このようなファイルは、SP にダウンロードされた構成を破壊することが
あります。このような場合、この例に示すとおり、復元操作の前に自動保存ディレクトリを削除し
ます。

# cd /
# rm -rf var/opt/SUNWldm/autosave-*

3. 自動保存ディレクトリを復元します。
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これらのコマンドは、/var/opt/SUNWldm ディレクトリ内のファイルおよびディレクトリを復元しま
す。

# cd /
# tar -xvpf autosave.tar

Logical Domains の制約データベースファイルの保存および復元

制御ドメインでオペレーティングシステムをアップグレードするたびに、Logical Domains の制
約データベースファイル /var/opt/SUNWldm/ldom-db.xml を保存し復元する必要があります。

注記 - また、ディスクスワップなど、制御ドメインのファイルデータを破損するその他の操作を行
うときは、/var/opt/SUNWldm/ldom-db.xml ファイルも保存および復元します。

Oracle Solaris 10 Live Upgrade 機能を使用する場合の Logical
Domains の制約データベースファイルの保持

制御ドメインで Oracle Solaris 10 Live Upgrade 機能を使用する場合は、/etc/lu/
synclist ファイルに次の行を追加することを検討してください。この行によって、ブート環境を
切り替えたときに、データベースがアクティブなブート環境から新しいブート環境に自動的にコ
ピーされます。

/var/opt/SUNWldm/ldom-db.xml     OVERWRITE

/etc/lu/synclistと、ブート環境間でのファイルの同期の詳細は、『Oracle Solaris 10 8/11
Installation Guide: Live Upgrade and Upgrade Planning 』の「Synchronizing Files
Between Boot Environments」を参照してください。

Logical Domains Manager およびシステムファームウェ
アのアップグレード

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアにアップグレードする方
法について説明します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23801luplanning-10
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23801luplanning-10
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23801luplanning-10
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最初に Logical Domains Manager を制御ドメインにダウンロードしま
す。26 ページの「Logical Domains Manager のダウンロード」 を参照してください。

次に、プラットフォーム上で動作している制御ドメイン以外のすべてのドメインを停止します。

プラットフォーム上で動作している制御ドメイン以外のすべてのドメイン
を停止する方法

このタスクは、システムの電源の再投入またはファームウェアのアップデートを行う予定がある
場合にのみ実行してください。Logical Domains Manager ソフトウェアのアップデートのみを
行う場合、このタスクを実行する必要はありません。

1. すべてのドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain -a

2. 制御ドメインから各ドメインに対して unbind-domain サブコマンドを実行します。

primary# ldm unbind-domain ldom

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアへのアッ
プグレード

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアにアップグレードする方
法について説明します。

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアにアップグレードする方
法 (Oracle Solaris 10)

1. システムファームウェアをフラッシュアップグレードします。

2. Logical Domains Manager デーモン (ldmd) を無効にします。

# svcadm disable ldmd

3. 古い SUNWldm パッケージを削除します。

# pkgrm SUNWldm
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4. 新しい SUNWldm パッケージを追加します。

# pkgadd -Gd . SUNWldm.v

-d オプションの指定は、パッケージが現在のディレクトリに存在することを示します。

注記 - この Oracle VM Server for SPARC リリースの最新機能を入手するには、パッ
チの適用が必要な場合があります。詳細については、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「必須の Oracle Solaris OS バージョン」を参照
してください。

5. ldm list コマンドを使用して、Logical Domains Manager デーモンが実行中であることを
確認します。

ldm list コマンドを実行すると、システム上で現在定義されているすべてのドメインが一覧表
示されます。特に、primary ドメインが表示され、状態が active になっているはずです。次のサ
ンプル出力は、システム上に primary ドメインのみが定義されていることを示します。

# ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active   ---c-   SP      32    3264M    0.3%  19d 9m

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアにアップグレードする方
法 (Oracle Solaris 11)

1. Logical Domains Manager のアップグレード用のドメインを準備します。

次の手順を実行すると、必要に応じて、以前のリリースの Oracle VM Server for SPARC ソ
フトウェアを実行するブート環境 (BE) に「ロールバック」することができます。

a.   構成を SP に保存します。

# ldm add-config config-name

次の例では、ldoms-prev-config という構成を保存します。

# ldm add-config ldoms-prev-config

b.   既存の BE のスナップショットを作成します。

# beadm create snapshot-name

次の例では、S10811@ldoms-prev-backup というスナップショットを作成します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
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# beadm create S10811@ldoms-prev-backup

c.   スナップショットに基づいてバックアップ BE を作成します。

# beadm create -e snapshot-name BE-name

次の例では、S10811@ldoms-prev-backup というスナップショットから、ldoms-prev-
backup という新しい BE を作成します。

# beadm create -e S10811@ldoms-prev-backup ldoms-prev-backup

2. オンラインソフトウェアリポジトリを使用するために登録します。

Certificate Generator Online Help (https://pkg-register.oracle.com/help/
#support)を参照してください。

3. 最新の SRU への更新の一部として、オンラインソフトウェアリポジトリから、Oracle VM
Server for SPARC 3.1 バージョンの ldomsmanager パッケージをインストールします。

# pkg update
            Packages to update:         1

     Estimated space available: 430.14 GB

Estimated space to be consumed:  81.58 MB

       Create boot environment:        No

Create backup boot environment:       Yes

            Services to change:         1

          Rebuild boot archive:        No

Changed packages:

solaris

  system/ldoms/ldomsmanager

    3.0.0.4,5.11-0.175.1.9.0.4.0:20130628T214036Z ->

    3.1.0.0.24,5.11-0.175.2.0.0.20.0:20130723T192948Z

Services:

  restart_fmri:

    svc:/system/manifest-import:default

DOWNLOAD                                PKGS         FILES    XFER (MB)   SPEED

Completed                                1/1         44/44      1.9/1.9 79.8k/s

PHASE                                          ITEMS

Removing old actions                           11/11

Installing new actions                         16/16

Updating modified actions                      46/46

Updating package state database                 Done

Updating package cache                           1/1

Updating image state                            Done

Creating fast lookup database                working -Loading smf(5) services

Creating fast lookup database                working /

Creating fast lookup database                   Done

https://pkg-register.oracle.com/help/#support
https://pkg-register.oracle.com/help/#support
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4. パッケージがインストールされていることを確認します。

# pkg info ldomsmanager
          Name: system/ldoms/ldomsmanager

       Summary: Logical Domains Manager

   Description: LDoms Manager - Virtualization for SPARC T-Series

      Category: System/Virtualization

         State: Installed

     Publisher: solaris

       Version: 3.1.0.0.24

 Build Release: 5.11

        Branch: 0.175.2.0.0.20.0

Packaging Date: Tue Jul 23 19:29:48 2013

          Size: 3.71 MB

          FMRI: pkg://solaris/system/ldoms/ldomsmanager@

                3.1.0.0.24,5.11-0.175.2.0.0.20.0:20130723T192948Z

5. ldmd サービスを再起動します。

# svcadm restart ldmd

6. 正しい ldm バージョンが実行されていることを確認します。

# ldm -V

7. 構成を SP に保存します。

# ldm add-config config-name

次の例では、ldoms-3.1-config という構成を保存します。

# ldm add-config ldoms-3.1-config

出荷時デフォルト構成とドメインの無効化

初期構成では、プラットフォームが 1 つのオペレーティングシステムのみをホストする単一の
システムとして表示されますが、この構成は出荷時デフォルト構成と呼ばれます。論理ドメイ
ンを無効にする場合には、ほかのドメインに割り当てられている可能性のあるすべてのリソース
(CPU、メモリー、I/O) にシステムがふたたびアクセスできるように、この構成の復元も必要にな
る場合があります。

このセクションでは、すべてのゲストドメインを削除し、ドメインのすべての構成を削除し、構成を
出荷時のデフォルトに戻す方法について説明します。
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すべてのゲストドメインを削除する方法
1. すべてのドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain -a

2. primary ドメインを除き、すべてのドメインのバインドを解除します。

primary# ldm unbind-domain ldom

注記 - 制御ドメインが必要とするサービスを I/O ドメインが提供している場合、その I/O ドメイ
ンのバインドを解除できないことがあります。この場合は、この手順をスキップします。

3. primary ドメインを除き、すべてのドメインを削除します。

primary# ldm remove-domain -a

すべてのドメイン構成を削除する方法
1. サービスプロセッサ (SP) 上に格納されているすべてのドメインの構成を一覧表示します。

primary# ldm list-config

2. factory-default 構成を除き、SP に保存されたすべての構成(config-name) を削除します。

各構成に対して次のコマンドを使用します。

primary# ldm rm-config config-name

以前 SP に保存した構成がすべて削除されると、制御ドメイン (primary) のリブート時に次に
使用されるドメインが factory-default になります。

出荷時デフォルト構成を復元する方法
1. 出荷時デフォルト構成を選択します。

primary# ldm set-config factory-default

2. 制御ドメインを停止します。
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primary# shutdown -i5 -g0 -y

3. システムの電源再投入を実行して、出荷時デフォルト構成をロードします。

-> stop /SYS
-> start /SYS

Logical Domains Manager を無効にする方法

制御ドメインから Logical Domains Manager を無効にします。

primary# svcadm disable ldmd

注記 - Logical Domains Manager を無効にしても動作中のドメインは停止しませんが、新し
いドメインの作成、既存のドメインの構成の変更、またはドメインの状態のモニターを行う機能
は無効になります。

注意 - Logical Domains Manager を無効にすると、エラー報告、電源管理など、一部のサー
ビスが無効になります。エラー報告については、factory-default 構成の場合は、制御ドメイ
ンをリブートしてエラーの報告を復元することはできます。ただし、電源管理を再度有効にする
ことはできません。また、一部のシステム管理またはモニタリングツールは Logical Domains
Manager に依存しています。

Logical Domains Manager を削除する方法

出荷時デフォルト構成を復元して Logical Domains Manager を無効にしたあと
で、Logical Domains Manager ソフトウェアを削除できます。

注記 - 出荷時デフォルト構成を復元する前に Logical Domains Manager を削除する場合
は、次の手順に示すように、サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元できます。

Logical Domains Manager ソフトウェアを削除します。

■ Oracle Solaris 10 の SUNWldm および SUNWldmp2v パッケージを削除します。

primary# pkgrm SUNWldm SUNWldmp2v
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■ Oracle Solaris 11 の ldomsmanager パッケージを削除します。

primary# pkg uninstall ldomsmanager

サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元する
方法

出荷時デフォルト構成を復元する前に Logical Domains Manager を削除する場合は、サー
ビスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元できます。

1. サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元します。

-> set /HOST/bootmode config=factory-default

2. システムの電源再投入を実行して、出荷時デフォルト構成をロードします。

-> reset /SYS
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 3 ♦  ♦  ♦        第    3    章 

Oracle VM Server for SPARC のセキュリティー

この章では、Oracle VM Server for SPARC システムで有効にできるいくつかのセキュリ
ティー機能について説明します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 41 ページの「権利の使用による論理ドメインの管理の委任」
■ 46 ページの「権利の使用によるドメインコンソールへのアクセスの制御」
■ 54 ページの「監査の有効化と使用」
■ 58 ページの「ドメインコンソールのロギングの使用」

注記 - このマニュアルの例は、スーパーユーザーが実行していることを示しています。ただし、代
わりにプロファイルを使用すれば、ユーザーが管理タスクを実行するためのより詳細なアクセス
権を取得できるようになります。

権利の使用による論理ドメインの管理の委任

Logical Domains Manager パッケージは、2 つの定義済みの権利プロファイルを、ローカル
の権利構成に追加します。これらの権利プロファイルは、特権のないユーザーに管理特権を委
任します。
■ LDoms Management プロファイルは、ユーザーにすべての ldm サブコマンドの使用を許可し

ます。
■ LDoms Review プロファイルは、ユーザーにすべてのリスト関連の ldm サブコマンドの使用

を許可します。

これらの権利プロファイルは、ユーザー、またはその後ユーザーに割り当てられる役割に、直
接割り当てることができます。これらのプロファイルのいずれかがユーザーに直接割り当てら
れている場合、ドメインを管理するために ldm コマンドを正常に使用するには、pfexec コマ
ンド、または pfbash または pfksh などのプロファイルシェルを使用する必要があります。役
割または権利プロファイルのどちらを使用するかは、使用している権利構成に基づいて決定
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します。『System Administration Guide: Security Services 』または『Oracle Solaris
11.1 Administration: Security Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and
Privileges」を参照してください。
ユーザー、承認、権利プロファイル、および役割は、次の方法で構成できます。
■ ファイルを使用してシステム上でローカルで構成する
■ LDAP などのネームサービスで一元的に構成する

Logical Domains Manager をインストールすると、必要な権利プロファイルがローカルファ
イルに追加されます。ネームサービスでプロファイルおよび役割を構成するには、『System
Administration Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and LDAP) 』を
参照してください。Logical Domains Manager パッケージによって提供される承認および実
行属性の概要については、45 ページの「Logical Domains Manager 権利プロファイル
の内容」を参照してください。この章の例はすべて、権利構成がローカルファイルを使用すると
仮定しています。

権利プロファイルと役割の使用

注意 - usermod および rolemod コマンドを使用して承認、権利プロファイル、または役割を追加
する際は、注意してください。
■ Oracle Solaris 10 OS の場合、usermod または rolemod コマンドは既存の値を置き換

えます。

値を置き換える代わりに追加するには、既存の値と新しい値のコンマ区切りのリストを指
定します。

■ Oracle Solaris 11 OS の場合は、追加する承認ごとにプラス記号 (+) を使用して値を
追加します。

たとえば、usermod -A +auth username コマンドは、rolemod コマンドと同様に、auth 承認
を username ユーザーに付与します。

ユーザー権利プロファイルの管理

次の手順は、ローカルファイルを使用してシステム上のユーザー権利プロファイルを管理す
る方法を示しています。ネームサービスでユーザープロファイルを管理するには、『System
Administration Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and LDAP) 』を
参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
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権利プロファイルをユーザーに割り当てる方法

LDoms Management プロファイルが直接割り当てられているユーザーは、セキュリティー属性を
指定して ldm コマンドを実行するために、プロファイルシェルを起動する必要があります。詳
細は、『System Administration Guide: Security Services 』または『Oracle Solaris
11.1 Administration: Security Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and
Privileges」を参照してください。

1. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

2. 管理プロファイルをローカルユーザーアカウントに割り当てます。

LDoms Review プロファイルまたは LDoms Management プロファイルのいずれかをユーザーアカ
ウントに割り当てることができます。

# usermod -P "profile-name" username

次のコマンドは、LDoms Management プロファイルをユーザー sam に割り当てます。

# usermod -P "LDoms Management" sam

ユーザーへの役割の割り当て

次の手順は、ローカルファイルを使用して役割を作成し、ユーザーに割り当てる方法を示してい
ます。ネームサービスで役割を管理するには、『System Administration Guide: Naming
and Directory Services (DNS, NIS, and LDAP) 』を参照してください。

この手順を使用する利点は、特定の役割が割り当てられたユーザーだけがその役割になれるこ
とです。役割にパスワードが割り当てられている場合は、その役割になるときにパスワードが必
要です。次の 2 つのセキュリティー階層は、パスワードを保有するユーザーが、割り当てられてい
ない役割になることを防止します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
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役割を作成し、ユーザーにその役割を割り当てる方法

1. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

2. 役割を作成します。

# roleadd -P "profile-name" role-name

3. 役割にパスワードを割り当てます。

新しいパスワードを指定し、確認するようにプロンプトが表示されます。

# passwd role-name

4. ユーザーに役割を割り当てます。

# useradd -R role-name username

5. ユーザーにパスワードを割り当てます。

新しいパスワードを指定し、確認するようにプロンプトが表示されます。

# passwd username

6. 必要に応じてそのユーザーになり、パスワードを入力します。

# su username

7. ユーザーが割り当てられた役割にアクセスできることを確認します。

$ id
uid=nn(username) gid=nn(group-name)
$ roles
role-name

8. 必要に応じてその役割になり、パスワードを入力します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
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$ su role-name

9. ユーザーがその役割になったことを確認します。

$ id
uid=nn(role-name) gid=nn(group-name)

例   3-1 役割の作成とユーザーへの割り当て

次の例では、ldm_read の役割を作成し、その役割を user_1 ユーザーに割り当てて user_1 ユー
ザーになり、ldm_read の役割を引き受けます。

# roleadd -P "LDoms Review" ldm_read
# passwd ldm_read
New Password: ldm_read-password
Re-enter new Password: ldm_read-password
passwd: password successfully changed for ldm_read

# useradd -R ldm_read user_1
# passwd user_1
New Password: user_1-password
Re-enter new Password: user_1-password
passwd: password successfully changed for user_1

# su user_1
Password: user_1-password
$ id
uid=95555(user_1) gid=10(staff)

$ roles
ldm_read

$ su ldm_read
Password: ldm_read-password
$ id
uid=99667(ldm_read) gid=14(sysadmin)

Logical Domains Manager 権利プロファイルの内容

Logical Domains Manager パッケージは、次の権利プロファイルを、ローカルの権利プロファ
イル記述データベースに追加します。

LDoms Power Mgmt Observability:::View LDoms Power Consumption:auths=solaris.ldoms.ldmpower

LDoms Review:::Review LDoms configuration:profiles=LDoms Power Mgmt

 Observability;auths=solaris.ldoms.read

LDoms Management:::Manage LDoms domains:profiles=LDoms Power Mgmt

 Observability;auths=solaris.ldoms.*
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Logical Domains Manager パッケージは、LDoms Management プロファイルおよび LDoms
Power Mgmt Observability プロファイルに関連付けられている次の実行属性も、ローカルの
実行プロファイルデータベースに追加します。

LDoms Management:suser:cmd:::/usr/sbin/ldm:privs=file_dac_read,file_dac_search

LDoms Power Mgmt Observability:suser:cmd:::/usr/sbin/ldmpower:privs=file_dac_search

ldm サブコマンドと、そのコマンドの実行に必要な対応するユーザー承認を次の表に示します。

表 3-1 ldm サブコマンドおよびユーザー承認

ldm サブコマンド† ユーザー承認

add-* solaris.ldoms.write

bind-domain solaris.ldoms.write

list solaris.ldoms.read

list-* solaris.ldoms.read

panic-domain solaris.ldoms.write

remove-* solaris.ldoms.write

set-* solaris.ldoms.write

start-domain solaris.ldoms.write

stop-domain solaris.ldoms.write

unbind-domain solaris.ldoms.write

†追加、表示、削除、または設定できるすべてのリソースを指します。

権利の使用によるドメインコンソールへのアクセスの制御

デフォルトでは、すべてのユーザーがすべてのドメインコンソールにアクセスできます。ドメイン
コンソールへのアクセスを制御するには、承認チェックを行うように vntsd デーモンを構成し
ます。vntsd デーモンは、vntsd/authorization という名前のサービス管理機能 (SMF) プ
ロパティーを提供します。このプロパティーを構成すると、ドメインコンソールまたはコンソール
グループ用にユーザーおよび役割の承認チェックを有効にできます。承認チェックを有効に
するには、svccfg コマンドを使用して、このプロパティーの値を true に設定します。このオ
プションが有効な場合、vntsd は、localhost のみで接続を待機して受け入れます。vntsd/
authorization が有効な場合、listen_addr プロパティーに代替 IP アドレスを指定していて
も、vntsd は代替 IP アドレスを無視し、引き続き localhost のみで待機します。
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注意 - localhost 以外のホストを使用するには、vntsd サービスを構成しないでください。

localhost 以外のホストを指定すると、制御ドメインからゲストドメインコンソールへの接続が制
限されなくなります。ゲストドメインへのリモート接続に telnet コマンドを使用する場合は、平文
のログイン認証がネットワーク上に渡されます。

デフォルトで、すべてのゲストコンソールへのアクセスの承認はローカルの承認記述データベー
スにあります。

solaris.vntsd.consoles:::Access All LDoms Guest Consoles::

usermod コマンドを使用して、ローカルファイル上のユーザーまたは役割に必要な承認を割り当
てます。このコマンドは、指定のドメインコンソールまたはコンソールグループへのアクセスに、
必要な承認を持つユーザーまたは役割のみを許可します。ネームサービスでユーザーまたは役
割に承認を割り当てるには、『System Administration Guide: Naming and Directory
Services (DNS, NIS, and LDAP) 』を参照してください。
すべてのドメインコンソールまたは 1 つのドメインコンソールへのアクセスを制御できます。
■ すべてのドメインコンソールへのアクセスを制御するには、47 ページの「役割を使用し

てすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方法」および49 ページの「権利
プロファイルを使用してすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方法」を参照
してください。

■ 1 つのドメインコンソールへのアクセスを制御するには、52 ページの「役割を使用して
1 つのコンソールへのアクセスを制御する方法」および53 ページの「権利プロファイル
を使用して 1 つのコンソールへのアクセスを制御する方法」を参照してください。

役割を使用してすべてのドメインコンソールへのアクセス
を制御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限します。

primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. solaris.vntsd.consoles 承認を持つ役割を作成し、それによってすべてのドメインコンソール
へのアクセスを許可します。

primary# roleadd -A solaris.vntsd.consoles role-name

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752&id=816-4556
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primary# passwd all_cons

3. ユーザーに新しい役割を割り当てます。

primary# usermod -R role-name username

例   3-2 役割の使用によるすべてのドメインコンソールへのアクセスの制御

最初に、コンソールの承認チェックを有効にして、すべてのドメインコンソールへのアクセスを制
限します。

primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd
primary# ldm ls
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    8     16G      0.2%  47m

ldg1             active     -n--v-  5000    2     1G       0.1%  17h 50m

ldg2             active     -t----  5001    4     2G        25%  11s

次の例は、solaris.vntsd.consoles 承認を持つ all_cons 役割を作成し、それによってすべ
てのドメインコンソールへのアクセスを許可する方法を示しています。

primary# roleadd -A solaris.vntsd.consoles all_cons
primary# passwd all_cons
New Password:

Re-enter new Password:

passwd: password successfully changed for all_cons

このコマンドは、sam ユーザーに all_cons 役割を割り当てます。

primary# usermod -R all_cons sam

ユーザー sam は、all_cons 役割になり、すべてのコンソールにアクセスできます。たとえば、次の
ように表示されます。

$ id
uid=700299(sam) gid=1(other)

$ su all_cons
Password:

$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....

Press ~? for control options ..
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$ telnet localhost 5001
Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg2" in group "ldg2" ....

Press ~? for control options ..

この例は、承認されていないユーザー dana がドメインコンソールへのアクセスを試みたときに何
が起きるかを示しています。

$ id
uid=702048(dana) gid=1(other)

$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connection to 0 closed by foreign host.

権利プロファイルを使用してすべてのドメインコンソールへ
のアクセスを制御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限します。

primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. solaris.vntsd.consoles 承認を持つ権利プロファイルを作成します。

■ Oracle Solaris 10 OS: /etc/security/prof_attr ファイルを編集します。

次のエントリを指定します。

LDoms Consoles:::Access LDoms Consoles:auths=solaris.vntsd.consoles

■ Oracle Solaris 11 OS: profiles コマンドを使用して、新しいプロファイルを作成します。

primary# profiles -p "LDoms Consoles" \
'set desc="Access LDoms Consoles"; set
 auths=solaris.vntsd.consoles'

3. 権利プロファイルをユーザーに割り当てます。
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■ Oracle Solaris 10 OS: 権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

primary# usermod -P "All,Basic Solaris User,LDoms

 Consoles" username

LDoms Consoles プロファイルを追加する際は、注意して既存のプロファイルを指定してく
ださい。前のコマンドは、ユーザーがすでに All およびBasic Solaris User プロファイルを
持っていることを示しています。

■ Oracle Solaris 11 OS: 権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

primary# usermod -P +"LDoms Consoles" username

4. ユーザーとしてドメインコンソールに接続します。

$ telnet localhost 5000

例   3-3 権利プロファイルの使用によるすべてのドメインコンソールへのアクセスの制御

次の例は、権利プロファイルを使用してすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方
法を示しています。
■ Oracle Solaris 10: /etc/security/prof_attr ファイルに次のエントリを追加し

て、solaris.vntsd.consoles 承認を持つ権利プロファイルを作成します。

LDoms Consoles:::Access LDoms Consoles:auths=solaris.vntsd.consoles

権利プロファイルを username に割り当てます。

primary# usermod -P "All,Basic Solaris User,LDoms

 Consoles" username

次のコマンドは、ユーザーが sam であり、All、Basic Solaris User、および LDoms
Consoles 権利プロファイルが有効であることを確認する方法を示しています。telnet コ
マンドは、ldg1 ドメインコンソールにアクセスする方法を示します。

$ id

uid=702048(sam) gid=1(other)

$ profiles

All

Basic Solaris User
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LDoms Consoles

$ telnet localhost 5000

Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....

Press ~? for control options ..

■ Oracle Solaris 11: profiles コマンドを使用して、権利プロファイル記述データベースに
solaris.vntsd.consoles 承認を持つ権利プロファイルを作成します。

primary# profiles -p "LDoms Consoles" \

'set desc="Access LDoms Consoles"; set

 auths=solaris.vntsd.consoles'

権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

primary# usermod -P +"LDoms Consoles" sam

次のコマンドは、ユーザーが sam であり、All、Basic Solaris User、および LDoms
Consoles 権利プロファイルが有効であることを確認する方法を示しています。telnet コ
マンドは、ldg1 ドメインコンソールにアクセスする方法を示します。

$ id

uid=702048(sam) gid=1(other)

$ profiles

All

Basic Solaris User

LDoms Consoles

$ telnet localhost 5000

Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....

Press ~? for control options ..
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役割を使用して 1 つのコンソールへのアクセスを制御する
方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限します。

primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. 単一のドメインに対する承認を承認記述データベースに追加します。

承認名は、ドメインの名前から派生し、solaris.vntsd.console-domain-name の形式になりま
す。

solaris.vntsd.console-domain-name:::Access domain-name Console::

3. ドメインのコンソールへのアクセスのみを許可する、新しい承認を持つ役割を作成します。

primary# roleadd -A solaris.vntsd.console-domain-name role-name
primary# passwd role-name
New Password:

Re-enter new Password:

passwd: password successfully changed for role-name

4. role-name 役割をユーザーに割り当てます。

primary# usermod -R role-name username

例   3-4 1 つのドメインコンソールへのアクセス

この例は、ユーザー terry が ldg1cons 役割になり、ldg1 ドメインコンソールにアクセスする方
法を示しています。

まず、単一のドメイン ldg1 に対する承認を承認記述データベースに追加します。

solaris.vntsd.console-ldg1:::Access ldg1 Console::

次に、ドメインのコンソールへのアクセスのみを許可する、新しい承認を持つ役割を作成します。

primary# roleadd -A solaris.vntsd.console-ldg1 ldg1cons
primary# passwd ldg1cons
New Password:

Re-enter new Password:

passwd: password successfully changed for ldg1cons
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ldg1cons 役割をユーザー terry に割り当てて、ldg1cons 役割になり、ドメインコンソールにアク
セスします。

primary# usermod -R ldg1cons terry
primary# su terry
Password: 

$ id
uid=700300(terry) gid=1(other)

$ su ldg1cons
Password:

$ id
uid=700303(ldg1cons) gid=1(other)

$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...

Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....

Press ~? for control options ..

次の例は、ユーザー terry が ldg2 ドメインコンソールにアクセスできないことを示しています。

$ telnet localhost 5001
Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connection to 0 closed by foreign host.

権利プロファイルを使用して 1 つのコンソールへのアクセ
スを制御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限します。

primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. 単一のドメインに対する承認を承認記述データベースに追加します。

次の例のエントリは、ドメインコンソールに対する承認を追加します。

solaris.vntsd.console-domain-name:::Access domain-name Console::

3. 特定のドメインコンソールにアクセスするための承認を持つ権利プロファイルを作成します。

■ Oracle Solaris 10 OS: /etc/security/prof_attr ファイルを編集します。
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domain-name Console:::Access domain-name
Console:auths=solaris.vntsd.console-domain-name

このエントリは 1 行に収める必要があります。

■ Oracle Solaris 11 OS: profiles コマンドを使用して、新しいプロファイルを作成します。

primary# profiles -p "domain-name Console" \
'set desc="Access domain-name Console";
set auths=solaris.vntsd.console-domain-name'

4. 権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

次のコマンドは、プロファイルをユーザーに割り当てます。

■ Oracle Solaris 10 OS: 権利プロファイルを割り当てます。

primary# usermod -P "All,Basic Solaris User,domain-name
 Console" username

All および Basic Solaris User プロファイルは必須です。

■ Oracle Solaris 11 OS: 権利プロファイルを割り当てます。

primary# usermod -P +"domain-name Console" username

監査の有効化と使用

Logical Domains Manager は Oracle Solaris OS の監査機能を使用して、制御ドメインに
発生したアクションおよびイベントの履歴を検査します。履歴は、何が、いつ、だれによって行わ
れ、どのような影響があるかを追跡するログに保持されます。
この監査機能は、システムで実行されている次の Oracle Solaris OS のバージョンに基づい
て有効または無効にすることができます。
■ Oracle Solaris 10 OS: bsmconv および bsmunconv コマンドを使用しま

す。bsmconv(1M) および bsmunconv(1M) マニュアルページ、および『System
Administration Guide: Security Services 』のパート VII「Auditing in Oracle
Solaris」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557audittm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557audittm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557audittm-1
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■ Oracle Solaris 11 OS: audit コマンドを使用します。audit(1M) のマニュアル
ページおよび『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security Services 』のパー
ト VII「Auditing in Oracle Solaris」を参照してください。

監査を有効にする方法

システムで Oracle Solaris の監査機能を構成および有効化する必要があります。Oracle
Solaris 11 の監査はデフォルトで有効になっていますが、いくつかの構成段階を実行する必
要があります。

注記 - 既存のプロセスは、仮想化ソフトウェア (vs) クラスに対しては監査されません。この手順
は、必ず通常のユーザーがシステムにログインする前に実行してください。

1. /etc/security/audit_event ファイルおよび /etc/security/audit_class ファイルにカスタマ
イズを追加します。

これらのカスタマイズは、Oracle Solaris のアップグレード全体に保持されますが、Oracle
Solaris の新規インストール後は再度追加する必要があります。

a.   次のエントリが存在していない場合は、audit_event ファイルに追加します。

40700:AUE_ldoms:ldoms administration:vs

b.   次のエントリが存在していない場合は、audit_class ファイルに追加します。

0x10000000:vs:virtualization_software

2. (Oracle Solaris 10) vs クラスを /etc/security/audit_control ファイルに追加します。

次の例の /etc/security/audit_control の部分は、vs クラスを指定する方法を示していま
す。

dir:/var/audit

flags:lo,vs

minfree:20

naflags:lo,na

3. (Oracle Solaris 10) 監査機能を有効にします。

a.   bsmconv コマンドを実行します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015audittm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015audittm-1
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# /etc/security/bsmconv

b.   システムをリブートします。

4. (Oracle Solaris 11) vs 監査クラスを事前選択します。

a.   すでに選択されている監査クラスを確認します。

すでに選択されているすべての監査クラスが、更新済みのクラスのセットの一部であるこ
とを確認します。次の例は、lo クラスがすでに選択されていることを示しています。

# auditconfig -getflags
active user default audit flags = lo(0x1000,0x1000)

configured user default audit flags = lo(0x1000,0x1000)

b.   vs 監査クラスを追加します。

# auditconfig -setflags [class],vs

class は、コンマで区切ったゼロ以上の監査クラスです。/etc/security/audit_class
ファイルで、監査クラスのリストを確認できます。Oracle VM Server for SPARC システ
ムに vs クラスを含めてください。

たとえば、次のコマンドは、lo および vs クラスの両方を選択します。

# auditconfig -setflags lo,vs

c.   (オプション) プロセスを、管理者または構成者のいずれかとして監査する場合は、システ
ムからログアウトします。

ログアウトしたくない場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』の「How to Update the Preselection Mask of Logged In Users」を参
照してください。

5. 監査ソフトウェアが実行されていることを確認します。

# auditconfig -getcond

監査ソフトウェアが実行されている場合は、出力に audit condition = auditing が表示され
ます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015audittask-64
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015audittask-64
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監査を無効にする方法

監査機能を無効にします。

■ Oracle Solaris 10 OS:

a.   bsmunconv コマンドを実行します。

# /etc/security/bsmunconv
Are you sure you want to continue? [y/n] y
This script is used to disable the Basic Security Module (BSM).

Shall we continue the reversion to a non-BSM system now? [y/n] y
bsmunconv: INFO: removing c2audit:audit_load from /etc/system.

bsmunconv: INFO: stopping the cron daemon.

The Basic Security Module has been disabled.

Reboot this system now to come up without BSM.

b.   システムをリブートします。

■ Oracle Solaris 11 OS:

a.   audit -t コマンドを実行します。

# audit -t

b.   監査ソフトウェアが実行されていないことを確認します。

# auditconfig -getcond
audit condition = noaudit

監査レコードを確認する方法

vs 監査の出力を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ auditreduce コマンドおよび praudit コマンドを使用して、監査の出力を確認します。

# auditreduce -c vs | praudit
# auditreduce -c vs -a 20060502000000 | praudit
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■ praudit -x コマンドを使用して、監査レコードを XML 形式で出力します。

監査ログをローテーションする方法

audit -n コマンドを使用して、監査ログをローテーションします。

監査ログをローテーションさせて現在の監査ファイルを閉じ、現在の監査ディレクトリで別の新し
いファイルを開きます。

ドメインコンソールのロギングの使用

Oracle VM Server for SPARC 環境では、primary ドメインからのコンソール I/O はサービ
スプロセッサ (SP) に送信されます。ほかのすべてのドメインからのコンソール I/O は、仮想コ
ンソール端末集配信装置 (vcc) を実行するサービスドメインにリダイレクトされます。サービスド
メインが Oracle Solaris 11 OS を実行する場合、ゲストドメインのコンソール出力をファイル
に記録できます。

サービスドメインは、論理ドメインのコンソールロギングをサポートします。サービスドメインは
Oracle Solaris 11 OS を実行する必要がありますが、ログの対象となっているゲストドメイン
は Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11 OS のどちらを実行してもかまいません。

ドメインコンソールログは、vcc サービスを提供するサービスドメイン上の /var/log/
vntsd/domain-name/console-log というファイルに保存されます。コンソールログファイルは
logadm コマンドを使用して交替することができます。logadm(1M) および logadm.conf(4)
のマニュアルページを参照してください。

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアでは、各論理ドメインのコンソールロギングを選
択的に有効化および無効化できます。コンソールロギングはデフォルトで有効です。

コンソールロギングを有効または無効にする方法

ドメインが同じコンソールグループに属している場合でも、個々の論理ドメインのコンソールロギ
ングを有効化または無効化する必要があります。
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1. ドメインの現在のコンソール設定をリストします。

primary# ldm list -o console domain

2. ドメインを停止し、バインドを解除します。

ドメインは、コンソール設定を変更する前に、アクティブではなくバインドされていない状態であ
る必要があります。

primary# ldm stop domain
primary# ldm unbind domain

3. コンソールロギングを有効または無効にします。

■ コンソールロギングを有効にするには。

primary# ldm set-vcons log=on domain

■ コンソールロギングを無効にするには。

primary# ldm set-vcons log=off domain

ドメインコンソールのロギングに関するサービスドメインの
要件
Oracle Solaris 11.1 より古い OS バージョンを実行するサービスドメインに接続されているド
メインは、ログに記録することはできません。

注記 - ドメインのコンソールロギングを有効化した場合でも、ドメインの仮想コンソールは、必要
なサポートがサービスドメインで使用可能でない場合は記録されません。
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 4 ♦  ♦  ♦        第    4    章 

サービスおよび制御ドメインの設定

この章では、デフォルトのサービスおよび制御ドメインの設定に必要な手順について説明しま
す。

Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant を使用して、論理ドメイン
およびサービスを構成することもできます。第15章「Oracle VM Server for SPARC
Configuration Assistant (Oracle Solaris 10)」を参照してください。
この章では、次の項目について説明します。
■ 61 ページの「出力メッセージ」
■ 62 ページの「デフォルトのサービスの作成」
■ 64 ページの「制御ドメインの初期構成」
■ 65 ページの「ドメインを使用するためのリブート」
■ 66 ページの「制御ドメインまたはサービスドメインとその他のドメイン間のネットワーク

の有効化」
■ 67 ページの「仮想ネットワーク端末サーバーデーモンの有効化」

出力メッセージ
制御ドメインでリソースを動的に構成できない場合は、まず遅延再構成を開始することをお勧
めします。遅延再構成は、制御ドメインのリブートが完了するまで構成処理を延期します。

primary ドメインで遅延再構成を開始すると、次のメッセージが表示されます。

Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the

primary domain reboots, at which time the new configuration for the

primary domain also takes effect.

primary ドメインをリブートするまで、その後の各操作のあとに次の通知を受け取ります。

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
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デフォルトのサービスの作成

次の仮想デバイスサービスを作成し、制御ドメインをサービスドメインとして使用してほかのドメ
インの仮想デバイスを作成する必要があります。
■ vcc – 仮想コンソール端末集配信装置サービス
■ vds – 仮想ディスクサーバー
■ vsw – 仮想スイッチサービス

デフォルトのサービスを作成する方法
1. 仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd) が使用する仮想コンソール端末集配信装置

(vcc) サービスを、すべての論理ドメインコンソールの端末集配信装置として作成します。

たとえば、次のコマンドを使用して、ポートの範囲が 5000 - 5100 の仮想コンソール端末集配
信装置サービス (primary-vcc0) を、制御ドメイン (primary) に追加します。

primary# ldm add-vcc port-range=5000-5100 primary-vcc0 primary

2. 論理ドメインに仮想ディスクをインポートできるように、仮想ディスクサーバー (vds) を作成しま
す。

たとえば、次のコマンドを使用して、仮想ディスクサーバー (primary-vds0) を制御ドメイン
(primary) に追加します。

primary# ldm add-vds primary-vds0 primary

3. 論理ドメインの仮想ネットワーク (vnet) デバイス間でネットワークを有効にするには、仮想ス
イッチサービス (vsw) を作成します。

各論理ドメインが仮想スイッチを使用して外部と通信する必要がある場合は、GLDv3 準拠の
ネットワークアダプタを仮想スイッチに割り当てます。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、ネットワークアダプタドライバの仮想スイッチサービスを、制
御ドメインに追加します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net-driver vsw-service primary

たとえば、次のコマンドを使用して、ネットワークアダプタドライバ nxge0 の仮想スイッチ
サービス (primary-vsw0) を、制御ドメイン (primary) に追加します。



デフォルトのサービスを作成する方法

第 4 章 サービスおよび制御ドメインの設定 63

primary# ldm add-vsw net-dev=nxge0 primary-vsw0 primary

■ Oracle Solaris 11 の場合は、ネットワークアダプタドライバ net0 の仮想スイッチサービ
ス (primary-vsw0) を、制御ドメイン (primary) に追加します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net-driver vsw-service primary

たとえば、次のコマンドを使用して、ネットワークアダプタドライバ net0 の仮想スイッチサー
ビス (primary-vsw0) を、制御ドメイン (primary) に追加します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

■ 次のプロセスは Oracle Solaris 10 OS のみに適用されるため、Oracle Solaris 11 シ
ステムでは実行しないでください。

このコマンドによって、仮想スイッチに MAC アドレスが自動的に割り当てられます。ldm
add-vsw コマンドに、オプションとして独自の MAC アドレスを指定できます。ただし、この
場合、指定した MAC アドレスが既存の MAC アドレスと競合していないことの確認は、
ユーザーが責任を持って行います。

追加された仮想スイッチが、基本となる物理アダプタに代わりプライマリネットワークイン
タフェースとなる場合は、動的ホスト構成プロトコル (DHCP) サーバーによってドメインに
同じ IP アドレスが割り当てられるように、仮想スイッチに物理アダプタの MAC アドレス
を割り当てる必要があります。66 ページの「制御ドメインまたはサービスドメインとその
他のドメイン間のネットワークの有効化」 を参照してください。

primary# ldm add-vsw mac-addr=2:04:4f:fb:9f:0d net-dev=nxge0

 primary-vsw0 primary

4. list-services サブコマンドを使用して、サービスが作成されたことを確認します。

次のように出力されるはずです。

primary# ldm list-services primary
VDS

    NAME             VOLUME         OPTIONS          DEVICE

    primary-vds0

 

VCC

    NAME             PORT-RANGE

    primary-vcc0     5000-5100

 

VSW

    NAME             MAC               NET-DEV   DEVICE     MODE
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    primary-vsw0     02:04:4f:fb:9f:0d nxge0     switch@0   prog,promisc

制御ドメインの初期構成
最初に、すべてのシステムリソースが制御ドメインに割り当てられます。その他の論理ドメインを
作成できるように、一部のリソースを解放する必要があります。

制御ドメインの初期構成を行うために、メモリーの動的再構成 (DR) を使用しないでください。
リブートせずにメモリー DR を使用してこの構成を実行することは可能ですが、メモリー DR 手
法は非常に長い時間を必要とし (リブートより時間がかかる)、失敗する可能性があります。代わ
りに、メモリー構成を変更する前に ldm start-reconf コマンドを使用して、遅延構成モードで制
御ドメインを配置します。そのあと、すべての構成手順の実行後に制御ドメインをリブートできま
す。

制御ドメインを構成する方法

注記 - この手順には、制御ドメイン用に設定するリソースの例も含まれています。ここで示す数
値は単なる例であり、使用される値が制御ドメインに適していない場合があります。

1. 制御ドメインに暗号化デバイスが割り当てられているかどうかを判断します。

暗号化デバイス (MAU) があるのは、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、および
SPARC T3 プラットフォームのみです。SPARC T4 システムや Fujitsu M10 システム な
どの新しいプラットフォームには個別の暗号化装置が備わっていないため、これらのプラット
フォームでは暗号化アクセラレータを割り当てる必要がありません。

primary# ldm list -o crypto primary

2. 該当する場合は、暗号化リソースを制御ドメインに割り当てます。

次の例では、1 つの暗号化リソースが制御ドメイン primary に割り当てられます。この設定によ
り、残りの暗号化リソースをゲストドメインで使用できるようになります。

primary# ldm set-mau 1 primary

3. 仮想 CPU を制御ドメインに割り当てます。

たとえば、次のコマンドでは、8 つの仮想 CPU が制御ドメイン primary に割り当てられます。こ
の設定により、残りの仮想 CPU をゲストドメインで使用できるようになります。
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primary# ldm set-vcpu 8 primary

4. 制御ドメインの遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf primary

5. メモリーを制御ドメインに割り当てます。

たとえば、次のコマンドでは、4G バイトのメモリーが制御ドメイン primary に割り当てられます。
この設定により、残りのメモリーをゲストドメインで使用できるようになります。

primary# ldm set-memory 4G primary

6. 論理ドメインのマシン構成をサービスプロセッサ (SP) に追加します。

たとえば、次のコマンドを使用して initial という名前の構成を追加します。

primary# ldm add-config initial

7. 次回のリブート時に構成が使用できる状態であることを確認します。

primary# ldm list-config
factory-default

initial [current]

この ldm list-config コマンドは、電源再投入の実行後に initial 構成セットが使用される
ことを示します。

ドメインを使用するためのリブート

構成の変更を有効にして、ほかの論理ドメインで使用できるようにリソースを解放するには、制
御ドメインをリブートする必要があります。

リブートする方法

制御ドメインを停止してリブートします。

primary# shutdown -y -g0 -i6
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注記 - リブートまたは電源再投入のいずれかによって、新しい構成がインスタンス化されます。
サービスプロセッサ (SP) に保存されている構成が実際にブートされるのは、電源再投入後の
みで、その際に list-config の出力に反映されます。

制御ドメインまたはサービスドメインとその他のドメイン間のネットワー
クの有効化

注意 - このセクションは、Oracle Solaris 10 システムにのみ適用されます。Oracle Solaris
11 システムには vsw インタフェースを構成しないでください。

デフォルトでは、システムの制御ドメインとその他のドメイン間のネットワークは無効になってい
ます。ネットワークを有効にするために、仮想スイッチデバイスをネットワークデバイスとして構成
するようにしてください。仮想スイッチは、基本となる物理デバイス (この例では nxge0) に代わ
りプライマリインタフェースとして構成するか、ドメインの追加のネットワークインタフェースとして
構成することができます。

ゲストドメインは、対応するネットワークバックエンドデバイスが同じ仮想 LAN または仮想ネッ
トワーク上に構成されている限り、自動的に制御ドメインまたはサービスドメインと通信すること
ができます。

仮想スイッチをプライマリインタフェースとして構成する方
法

注記 - 次の手順は、ドメインへのネットワーク接続が一時的に中断される可能性があるため、制
御ドメインのコンソールから実行してください。

必要に応じて、物理ネットワークデバイスと同様に仮想スイッチを構成できます。この場合、手順
2 で記載されているように仮想スイッチを作成します。手順 3 はスキップして物理デバイスの
削除をしません。そのあと、仮想スイッチは、静的 IP アドレスまたは動的 IP アドレスを使用し
て構成する必要があります。動的 IP アドレスは DHCP サーバーから取得できます。この場合
の詳細および例は、228 ページの「NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービ
スドメインの構成」を参照してください。

1. すべてのインタフェースのアドレス指定情報を出力します。
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primary# ifconfig -a

2. 仮想スイッチネットワークインタフェースを構成します。

primary# ifconfig vsw0 plumb

3. 仮想スイッチ (net-dev) に割り当てられたデバイスの物理インタフェースを削除します。

primary# ifconfig nxge0 down unplumb

4. 物理ネットワークデバイス (nxge0) を仮想スイッチデバイス (vsw0) に移行するには、次のいず
れかの操作を実行します。

■ ネットワークが静的 IP アドレスを使用して構成されている場合は、仮想スイッチに対して
nxge0 の IP アドレスとネットマスクを再利用します。

primary# ifconfig vsw0 IP-of-nxge0 netmask netmask-of-nxge0
 broadcast + up

■ ネットワークが DHCP を使用して構成されている場合は、仮想スイッチに対して DHCP
を有効にします。

primary# ifconfig vsw0 dhcp start

5. 必要な構成ファイルに修正を加えて、この変更内容を確定します。

primary# mv /etc/hostname.nxge0 /etc/hostname.vsw0
primary# mv /etc/dhcp.nxge0 /etc/dhcp.vsw0

仮想ネットワーク端末サーバーデーモンの有効化

各論理ドメインの仮想コンソールにアクセスするには、仮想ネットワーク端末サーバーデーモン
(vntsd) を有効にする必要があります。このデーモンの使用法の詳細は、vntsd(1M) マニュア
ルページを参照してください。
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仮想ネットワーク端末サーバーデーモンを有効にする方法

注記 - vntsd を有効化する前に、必ず制御ドメイン上にデフォルトのサービス vconscon (vcc)
を作成しておいてください。詳細は、62 ページの「デフォルトのサービスの作成」 を参照し
てください。

1. 仮想ネットワーク端末サーバーデーモン vntsd を有効にします。

primary# svcadm enable vntsd

2. vntsd デーモンが有効であることを確認します。

primary# svcs vntsd
STATE          STIME    FMRI

online         Oct_08   svc:/ldoms/vntsd:default
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ゲストドメインの設定

この章では、ゲストドメインの設定に必要な手順について説明します。

Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant を使用して、論理ドメイン
およびサービスを構成することもできます。第15章「Oracle VM Server for SPARC
Configuration Assistant (Oracle Solaris 10)」を参照してください。
この章では、次の項目について説明します。
■ 69 ページの「ゲストドメインの作成と起動」
■ 73 ページの「ゲストドメインへの Oracle Solaris OS のインストール」

ゲストドメインの作成と起動

ゲストドメインでは、sun4v プラットフォームとハイパーバイザによって提供される仮想デバイ
スの両方と互換性のあるオペレーティングシステムを実行する必要があります。現時点で
は、Oracle Solaris 10 11/06 OS 以降を実行する必要があります。Oracle Solaris 10
1/13 OS を実行すると、すべての Oracle VM Server for SPARC 3.1 機能を使用できま
す。必要になる可能性がある特定のパッチについては、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』を参照してください。デフォルトのサービスを作成し、
制御ドメインからリソースを再度割り当てたら、ゲストドメインを作成して起動できます。

ゲストドメインを作成および起動する方法
1. 論理ドメインを作成します。

次のコマンドを使用して ldg1 という名前のゲストドメインを作成します。

primary# ldm add-domain ldg1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRN
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2. CPU をゲストドメインに追加します。

次のいずれかの手順を実行します。

■ 仮想 CPU を追加します。

次のコマンドを使用して 8 つの仮想 CPU をゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-vcpu 8 ldg1

■ コア全体を追加します。

次のコマンドを使用して 2 つのコア全体をゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-core 2 ldg1

3. メモリーをゲストドメインに追加します。

次のコマンドを使用して 2G バイトのメモリーをゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-memory 2G ldg1

4. 仮想ネットワークデバイスをゲストドメインに追加します。

次のコマンドを使用して、次のように指定した仮想ネットワークデバイスをゲストドメイン ldg1 に
追加します。

primary# ldm add-vnet vnet1 primary-vsw0 ldg1

ここでは:
■ vnet1 は、後続の set-vnet または remove-vnet サブコマンドで参照するためにこの仮想

ネットワークデバイスのインスタンスに割り当てられる、論理ドメインで一意のインタフェー
ス名です。

■ primary-vsw0 は、接続する既存のネットワークサービス (仮想スイッチ) の名前です。

注記 - 手順 5 および 6 は、仮想ディスクサーバーデバイス (vdsdev) を primary ドメイン
に、および仮想ディスク (vdisk) をゲストドメインに追加するための簡略化された方法で
す。ZFS™ ボリュームおよびファイルシステムを仮想ディスクとして使用する方法について
は、185 ページの「ZFS ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエクスポートする方法」お
よび196 ページの「仮想ディスクと ZFS の使用」を参照してください。

5. 仮想ディスクサーバーによってゲストドメインに仮想ディスクとしてエクスポートされるデバイス
を指定します。
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物理ディスク、ディスクスライス、ボリューム、またはファイルをブロック型デバイスとしてエクス
ポートできます。物理ディスクとファイルの例を次に示します。
■ 物理ディスクの例。この例では、次の指定で物理ディスクを追加します。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c2t1d0s2 vol1@primary-vds0

ここでは:

■ /dev/dsk/c2t1d0s2 は、実際の物理デバイスのパス名です。デバイスを追加する場
合、パス名にはデバイス名を組み合わせる必要があります。

■ vol1 は、仮想ディスクサーバーに追加するデバイスに指定する必要がある一意の名
前です。ボリューム名は、この仮想ディスクサーバーによってクライアントにエクスポー
トされ追加されるため、ボリューム名はこの仮想ディスクサーバーのインスタンスに対
して一意である必要があります。デバイスを追加する場合、ボリューム名には実際の
デバイスのパス名を組み合わせる必要があります。

■ primary-vds0 は、このデバイスを追加する仮想ディスクサーバーの名前です。

■ ファイルの例。この例では、ファイルをブロック型デバイスとしてエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev backend vol1@primary-vds0

ここでは:

■ backend は、ブロック型デバイスとしてエクスポートされる実際のファイルのパス名で
す。デバイスを追加する場合、このバックエンドにデバイス名を組み合わせる必要が
あります。

■ vol1 は、仮想ディスクサーバーに追加するデバイスに指定する必要がある一意の名
前です。ボリューム名は、この仮想ディスクサーバーによってクライアントにエクスポー
トされ追加されるため、ボリューム名はこの仮想ディスクサーバーのインスタンスに対
して一意である必要があります。デバイスを追加する場合、ボリューム名には実際の
デバイスのパス名を組み合わせる必要があります。

■ primary-vds0 は、このデバイスを追加する仮想ディスクサーバーの名前です。

6. 仮想ディスクをゲストドメインに追加します。

次の例では、仮想ディスクをゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-vdisk vdisk1 vol1@primary-vds0 ldg1

ここでは:
■ vdisk1 は、仮想ディスクの名前です。
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■ vol1 は、接続する既存のボリュームの名前です。

■ primary-vds0 は、接続する既存の仮想ディスクサーバーの名前です。

注記 - 仮想ディスクは、さまざまな種類の物理デバイス、ボリューム、またはファイルに関連付け
られた総称的なブロック型デバイスです。仮想ディスクは SCSI ディスクと同義ではありませ
ん。そのため、ディスクラベル内のターゲット ID は除外されます。論理ドメインの仮想ディスク
の形式は、cNdNsN です。cN は仮想コントローラ、dN は仮想ディスク番号、および sN はスラ
イスを示します。

7. ゲストドメインの auto-boot? および boot-device 変数を設定します。

次のコマンド例では、ゲストドメイン ldg1 の auto-boot? を true に設定します。

primary# ldm set-var auto-boot\?=true ldg1

次のコマンド例では、ゲストドメイン ldg1 の boot-device を vdisk1 に設定します。

primary# ldm set-var boot-device=vdisk1 ldg1

8. ゲストドメイン ldg1 にリソースをバインドし、ドメインを一覧表示してリソースがバインドされて
いることを確認します。

primary# ldm bind-domain ldg1
primary# ldm list-domain ldg1
NAME          STATE    FLAGS  CONS   VCPU MEMORY   UTIL  UPTIME

ldg1          bound    -----  5000   8    2G

9. ゲストドメインのコンソールのポートを見つけるために、前述の list-domain サブコマンドの出
力を調べます。

CONS という見出しの下で、論理ドメインゲスト 1 (ldg1) のコンソール出力がポート 5000 にバイ
ンドされていることがわかります。

10. 制御ドメインにログインし、ローカルホストのコンソールポートに直接接続することによって、別
の端末からゲストドメインのコンソールに接続します。

$ ssh hostname.domain-name
$ telnet localhost 5000

11. ゲストドメイン ldg1 を起動します。

primary# ldm start-domain ldg1
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ゲストドメインへの Oracle Solaris OS のインストール

 

このセクションでは、ゲストドメインに Oracle Solaris OS をインストールするためのさまざまな
方法について説明します。

注意 - Oracle Solaris OS のインストール中に仮想コンソールの接続を解除しないでください。

Oracle Solaris 11 ドメインの場合は、DefaultFixed ネットワーク構成プロファイル (NCP) を
使用します。このプロファイルは、インストール中またはインストール後に有効にできます。

Oracle Solaris 11 のインストール中に、「手動」ネットワーク構成を選択します。Oracle
Solaris 11 のインストール後に、netadm list コマンドを使用して、DefaultFixed NCP が有
効になっていることを確認してください。『Connecting Systems Using Fixed Network
Configuration in Oracle Solaris 11.1 』および『Connecting Systems Using Reactive
Network Configuration in Oracle Solaris 11.1 』を参照してください。

DVD からゲストドメインに Oracle Solaris OS をインス
トールする方法

1. DVD ドライブに Oracle Solaris 10 OS または Oracle Solaris 11 OS DVD を挿入します。

2. primary ドメインでボリューム管理デーモン vold(1M) を停止します。

primary# svcadm disable volfs

3. ゲストドメイン (ldg1) を停止し、バインドを解除します。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm unbind ldg1

4. セカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして、DVD-ROM メディアに DVD を追加します。

次の例では、c0t0d0s2 を Oracle Solaris メディアを格納している DVD ドライ
ブ、dvd_vol@primary-vds0 をセカンダリボリューム、vdisk_cd_media を仮想ディスクとして使
用します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28987
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28987
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28988
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28988
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primary# ldm add-vdsdev options=ro /dev/dsk/c0t0d0s2 dvd_vol@primary-
vds0
primary# ldm add-vdisk vdisk_cd_media dvd_vol@primary-vds0 ldg1

5. DVD がセカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして追加されていることを確認します。

primary# ldm list-bindings
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME 

primary          active   -n-cv   SP      4     4G       0.2%  22h 45m

...

VDS 

   NAME             VOLUME         OPTIONS          DEVICE

   primary-vds0     vol1                            /dev/dsk/c2t1d0s2

   dvd_vol                                          /dev/dsk/c0t0d0s2

....

------------------------------------------------------------------------------

NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

ldg1             inactive -----           60    6G

...

DISK

   NAME             VOLUME                      TOUT DEVICE  SERVER

   vdisk1           vol1@primary-vds0

   vdisk_cd_media   dvd_vol@primary-vds0

....

6. ゲストドメイン (ldg1) をバインドし、起動します。

primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
LDom ldg1 started

primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...

Connected to localhost.

Escape character is '^]'.

 

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....

Press ~? for control options ..

7. クライアント OpenBoot™ PROM でデバイス別名を表示します。

この例で、Oracle Solaris DVD の vdisk_cd_media および Oracle Solaris OS をインストー
ル可能な仮想ディスクの vdisk1 のデバイス別名を確認してください。

ok devalias
vdisk_cd_media  /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1

vdisk1          /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0

vnet1           /virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0

virtual-console /virtual-devices/console@1

name            aliases
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8. ゲストドメインのコンソールで、スライス f の vdisk_cd_media (disk@1) からブートします。

ok boot vdisk_cd_media:f
Boot device: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1:f  File and args: -s

SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit

Copyright (c), 1983-2010, Oracle and/or its affiliates.  All rights reserved.

9. 引き続き Oracle Solaris OS のインストールに従います。

Oracle Solaris ISO ファイルからゲストドメインに Oracle
Solaris OS をインストールする方法

1. ゲストドメイン (ldg1) を停止し、バインドを解除します。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm unbind ldg1

2. セカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして、Oracle Solaris ISO ファイルを追加します。

次の例では、solarisdvd.iso を Oracle Solaris ISO ファイル、iso_vol@primary-vds0 をセ
カンダリボリューム、vdisk_iso を仮想ディスクとして使用します。

primary# ldm add-vdsdev /export/solarisdvd.iso  iso_vol@primary-vds0
primary# ldm add-vdisk vdisk_iso iso_vol@primary-vds0 ldg1

3. Oracle Solaris ISO ファイルがセカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして追加されている
ことを確認します。

primary# ldm list-bindings
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME 

primary          active   -n-cv   SP      4     4G       0.2%  22h 45m

...

VDS 

   NAME             VOLUME         OPTIONS          DEVICE

   primary-vds0     vol1                            /dev/dsk/c2t1d0s2

   iso_vol                                          /export/solarisdvd.iso

....

------------------------------------------------------------------------------

NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

ldg1             inactive -----           60    6G

...

DISK

   NAME       VOLUME               TOUT ID DEVICE  SERVER  MPGROUP

   vdisk1     vol1@primary-vds0
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   vdisk_iso  iso_vol@primary-vds0

....

4. ゲストドメイン (ldg1) をバインドし、起動します。

primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
LDom ldg1 started

primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...

Connected to localhost.

Escape character is '^]'.

 

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....

Press ~? for control options ..

5. クライアント OpenBoot PROM でデバイス別名を表示します。

この例で、vdisk_iso (Oracle Solaris ISO イメージ) および vdisk_install (ディスク領域)
のデバイス別名を確認してください。

ok devalias
vdisk_iso       /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1

vdisk1          /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0

vnet1           /virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0

virtual-console /virtual-devices/console@1

name            aliases

6. ゲストドメインのコンソールで、スライス f の vdisk_iso (disk@1) からブートします。

ok boot vdisk_iso:f
Boot device: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1:f  File and args: -s

SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit

Copyright (c) 1983-2010, Oracle and/or its affiliates.  All rights reserved.

7. 引き続き Oracle Solaris OS のインストールに従います。
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Oracle Solaris 10 ゲストドメインで Oracle Solaris
JumpStart 機能を使用する方法

注記 - Oracle Solaris JumpStart 機能は Oracle Solaris 10 OS でのみ利用可能で
す。『Oracle Solaris 10 8/11 Installation Guide: Custom JumpStart and Advanced
Installations 』を参照してください。

Oracle Solaris 11 OS の自動インストールを実行するには、Automated Installer (AI)
機能を使用できます。『Transitioning From Oracle Solaris 10 JumpStart to Oracle
Solaris 11.1 Automated Installer 』を参照してください。

JumpStart プロファイルを変更して、ゲストドメインの異なるディスクデバイス名の形式を反映
するようにします。

論理ドメインの仮想ディスクデバイス名は、物理ディスクデバイス名とは異なります。仮想ディ
スクデバイス名には、ターゲット ID (tN) は含まれません。通常の cNtNdNsN 形式の代わり
に、仮想ディスクデバイス名は cNdNsN という形式になります。 cN は仮想コントローラ、dN は
仮想ディスク番号、sN はスライス番号を示します。

注記 - フルディスクまたは 1 つのスライスディスクとして、仮想ディスクを表示できます。複数の
パーティションを指定する通常の JumpStart プロファイルを使用して、フルディスクに Oracle
Solaris OS をインストールできます。1 つのスライスディスクには、ディスク全体を使用する s0
という 1 つのパーティションのみがあります。1 つのディスクに Oracle Solaris OS をインス
トールするには、ディスク全体を使用する 1 つのパーティション (/) を含むプロファイルを使用
する必要があります。スワップなどのほかのパーティションは定義できません。フルディスクと 1
つのスライスディスクの詳細については、176 ページの「仮想ディスクの表示」を参照してく
ださい。

■ UFS ルートファイルシステムをインストールする JumpStart プロファイル

『Oracle Solaris 10 8/11 Installation Guide: Custom JumpStart and
Advanced Installations 』を参照してください。

通常の UFS プロファイル

filesys c1t1d0s0 free /

filesys c1t1d0s1 2048 swap

filesys c1t1d0s5 120 /spare1

filesys c1t1d0s6 120 /spare2

フルディスクにドメインをインストールする実際の UFS プロファイル

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28981
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28981
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
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filesys c0d0s0 free /

filesys c0d0s1 2048 swap

filesys c0d0s5 120 /spare1

filesys c0d0s6 120 /spare2

1 つのスライスディスクにドメインをインストールする実際の UFS プロファイル

filesys c0d0s0 free /

■ ZFS ルートファイルシステムをインストールする JumpStart プロファイル

『Oracle Solaris 10 8/11 Installation Guide: Custom JumpStart and
Advanced Installations 』の第 9 章「Installing a ZFS Root Pool With
JumpStart」を参照してください。

通常の ZFS プロファイル

pool rpool auto 2G 2G c1t1d0s0

ドメインをインストールする実際の ZFS プロファイル

pool rpool auto 2G 2G c0d0s0

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802jumpstartzfs-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802jumpstartzfs-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802jumpstartzfs-1
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I/O ドメインの設定

この章では、I/O ドメインについて、および Oracle VM Server for SPARC 環境で I/O ドメ
インを構成する方法について説明します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 79 ページの「I/O ドメインの概要」
■ 80 ページの「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」
■ 88 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによる I/O ドメインの作成」
■ 102 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の割り当てによる I/O ドメインの作成」
■ 162 ページの「primary 以外のルートドメインの使用」

I/O ドメインの概要

I/O ドメインは、物理 I/O デバイスを直接所有し、物理 I/O デバイスに直接アクセスできま
す。作成するには、PCI EXPRESS (PCIe) バス、PCIe エンドポイントデバイス、または PCIe
SR-IOV 仮想機能をドメインに割り当てます。ldm add-io コマンドを使用して、バス、デバイス、
または仮想機能をドメインに割り当てます。
次のような理由で、I/O ドメインの構成が必要になることがあります。
■ I/O ドメインは物理 I/O デバイスに直接アクセスできるため、仮想 I/O に関連するパ

フォーマンスオーバーヘッドを回避できます。その結果、I/O ドメインの I/O パフォーマンス
は、基本的なシステムの I/O パフォーマンスにより近いものになります。

■ I/O ドメインに仮想 I/O サービスをホストし、ゲストドメインがそのサービスを使用できるよ
うにすることができます。

I/O ドメインの構成については、以下を参照してください。
■ 80 ページの「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」
■ 88 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによる I/O ドメインの作成」
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注記 - PCIe エンドポイントデバイスで構成されている I/O ドメインは移行できません。移行に
関するその他の制限については、第9章「ドメインの移行」を参照してください。

I/O ドメインを作成するための一般的なガイドライン

I/O ドメインは、PCIe バス、ネットワークインタフェースユニット (NIU)、PCIe エンドポイントデ
バイス、および PCIe シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) の仮想機能など、1 つ以上の I/
O デバイスに直接アクセスできる場合があります。
この種類の I/O デバイスへの直接アクセスは、次のことを提供するためにより多くの I/O 帯
域幅を使用できることを意味します。
■ I/O ドメイン内のアプリケーションへのサービスの提供
■ ゲストドメインへの仮想 I/O サービスの提供
次の基本的なガイドラインにより、I/O 帯域幅を効率的に使用することができます。
■ CPU リソースを CPU コアの細分度で割り当てます。I/O デバイスの種類と I/O ドメイン

内の I/O デバイスの数に基づいて、1 つ以上の CPU コアを割り当てます。

たとえば、1G ビット/秒の Ethernet デバイスは、10G ビット/秒の Ethernet デバイスと
比べて、より少ない CPU コアで全帯域幅を使用できる可能性があります。

■ メモリー要件を順守します。メモリー要件は、ドメインに割り当てる I/O デバイスの種類に
よって異なります。I/O デバイスごとに最低 4 ギガバイト以上が推奨されます。割り当てる
I/O デバイスの数が多いほど、割り当てる必要があるメモリーが多くなります。

■ PCIe SR-IOV 機能を使用するときは、ほかの I/O デバイスで使用する可能性のある各
SR-IOV 仮想機能に対するガイドラインと同じガイドラインに従います。そのため、仮想機
能から使用できる帯域幅を最大限に使用するには、1 つ以上の CPU コアとギガビット単
位のメモリーを割り当てます。

多数の仮想機能を作成して、十分な CPU およびメモリーリソースがないドメインに割り当てる
と、最適な構成にならない可能性があることに注意してください。

PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用して、PCIe バス全体 (別名「ルートコンプ
レックス」) をドメインに割り当てることができます。PCIe バス全体は、PCIe バス自体と、その
すべての PCI スイッチとデバイスで構成されます。サーバーに存在する PCIe バスは、pci@400
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(pci_0) などの名前により識別されます。PCIe バス全体で構成された I/O ドメインは、「ルート
ドメイン」とも呼ばれます。

次の図は、2 つのルートコンプレックス (pci_0 と pci_1) が存在するシステムを示しています。

図   6-1 PCIe バスの I/O ドメインへの割り当て

PCIe バスで作成できる I/O ドメインの最大数は、サーバー上で使用できる PCIe バスの数に
依存します。たとえば、Oracle Sun SPARC Enterprise T5440 サーバーを使用している場
合、使用できる I/O ドメインは最大 4 つです。

注記 - 一部の UltraSPARC サーバーには、PCIe バスは 1 つしか存在しません。このような場
合、PCIe エンドポイントデバイス (または直接 I/O を割り当てが可能なデバイス) をドメイン
に割り当てることで、I/O ドメインを作成できます。88 ページの「PCIe エンドポイントデバ
イスの割り当てによる I/O ドメインの作成」を参照してください。システムにネットワークインタ
フェースユニット (NIU) が存在する場合、NIU をドメインに割り当てて I/O ドメインを作成す
ることもできます。
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PCIe バスを I/O ドメインに割り当てると、そのバス上のすべてのデバイスはその I/O ドメイン
に所有されます。そのバス上の任意の PCIe エンドポイントデバイスをほかのドメインに割り当
てることができます。

Oracle VM Server for SPARC 環境でサーバーが最初に構成されるとき、または factory-
default 構成を使用しているときに、primary ドメインはすべての物理デバイスリソースにアク
セスできます。したがって、システムに構成されている I/O ドメインは primary ドメインのみで
あり、このドメインがすべての PCIe バスを所有します。

PCIe バスの割り当てによって I/O ドメインを作成する方
法

このプロシージャー例は、複数のバスが primary ドメインに所有されている初期構成から、新し
い I/O ドメインを作成する方法を示しています。デフォルトでは、システム上に存在するすべて
のバスを primary ドメインが所有しています。この例は、SPARC T4-2 サーバーを対象としてい
ます。この手順は、ほかのサーバーにも使用できます。別のサーバーではこれらの手順と若干異
なる場合がありますが、この例では基本的な方針について理解できます。

最初に、primary ドメインのブートディスクを持つバスを保持する必要があります。次に、別のバ
スを primary ドメインから削除してほかのドメインに割り当てます。

注意 - サポートされているサーバーの内部ディスクはすべて、単一の PCIe バスに接続されてい
る場合があります。ドメインが内部ディスクからブートする場合は、ドメインからそのバスを削除
しないでください。また、ドメインで使用されているネットワークポートなどのデバイスが接続され
たバスを削除していないことを確認してください。誤ったバスを削除すると、ドメインは必要なデ
バイスにアクセスできず、使用できなくなることがあります。ドメインで使用されているデバイス
が接続されたバスを削除する場合は、ほかのバスのデバイスを使用するよう、そのドメインを再
構成してください。たとえば、別のオンボードネットワークポートや、別の PCIe スロットの PCIe
カードを使用するよう、ドメインを再構成する必要がある場合があります。

この例では、primary ドメインは 1 つの ZFS プール (rpool) と 1 つのネットワークインタフェー
ス (igb0) のみを使用します。primary ドメインで複数のデバイスを使用する場合は、デバイス
ごとに手順 2 - 4 を繰り返して、削除するバスにそれらのデバイスがないことを確認します。

ドメインにバスを追加したり、ドメインからバスを削除したりするには、そのデバイスパス
(pci@nnn) またはその仮名 (pci_n) を使用します。ldm list-bindings primary または ldm
list -l -o physio primary コマンドは次を示しています。
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■ pci@400 は pci_0 に対応します
■ pci@500 は pci_1 に対応します
■ pci@600 は pci_2 に対応します
■ pci@700 は pci_3 に対応します

1. primary ドメインが複数の PCIe バスを所有していることを確認します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary

pci_1                                     BUS    pci_1    primary

pci_2                                     BUS    pci_2    primary

pci_3                                     BUS    pci_3    primary

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_1    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_2    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_2    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_2    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_3    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_3    primary  OCC

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_3    primary  OCC

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_3    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_3    primary

2. 保持する必要があるブートディスクのデバイスパスを確認します。

■ UFS ファイルシステムの場合、df / コマンドを実行して、ブートディスクのデバイスパスを
確認します。

primary# df /
/                  (/dev/dsk/c0t5000CCA03C138904d0s0):22755742 blocks  2225374 files

■ ZFS ファイルシステムの場合、まず df / コマンドを実行して、プール名を確認します。次
に、zpool status コマンドを実行して、ブートディスクのデバイスパスを確認します。

primary# zpool status rpool
  pool: rpool

 state: ONLINE

  scan: none requested

config:
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        NAME                       STATE     READ WRITE CKSUM

        rpool                      ONLINE       0     0     0

          c0t5000CCA03C138904d0s0  ONLINE       0     0     0

3. システムのブートディスクに関する情報を取得します。

■ Solaris I/O マルチパスによって管理されているディスクの場合、mpathadm コマンドを使
用してブートディスクが接続されている接続されている PCIe バスを判断します。

SPARC T3 サーバーから、内部ディスクは、Solaris I/O マルチパスによって管理されて
います。

a.   ディスクが接続されているイニシエータポートを見つけます。

primary# mpathadm show lu /dev/rdsk/c0t5000CCA03C138904d0s0
Logical Unit:  /dev/rdsk/c0t5000CCA03C138904d0s2

        mpath-support:  libmpscsi_vhci.so

        Vendor:  HITACHI 

        Product:  H106030SDSUN300G

        Revision:  A2B0

        Name Type:  unknown type

        Name:  5000cca03c138904

        Asymmetric:  no

        Current Load Balance:  round-robin

        Logical Unit Group ID:  NA

        Auto Failback:  on

        Auto Probing:  NA

        Paths:  

                Initiator Port Name:  w50800200014100c8

                Target Port Name:  w5000cca03c138905

                Override Path:  NA

                Path State:  OK

                Disabled:  no

        Target Ports:

                Name:  w5000cca03c138905

                Relative ID:  0

b.   イニシエータポートが存在する PCIe バスを判断します。

primary# mpathadm show initiator-port w50800200014100c8
Initiator Port:  w50800200014100c8

        Transport Type:  unknown

        OS Device File:  /devices/pci@400/pci@2/pci@0/pci@e/scsi@0/iport@1
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■ Solaris I/O マルチパスによって管理されていないディスクの場合、ls -l コマンドを使用
してブロック型デバイスがリンクされている物理デバイスを判断します。

このコマンドは Solaris I/O マルチパスによって管理されていない UltraSPARC T2 ま
たは UltraSPARC T2 Plus システム上のディスクに対して使用します。

次の例では、ブロック型デバイス c1t0d0s0 を使用します。

primary# ls -l /dev/dsk/c0t1d0s0
lrwxrwxrwx   1 root     root          49 Oct  1 10:39 /dev/dsk/c0t1d0s0 ->

../../devices/pci@400/pci@0/pci@1/scsi@0/sd@1,0:a

この例では、primary ドメインのブートディスクに対する物理デバイスは、 pci@400 に接続
されています。

4. システムで使用されているネットワークインタフェースを確認します。

ifconfig コマンドを使用して、「plumb」されているプライマリネットワークインタフェースを確認
します。plumb されたインタフェースには、IP プロトコルでデバイスを使用できるように、ストリー
ムがセットアップされます。

■ Oracle Solaris 10:

primary# ifconfig -a
lo0: flags=2001000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4,VIRTUAL> mtu 8232 index 1

        inet 127.0.0.1 netmask ff000000 

igb0: flags=1004843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,DHCP,IPv4> mtu 1500 index 3

        inet 10.129.241.135 netmask ffffff00 broadcast 10.129.241.255

        ether 0:10:e0:e:f1:78

■ Oracle Solaris 11:

primary# ifconfig -a
lo0: flags=2001000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4,VIRTUAL> mtu 8232 index 1

        inet 127.0.0.1 netmask ff000000 

net0: flags=1004843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,DHCP,IPv4> mtu 1500 index 3

        inet 10.129.241.135 netmask ffffff00 broadcast 10.129.241.255

        ether 0:10:e0:e:f1:78 

primary# dladm show-phys net0

LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE

net0              Ethernet             up         1000   full      igb0

5. ネットワークインタフェースが接続されている物理デバイスを確認します。

次のコマンドでは、igb0 ネットワークインタフェースを使用します。
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primary# ls -l /dev/igb0
lrwxrwxrwx   1 root     root          46 Oct  1 10:39 /dev/igb0  ->

../devices/pci@500/pci@0/pci@c/network@0:igb0 

この例では、primary ドメインによって使用されるネットワークインタフェースの物理デバイスは、
前述の一覧の pci_1 に対応するバス pci@500 に接続しています。そのため、ほかの 2 つのバ
ス pci_2 (pci@600) と pci_3 (pci@700) は primary ドメインでは使用されていないため、ほか
のドメインに安全に割り当てることができます。

primary ドメインで使用されているネットワークインタフェースが、別のドメインに割り当てようと
しているバス上にある場合は、別のネットワークインタフェースを使用するように primary ドメイ
ンを再構成します。

6. ブートディスクまたはネットワークインタフェースを含まないバスを primary ドメインから削除し
ます。

この例では、pci_2 バスが primary ドメインから削除されます。遅延再構成を開始する必要も
あります。

primary# ldm start-reconf primary
primary# ldm remove-io pci_2 primary

primary ドメインでブートディスクおよびネットワークデバイスに使用されているバスは、ほかの
ドメインに割り当てることはできません。ほかの任意のバスを別のドメインに割り当てることがで
きます。この例では、pci@600 は primary ドメインで使用されていないため、別のドメインに再
割り当てすることができます。

7. この構成をサービスプロセッサに保存します。

この例では、構成は io-domain です。

primary# ldm add-config io-domain

この構成 io-domain は、リブート後に使用される次の構成としても設定されます。

8. ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

9. PCIe バスを追加するドメインを停止します。

ここでは、例として ldg1 ドメインを停止します。
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primary# ldm stop ldg1

10. 直接のアクセス権が必要なドメインに、使用可能なバスを追加します。

利用可能なバスは pci_2、ドメインは ldg1 です。

primary# ldm add-io pci_2 ldg1

11. ドメインを再起動して、変更を有効にします。

次のコマンドでは、ldg1 ドメインを再起動します。

primary# ldm start ldg1

12. 適切なバスが primary ドメインに割り当てられたままで、適切なバスがドメイン ldg1 に割り当
てられていることを確認します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary

pci_1                                     BUS    pci_1    primary

pci_2                                     BUS    pci_2    ldg1

pci_3                                     BUS    pci_3    primary

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_1    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_2    ldg1     EMP

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_2    ldg1     EMP

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_2    ldg1     EMP

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_3    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_3    primary  OCC

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_3    primary  OCC

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_3    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_3    primary

この出力では、PCIe バス pci_0、pci_1、および pci_3 とそれらのデバイスが primary ドメイン
に割り当てられていることが確認されます。また、PCIe バス pci_2 とそのデバイスが ldg1 ドメ
インに割り当てられていることも確認されます。
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PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによる I/O ドメインの作成

個々の PCIe エンドポイントデバイス (または直接 I/O を割り当てが可能なデバイス) をドメイ
ンに割り当てることができます。PCIe エンドポイントデバイスをこのように使用することで、I/
O ドメインにデバイスをより細かく割り当てることが可能になります。この機能は、直接 I/O
(Direct I/O、DIO) 機能により提供されます。

DIO 機能によって、システム内の PCIe バスの数よりも多くの I/O ドメインを作成できます。I/
O ドメインの最大数は現在、PCIe エンドポイントデバイスの数によってのみ制限されます。
PCIe エンドポイントデバイスは、次のいずれかです。
■ スロットの PCIe カード
■ プラットフォームにより識別されるオンボードの PCIe デバイス

注記 - ルートドメインはその他のルートドメインとの依存関係を持つことができないため、PCIe
バスを所有するルートドメインは、その PCIe エンドポイントデバイスまたは SR-IOV 仮想機能
をほかのルートドメインに割り当てることができません。ただし、PCIe バスから、そのバスを所有
するルートドメインに、PCIe エンドポイントデバイスまたは仮想機能を割り当てることはできま
す。

次の図は、PCIe エンドポイントデバイス PCIE3 が I/O ドメインに割り当てられている状態を示
しています。I/O ドメインのバス pci_0 とスイッチは、いずれも仮想のものです。PCIE3 エンドポ
イントデバイスには、primary ドメインではアクセスできなくなっています。

I/O ドメインで、pci_0 ブロックとスイッチは、それぞれ仮想ルートコンプレックスと仮想 PCIe
スイッチです。このブロックとスイッチは、primary ドメインの pci_0 ブロックとスイッチに似
ています。primary ドメインで、スロット PCIE3 のデバイスは元のデバイスの「シャドウ」であ
り、SUNW,assigned として識別されます。

注意 - ldm rm-io コマンドを使用して PCIe エンドポイントデバイスを primary ドメイン
から削除したあと、Oracle Solaris ホットプラグ操作を使用してそのデバイスをホットリ
ムーブすることはできません。PCIe エンドポイントデバイスの交換または取り外しの詳細
は、94 ページの「PCIe ハードウェアの変更」を参照してください。
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図   6-2 PCIe エンドポイントデバイスの I/O ドメインへの割り当て

ldm list-io コマンドを使用して、PCIe エンドポイントデバイスの一覧を確認します。

DIO 機能により、スロットの任意の PCIe カードを I/O ドメインに割り当てることができます
が、サポートされるのは特定の PCIe カードのみです。『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要
件」を参照してください。

注意 - ブリッジを持つ PCIe カードはサポートされません。PCIe の機能レベルの割り当てもサ
ポートされません。サポートされていない PCIe カードを I/O ドメインに割り当てた場合、予期し
ない動作が引き起こされることがあります。

次の項目は、DIO 機能についての重要な詳細です。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
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■ この機能は、ソフトウェアのすべての要件が満たされている場合にのみ有効で
す。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「直
接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してください。

■ ルートドメインに割り当てられた PCIe バスに接続されている PCIe エンドポイントのみ
が、DIO 機能によってほかのドメインに割り当て可能です。

■ DIO を使用している I/O ドメインは、ルートドメインの実行中のみ PCIe エンドポイントデ
バイスにアクセスできます。

■ ルートドメインをリブートすると、PCIe エンドポイントデバイスが存在する I/O ドメインに影
響が及びます。93 ページの「ルートドメインのリブート」を参照してください。ルートドメイ
ンは、次のタスクも実行します。

■ PCIe バスを初期化して管理します。
■ I/O ドメインに割り当てられている PCIe エンドポイントデバイスにより引き起こされ

たすべてのバスエラーを処理する。PCIe バスに関連するすべてのエラーを受け取る
のは primary ルートドメインのみです。

直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件

DIO 機能を正しく使用するには、適切なソフトウェアを実行し、DIO 機能によってサポートされ
ている PCIe カードのみを I/O ドメインに割り当てる必要があります。ハードウェアおよびソフト
ウェアの要件については、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリー
スノート 』の「直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してください。

注記 - プラットフォームでサポートされているすべての PCIe カードは、primary ドメインでサポー
トされます。サポートされている PCIe カードの一覧は、お使いのプラットフォームのドキュメント
を参照してください。ただし、I/O ドメインに割り当てることができるのは、直接 I/O がサポート
されている PCIe カードのみです。

直接 I/O 機能を使用して PCIe エンドポイントデバイスを追加または削除するには、まず
PCIe バス自体で I/O 仮想化を有効にする必要があります。

ldm set-io または ldm add-io コマンドを使用すると、iov プロパティーを on に設定できます。
また、ldm add-domain または ldm set-domain コマンドを使用すると、rc-add-policy プロパ
ティーを iov に設定できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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ルートドメインをリブートすると直接 I/O に影響を及ぼすため、直接 I/O の構成変更は、直接
I/O に関連するルートドメインの変更が最大限になり、ルートドメインのリブートが最小限になる
ように、十分に計画してください。

直接 I/O 機能の現在の制限事項

以下の制限を回避する方法については、91 ページの「PCIe エンドポイントデバイス構成
の計画」を参照してください。
■ ルート以外のドメインに PCIe エンドポイントデバイスを割り当てるか削除する操作は、そ

のドメインが停止中または非アクティブの場合のみ許可されます。

PCIe エンドポイントデバイス構成の計画
primary ドメインの停止を避けるため、PCIe エンドポイントデバイスの割り当てまたは削除は、
事前に慎重に計画します。primary ドメインのリブートは、primary ドメイン自体で利用可能な
サービスだけでなく、PCIe エンドポイントデバイスが割り当てられている I/O ドメインにも影響
を及ぼします。個々の I/O ドメインへの変更は、他のドメインに影響を及ぼしませんが、事前に
計画することにより、そのドメインによって提供されるサービスへの影響を最小限に抑えること
ができます。

遅延再構成では、デバイスの追加または削除を引き続き行い、そのあとでルートドメインを 1
回だけリブートすることで、すべての変更を有効にできます。

例については、95 ページの「PCIe エンドポイントデバイスを割り当てることによって I/O
ドメインを作成する方法」を参照してください。

DIO デバイス構成の計画と実行には、一般に次のような手順に従う必要があります。

1. システムのハードウェア構成を理解し、記録します。

具体的には、システムの PCIe カードについて、部品番号やその他の詳細情報を記録しま
す。

ldm list-io -l および prtdiag -v コマンドを使用して情報を取得し、あとで参照するた
めに保存します。

2. primary ドメインに必要な PCIe エンドポイントデバイスを特定します。

たとえば、次のデバイスへのアクセスを提供する PCIe エンドポイントデバイスを特定しま
す。
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■ ブートディスクデバイス
■ ネットワークデバイス
■ primary ドメインがサービスとして提供するその他のデバイス

3. I/O ドメインで使用する可能性のあるすべての PCIe エンドポイントデバイスを削除しま
す。

この手順により、以後ルートドメインでリブート操作を実行することを避け、リブートによる I/
O ドメインへの影響を防ぐことができます。

PCIe エンドポイントデバイスを削除するには、ldm rm-io コマンドを使用します。rm-io お
よび add-io サブコマンドでデバイスを指定するには、デバイスパスの代わりに仮名を使用
します。

注記 - 遅延再構成時に、必要なすべてのデバイスを削除したあとですべての変更を有効にする
には、ルートドメインを 1 回だけリブートする必要があります。

4. この構成をサービスプロセッサ (SP) に保存します。

ldm add-config コマンドを使用します。

5. ルートドメインをリブートし、段階 3 で削除した PCIe エンドポイントデバイスを解放します。

6. 削除した PCIe エンドポイントデバイスが、ルートドメインに割り当てられていないことを確
認します。

ldm list-io -l コマンドを使用して、削除したデバイスが出力に SUNW,assigned-device
として表示されることを確認します。

7. 物理デバイスへの直接アクセスを可能にするため、使用可能な PCIe エンドポイントデバ
イスをゲストドメインに割り当てます。

この割り当てを行なったあとで、ドメインの移行機能を使用して別の物理システムにゲスト
ドメインを移行することはできません。

8. ゲストドメインに PCIe エンドポイントデバイスを追加するか、ゲストドメインから PCIe エン
ドポイントデバイスを削除します。

ldm add-io コマンドを使用します。

I/O ドメインへの変更を最小限に抑えることで、リブート操作を減らし、そのドメインが提供
するサービスの停止を避けます。

9. (オプション) PCIe ハードウェアに変更を加えます。

94 ページの「PCIe ハードウェアの変更」を参照してください。
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ルートドメインのリブート

ルートドメインは PCIe バスの所有者で、バスの初期化と管理の役割を担います。ルートドメイ
ンはアクティブで、DIO 機能をサポートするバージョンの Oracle Solaris OS を実行している
必要があります。ルートドメインのシャットダウン、停止、またはリブートを行うと、PCIe バスへの
アクセスが中断されます。PCIe バスが使用できないとき、そのバス上の PCIe デバイスが影
響を受け、使用不可能になることがあります。

PCIe エンドポイントデバイスを持つ I/O ドメインの実行中にルートドメインがリブートされた場
合、I/O ドメインの動作は予測不能です。たとえば、リブート中またはリブート後に、PCIe エンド
ポイントデバイスを持つ I/O ドメインでパニックが発生することがあります。ルートドメインをリ
ブートするときは、各ドメインを手動で停止/開始する必要があります。
これらの問題を回避するには、次のいずれかの手順を実行します。
■ ルートドメインをシャットダウンする前に、システムの PCIe エンドポイントデバイスが割り当

てられているドメインすべてを手動でシャットダウンします。

この手順により、ルートドメインのシャットダウン、停止、またはリブートを行う前に、それらの
ドメインを確実にクリーンにシャットダウンします。

PCIe エンドポイントデバイスが割り当てられているすべてのドメインを調べるには、ldm
list-io コマンドを実行します。このコマンドにより、システムのドメインに割り当てられてい
る PCIe エンドポイントデバイスを一覧表示できます。このコマンドによる出力の詳細な説
明については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

見つかったそれぞれのドメインについて、ldm stop コマンドを実行してドメインを停止しま
す。

■ ルートドメインと、PCIe エンドポイントデバイスが割り当てられているドメインの間の、ドメ
インの依存関係を構成します。

この依存関係により、何かの理由でルートドメインがリブートしたときに、PCIe エンドポイン
トデバイスを持つドメインが確実に自動的にリブートされます。

それらのドメインはこの依存関係によって強制的にリセットされるため、クリーンなシャット
ダウンはできません。ただし、依存関係は、手動でシャットダウンされたドメインには影響を
及ぼしません。

# ldm set-domain failure-policy=reset primary

# ldm set-domain master=primary domain-name

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m


PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによる I/O ドメインの作成

94 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

例   6-1 primary 以外のルートドメインおよび I/O ドメインによる構成の障害ポリシーの依存関
係の構成

次の例では、primary 以外のルートドメインおよび I/O ドメインを使用する構成で、障害ポリ
シーの依存関係を構成できる方法について説明します。

この例で、ldg1 は primary 以外のルートドメイン、ldg2 は ldg1 ドメインが所有するルートコン
プレックスから割り当てられた PCIe SR-IOV 仮想機能または PCIe エンドポイントデバイス
を持つ I/O ドメインです。

primary# ldm set-domain failure-policy=stop primary
primary# ldm set-domain failure-policy=stop ldg1
primary# ldm set-domain master=primary ldg1
primary# ldm set-domain master=primary,ldg1 ldg2

この依存関係により、primary ドメインまたは primary 以外のルートドメインがリブートするとき
に I/O ドメインが停止されます。
■ primary 以外のルートドメインがリブートする場合、この依存関係により I/O ドメインが停

止します。primary 以外のルートドメインがブートするときに、I/O ドメインが起動します。

primary# ldm start ldg2

■ primary ルートドメインがリブートする場合、このポリシー設定により primary 以外のルート
ドメインおよび従属する I/O ドメインの両方が停止します。primary ドメインがブートする
ときは、primary 以外のルートドメインを先に起動する必要があります。ドメインがブートす
るときに、I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start ldg1

ldg1 ドメインがアクティブになるのを待ってから、I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start ldg2

PCIe ハードウェアの変更

以下の手順は、PCIe エンドポイント割り当ての構成の間違いを防ぐために役立ちます。特定
のハードウェアのインストールと削除に関するプラットフォーム固有の情報については、お使い
のプラットフォームのドキュメントを参照してください。
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■ 空のスロットに PCIe カードを取り付ける場合は、作業は必要ありません。この PCIe カー
ドは自動的に、PCIe バスを所有するドメインにより所有されます。

I/O ドメインに新しい PCIe カードを割り当てるには、ldm rm-io コマンドを使用して、まず
ルートドメインからカードを削除します。そのあとで、ldm add-io コマンドを使用してカードを
I/O ドメインに割り当てます。

■ PCIe カードがシステムから削除され、ルートドメインに割り当てられるときは、アクションは
必要ありません。

■ I/O ドメインに割り当てられている PCIe カードを削除するには、最初に I/O ドメインから
デバイスを削除します。そのあとで、システムからデバイスを物理的に取り除く前に、その
デバイスをルートドメインに追加します。

■ I/O ドメインに割り当てられている PCIe カードを置き換えるには、新しいカードが DIO 機
能でサポートされていることを確認します。

サポートされている場合は、現在の I/O ドメインに新しいカードが自動的に割り当てられ、
作業は必要ありません。

サポートされていない場合は、ldm rm-io コマンドを使用して、最初にその PCIe カード
を I/O ドメインから削除します。次に ldm add-io コマンドを使用して、その PCIe カード
をルートドメインに再割り当てします。そのあとで、ルートドメインに割り当てた PCIe カード
を別の PCIe カードに物理的に置き換えます。これらの手順により、DIO 機能によってサ
ポートされていない構成を回避することができます。

PCIe エンドポイントデバイスを割り当てることによって I/O
ドメインを作成する方法

停止時間を最小限に抑えるため、DIO の導入はすべて事前に計画します。
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注意 - SPARC T3-1 または SPARC T4-1 システム上の /SYS/MB/SASHBA1 スロットを DIO
ドメインに割り当てると、primary ドメインはオンボードの DVD デバイスへのアクセスを失いま
す。

SPARC T3-1 および SPARC T4-1 システムには、オンボードのストレージ用に 2 基の DIO
スロットが搭載されており、それらは /SYS/MB/SASHBA0 および /SYS/MB/SASHBA1 パスで表さ
れます。/SYS/MB/SASHBA1 スロットは、複数ヘッドのオンボードのディスクに加え、オンボード
の DVD デバイスも収容します。そのため、/SYS/MB/SASHBA1 を DIO ドメインに割り当てる
と、primary ドメインはオンボードの DVD デバイスへのアクセスを失います。

SPARC T3-2 および SPARC T4-2 システムには 1 つの SASHBA スロットがあり、それにすべ
てのオンボードのディスクとオンボードの DVD デバイスが収容されます。そのため、SASHBA を
DIO ドメインに割り当てると、オンボードのディスクおよびオンボードの DVD デバイスが DIO
ドメインに貸し出されるため、primary ドメインには利用できなくなります。

PCIe エンドポイントデバイスを追加して I/O ドメインを作成する例について
は、91 ページの「PCIe エンドポイントデバイス構成の計画」を参照してください。

注記 - 今回のリリースでは、DefaultFixed NCP を使用して、Oracle Solaris 11 システム上に
データリンクおよびネットワークインタフェースを構成します。
Oracle Solaris 11 OSには、次の NCP が含まれています。
■ DefaultFixed – dladm または ipadm コマンドを使用して、ネットワークを管理できます
■ Automatic – netcfg または netadm コマンドを使用して、ネットワークを管理できます

netadm list コマンドを使用して、DefaultFixed NCP が有効になっていることを確
認します。『Oracle Solaris Administration: Network Interfaces and Network
Virtualization 』の第 7 章「Using Datalink and Interface Configuration Commands
on Profiles」を参照してください。

1. システムに現在インストールされているデバイスを特定し、保存します。

ldm list-io -l コマンドの出力に、現在の I/O デバイスの構成が表示されます。prtdiag -v
コマンドを使用すると、より詳細な情報を得ることができます。

注記 - I/O ドメインにデバイスが割り当てられたあとでは、デバイスの ID は I/O ドメインでの
み特定できます。

primary# ldm list-io -l

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1458gldiy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1458gldiy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1458gldiy
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NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

[niu@480]

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

[niu@580]

pci_0                                     BUS    pci_0    primary           

[pci@400]

pci_1                                     BUS    pci_1    primary           

[pci@500]

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

[pci@400/pci@2/pci@0/pci@8]

    SUNW,emlxs@0/fp/disk

    SUNW,emlxs@0/fp/tape

    SUNW,emlxs@0/fp@0,0

    SUNW,emlxs@0,1/fp/disk

    SUNW,emlxs@0,1/fp/tape

    SUNW,emlxs@0,1/fp@0,0

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

[pci@400/pci@2/pci@0/pci@4]

    pci/scsi/disk

    pci/scsi/tape

    pci/scsi/disk

    pci/scsi/tape

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

[pci@400/pci@2/pci@0/pci@0]

    ethernet@0

    ethernet@0,1

    SUNW,qlc@0,2/fp/disk

    SUNW,qlc@0,2/fp@0,0

    SUNW,qlc@0,3/fp/disk

    SUNW,qlc@0,3/fp@0,0

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@8]

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@c]

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

[pci@400/pci@2/pci@0/pci@e]

    scsi@0/iport@1

    scsi@0/iport@2

    scsi@0/iport@4

    scsi@0/iport@8

    scsi@0/iport@80/cdrom@p7,0

    scsi@0/iport@v0

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4]

    network@0

    network@0,1

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    primary  OCC      

[pci@500/pci@2/pci@0/pci@a]

    SUNW,qlc@0/fp/disk

    SUNW,qlc@0/fp@0,0

    SUNW,qlc@0,1/fp/disk

    SUNW,qlc@0,1/fp@0,0
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/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    primary  OCC      

[pci@500/pci@2/pci@0/pci@6]

    network@0

    network@0,1

    network@0,2

    network@0,3

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  OCC      

[pci@500/pci@2/pci@0/pci@0]

    network@0

    network@0,1

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP      

[pci@500/pci@1/pci@0/pci@6]

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    primary  EMP      

[pci@500/pci@1/pci@0/pci@0]

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    primary  OCC      

[pci@500/pci@1/pci@0/pci@5]

    network@0

    network@0,1

    ethernet@0,80

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0]

    maxvfs = 7

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0,1]

    maxvfs = 7

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    primary           

[pci@500/pci@2/pci@0/pci@0/network@0]

    maxvfs = 63

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    primary           

[pci@500/pci@2/pci@0/pci@0/network@0,1]

    maxvfs = 63

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    primary           

[pci@500/pci@1/pci@0/pci@5/network@0]

    maxvfs = 7

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    primary           

[pci@500/pci@1/pci@0/pci@5/network@0,1]

    maxvfs = 7

2. 保持する必要があるブートディスクのデバイスパスを確認します。

82 ページの「PCIe バスの割り当てによって I/O ドメインを作成する方法」の段階 2 を参
照してください。

3. ブロック型デバイスが接続されている物理デバイスを確認します。

82 ページの「PCIe バスの割り当てによって I/O ドメインを作成する方法」の段階 3 を参
照してください。

4. システムで使用されているネットワークインタフェースを確認します。
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82 ページの「PCIe バスの割り当てによって I/O ドメインを作成する方法」の段階 4 を参
照してください。

5. ネットワークインタフェースが接続されている物理デバイスを確認します。

次のコマンドでは、igb0 ネットワークインタフェースを使用します。

primary# ls -l /dev/igb0
lrwxrwxrwx   1 root     root          46 Jul 30 17:29 /dev/igb0 ->

../devices/pci@500/pci@0/pci@8/network@0:igb0

この例で、primary ドメインによって使用されるネットワークインタフェースの物理デバイスは、手
順 1 の MB/NET0 一覧に対応する PCIe エンドポイントデバイス (pci@500/pci@0/pci@8) に接
続されています。そのため、このデバイスを primary ドメインから削除しないでください。他の
PCIe デバイスはすべて、primary ドメインで使用されないため、他のドメインに安全に割り当
てることができます。

primary ドメインで使用されているネットワークインタフェースが、別のドメインに割り当てようと
しているバス上にある場合は、別のネットワークインタフェースを使用するように primary ドメイ
ンを再構成する必要があります。

6. I/O ドメインで使用する可能性がある PCIe エンドポイントデバイスを削除します。

この例では、PCIE2、PCIE3、PCIE4、および PCIE5 エンドポイントデバイスが primary ドメインで
使用されないため、これらを削除できます。

a.   PCIe エンドポイントデバイスを削除します。

注意 - primary ドメインで使用されるデバイス、または必要なデバイスは、削除しないでくださ
い。

誤ってデバイスを削除してしまった場合は、ldm cancel-reconf primary コマンドを使用し
て、primary ドメインでの遅延再構成を取り消します。

リブートの繰り返しを避けるために、同時に複数のデバイスを削除できます。

primary# ldm start-reconf primary
primary# ldm set-io iov=on pci_1
All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE1 primary
------------------------------------------------------------------------------
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Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE3 primary
------------------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE5 primary
------------------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

b.   新しい構成をサービスプロセッサ (SP) に保存します。

次のコマンドにより、dio という名前のファイルに構成が保存されます。

primary# ldm add-config dio

c.   システムをリブートし、PCIe エンドポイントデバイスの削除を反映させます。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

7. primary ドメインにログインし、PCIe エンドポイントデバイスのドメインへの割り当てが解除さ
れたことを確認します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

pci_0                                     BUS    pci_0    primary           

pci_1                                     BUS    pci_1    primary  IOV      

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1             OCC      

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1             OCC      

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1             OCC      

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    primary  EMP      

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    primary           
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/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    primary

注記 - ldm list-io -l の出力で、削除された PCIe エンドポイントデバイスについて
SUNW,assigned-device と表示されることがあります。実際の情報は primary ドメインから取得
できなくなりますが、デバイスが割り当てられたドメインにはこの情報が存在しています。

8. PCIe エンドポイントデバイスをドメインに割り当てます。

a.   PCIE3 デバイスを ldg1 ドメインに追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE3 ldg1

b.   ldg1 ドメインをバインドし、起動します。

primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
LDom ldg1 started

9. ldg1 ドメインにログインし、デバイスが使用可能であることを確認します。

ネットワークデバイスが使用可能であることを確認してから、ネットワークデバイスをドメインで使
用するための構成を行います。

■ Oracle Solaris 10 OS: 次のコマンドを実行します。

primary# dladm show-dev
nxge0           link: unknown   speed: 0     Mbps       duplex: unknown

nxge1           link: unknown   speed: 0     Mbps       duplex: unknown

nxge2           link: unknown   speed: 0     Mbps       duplex: unknown

nxge3           link: unknown   speed: 0     Mbps       duplex: unknown

■ Oracle Solaris 11 OS: 次のコマンドを実行します。

primary# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE

net0              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge0

net1              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge1

net2              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge2

net3              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge3
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PCIe SR-IOV 仮想機能の割り当てによる I/O ドメインの作成

注記 - ルートドメインはその他のルートドメインとの依存関係を持つことができないため、PCIe
バスを所有するルートドメインは、その PCIe エンドポイントデバイスまたは SR-IOV 仮想機能
をほかのルートドメインに割り当てることができません。ただし、PCIe バスから、そのバスを所有
するルートドメインに、PCIe エンドポイントデバイスまたは仮想機能を割り当てることはできま
す。

SR-IOV の概要

Peripheral Component Interconnect Express (PCIe) シングルルート I/O 仮想化 (SR-
IOV) 実装は、PCI-SIG に定義されているバージョン 1.1 の規格に基づいています。SR-IOV
標準は、仮想マシン間での PCIe デバイスの効率的な共有を可能にし、ネイティブのパフォー
マンスに匹敵する I/O パフォーマンスを達成するためにハードウェアに実装されます。SR-IOV
仕様は、新しいデバイスを作成し、それにより仮想マシンを I/O デバイスに直接接続できると
いう、新しい標準を定義しています。

物理機能として知られている 1 つの I/O リソースを、多数の仮想マシンで共有することができ
ます。共有デバイスは専用のリソースを提供し、共有の共通リソースも使用します。このようにし
て、各仮想マシンが固有のリソースにアクセスすることができます。そのため、ハードウェアと OS
が適切にサポートされる SR-IOV 対応の Ethernet ポートなどの PCIe デバイスは、それぞれ
に独自の PCIe 構成スペースがある、複数の別個の物理デバイスのように見えます。

SR-IOV の詳細は、PCI-SIG web site (http://www.pcisig.com/)を参照してください。

次の図は、I/O ドメイン内の仮想機能と物理機能の関係を示しています。

http://www.pcisig.com/
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図   6-3 I/O ドメインでの仮想機能と物理機能の使用

SR-IOV には、次の機能タイプがあります。
■ 物理機能 – SR-IOV 仕様によって定義されている SR-IOV 機能をサポートする PCI 機

能。物理機能には SR-IOV 機能構造が含まれ、SR-IOV 機能を管理します。物理機能は
他の PCIe デバイスと同じように検出、管理、および操作が可能な多機能の PCIe 機能
です。物理機能を使用して、PCIe デバイスを構成および制御できます。

■ 仮想機能 – 物理機能に関連付けられた PCI 機能。仮想機能は軽量の PCIe 機能であ
り、1 つ以上の物理リソースを物理機能と共有したり、その物理機能に関連付けられた仮
想機能と共有したりします。物理機能とは異なり、仮想機能はそれ自体の動作しか構成
できません。

各 SR-IOV デバイスには 1 つの物理機能があり、各物理機能には最大 64,000 の仮想機能
を関連付けることができます。この数は、特定の SR-IOV デバイスによって異なります。仮想機
能は物理機能によって作成されます。

物理機能で SR-IOV が有効になった後、物理機能のバス、デバイス、および機能数によって、
各仮想機能の PCI 構成スペースにアクセスすることができます。それぞれの仮想機能には、そ
のレジスタセットのマップに使用される PCI メモリー領域があります。仮想機能のデバイスドラ
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イバは、その機能を有効にするためにレジスタセットで動作し、仮想機能は実際の PCI デバイ
スのように見えます。作成した後、仮想機能を I/O ドメインに直接割り当てることができます。
この機能により、仮想機能で物理デバイスを共有したり、CPU やハイパーバイザソフトウェアの
オーバーヘッドなしで I/O を実行したりできます。
使用中の環境で SR-IOV 機能を使用すると、次のような利点が得られることがあります。
■ パフォーマンスの向上と待ち時間の削減 – 仮想マシン環境からハードウェアへの直接アク

セス
■ コストの削減 – 次のような資産および運用上の支出の節約。

■ 節電
■ アダプタ数の削減
■ 配線の削減
■ スイッチポートの削減

Oracle VM Server for SPARC SR-IOV の実装には、静的構成方法と動的構成
方法の両方が含まれます。詳細については、105 ページの「静的 SR-IOV」 およ
び107 ページの「動的 SR-IOV」 を参照してください。
Oracle VM Server for SPARC SR-IOV 機能により、次の操作を実行できます。
■ 指定した物理機能での仮想機能の作成
■ 物理機能の指定した仮想機能の破棄
■ 仮想機能のドメインへの割り当て
■ ドメインからの仮想機能の削除

SR-IOV 物理機能デバイスで仮想機能を作成および破棄するには、まず該当する PCIe バス
で I/O 仮想化を有効にする必要があります。ldm set-io または ldm add-io コマンドを使用
すると、iov プロパティーを on に設定できます。また、ldm add-domain または ldm set-domain
コマンドを使用すると、rc-add-policy プロパティーを iov に設定できます。ldm(1M) マニュア
ルページを参照してください。

SR-IOV のハードウェア要件とソフトウェア要件

必要な PCIe SR-IOV ハードウェアについては、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「PCIe SR-IOV のハードウェアおよびソフトウェア
要件」を参照してください。
静的および動的 SR-IOV ソフトウェア要件に関する詳細は、次を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
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■ 106 ページの「静的 SR-IOV ソフトウェア要件」
■ 107 ページの「動的 SR-IOV のソフトウェア要件」
クラス固有の SR-IOV ソフトウェア要件に関する詳細は、次を参照してください。
■ 111 ページの「Ethernet SR-IOV のハードウェア要件」
■ 132 ページの「InfiniBand SR-IOV のハードウェア要件」
■ 147 ページの「ファイバチャネル SR-IOV のハードウェア要件」

SR-IOV 機能の現在の制限事項

今回のリリースでは、SR-IOV 機能に次の制限事項があります。
■ 1 つ以上の仮想機能が割り当てられているドメインでは、移行は無効です。
■ 破棄できるのは、物理機能用に最後に作成された仮想機能のみです。そのため、3 つの

仮想機能を作成した場合、最初に破棄できる仮想機能は 3 番目の仮想機能です。
■ Ethernet、InfiniBand、およびファイバチャネルの SR-IOV カードのみがサポートされま

す。
■ SR-IOV 機能は、ルートドメインの PCIe バスに取り付けられた SR-IOV カードに対しての

み有効です。直接 I/O (DIO) 機能を使用して、ドメインに SR-IOV カードを割り当てた場
合、そのカードに対して SR-IOV 機能は有効になりません。

■ 特定の PCIe バスの PCIe エンドポイントデバイスおよび SR-IOV 仮想機能を、最大
15 までのドメインに割り当てることができます。各 PCIe バスの割り込みベクトルなどの
PCIe リソースは、ルートドメインと I/O ドメインの間で分配されます。その結果、特定の I/
O ドメインに割り当てることができるデバイスの数も制限されています。同じ I/O ドメイン
に多数の仮想機能を割り当てないようにしてください。SR-IOV に関連する問題について
は、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』を参照
してください。

静的 SR-IOV

静的 SR-IOV 方法では、ルートドメインが遅延再構成中か、SR-IOV 操作の実行中に I/O ド
メインが停止されている必要があります。ルートドメインの構成手順を完了したら、それをリブー
トする必要があります。Oracle VM Server for SPARC 3.1 ファームウェアがシステムにイン
ストールされていないか、各ドメインにインストールされている OS のバージョンが動的 SR-IOV
をサポートしていない場合、この方法を使用する必要があります。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRN
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SR-IOV 仮想機能を作成または破棄するには、まず、ルートドメインで遅延再構成を開始する
必要があります。それから、1 つまたは複数の ldm create-vf コマンドおよび ldm destroy-vf
コマンドを実行して、仮想機能を構成できます。最後に、ルートドメインをリブートします。次のコマ
ンドは、primary 以外のルートドメインで仮想機能を作成する方法を示しています。

primary# ldm start-reconf root-domain-name
primary# ldm create-vf pf-name
primary# ldm stop-domain -r root-domain-name

ルートドメインが primary ドメインの場合、shutdown コマンドを使用して、ドメインをリブートする
必要があります。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

静的に仮想機能を追加したり、ゲストドメインから仮想機能を削除したりするには、まずゲストド
メインを停止する必要があります。次に、ldm add-io コマンドおよび ldm remove-io コマンドを
実行して、仮想機能を構成します。変更が完了したら、ドメインを起動します。次のコマンドは、こ
の方法で仮想機能を割り当てる方法を示しています。

primary# ldm stop guest-domain
primary# ldm add-io vf-name guest-domain
primary# ldm start guest-domain

さらに、ゲストドメインではなく、ルートドメインに仮想機能を追加したり、仮想機能を削除したり
することもできます。SR-IOV 仮想機能をルートドメインに追加するか、ルートドメインから削除
するには、まず、ルートドメインで遅延再構成を開始します。これにより、1 つまたは複数の ldm
add-io および ldm remove-io コマンドを実行できます。最後に、ルートドメインをリブートします。

ドメインのダウンタイムを最小限に抑えるには、仮想機能を構成する前に事前に計画します。

注記 - InfiniBand SR-IOV デバイスは、静的 SR-IOV でのみサポートされます。

静的 SR-IOV ソフトウェア要件

静的 SR-IOV 機能は、Oracle VM Server for SPARC 3.0 ソフトウェアおよびファームウェ
アでサポートされています。『Oracle VM Server for SPARC 3.0 Release Notes 』の
「PCIe SR-IOV Hardware and Software Requirements」を参照してください。

SR-IOV 物理機能デバイスで仮想機能を作成および破棄するには、まず該当する PCIe バス
で I/O 仮想化を有効にする必要があります。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37707&id=E29668sriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37707&id=E29668sriovhwswrequirements
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ldm set-io または ldm add-io コマンドを使用すると、iov プロパティーを on に設定できます。
また、ldm add-domain または ldm set-domain コマンドを使用すると、rc-add-policy プロパ
ティーを iov に設定できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

ルートドメインをリブートすると SR-IOV に影響を及ぼすため、直接 I/O の構成変更は、SR-
IOV に関連するルートドメインの変更が最大限になり、ルートドメインのリブートが最小限になる
ように、十分に計画してください。

動的 SR-IOV

動的 SR-IOV 機能によって、次の静的 SR-IOV 要件が削除されます。
■ ルートドメイン。ルートドメインで遅延再構成を開始し、仮想機能を作成するか破棄し、ルー

トドメインをリブートします
■ I/O ドメイン。I/O ドメインを停止し、仮想機能を追加または削除して、I/O ドメインを起動

します

動的 SR-IOV では、ルートドメインで遅延再構成を開始する必要なく、仮想機能を動的に作成
または破棄できます。仮想機能は、ドメインを停止しなくても、I/O ドメインに動的に追加したり
削除したりすることができます。Logical Domains Manager は Logical Domains エージェ
ントおよび Oracle Solaris I/O 仮想化フレームワークと通信し、これらの変更を動的に有効に
します。

注記 - 物理機能と仮想機能の構成を開始する前に、使用する PCIe バスの I/O 仮想化を事
前に計画し、有効にする必要があります。

動的 SR-IOV のソフトウェア要件

必要な PCIe SR-IOV ソフトウェアおよびファームウェアのバージョンについては、『Oracle
VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「PCIe SR-IOV のハー
ドウェアおよびソフトウェア要件」を参照してください。

注記 - システムが、動的 SR-IOV ソフトウェアおよびファームウェア要件を満たしていな
い場合は、静的 SR-IOV 方法を使用して、SR-IOV 関連タスクを実行する必要がありま
す。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
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動的 SR-IOV 構成の要件

仮想機能を動的に作成したり、破棄したりするには、次の条件が満たされていることを確認しま
す。
■ 仮想機能の構成を開始する前に、PCIe バスに対して I/O 仮想化が有効にされていま

す。
■ ルートドメインおよび I/O ドメインで実行する OS は Oracle Solaris 11.1.10.5.0

OS または Oracle Solaris 10 1/13 OS 以上と『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「必須の Oracle Solaris OS バージョン」の
必須パッチである必要があります。

■ 物理機能デバイスが OS に構成されていないか、マルチパス構成内にあります。たとえ
ば、Ethernet SR-IOV デバイスを unplumb したり、IPMP またはアグリゲーションで使
用したりして、仮想機能を正常に作成または破棄できます。

仮想機能を作成または破棄する操作では、物理機能デバイスドライバのオンライン状態
とオフライン状態を切り替える必要があります。マルチパス構成では、デバイスドライバの
これらの状態の切り替えができます。

■ 仮想機能は、I/O ドメインから削除する前に、使用されていないか、マルチパス構成では
ありません。たとえば、Ethernet SR-IOV 仮想機能を unplumb することも、IPMP 構成
で使用しないこともできます。

注記 - 現在のマルチパス実装では仮想機能をサポートしていないため、Ethernet SR-IOV 仮
想機能にアグリゲーションは使用できません。

I/O 仮想化の有効化

SR-IOV 仮想機能を構成する前に、ルートドメインが遅延再構成中の場合に、PCIe バスの I/
O 仮想化を有効にする必要があります。ドメインをリブートし、この変更を有効にします。

PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法

この手順は、ルートコンプレックスあたり 1 回のみ実行する必要があります。ルートコンプレック
スは、同じ SP 構成の一部として実行している必要があります。

1. ルートドメインで遅延再構成を開始します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
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primary# ldm start-reconf root-domain-name

2. PCIe バスに対する I/O 仮想化操作を有効にします。

この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない場合に
のみ実行します。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ 指定した PCIe バスがすでにルートドメインに割り当てられている場合に、I/O 仮想化を
有効にします。

primary# ldm set-io iov=on bus

■ ルートドメインに PCIe バスを追加しているときに仮想化を有効にします。

primary# ldm add-io iov=on bus

3. ルートドメインをリブートします。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

PCIe SR-IOV 仮想機能の使用の計画

構成で仮想機能を使用する方法を事前に計画し、決定します。現在および将来の構成のニー
ズを満たす SR-IOV デバイスの仮想機能を判断します。

静的方法を使用する必要がある I/O 仮想化をまだ有効にしていない場合、この手順と仮想機
能を作成する手順を組み合わせます。これらの手順を組み合わせることによって、ルートドメイ
ンのリブートが 1 回だけで済みます。
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動的 SR-IOV が使用できる場合でも、推奨される方法は、すべての仮想機能を一度に作成す
ることです。仮想機能を I/O ドメインに割り当てたあとに、それらを動的に作成できないことが
あるためです。

静的 SR-IOV の場合、計画によって、それぞれ I/O ドメインに影響する可能性のあるルートド
メインのリブートを何回も実行することを避けることができます。

I/O ドメインの詳細は、80 ページの「I/O ドメインを作成するための一般的なガイドライ
ン」を参照してください。

SR-IOV 仮想機能の構成と割り当てを行うには、次の一般的な手順を使用してください。

1. 使用しているシステムで使用できる PCIe SR-IOV 物理機能と、そのなかでニーズにもっ
とも合うものを判断します。

次のコマンドを使用して、必要な情報を確認します。

ldm list-io 使用可能な SR-IOV 物理機能デバイスを確認します。

prtdiag -v 使用可能な PCIe SR-IOV カードおよびオンボードのデバイスを確
認します。

ldm list-io -l pf-
name

デバイスがサポートする仮想機能の最大数など、指定した物理機能
についての追加情報を確認します。

ldm list-io -d pf-
name

デバイスによってサポートされる、デバイス固有のプロパティーを確
認します。124 ページの「高度な SR-IOV のトピック: Ethernet
SR-IOV」を参照してください。

2. PCIe バスに対する I/O 仮想化操作を有効にします。

108 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してくださ
い。

3. 指定した SR-IOV 物理機能で、必要な数の仮想機能を作成します。

物理機能に対応する仮想機能を作成するには、次のコマンドを使用します。

primary# ldm create-vf -n max pf-name

詳細については、112 ページの「Ethernet SR-IOV 仮想機能を作成す
る方法」、132 ページの「InfiniBand 仮想機能を作成する方法」、およ
び150 ページの「ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を作成する方法」を参照してくだ
さい。
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4. ldm add-config コマンドを使用して、構成を SP に保存します。

詳細については、121 ページの「Ethernet SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加
する方法」、137 ページの「InfiniBand 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法」、お
よび158 ページの「ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方
法」を参照してください。

Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用

静的 SR-IOV 方法と動的 SR-IOV 方法の両方を使用すると、Ethernet SR-IOV デバイスを
管理できます。

Ethernet SR-IOV のハードウェア要件

必要な PCIe Ethernet SR-IOV ハードウェアについては、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「PCIe SR-IOV のハードウェアおよびソフトウェア
要件」を参照してください。

Ethernet SR-IOV の制限事項

pvid または vid プロパティーのいずれかを設定することで、仮想機能の VLAN 構成を有効
にすることができます。これらの仮想機能プロパティーの両方を同時に設定することはできませ
ん。

Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用の計画

仮想機能を動的に作成する際に、物理機能でマルチパスを使用していないこと、またはそれら
が plumb されていないことを確認してください。

マルチパスを使用できないか、物理機能を plumb する必要がある場合は、静的方法式を使
用して、仮想機能を作成します。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
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Ethernet デバイス固有のプロパティーとネットワーク固有のプロパ
ティー

ldm create-vf コマンドを使用して、仮想機能のデバイス固有およびネットワーク固有のプロパ
ティーを設定します。unicast-slots プロパティーはデバイスに固有です。mac-addr、alt-mac-
addrs、mtu、pvid、および vid プロパティーはネットワークに固有です。

mac-addr、alt-mac-addrs、および mtu ネットワーク固有プロパティーは、遅延再構成中で、仮想
機能が primary ドメインに割り当てられている場合にのみ変更できます。

仮想機能が次のように割り当てられている場合、これらのプロパティーを変更しようとすると失
敗します。
■ 仮想機能がアクティブな I/O ドメインに割り当てられている場合: 変更は所有しているド

メインがアクティブでないかバインドされている状態のときに行われる必要があるため、プ
ロパティー変更要求は拒否されます。

■ 仮想機能が primary 以外のドメインに割り当てられていて、遅延再構成がすでに有効に
なっている場合: プロパティー変更要求は失敗して、エラーメッセージが表示されます。

pvid および vid のネットワーク固有プロパティーは変更可能で、制限はありません。

Ethernet 仮想機能の作成

このセクションでは、仮想機能を動的に作成および破棄する方法を説明します。これらのアク
ションを実行するために動的方法を使用できない場合は、仮想機能を作成または破棄する前
に、ルートドメインで遅延再構成を開始します。

Ethernet SR-IOV 仮想機能を作成する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が含まれ
ています。

2. 物理機能を持つバスで I/O 仮想化が有効になっていない場合は、有効にします。
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この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない場合に
のみ実行します。

108 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してください。

3. Ethernet 物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に作成し
ます。

1 つ以上の仮想機能を作成したあとに、それをゲストドメインに割り当てることができます。

■ 動的方法:

■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて作成するには、次のコマンドを使用し
ます。

primary# ldm create-vf -n number | max pf-name

該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に作成するには、ldm
create-vf -n max コマンドを使用します。

注意 - システムで Intel 10-Gbit Ethernet カードが使用されている場合は、各物理機能から
作成する仮想機能を 31 個以下にすることでパフォーマンスを最大にします。

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただし、推奨さ
れる方法は、仮名を使用することです。

■ 物理機能から 1 つの仮想機能を作成するには、次のコマンドを使用します。

primary# ldm create-vf [mac-addr=num] [alt-mac-

addrs=[auto|num1,[auto|num2,...]]]
  [pvid=pvid] [vid=vid1,vid2,...] [mtu=size]
 [name=value...] pf-name

注記 - MAC アドレスが明示的に割り当てられていない場合、ネットワークデバイスに自動的に
割り当てられます。

物理機能に対応する仮想機能を 1 つ作成するには、このコマンドを使用します。ファ
イバチャネルクラス固有のプロパティー値を手動で指定することもできます。

■ 静的方法:
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a.   遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   Ethernet 物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を作成します。

仮想機能を動的に作成するには、上記で示したものと同じコマンドを使用します。

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-2 Ethernet 物理機能に関する情報の表示

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能に関する情報を示しています。

■ この物理機能は、オンボードの NET0 ネットワークデバイスからのものです。

■ 文字列 IOVNET は、物理機能がネットワーク SR-IOV デバイスであることを示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  

pci_1                                     BUS    pci_1    primary  

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    primary  EMP      

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
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/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    primary

次のコマンドは、指定された物理機能についての詳細を表示します。値 maxvfs は、デバイスが
サポートする仮想機能の最大数を示しています。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0]

    maxvfs = 7

例   6-3 オプションのプロパティーを設定しない Ethernet 仮想機能の動的な作成

次の例は、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を動的に作成します。この場合、
ネットワーククラス仮想機能の MAC アドレスは自動的に割り当てられます。

pci_0 PCIe バスで、I/O 仮想化が有効にされていることを確認しま
す。108 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してください。

これで、ldm create-vf コマンドを使用して、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能から仮想機
能を作成できます。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

例   6-4 Ethernet 仮想機能の動的な作成とプロパティーの設定

この例では、mac-addr プロパティーを 00:14:2f:f9:14:c0 に、vid プロパティーを VLAN ID 2
および 3 に設定して、仮想機能を動的に作成します。

primary# ldm create-vf mac-addr=00:14:2f:f9:14:c0 vid=2,3 /SYS/MB/
NET0/IOVNET.PF0

例   6-5 2 つの代替 MAC アドレスがある Ethernet 仮想機能の動的な作成

この例では、2 つの代替 MAC アドレスがある仮想機能を動的に作成します。1 つの MAC ア
ドレスは自動的に割り当てられ、もう 1 つは 00:14:2f:f9:14:c2 として明示的に指定します。

primary# ldm create-vf alt-mac-addrs=auto,00:14:2f:f9:14:c2 /SYS/MB/
NET0/IOVNET.PF0
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例   6-6 オプションのプロパティーを設定しない仮想機能の静的な作成

次の例では、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を静的に作成します。この場合、
ネットワーククラス仮想機能の MAC アドレスは自動的に割り当てられます。

まず、primary ドメインで遅延再構成を開始してから、pci_0 PCIe バスで I/O 仮想化を有効
にします。pci_0 バスはすでに primary ルートドメインに割り当てられているため、ldm set-io
コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効にします。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_0

これで、ldm create-vf コマンドを使用して、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能から仮想機
能を作成できます。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

------------------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

最後に、primary ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-7 複数の SR-IOV Ethernet 仮想機能の作成

次のコマンドは、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1 物理機能から 4 つの仮想機能を作成する方法を
示しています。

primary# ldm create-vf -n 31 /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0

Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF2

...

Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF30

ldm create-vf -n コマンドは、必要に応じて、デフォルトのプロパティー値で設定された複数
の仮想機能を作成します。ldm set-io コマンドを使用すると、あとでデフォルト以外のプロパ
ティー値を指定できます。
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Ethernet 仮想機能の破棄

仮想機能が現在ドメインに割り当てられていない場合は、その仮想機能を破棄できます。仮想
機能は作成した逆の順序でしか破棄できないため、破棄できるのは最後に作成した仮想機能
だけです。結果として作成される構成は、物理機能ドライバによって検証されます。

Ethernet SR-IOV 仮想機能を破棄する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

2. 単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に破棄します。

■ 動的方法:

■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマンドを使用し
ます。

primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に破棄するには、ldm
destroy-vf -n max コマンドを使用します。

-n オプションへの引数として number を指定した場合は、仮想機能の最後の
number が破棄されます。この操作を実行しても 1 つの物理機能デバイスドライバの
状態しか遷移しないため、この方法を使用してください。

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただし、推奨さ
れる方法は、仮名を使用することです。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:

primary# ldm destroy-vf vf-name

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。
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primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   単一の仮想機能または複数の仮想機能を破棄します。

■ 指定した物理機能から仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマンドを
使用します。

primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただし、推
奨される方法は、仮名を使用することです。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:

primary# ldm destroy-vf vf-name

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-8 Ethernet 仮想機能の破棄

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を動的に破棄する方法を示しています。

primary# ldm destroy-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

次の例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を静的に破棄する方法を示しています。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

primary# ldm destroy-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0
primary# shutdown -i6 -g0 -y
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例   6-9 複数の Ethernet SR-IOV 仮想機能の破棄

この例は、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1 物理機能からすべての仮想機能を破棄した結果を示し
ています。ldm list-io の出力には、物理機能が 7 つの仮想機能を持っていることが示されて
います。ldm destroy-vf コマンドは、すべての仮想機能を破棄します。最終的な ldm list-io
の出力には、仮想機能は 1 つも残っていないことが示されています。

primary# ldm list-io
...

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0               VF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1               VF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF2               VF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF3               VF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF4               VF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF5               VF     pci_1                      

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF6               VF     pci_1

primary# ldm destroy-vf -n max /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
primary# ldm list-io
...

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1

Ethernet SR-IOV 仮想機能の変更

ldm set-io vf-name コマンドは、プロパティー値を変更するか、新規プロパティーを設定するこ
とで、仮想機能の現在の構成を変更します。このコマンドは、ネットワーク固有のプロパティー
とデバイス固有のプロパティーの両方を変更できます。デバイス固有のプロパティーについて
は、124 ページの「高度な SR-IOV のトピック: Ethernet SR-IOV」を参照してください。

この動的方法を使用できない場合は、静的方法を使用します。105 ページの「静的 SR-
IOV」 を参照してください。
ldm set-io コマンドで、次のプロパティーを変更できます。
■ mac-addr、alt-mac-addrs、および mtu

これらの仮想機能のプロパティーを変更するには、仮想機能を所有するドメインを停止
し、ldm set-io コマンドを使用して、プロパティー値を変更し、ドメインを起動します。

■ pvid および vid

仮想機能がドメインに割り当てられているときは、これらのプロパティーを動的に変更
することができます。そうすると、アクティブな仮想機能のネットワークトラフィックが変
更されることがあります。pvid プロパティーを設定すると、透過的 VLAN が有効になり
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ます。VLAN ID を指定するように vid プロパティーを設定すると、それらの指定された
VLAN に対して VLAN トラフィックが許可されます。

■ デバイス固有のプロパティー

ldm list-io -d pf-name コマンドを使用して、有効なデバイス固有のプロパティーのリス
トを表示します。物理機能と仮想機能の両方に対して、これらのプロパティーを変更する
ことができます。デバイス固有のプロパティーを変更するには、静的方法を使用する必要
があります。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。デバイス固有のプロ
パティーの詳細については、124 ページの「高度な SR-IOV のトピック: Ethernet SR-
IOV」を参照してください。

Ethernet SR-IOV 仮想機能を変更する方法

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が含まれ
ています。

2. 仮想機能を変更します。

primary# ldm set-io name=value [name=value...] vf-name

例   6-10 Ethernet 仮想機能の変更

次の例では、ldm set-io コマンドを使用して、仮想機能にプロパティーを設定する方法につい
て説明します。
■ 次の例では、指定された仮想機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 を、VLAN ID 2、3、お

よび 4 の一部になるように変更します。

primary# ldm set-io vid=2,3,4 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

このコマンドは、仮想機能の VLAN の関連付けを動的に変更することに注意してくださ
い。これらの VLAN を変更するには、適切な Oracle Solaris OS ネットワークコマンドを
使用して、I/O ドメインの VLAN インタフェースを構成する必要があります。

■ 次の例では、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能に対して pvid プロパティー値を 2
に設定し、仮想機能を透過的に VLAN 2 の一部にします。つまり、仮想機能は、タグ付け
されたどの VLAN トラフィックも表示しません。
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primary# ldm set-io pvid=2 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

■ 次の例では、自動的に割り当てられた 3 つの代替 MAC アドレスを、仮想機能に割り当
てます。これらの代替アドレスにより、仮想機能の最上部に Oracle Solaris 11 仮想ネッ
トワークインタフェースカード (VNIC) を作成することができます。VNIC を使用するには、
ドメインで Oracle Solaris 11 OS を実行する必要があることに注意してください。

注記 - このコマンドを実行する前に、仮想機能を所有するドメインを停止します。

primary# ldm set-io alt-mac-addrs=auto,auto,auto /SYS/MB/NET0/

IOVNET.PF0.VF0

■ 次の例では、指定された仮想機能に対して、デバイス固有の unicast-slots プロパティー
を 12 に設定します。物理機能に対して有効なデバイス固有のプロパティーを調べるに
は、ldm list-io -d pf-name コマンドを使用します。

primary# ldm set-io unicast-slots=12 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

I/O ドメイン上の Ethernet SR-IOV 仮想機能の追加と削除

Ethernet SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用してください。105 ページの「静的
SR-IOV」 を参照してください。

1. I/O ドメインに追加する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に追加します。

■ 仮想機能を動的に追加するには:
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primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用すること
です。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されているパスです。

■ 仮想機能を静的に追加するには:

a.   遅延再構成を開始してから、仮想機能を追加します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name
primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用す
ることです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。指定
されたゲストは、アクティブでないか停止している必要があります。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されているパスで
す。

b.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-11 Ethernet 仮想機能の追加

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を ldg1 ドメインに動的に追加する方法を
示しています。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1

仮想機能を動的に追加できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg1
primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1
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primary# ldm start-domain ldg1

Ethernet 仮想 SR-IOV 機能を I/O ドメインから削除する方法

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用してください。105 ページの「静的
SR-IOV」 を参照してください。

注意 - 仮想機能をドメインから削除する前に、そのドメインのブートが必須ではないことを確認
してください。

1. I/O ドメインから削除する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に削除します。

■ 仮想機能を動的に削除するには:

primary# ldm rm-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮名を使
用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指定します。

■ 仮想機能を静的に削除するには:

a.   I/O ドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain domain-name

b.   仮想機能を削除します。

primary# ldm rm-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮
名を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指定
します。指定されたゲストは、アクティブでないか停止している必要があります。

c.   I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start-domain domain-name
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例   6-12 Ethernet 仮想機能の動的な削除

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を ldg1 ドメインから動的に削除する方法
を示しています。

primary# ldm remove-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1

コマンドが正常に実行されると、仮想機能が ldg1 ドメインから削除されます。ldg1 が再起動さ
れると、指定された仮想機能はそのドメインに表示されなくなります。

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg1
primary# ldm remove-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1
primary# ldm start-domain ldg1

高度な SR-IOV のトピック: Ethernet SR-IOV

このセクションでは、SR-IOV 仮想機能の使用に関するいくつかの高度なトピックについて説
明します。

仮想機能のための高度なネットワーク構成

SR-IOV 仮想機能を使用する場合は、次の問題に注意してください。
■ SR-IOV 仮想機能は、Logical Domains Manager によって割り当てられた Mac アド

レスのみを使用できます。ほかの Oracle Solaris OS ネットワークコマンドで I/O ドメイン
上の MAC アドレスを変更すると、コマンドは失敗するか、適切に機能しない可能性があ
ります。

■ 現在のところ、I/O ドメインでの SR-IOV ネットワーク仮想機能のリンクアグリゲーション
はサポートされていません。リンクアグリゲーションを作成しようとすると、予想どおりに機能
しない可能性があります。

■ I/O サービスを作成して、I/O ドメインに割り当てることができます。これらの仮想 I/O
サービスは、仮想機能の作成元と同じ物理機能に作成することができます。たとえば、仮
想スイッチ用のネットワークバックエンドデバイスとしてオンボードの 1 ギガビットのネット
ワークデバイス (net0 または igb0) を使用でき、同じ物理機能デバイスから仮想機能を作
成することもできます。
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SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメインのブート

SR-IOV 仮想機能には、仮想機能を論理ドメインのブートデバイスとして使用する機能など、ほ
かのタイプの PCIe デバイスと同様の機能があります。たとえば、ネットワーク仮想機能を使用
して、Oracle Solaris OS を I/O ドメインにインストールするためにネットワークを介してブート
することができます。

注記 - 仮想機能デバイスから Oracle Solaris OS をブートするときは、ロードされる Oracle
Solaris OS が仮想機能デバイスをサポートしていることを確認してください。その場合は、計
画どおりに残りのインストールを続行できます。

SR-IOV デバイス固有のプロパティー

SR-IOV 物理機能のデバイスドライバは、デバイス固有のプロパティーをエクスポートできます。
これらのプロパティーを使用して、物理機能とその仮想機能の両方のリソース割り当てを調整
することができます。プロパティーについては、igb(7D) および ixgbe(7D) マニュアルページ
などの、物理機能ドライバについてのマニュアルページを参照してください。

ldm list-io -d コマンドは、指定された物理機能デバイスドライバによってエクスポートされる
デバイス固有のプロパティーを表示します。各プロパティーの情報には、その名前、簡単な説明、
デフォルト値、最大値、および次の 1 つまたは複数のフラグが含まれます。

P 物理機能に適用されます

V 仮想機能に適用されます

R 読み取り専用または通知パラメータ専用

primary# ldm list-io -d pf-name

ldm create-vf または ldm set-io コマンドを使用して、物理機能または仮想機能に対して読
み書きプロパティーを設定します。デバイス固有のプロパティーを設定する場合は、静的方法を
使用する必要があります。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

次の例は、オンボードの Intel 1 ギガビット SR-IOV デバイスによってエクスポートされる、デバ
イス固有のプロパティーを示しています。

primary# ldm list-io -d /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
Device-specific Parameters

--------------------------

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1475igb-7d
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1475ixgbe-7d
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max-config-vfs

    Flags = PR

    Default = 7

    Descr = Max number of configurable VFs

max-vf-mtu

    Flags = VR

    Default = 9216

    Descr = Max MTU supported for a VF

max-vlans

    Flags = VR

    Default = 32

    Descr = Max number of VLAN filters supported

pvid-exclusive

    Flags = VR

    Default = 1

    Descr = Exclusive configuration of pvid required

unicast-slots

    Flags = PV

    Default = 0 Min = 0 Max = 24

    Descr = Number of unicast mac-address slots

次の例では、unicast-slots プロパティーを 8 に設定します。

primary# ldm create-vf unicast-slots=8 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

SR-IOV 仮想機能での VNIC の作成

SR-IOV 仮想機能では Oracle Solaris 11 VNIC の作成がサポートされています。ただし、サ
ポートされる VNIC の数は、仮想機能に割り当てられた代替 MAC アドレス (alt-mac-addrs
プロパティー) の数に制限されます。仮想機能で VNIC を使用するときは、必ず十分な数の代
替 MAC アドレスを割り当ててください。ldm create-vf または ldm set-io コマンドを使用し
て、代替 MAC アドレスを指定して alt-mac-addrs プロパティーを設定します。

次の例は、SR-IOV 仮想機能での 4 つの VNIC の作成を示しています。最初のコマンドは、
代替 MAC アドレスを仮想機能デバイスに割り当てます。このコマンドは、自動割り当て方式
で、4 つの代替 MAC アドレスを /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能デバイスに割り当
てます。

primary# ldm set-io alt-mac-addrs=auto,auto,auto,auto /SYS/MB/NET0/
IOVNET.PF0.VF0

次のコマンドは ldg1 I/O ドメインを起動します。この例で、auto-boot? プロパティーが true に
設定されているため、I/O ドメインで Oracle Solaris 11 OS もブートされます。

primary# ldm start ldg1
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次のコマンドは、ゲストドメインで Oracle Solaris 11 dladm コマンドを使用して、代替 MAC
アドレスを持つ仮想機能を表示します。この出力には、net30 仮想機能が 4 つの代替 MAC
アドレスを持つことを示しています。

guest# dladm show-phys -m
LINK              SLOT     ADDRESS            INUSE CLIENT

net0              primary  0:14:4f:fa:b4:d1   yes   net0

net25             primary  0:14:4f:fa:c9:eb   no    --

net30             primary  0:14:4f:fb:de:4c   no    --

                   1       0:14:4f:f9:e8:73   no    --

                   2       0:14:4f:f8:21:58   no    --

                   3       0:14:4f:fa:9d:92   no    --

                   4       0:14:4f:f9:8f:1d   no    --

次のコマンドは、4 つの VNIC を作成します。代替 MAC アドレスを使用して指定した VNIC
よりも多くの VNIC を作成しようとすると、失敗することに注意してください。

guest# dladm create-vnic -l net30 vnic0
guest# dladm create-vnic -l net30 vnic1
guest# dladm create-vnic -l net30 vnic2
guest# dladm create-vnic -l net30 vnic3
guest# dladm show-link
LINK                CLASS     MTU    STATE    OVER

net0                phys      1500   up       --

net25               phys      1500   up       --

net30               phys      1500   up       --

vnic0               vnic      1500   up       net30

vnic1               vnic      1500   up       net30

vnic2               vnic      1500   up       net30

vnic3               vnic      1500   up       net30

I/O ドメインを作成するための SR-IOV 仮想機能の使用

次の手順で、PCIe SR-IOV 仮想機能を含む I/O ドメインを作成する方法を説明します。

SR-IOV 仮想機能を割り当てることによって I/O ドメインを作成する方法

ルートドメインのリブート回数を最小限に抑えて、停止時間を最小限に抑えるように事前に計画
してください。

始める前に 始める前に、仮想機能を作成する物理機能の親である PCIe バスの I/O 仮想化を有効化し
ていることを確認します。108 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方
法」を参照してください。
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1. SR-IOV 機能を使用する I/O ドメインと共有する SR-IOV 物理機能を識別します。

primary# ldm list-io

2. 物理機能に対して 1 つ以上の仮想機能を作成します。

primary# ldm create-vf pf-name

このコマンドは、作成する仮想機能ごとに実行できます。-n オプションを使用すると、1 回の
コマンドで同じ物理機能から複数の仮想機能を作成することもできます。例6-7「複数の SR-
IOV Ethernet 仮想機能の作成」 および ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

注記 - このコマンドは、ほかの仮想機能が関連付けられている物理機能からすでに作成されて
いる場合、およびそれらの仮想機能のいずれかが別のドメインにバインドされている場合に失
敗します。

3. ルートドメインで使用できる仮想機能のリストを表示します。

primary# ldm list-io

4. ステップ 2 で作成した仮想機能をそのターゲット I/O ドメインに割り当てます。

primary# ldm add-io vf-name domain-name

注記 - ターゲット I/O ドメインの OS で動的 SR-IOV をサポートしていない場合は、静的方法
を使用する必要があります。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

5. 仮想機能が I/O ドメインで使用可能であることを確認します。

次の Oracle Solaris 11 コマンドは、仮想機能の利用度を表示します。

guest# dladm show-phys

例   6-13 SR-IOV 仮想機能を割り当てることによる I/O ドメインの動的な作成

次の動的な例は、物理機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 に対する仮想機能 /SYS/MB/NET0/
IOVNET.PF0.VF0 を作成して、仮想機能を ldg1 I/O ドメインに割り当てる方法を示しています。

この例では、次の状況が当てはまることを前提としています。
■ primary ドメインの OS が動的 SR-IOV 操作をサポートしている
■ pci_0 バスが primary ドメインに割り当てられ、I/O 仮想化操作のために初期化されて

いる

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能が pci_0 バスに属している

■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能に、ドメインに割り当てられた既存の仮想機能がな
い

■ ldg1 ドメインがアクティブでブートされており、その OS が動的 SR-IOV 操作をサポートし
ている

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能から仮想機能を作成します。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を ldg1 ドメインに追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1

次のコマンドは、ldg1 ドメインに仮想機能が追加されていることを示しています。

primary# ldm list-io
NAME                          TYPE  BUS      DOMAIN    STATUS

----                          ----  ---      ------    ------

niu_0                         NIU   niu_0    primary

niu_1                         NIU   niu_1    primary

pci_0                         BUS   pci_0    primary   IOV

pci_1                         BUS   pci_1    primary

/SYS/MB/PCIE0                 PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE2                 PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE4                 PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE6                 PCIE  pci_0    primary   EMP

/SYS/MB/PCIE8                 PCIE  pci_0    primary   EMP

/SYS/MB/SASHBA                PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/NET0                  PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE1                 PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE3                 PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE5                 PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE7                 PCIE  pci_1    primary   EMP

/SYS/MB/PCIE9                 PCIE  pci_1    primary   EMP

/SYS/MB/NET2                  PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0       PF    pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1       PF    pci_0    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0      PF    pci_1    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1      PF    pci_1    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0       PF    pci_1    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1       PF    pci_1    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0   VF    pci_0    ldg1
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例   6-14 SR-IOV 仮想機能を割り当てることによる I/O ドメインの静的な作成

次の静的な例は、物理機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 に対する仮想機能 /SYS/MB/NET0/
IOVNET.PF0.VF0 を作成して、仮想機能を ldg1 I/O ドメインに割り当てる方法を示しています。

この例では、次の状況が当てはまることを前提としています。
■ primary ドメインの OS が動的 SR-IOV 操作をサポートしていない
■ pci_0 バスが primary ドメインに割り当てられ、I/O 仮想化操作のために初期化されて

いない
■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能が pci_0 バスに属している
■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能に、ドメインに割り当てられた既存の仮想機能がな

い
■ ldg1 ドメインがアクティブでブートされており、その OS が動的 SR-IOV 操作をサポートし

ていない
■ ldg1 ドメインの auto-boot? プロパティーが true に設定されているため、ドメインが起動

時に自動的にブートする

まず、primary ドメインで遅延再構成を開始し、I/O 仮想化を有効にして、/SYS/MB/NET0/
IOVNET.PF0 物理機能から仮想機能を作成します。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_0
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

------------------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

次に、primary ドメインを停止します。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

ldg1 ドメインを停止し、仮想機能を追加して、ドメインを起動します。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1
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primary# ldm start ldg1

次のコマンドは、ldg1 ドメインに仮想機能が追加されていることを示しています。

primary# ldm list-io
NAME                          TYPE  BUS      DOMAIN    STATUS

----                          ----  ---      ------    ------

niu_0                         NIU   niu_0    primary

niu_1                         NIU   niu_1    primary

pci_0                         BUS   pci_0    primary   IOV

pci_1                         BUS   pci_1    primary

/SYS/MB/PCIE0                 PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE2                 PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE4                 PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE6                 PCIE  pci_0    primary   EMP

/SYS/MB/PCIE8                 PCIE  pci_0    primary   EMP

/SYS/MB/SASHBA                PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/NET0                  PCIE  pci_0    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE1                 PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE3                 PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE5                 PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/PCIE7                 PCIE  pci_1    primary   EMP

/SYS/MB/PCIE9                 PCIE  pci_1    primary   EMP

/SYS/MB/NET2                  PCIE  pci_1    primary   OCC

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0       PF    pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1       PF    pci_0    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0      PF    pci_1    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1      PF    pci_1    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0       PF    pci_1    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1       PF    pci_1    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0   VF    pci_0    ldg1

InfiniBand SR-IOV 仮想機能の使用

InfiniBand SR-IOV デバイスでは、静的 SR-IOV 機能のみがサポートされます。

停止時間を最小限に抑えるため、ルートドメインが遅延再構成中か、ゲストドメインが停止して
いる間に、すべての SR-IOV コマンドをグループとして実行します。この方法で制限されている
SR-IOV コマンドは、ldm create-vf、ldm destroy-vf、ldm add-io、および ldm remove-io コ
マンドです。

一般に、仮想機能は複数のゲストドメインに割り当てられます。ルートドメインのリブートは、ルー
トドメインの仮想機能が割り当てられているすべてのゲストドメインに影響を与えます。

使用されていない InfiniBand 仮想機能のオーバーヘッドはほとんどないため、すぐに使用し
ない場合でも、事前に必要な仮想機能を作成しておくことによって、停止時間を回避できます。
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InfiniBand SR-IOV のハードウェア要件

必要な PCIe InfiniBand SR-IOV ハードウェアについては、『Oracle VM Server for
SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「PCIe SR-IOV のハードウェアおよびソ
フトウェア要件」を参照してください。

InfiniBand SR-IOV のサポートのため、ルートドメインで Oracle Solaris 11.1.10.5.0 以上
の OS が実行している必要があります。I/O ドメインでは、Oracle Solaris 10 1/13 OS と
パッチ 148888-04 または Oracle Solaris 11.1.10.5.0 以上の OS を実行できます。

InfiniBand 仮想機能の作成および破棄

InfiniBand 仮想機能を作成する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を作成する方法について説明します。

1. ルートドメインで遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

2. iov=on を設定して I/O 仮想化を有効にします。

この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない場合に
のみ実行します。

primary# ldm set-io iov=on bus

3. そのルートドメインから物理機能に関連付けられている 1 つ以上の仮想機能を作成します。

primary# ldm create-vf pf-name

このコマンドは、作成する仮想機能ごとに実行できます。-n オプションを使用すると、1 回の
コマンドで同じ物理機能から複数の仮想機能を作成することもできます。例6-7「複数の SR-
IOV Ethernet 仮想機能の作成」 および ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

4. ルートドメインをリブートします。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-15 InfiniBand 仮想機能の作成

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0 物理機能に関する情報を示します。
■ この物理機能は PCIE スロット 4 にあります。
■ 文字列 IOVIB は、物理機能が InfiniBand SR-IOV デバイスであることを示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary

niu_0                                     NIU    niu_0    primary

/SYS/MB/RISER0/PCIE0                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/RISER1/PCIE1                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/RISER2/PCIE2                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/RISER0/PCIE3                      PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/RISER1/PCIE4                      PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/RISER2/PCIE5                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

次のコマンドは、指定された物理機能についての詳細を表示します。値 maxvfs は、デバイスが
サポートする仮想機能の最大数を示しています。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]

    maxvfs = 64

次の例は、静的仮想機能を作成する方法を示しています。まず、primary ドメインで遅延再構
成を開始し、pci_0 PCIe バスで I/O 仮想化を有効にします。pci_0 バスはすでに primary
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ルートドメインに割り当てられているため、ldm set-io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効
にします。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_0
-----------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

-----------------------------------------------------------------------

これで、ldm create-vf コマンドを使用して、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0 物理機能から
仮想機能を作成できます。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
-----------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

----------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0

同じ遅延再構成中に複数の仮想機能を作成できます。次のコマンドは、2 つ目の仮想機能を
作成します。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
-----------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

-----------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1

最後に、primary ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y
Shutdown started.

Changing to init state 6 - please wait

...

InfiniBand 仮想機能を破棄する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を破棄する方法について説明します。
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仮想機能が現在ドメインに割り当てられていない場合は、その仮想機能を破棄できます。仮想
機能は作成した逆の順序でしか破棄できないため、破棄できるのは最後に作成した仮想機能
だけです。結果として作成される構成は、物理機能ドライバによって検証されます。

1. ルートドメインで遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

2. そのルートドメインから物理機能に関連付けられている 1 つ以上の仮想機能を破棄します。

primary# ldm destroy-vf vf-name

このコマンドは、破棄する仮想機能ごとに実行できます。-n オプションを使用すると、1 回
のコマンドで同じ物理機能から複数の仮想機能を破棄することもできます。例6-9「複数の
Ethernet SR-IOV 仮想機能の破棄」 および ldm(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

3. ルートドメインをリブートします。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-16 InfiniBand 仮想機能の破棄

次の例に、静的 InfiniBand 仮想機能 /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1 を破棄する方
法を示します。

ldm list-io コマンドは、バス、物理機能、および仮想機能に関する情報を表示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS

----                                      ----   ---      ------ ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV

...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0

ldm list-io -l コマンドを使用して、物理機能と関連する仮想機能の詳細を取得できます。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS

----                                      ----   ---      ------ ------

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]

    maxvfs = 64

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,1]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,2]

仮想機能は、ドメインに割り当てられていない場合にのみ破棄できます。ldm list-io -l
出力の DOMAIN 列に、仮想機能が割り当てられているドメインの名前が表示されます。
また、仮想機能は、作成した逆の順序で破棄する必要があります。そのため、この例では、/
SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0 仮想機能を破棄する前に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/
IOVIB.PF0.VF1 仮想機能を破棄する必要があります。

適切な機能を識別したら、それを破棄できます。まず、遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

primary# ldm destroy-vf /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1
-----------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

-----------------------------------------------------------------------

遅延再構成中に 1 つ以上の ldm destroy-vf コマンドを発行できます。したがって、/SYS/MB/
RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0 も破棄できます。

最後に、primary ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y
Shutdown started.

Changing to init state 6 - please wait

...
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I/O ドメイン上の InfiniBand 仮想機能の追加および削除

InfiniBand 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法について説明
します。

1. I/O ドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain domain-name

2. I/O ドメインに、1 つ以上の仮想機能を追加します。

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用することで
す。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。指定された I/O ドメイ
ンは、アクティブでない状態またはバインドされた状態である必要があります。

primary# ldm add-io vf-name domain-name

3. I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start-domain domain-name

例   6-17 InfiniBand 仮想機能の追加

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能を iodom1 I/O ドメインに追加す
る方法を示します。

まず、割り当てる仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS

----                                      ----   ---      ------ ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV

...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0

I/O ドメインに仮想機能を追加するには、割り当て解除する必要があります。DOMAIN 列
は、仮想機能が割り当てられているドメインの名前を示します。この例では、/SYS/MB/RISER1/
PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 がドメインに割り当てられていません。
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ドメインに仮想機能を追加するには、ドメインがアクティブでないかバインドされた状態である
必要があります。

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.2%  0.2%  56m

iodom1           active     -n----  5000    8     8G        33%   33%  25m

ldm list-domain 出力には、iodom1 I/O ドメインがアクティブであることが示されているため、
それを停止する必要があります。

primary# ldm stop iodom1
LDom iodom1 stopped

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.0%  0.0%  57m

iodom1           bound      ------  5000    8     8G

これで、I/O ドメインに仮想機能を追加できます。

primary# ldm add-io /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 iodom1
primary# ldm list-io
...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1

I/O ドメインの停止中に 1 つ以上の仮想機能を追加できます。たとえば、/SYS/MB/RISER1/
PCIE4/IOVIB.PF0.VF3 などのほかの未割り当ての仮想機能を iodom1 に追加できます。仮想
機能を追加したら、I/O ドメインを再起動できます。

primary# ldm start iodom1
LDom iodom1 started

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      1.0%  1.0%  1h 18m

iodom1           active     -n----  5000    8     8G        36%   36%  1m

InfiniBand 仮想機能を I/O ドメインから削除する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインから削除する方法について説
明します。

1. I/O ドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain domain-name

2. I/O ドメインから、1 つ以上の仮想機能を削除します。
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vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮名を使用す
ることです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指定します。指定された I/
O ドメインは、アクティブでない状態またはバインドされた状態である必要があります。

注記 - 仮想機能を I/O ドメインから削除する前に、それがそのドメインのブートに必須ではない
ことを確認してください。

primary# ldm rm-io vf-name domain-name

3. I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start-domain domain-name

例   6-18 InfiniBand 仮想機能の削除

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能を iodom1 I/O ドメインから削除
する方法を示します。

まず、削除する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS

----                                      ----   ---      ------ ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV

...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

DOMAIN 列に、仮想機能が割り当てられているドメインの名前が表示されます。/SYS/MB/
RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能は iodom1 に割り当てられています。

I/O ドメインから仮想機能を削除するには、ドメインがアクティブでないかバインドされた状態
である必要があります。ldm list-domain コマンドを使用して、ドメインの状態を判断します。

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.3%  0.3%  29m

iodom1           active     -n----  5000    8     8G        17%   17%  11m

この例では、iodom1 ドメインがアクティブであるため、停止する必要があります。
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primary# ldm stop iodom1
LDOM iodom1 stopped

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.0%  0.0%  31m

iodom1           bound      ------  5000    8     8G

これで、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能を iodom1 から削除できます。

primary# ldm rm-io /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 iodom1
primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS

----                                      ----   ---      ------ ------

...

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0

...

仮想機能の DOMAIN 列は空になっています。

I/O ドメインの停止中に複数の仮想機能を削除できます。この例では、/SYS/MB/RISER1/
PCIE4/IOVIB.PF0.VF3 仮想機能も削除できます。仮想機能を削除したら、I/O ドメインを再起
動できます。

primary# ldm start iodom1
LDom iodom1 started

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.3%  0.3%  39m

iodom1           active     -n----  5000    8     8G       9.4%  9.4%  5s

ルートドメインへの InfiniBand 仮想機能の追加および削除

InfiniBand 仮想機能をルートドメインに追加する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能をルートドメインに追加する方法について説明
します。

1. 遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain

2. ルートドメインに、1 つ以上の仮想機能を追加します。

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用することで
す。root-domain-name は仮想機能を追加するルートドメインの名前を指定します。
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primary# ldm add-io vf-name root-domain-name

3. ルートドメインをリブートします。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。

primary# ldm stop-domain -r root-domain-name

■ primary ルートドメインをリブートします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

InfiniBand 仮想機能をルートドメインから削除する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能をルートドメインから削除する方法について説
明します。

1. 遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain

2. ルートドメインから、1 つ以上の仮想機能を削除します。

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用することで
す。root-domain-name は仮想機能を追加するルートドメインの名前を指定します。

primary# ldm remove-io vf-name root-domain-name

3. ルートドメインをリブートします。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。

primary# ldm stop-domain -r root-domain-name

■ primary ルートドメインをリブートします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y
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高度な SR-IOV のトピック: InfiniBand SR-IOV

このセクションでは、InfiniBand 物理機能および仮想機能を識別し、Logical Domains
Manager と InfiniBand 物理機能および仮想機能の Oracle Solaris ビューを関連付ける
方法について説明します。

InfiniBand SR-IOV 仮想機能の一覧表示

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0 物理機能に関する情報を表示するさまざまな
方法を示します。文字列 IOVIB を含む物理機能名は、それが InfiniBand SR-IOV デバイス
であることを示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV

niu_0                                     NIU    niu_0    primary

/SYS/MB/RISER0/PCIE0                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/RISER1/PCIE1                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/RISER2/PCIE2                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/RISER0/PCIE3                      PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/RISER1/PCIE4                      PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/RISER2/PCIE5                      PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1

/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

ldm list-io -l コマンドは、指定した物理機能デバイス /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
に関する詳細を表示します。maxvfs 値は、物理デバイスでサポートされている仮想機能の最大
数が 64 であることを示しています。物理機能に関連付けられた各仮想機能では、出力が次の
ように示されます。
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■ 機能名
■ 機能のタイプ
■ バス名
■ ドメイン名
■ 機能のオプションのステータス
■ デバイスパス

この ldm list-io -l の出力には、VF0 および VF1 が primary ドメインに割り当てられてお
り、VF2 および VF3 が iodom1 I/O ドメインに割り当てられていることが示されます。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]

    maxvfs = 64

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,1]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,2]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,3]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,4]

InfiniBand SR-IOV 機能の識別

このセクションでは、Oracle Solaris 11 および Oracle Solaris 10 システム上の
InfiniBand SR-IOV デバイスを識別する方法について説明します。

ldm list-io -l コマンドを使用して、各物理機能および仮想機能に関連付けられている
Oracle Solaris デバイスパス名を表示します。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]

    maxvfs = 64

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,1]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,2]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1
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[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,3]

/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,4]

Oracle Solaris 11:

Oracle Solaris 11 dladm show-phys -L コマンドを使用して、各 IP over InfiniBand
(IPoIB) インスタンスをその物理カードに一致させます。たとえば、次のコマンドは、スロット
PCIE4 にあるカード (前の ldm list-io -l の例で示された同じカード) を使用する IPoIB イン
スタンスを表示します。

primary# dladm show-phys -L | grep PCIE4
net5              ibp0         PCIE4/PORT1

net6              ibp1         PCIE4/PORT2

net19             ibp8         PCIE4/PORT1

net9              ibp9         PCIE4/PORT2

net18             ibp4         PCIE4/PORT1

net11             ibp5         PCIE4/PORT2

各 InfiniBand ホストチャネルアダプタ (HCA) デバイスは、グローバル一意識別子
(GUID) を持ちます。各ポートに GUID があります (通常は HCA への 2 つのポートがありま
す)。InfiniBand HCA の GUID は、アダプタを一意に識別します。ポート GUID は各 HCA
ポートを一意に識別し、ネットワークデバイスの MAC アドレスに似た役割を持ちます。これらの
16 進数の GUID は、InfiniBand 管理ツールと診断ツールで使用されます。

Oracle Solaris 11 dladm show-ib コマンドを使用して、InfiniBand SR-IOV デバイスに
関する GUID 情報を取得します。同じデバイスの物理機能と仮想機能は、関連した HCA
GUID 値を持ちます。HCA GUID の 16 進数の 11 桁目は、物理機能とその仮想機能の関
係を示します。HCAGUID 列と PORTGUID 列の先頭のゼロは表示されません。

たとえば、物理機能 PF0 には 2 つの仮想機能 VF0 および VF1 があり、これらは primary ドメ
インに割り当てられています。各仮想機能の 16 進数の 11 桁目は、関連する物理機能から 1
つ増やされます。そのため、PF0 の GUID が 8 の場合、VF0 と VF1 の GUID はそれぞれ 9 と
A になります。

次の dladm show-ib コマンド出力は、net5 および net6 リンクが物理機能 PF0 に属することを
示しています。net19 および net9 リンクは同じデバイスの VF0 に属し、net18 および net11 リ
ンクは VF1 に属します。

primary# dladm show-ib
LINK         HCAGUID         PORTGUID        PORT STATE  PKEYS

net6         21280001A17F56  21280001A17F58  2    up     FFFF

net5         21280001A17F56  21280001A17F57  1    up     FFFF

net19        21290001A17F56  14050000000001  1    up     FFFF
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net9         21290001A17F56  14050000000008  2    up     FFFF

net18        212A0001A17F56  14050000000002  1    up     FFFF

net11        212A0001A17F56  14050000000009  2    up     FFFF

次の Oracle Solaris 11 dladm show-phys 出力のデバイスは、リンクと基盤の InfiniBand
ポートデバイス (ibpX) の関係を示しています。

primary# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE

...

net6              Infiniband           up         32000  unknown   ibp1

net5              Infiniband           up         32000  unknown   ibp0

net19             Infiniband           up         32000  unknown   ibp8

net9              Infiniband           up         32000  unknown   ibp9

net18             Infiniband           up         32000  unknown   ibp4

net11             Infiniband           up         32000  unknown   ibp5

実際の InfiniBand ポート (IB ポート) デバイスパスを表示するには、ls -l コマンドを使用し
ます。IB ポートデバイスは、ldm list-io -l 出力で表示されるデバイスパスの子です。物理機
能は、pciex15b3,673c@0 のような 1 部のユニットアドレスを持ち、仮想機能は 2 部のユニット
アドレス pciex15b3,1002@0,2 を持ちます。ユニットアドレスの 2 番目の部分は、仮想機能の数
値より 1 つ大きくなります。(この例では、2 番目の成分は 2 であるため、このデバイスは仮想
機能 1 です。)次の出力は、/dev/ibp0 が物理機能で、/dev/ibp5 が仮想機能であることを示
しています。

primary# ls -l /dev/ibp0
lrwxrwxrwx   1 root     root          83 Apr 18 12:02 /dev/ibp0 ->

../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0/hermon@0/ibport@1,0,ipib:ibp0

primary# ls -l /dev/ibp5
lrwxrwxrwx   1 root     root          85 Apr 22 23:29 /dev/ibp5 ->

../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,1002@0,2/hermon@3/ibport@2,0,ipib:ibp5

OpenFabrics ibv_devices コマンドを使用して、OpenFabrics デバイス名とノード (HCA)
GUID を表示できます。仮想機能が存在する場合、Type 列は機能が物理か仮想かを示して
います。

primary# ibv_devices
device                 node GUID            type

------              ----------------        ----

mlx4_4              0002c90300a38910         PF

mlx4_5              0021280001a17f56         PF

mlx4_0              0002cb0300a38910         VF

mlx4_1              0002ca0300a38910         VF

mlx4_2              00212a0001a17f56         VF                        

mlx4_3              0021290001a17f56         VF

Oracle Solaris 10:
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Oracle Solaris 10 ゲスト I/O ドメインで、dladm show-dev コマンドを使用して、各 IPoIB イ
ンスタンスを表示します。これは ibdxx の形式の名前を持ちます。

# dladm show-dev
vnet0          link: up        speed: 0     Mbps       duplex: unknown

ibd0           link: up        speed: 32000 Mbps       duplex: unknown

ibd1           link: up        speed: 32000 Mbps       duplex: unknown

ibd2           link: up        speed: 32000 Mbps       duplex: unknown

ibd3           link: up        speed: 32000 Mbps       duplex: unknown

/devices/ ディレクトリ内の HCA パス名に対して ls -l コマンドを使用して、HCA とその
HCA GUID を抽出できます。

# ls -l /devices/ib\:[0-9]*
crw-r--r--   1 root     sys       67,  0 Jun 12 16:27 /devices/ib:212B0001A17F56

crw-r--r--   1 root     sys       67,  0 Jun 12 16:27 /devices/ib:212C0001A17F56

ibv_devices 出力の GUID (16 進数の 11 桁目、この例では "B" と "C" に注意) は、これ
らが Oracle Solaris 10 ドメインに割り当てられている仮想機能であることを示しています。/
dev IPoIB パス名に対して、ls -l コマンドを使用して、IPoIB インスタンスに関する詳細を取
得できます。

# ls -l /dev/ibd*
lrwxrwxrwx   1 root     other         29 May 23 16:26 /dev/ibd ->

../devices/pseudo/clone@0:ibd

lrwxrwxrwx   1 root     root          89 May 31 10:52 /dev/ibd0 ->

../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,1002@0,3/hermon@0/ibport@1,ffff,ipib:ibd0

lrwxrwxrwx   1 root     root          89 May 31 10:52 /dev/ibd1 ->

../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,1002@0,3/hermon@0/ibport@2,ffff,ipib:ibd1

lrwxrwxrwx   1 root     root          89 Jun 12 18:36 /dev/ibd2 ->

../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,1002@0,4/hermon@1/ibport@1,ffff,ipib:ibd2

lrwxrwxrwx   1 root     root          89 Jun 12 18:36 /dev/ibd3 ->

../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,1002@0,4/hermon@1/ibport@2,ffff,ipib:ibd3

各パスは、ldm list-io -l の出力に示されるデバイスパスから始まりま
す。pciex15b3,1002@0,4 などの仮想機能は、2 部のユニットアドレスを持ち、ユニットアドレス
の 2 番目の部分が仮想機能の数字より 1 つ大きくなります (この例では VF3)。

ibport デバイスは、後にコロンと IPoIB デバイスインスタンス名が付いた 3 部のユニットア
ドレスを持ちます。ユニットアドレスの最初の部分はポート番号です。2 番目の部分は、パーティ
ションキー (P キー) の 16 進値です。InfiniBand P キー値は、VLANs for Ethernet に似て
います。3 番目の部分は文字列 ipib です。

ls -l /dev/ibd3 コマンド出力は、ibd3 IPoIB インスタンスがポート 2 と P キー値 ffff を使
用していることを示しています。
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ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の使用

Oracle VM Server for SPARC 3.1.1 リリース以降では、SR-IOV ファイバチャネルがサポー
トされています。SR-IOV ファイバチャネルホストバスアダプタ (HBA) には、1 つ以上のポー
トが搭載されている場合があり、それぞれが SR-IOV 物理機能として表示されます。ファイバ
チャネル物理機能は、そのデバイス名内の IOVFC 文字列で識別できます。

ファイバチャネル物理機能ごとに、カードの製造元から提供された一意のポート WWN (World
Wide Name) およびノード WWN の値が割り当てられています。ファイバチャネル物理機能
から仮想機能を作成すると、仮想機能はファイバチャネル HBA デバイスのように動作します。
仮想機能ごとに、SAN ファブリックのポート WWN およびノード WWN で指定された一意の
識別情報が割り当てられている必要があります。Logical Domains Manager を使用すると、
ポート WWN およびノード WWN を自動または手動で割り当てることができます。独自の値を
割り当てれば、どの仮想機能の識別情報でも完全に制御できます。

ファイバチャネル HBA 仮想機能では、SAN ファブリックにログインする際に、N_Port ID 仮
想化 (NPIV) 方法が使用されます。この NPIV 要件のために、ファイバチャネル HBA ポート
を NPIV 対応のファイバチャネルスイッチに接続する必要があります。仮想機能は、SR-IOV
カードのハードウェアまたはファームウェアで完全に管理されます。これらの例外を除いて、ファイ
バチャネル仮想機能は SR-IOV ファイバ HBA 以外のデバイスと同じように動作します。SR-
IOV 仮想機能は、SR-IOV 以外のデバイスと同じ機能を持っているため、どちらの構成でも、
すべてのタイプの SAN ストレージデバイスがサポートされます。

仮想機能の一意のポート WWN およびノード WWN の値を使用すると、SAN 管理者は SR-
IOV ファイバチャネル HBA ポート以外の場合と同じ方法で、仮想機能にストレージを割り当
てることができます。この管理には、ゾーニング、LUN マスキング、および QoS (Quality of
Service) が含まれます。ルートドメイン内の物理機能に表示させずに、特定の論理ドメインに
排他的にアクセスできるようにストレージを構成できます。

静的 SR-IOV 方法と動的 SR-IOV 方法の両方を使用すると、ファイバチャネル SR-IOV デ
バイスを管理できます。

ファイバチャネル SR-IOV のハードウェア要件

必要な PCIe ファイバチャネル SR-IOV ハードウェアについては、『Oracle VM Server for
SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「PCIe SR-IOV のハードウェアおよびソ
フトウェア要件」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
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ファイバチャネル SR-IOV のサポートのため、ルートドメインで Oracle Solaris 11.1.17.0.0
以上の OS が実行している必要があります。I/O ドメインで Oracle Solaris 11.1.17.0.0 以
上の OS が実行されている必要があります。

ファイバチャネル SR-IOV の要件と制限事項

ファイバチャネル SR-IOV 機能には、次のような推奨事項と制限事項があります。
■ SR-IOV カードでは、SR-IOV 機能がサポートされている最新バージョンのファームウェア

が実行されている必要があります。
■ ファイバチャネル PCIe カードは、NPIV がサポートされていて、PCIe カードとの互換性の

あるファイバチャネルスイッチに接続されている必要があります。
■ Logical Domains Manager では、すべてのシステムの制御ドメインを同じ SAN ファブ

リックに接続し、同じマルチキャストドメインの一部にすることで、一意の port-wwn および
node-wwn プロパティー値が適切に自動生成されます。

この環境を構成できない場合は、仮想機能を作成するときに、node-wwn および port-wwn
の値を手動で指定する必要があります。この動作によって、命名競合は発生しなくなりま
す。149 ページの「ファイバチャネル仮想機能の World-Wide Name の割り当て」を
参照してください。

ファイバチャネルデバイスクラス固有のプロパティー

ldm create-vf または ldm set-io コマンドを使用すると、次のファイバチャネル仮想機能のプ
ロパティーを設定できます。

bw-percent ファイバチャネル仮想機能に割り当てられる帯域幅の割合を指定しま
す。有効な値は、0 から 100 までです。ファイバチャネル物理機能の仮
想機能に割り当てられた帯域幅の合計値が 100 を超えることはできま
せん。その仮想機能が、同じ物理機能を共有するほかの仮想機能によっ
てまだ予約されていない帯域幅の正当な割当量を受け取れるように、デ
フォルト値は 0 になっています。

node-wwn ファイバチャネル仮想機能のノードの World Wide Name (WWN)
を指定します。ゼロ以外の値が有効です。デフォルトでは、この値は
自動的に割り当てられます。この値を手動で指定する場合は、port-
wwn プロパティーの値も指定する必要があります。詳細について
は、149 ページの「ファイバチャネル仮想機能の World-Wide
Name の割り当て」を参照してください。
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port-wwn ファイバチャネル仮想機能のポートの WWN を指定します。ゼロ以外の
値が有効です。デフォルトでは、この値は自動的に割り当てられます。こ
の値を手動で指定する場合は、node-wwn プロパティーの値も指定する
必要があります。詳細については、149 ページの「ファイバチャネル仮
想機能の World-Wide Name の割り当て」を参照してください。

node-wwn または port-wwn プロパティー値は、ファイバチャネル仮想機能が使用中のときには
変更できません。ただし、bw-percent プロパティー値は、ファイバチャネル仮想機能が使用中の
ときでも動的に変更できます。

ファイバチャネル仮想機能の World-Wide Name の割り当て

Logical Domains Manager では、ファイバチャネル仮想機能の World-Wide Name の自
動割り当てと手動割り当ての両方がサポートされています。

World-Wide Name の自動割り当て
Logical Domains Manager は、自動 MAC アドレス割り当てプールから一意の MAC
アドレスを割り当て、IEEE 形式の node-wwn および port-wwn プロパティー値を作成しま
す。

port-wwn = 10:00:XX:XX:XX:XX:XX:XX
node-wwn = 20:00:XX:XX:XX:XX:XX:XX

XX:XX:XX:XX:XX:XX は、自動的に割り当てられた MAC アドレスです。
同じファイバチャネルファブリックに接続されているすべてのシステムの制御ドメインが
Ethernet でも接続されていて、同じマルチキャストドメインの一部になっている場合、この
自動割り当て方法で一意の WWN が生成されます。この要件を満たすことができない場
合は、一意の WWN を手動で割り当てる必要があります。これは、SAN で必須です。

World-Wide Name の手動割り当て
一意の WWN は、任意の方法を使用して構築できます。このセクションでは、Logical
Domains Manager の手動 MAC アドレス割り当てプールから WWN を作成する方法
について説明します。割り当てられた WWN の一意性を保証する必要があります。
Logical Domains Manager には、00:14:4F:FC:00:00 - 00:14:4F:FF:FF:FF の範囲で
手動で割り当てられる 256,000 個の MAC アドレスのプールがあります。
次の例は、MAC アドレス 00:14:4F:FC:00:01 に基づいた port-wwn および node-wwn プ
ロパティー値を示しています。
port-wwn = 10:00:00:14:4F:FC:00:01

node-wwn = 20:00:00:14:4F:FC:00:01

00:14:4F:FC:00:01 は、手動で割り当てられた MAC アドレスです。MAC アドレスの自
動割り当てについては、224 ページの「自動または手動による MAC アドレスの割り当
て」を参照してください。
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注記 - SAN ストレージの予測可能な構成を保証するには、WWN を手動で割り当てることが
最適な方法です。

すべてのシステムが Ethernet で同じマルチキャストドメインに接続されていない場合
は、WWN の手動割り当て方法を使用する必要があります。この方法を使用すれば、ファイバ
チャネル仮想機能が破棄され、再作成されたときに、同じ WWN が使用されることを保証する
こともできます。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の作成

このセクションでは、仮想機能を動的に作成および破棄する方法を説明します。これらのアク
ションを実行するために動的方法を使用できない場合は、仮想機能を作成または破棄する前
に、ルートドメインで遅延再構成を開始します。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を作成する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が含まれ
ています。

2. 物理機能を持つバスで I/O 仮想化が有効になっていない場合は、有効にします。

この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない場合に
のみ実行します。

108 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してください。

3. 物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に作成します。

1 つ以上の仮想機能を作成したあとに、それをゲストドメインに割り当てることができます。

■ 動的方法:
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■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて作成するには、次のコマンドを使用し
ます。

primary# ldm create-vf -n number | max pf-name

該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に作成するには、ldm
create-vf -n max コマンドを使用します。このコマンドは、仮想機能ごとにポート
WWN とノード WWN を自動的に割り当て、bw-percent プロパティーをデフォルト値
の 0 に設定します。この値は、すべての仮想機能に公正な帯域幅が割り当てられる
ように指定します。

ヒント - 物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に作成します。WWN を手動で割り当て
る場合は、まず仮想機能をすべて作成してから、ldm set-io コマンドを使用して、仮想機能ごと
に WWN の値を手動で割り当てます。この方法を使用すると、物理機能から仮想機能を作成
するときの状態遷移の数が最小限になります。

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただし、推奨さ
れる方法は、仮名を使用することです。

■ 物理機能から 1 つの仮想機能を作成するには、次のコマンドを使用します。

primary# ldm create-vf [bw-percent=value] [port-wwn=value node-
wwn=value] pf-name

ファイバチャネルクラス固有のプロパティー値を手動で指定することもできます。

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を作成します。

仮想機能を動的に作成するには、上記で示したものと同じコマンドを使用します。

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:
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primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-19 ファイバチャネル物理機能に関する情報の表示

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能に関する情報を示しています。
■ この物理機能は、PCIE スロット PCIE7 の基板にあります。
■ 文字列 IOVFC は、物理機能がファイバチャネル SR-IOV デバイスであることを示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS

----                                      ----   ---      ------   ------

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV

pci_1                                     BUS    pci_1    rootdom1 IOV

niu_0                                     NIU    niu_0    primary

niu_1                                     NIU    niu_1    primary

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    rootdom1 OCC

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    rootdom1          

/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0                   PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF1                   PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    rootdom1

次のコマンドは、指定された物理機能についての詳細を表示します。値 maxvfs は、デバイスが
サポートする仮想機能の最大数を示しています。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

/SYS/MB/PCIE7/IOVNET.PF0                  PF     pci_0    rootdom1           
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[pci@400/pci@1/pci@0/pci@6/SUNW,fcdev@0]

    maxvfs = 8

例   6-20 オプションのプロパティーを設定しないファイバチャネル仮想機能の動的な作成

次の例は、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を動的に作成します。この場
合、ldm create-vf コマンドは、デフォルトの帯域幅 (パーセント)、ポート WWN (World-Wide
Name)、およびノード WWN の値を自動的に割り当てます。

pci_1 PCIe バスで、I/O 仮想化が有効にされていることを確認しま
す。108 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してください。

ldm create-vf コマンドを使用すると、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能からすべての仮想
機能を作成できます。

primary# ldm create-vf -n max /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF1

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF2

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF3

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF4

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF5

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF6

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF7

例   6-21 ファイバチャネル仮想機能の動的な作成とプロパティーの設定

この例では、bw-percent プロパティー値を 25 に設定したときに仮想機能を動的に作成し、ポー
ト WWN とノード WWN を指定します。

primary# ldm create-vf port-wwn=10:00:00:14:4F:FC:00:01 \
node-wwn=20:00:00:14:4F:FC:00:01 bw-percent=25 /SYS/MB/PCIE7/
IOVFC.PF0

例   6-22 オプションのプロパティーを設定しないファイバチャネル仮想機能の静的な作成

次の例では、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を静的に作成します。この場
合、ldm create-vf コマンドは、デフォルトの帯域幅 (パーセント)、ポート WWN (World-Wide
Name)、およびノード WWN の値を自動的に割り当てます。

まず、rootdom1 ドメインで遅延再構成を開始します。次に、pci_1 PCIe バスで I/O 仮想化
を有効にします。pci_1 バスはすでに rootdom1 ルートドメインに割り当てられているため、ldm
set-io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効にします。

primary# ldm start-reconf rootdom1
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Initiating a delayed reconfiguration operation on the rootdom1 domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the rootdom1

domain reboots, at which time the new configuration for the rootdom1 domain

will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_1

ここで、ldm create-vf コマンドを使用すると、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能からすべ
ての仮想機能を作成できます。

primary# ldm create-vf -n max /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0

------------------------------------------------------------------------------

Notice: The rootdom1 domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the rootdom1 domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF1

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF2

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF3

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF4

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF5

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF6

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF7

最後に、次の方法のいずれかで、rootdom1 ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。
■ rootdom1 は、primary 以外のルートドメインです。

primary# ldm stop-domain -r rootdom1

■ rootdom1 は、primary ドメインです

primary# shutdown -i6 -g0 -y

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の破棄

仮想機能が現在ドメインに割り当てられていない場合は、その仮想機能を破棄できます。仮想
機能は作成した逆の順序でしか破棄できないため、破棄できるのは最後に作成した仮想機能
だけです。結果として作成される構成は、物理機能ドライバによって検証されます。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を破棄する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。
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1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

2. 単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に破棄します。

■ 動的方法:

■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマンドを使用し
ます。

primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただし、推奨さ
れる方法は、仮名を使用することです。

該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に破棄するには、ldm
destroy-vf -n max コマンドを使用します。

-n オプションへの引数として number を指定した場合は、仮想機能の最後の
number が破棄されます。この操作を実行しても 1 つの物理機能デバイスドライバの
状態しか遷移しないため、この方法を使用してください。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:

primary# ldm destroy-vf vf-name

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   単一の仮想機能または複数の仮想機能を破棄します。

■ 指定した物理機能から仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマンドを
使用します。

primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただし、推
奨される方法は、仮名を使用することです。
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■ 指定した仮想機能を破棄するには:

primary# ldm destroy-vf vf-name

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   6-23 複数のファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の動的な破棄

この例は、/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1 物理機能からすべての仮想機能を破棄した結果を示し
ています。ldm list-io の出力には、物理機能が 8 つの仮想機能を持っていることが示され
ています。ldm destroy-vf -n max コマンドは、すべての仮想機能を破棄します。最終的な ldm
list-io の出力には、仮想機能が 1 つも残っていないことが示されています。

primary# ldm list-io
...

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1                   PF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF0               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF1               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF2               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF3               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF4               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF5               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF6               VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF7               VF     pci_1                      

primary# ldm destroy-vf -n max /SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1
primary# ldm list-io
...

/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1                   PF     pci_1

例   6-24 ファイバチャネル仮想機能の破棄

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能から仮想機能を静的に破棄する方法を示して
います。

primary# ldm start-reconf rootdom1
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Initiating a delayed reconfiguration operation on the rootdom1 domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the rootdom1

domain reboots, at which time the new configuration for the rootdom1 domain

will also take effect.

primary# ldm destroy-vf -n max /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0
primary# ldm stop-domain -r rootdom1

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の変更

ldm set-io コマンドは、プロパティー値を変更するか、新規プロパティーを設定することで、仮想
機能の現在の構成を変更します。

この動的方法を使用できない場合は、静的方法を使用します。105 ページの「静的 SR-
IOV」 を参照してください。

ldm set-io コマンドを使用すると、bw-percent、port-wwn、および node-wwn プロパティーを変
更できます。

仮想機能がドメインに割り当てられているときは、bw-percent プロパティーのみを動的に変更
できます。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を変更する方法

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が含まれ
ています。

2. 仮想機能を変更します。

primary# ldm set-io [bw-percent=value] [port-wwn=value node-
wwn=value] pf-name

いつでも動的に変更できる bw-percent プロパティーとは異なり、port-wwn および node-wwn
プロパティー値は、仮想機能がドメインに割り当てられていないときにのみ動的に変更できま
す。
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例   6-25 ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の変更

この例では、帯域幅 (パーセント) およびポート WWN とノード WWN の値を指定するために、
指定された仮想機能 /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 を変更します。

primary# ldm set-io port-wwn=10:00:00:14:4f:fb:f4:7c \
node-wwn=20:00:00:14:4f:fb:f4:7c bw-percent=25 /SYS/MB/PCIE7/
IOVFC.PF0.VF0

I/O ドメイン上のファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の追加と削除

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用してください。105 ページの「静的
SR-IOV」 を参照してください。

1. I/O ドメインに追加する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に追加します。

■ 仮想機能を動的に追加するには:

primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用すること
です。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されているパスです。

■ 仮想機能を静的に追加するには:

a.   ドメインを停止してから、仮想機能を追加します。

primary# ldm stop-domain domain-name
primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用す
ることです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。指定
されたゲストは、アクティブでないか停止している必要があります。
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ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されているパスで
す。

b.   ドメインを再起動します。

primary# ldm start-domain domain-name

例   6-26 ファイバチャネル仮想機能の追加

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 仮想機能を ldg2 ドメインに動的に追加する方法を
示しています。

primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2

仮想機能を動的に追加できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg2
primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2
primary# ldm start-domain ldg2

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインから削除する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。105 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

注意 - 仮想機能をドメインから削除する前に、そのドメインのブートが必須ではないことを確認
してください。

1. I/O ドメインから削除する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に削除します。

■ 仮想機能を動的に削除するには:

primary# ldm rm-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮名を使
用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指定します。
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■ 仮想機能を静的に削除するには:

a.   I/O ドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain domain-name

b.   仮想機能を削除します。

primary# ldm rm-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮
名を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指定
します。指定されたゲストは、アクティブでないか停止している必要があります。

c.   I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start-domain domain-name

例   6-27 ファイバチャネル仮想機能の動的な削除

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 仮想機能を ldg2 ドメインから動的に削除する方法
を示しています。

primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2

コマンドが正常に実行されると、仮想機能が ldg2 ドメインから削除されます。ldg2 が再起動さ
れると、指定された仮想機能はそのドメインに表示されなくなります。

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg2
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2
primary# ldm start-domain ldg2

高度な SR-IOV のトピック: ファイバチャネル SR-IOV

このセクションでは、ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の使用に関するいくつかの高度なト
ピックについて説明します。
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ゲストドメインのファイバチャネル仮想機能へのアクセス

ldg2 コンソールログには、割り当てられたファイバチャネル仮想機能デバイスの動作が表示さ
れます。ファイバチャネル仮想機能デバイスの表示およびアクセスを行うには、fcadm コマンドを
使用します。

ldg2# fcadm hba-port
HBA Port WWN: 100000144ffb8a99

       Port Mode: Initiator

       Port ID: 13d02

       OS Device Name: /dev/cfg/c3

       Manufacturer: Emulex

       Model: 7101684

       Firmware Version: 7101684 1.1.60.1

       FCode/BIOS Version: Boot:1.1.60.1 Fcode:4.03a4

       Serial Number: 4925382+133400002R

       Driver Name: emlxs

       Driver Version: 2.90.15.0 (2014.01.22.14.50)

       Type: N-port

       State: online

       Supported Speeds: 4Gb 8Gb 16Gb

       Current Speed: 16Gb

       Node WWN: 200000144ffb8a99

       NPIV Not Supported

出力には、ファイバチャネルポートがファイバチャネルスイッチに接続されていることが示されま
す。表示可能な LUN を表示するには、format コマンドを使用します。

ldg2# format
Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

   0. c2d0 <Unknown-Unknown-0001-25.00GB>

      /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0

   1. c3t21000024FF4C4BF8d0 <SUN-COMSTAR-1.0-10.00GB>

      /pci@340/pci@1/pci@0/pci@6/SUNW,emlxs@0,2/fp@0,0/ssd@w21000024ff4c4bf8,0

Specify disk (enter its number): ^D
ldg2# 

SR-IOV: ルートドメインのリブート

ルートドメインをリブートする場合は注意してください。I/O ドメイン内の PCIe スロットと同様
に、93 ページの「ルートドメインのリブート」で説明している懸念事項は I/O ドメインに割り
当てられている仮想機能にも関連します。
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primary 以外のルートドメインの使用

Oracle VM Server for SPARC 3.1 以前、直接 I/O および SR-IOV のサポートは、primary
ドメインに割り当てられている PCIe バスのみに制限されていました。現時点で、このソフトウェ
アでは、primary 以外のルートドメインに割り当てられている PCIe バスでの直接 I/O および
SR-IOV 操作のサポートが拡張されています。primary 以外のルートドメインを含むすべての
ルートドメインに対して次の操作を実行できるようになりました。
■ PCIe スロットのステータスを表示する
■ 存在する SR-IOV 物理機能を表示する
■ I/O ドメインまたはルートドメインに PCIe スロットを割り当てる
■ I/O ドメインまたはルートドメインから PCIe スロットを削除する
■ 物理機能から仮想機能を作成する
■ 仮想機能を破棄する
■ 別のドメインに仮想機能を割り当てる
■ 別のドメインから仮想機能を削除する

Logical Domains Manager は、primary 以外のルートドメインで実行する Logical
Domains エージェントから PCIe エンドポイントデバイスおよび SR-IOV 物理機能デバイス
を取得します。この情報は、ルートドメインが最初に検出されてからルートドメインがブートされる
までの停止している間にキャッシュされます。
直接 I/O および SR-IOV 操作は、ルートドメインがアクティブな場合にのみ実行できます。
Logical Domains Manager はその時に存在している実際のデバイスでのみ動作します。
キャッシュされたデータは、次の操作が行われたときにリフレッシュされることがあります。
■ Logical Domains エージェントが、指定したルートドメインで再起動される
■ ホットプラグ操作などのハードウェアの変更が、指定したルートドメインで実行される

ldm list-io コマンドを使用して、PCIe エンドポイントデバイスのステータスを表示します。こ
の出力には、primary 以外の各ルートドメインによって所有されているルートコンプレックスから
のサブデバイスおよび物理機能デバイスも示されます。
次のコマンドは、どのルートドメインにも適用できます。
■ ldm add-io

■ ldm remove-io

■ ldm set-io

■ ldm create-vf
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■ ldm destroy-vf

■ ldm start-reconf

■ ldm cancel-reconf

遅延再構成のサポートは、primary 以外のルートドメインを含むように拡張されました。ただし、
それを使用できるのは、ldm add-io、ldm remove-io、ldm set-io、ldm create-vf、および ldm
destroy-vf コマンドを実行する場合のみです。遅延再構成は、次のような動的操作を使用し
て、実行できないすべての操作に使用できます。
■ 直接 I/O 操作の実行
■ 動的 SR-IOV 構成の要件を満たしていない物理機能からの仮想機能の作成および破

棄。

注意 - ルートドメインのリブート回数を最小限に抑えて、停止時間を最小限に抑えるように事前
に計画してください。

primary 以外のルートドメインの要件

primary 以外のルートドメインの直接 I/O および SR-IOV 仮想化機能は、使用しているプラッ
トフォームに適切な Oracle VM Server for SPARC 3.1 システムファームウェアのバージョ
ンによって異なります。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリース
ノート 』の「直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件」および『Oracle VM Server for
SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「PCIe SR-IOV のハードウェアおよびソ
フトウェア要件」を参照してください。

primary 以外のルートドメインの制限

primary 以外のルートドメインの使用には次の制限があります。
■ 遅延再構成のサポートは、primary 以外のルートドメインに拡張されました。ルートドメイン

がリブートされるか、遅延再構成が取り消されるまで、次のコマンドしか実行できません。

■ ldm add-io

■ ldm remove-io

■ ldm set-io

■ ldm create-vf

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNdiohwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNsriovhwswrequirements


primary 以外のルートドメインの使用

164 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

■ ldm destroy-vf

■ 次の操作を実行するには、ルートドメインがアクティブで、ブートされている必要がありま
す。

■ SR-IOV 仮想機能の作成および破棄
■ PCIe スロットの追加および削除
■ SR-IOV 仮想機能の追加および削除

■ PCIe スロットの ldm add-io および ldm remove-io 直接 I/O 操作を実行する場合、
ルートドメインで遅延再構成を開始する必要があります。

■ 構成が動的 I/O 仮想化の要件を満たしていない場合は、次の SR-IOV 仮想機能の操
作に、遅延再構成を使用する必要があります。

■ ldm create-vf

■ ldm destroy-vf

■ ldm add-io

■ ldm remove-io

■ ldm set-io

■ ルートドメインのリブートは、ルートドメインが所有する PCIe バスからのデバイスがあるす
べての I/O ドメインに影響を与えます。93 ページの「ルートドメインのリブート」を参照
してください。

■ ルートドメインの SR-IOV 仮想機能または PCIe スロットを別のルートドメインに割り当て
ることはできません。この制限により、循環依存性が妨げられます。

PCIe バスの I/O 仮想化の有効化

次の例に、ldm add-io および ldm set-io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効にする方法
を示します。

次の SPARC T4-2 I/O 構成は pci_1 が primary ドメインからすでに削除されていることを
示しています。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      

pci_1                                     BUS    pci_1

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
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niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1             UNK      

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1             UNK      

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1             UNK      

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1             UNK      

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1             UNK      

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1             UNK      

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

次のリストは、ゲストドメインがバインドされている状態であることを示しています。

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME

primary          active     -n-cv-  UART    8     8G       0.6%  0.6%  8m

rootdom1         bound      ------  5000    8     4G                   

ldg2             bound      ------  5001    8     4G                   

ldg3             bound      ------  5002    8     4G

次の ldm add-io コマンドは、pci_1 バスを、そのバスに対して I/O 仮想化が有効になってい
る rootdom1 ドメインに追加します。ldm start コマンドは rootdom1 ドメインを起動します。

primary# ldm add-io iov=on pci_1 rootdom1
primary# ldm start rootdom1
LDom rootdom1 started

指定した PCIe バスがルートドメインにすでに割り当てられている場合は、ldm set-io コマンド
を使用して、I/O 仮想化を有効にします。

primary# ldm start-reconf rootdom1
primary# ldm set-io iov=on pci_1
primary# ldm stop-domain -r rootdom1

I/O デバイスを構成する前に、ルートドメインでその OS が実行している必要があります。ゲス
トドメインがまだ自動ブートするように設定されていない場合、rootdom1 ゲストドメインのコン
ソールに接続し、rootdom1 ルートドメインの OS をブートします。

primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...

Connected to localhost.

Escape character is '^]'.
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Connecting to console "rootdom1" in group "rootdom1" ....

Press ~? for control options ..

ok> boot
...

primary# 

次のコマンドは、pci_1 PCIe バスとその子が現在、rootdom1 ルートドメインによって所有され
ていることを示しています。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      

pci_1                                     BUS    pci_1    rootdom1     IOV

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    rootdom1     EMP

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    rootdom1     OCC

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    rootdom1

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    rootdom1

primary 以外のルートドメインでの直接 I/O デバイスの管
理

次の例は、primary 以外のルートドメインで直接 I/O デバイスを管理する方法を示していま
す。

次のコマンドは、ルートドメインがアクティブである間に、ルートドメインからスロットを削除しよう
としたため、エラーが生成されます。

primary# ldm rm-io /SYS/MB/PCIE7 ldg1
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Dynamic I/O operations on PCIe slots are not supported.

Use start-reconf command to trigger delayed reconfiguration and make I/O

changes statically.

次のコマンドは、まずルートドメインで遅延再構成を開始して、スロットを削除する正しい方法を
示しています。

primary# ldm start-reconf ldg1
Initiating a delayed reconfiguration operation on the ldg1 domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the ldg1

domain reboots, at which time the new configuration for the ldg1 domain

will also take effect.

primary# ldm rm-io /SYS/MB/PCIE7 ldg1
------------------------------------------------------------------------------

Notice: The ldg1 domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the ldg1 domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

primary# ldm stop-domain -r ldg1

次の ldm list-io コマンドは、ルートドメインに /SYS/MB/PCIE7 スロットがなくなったことを確認
します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      

pci_1                                     BUS    pci_1    ldg1     IOV      

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1             OCC

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    ldg1     EMP      

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1

次のコマンドは /SYS/MB/PCIE7 スロットを ldg2 ドメインに割り当てます。ldm start コマンドは
ldg2 ドメインを起動します。
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primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE7 ldg2
primary# ldm start ldg2
LDom ldg2 started

primary 以外のルートドメインでの SR-IOV 仮想機能の
管理

これらのコマンドは、primary 以外のルートドメインに属している 2 つの物理機能のそれぞれか
ら 2 つの仮想機能を作成します。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0

primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

-n オプションを使用すれば、次の 2 つのコマンドで 2 つの仮想機能を作成することもできま
す。

primary# ldm create-vf -n 2 /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0

Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1

primary# ldm create-vf -n 2 /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0

Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

指定した物理機能で仮想機能を動的に作成できなかった場合は、それらを静的に作成するた
めに遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf ldg1
primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0

primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

次に変更を有効にするために、ldg1 ルートドメインをリブートします。
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primary# ldm stop-domain -r ldg1

次のコマンドは新しい仮想機能を表示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      

pci_1                                     BUS    pci_1    ldg1     IOV      

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    ldg2     OCC      

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    ldg1     EMP      

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0              VF     pci_1

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1              VF     pci_1

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0               VF     pci_1

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1               VF     pci_1

次のコマンドは、/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1 仮想関数を primary 以外のルートドメイン
ldg1 に動的に追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1 ldg1

次のコマンドは、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0 仮想機能を ldg2 ドメインに動的に追加しま
す。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0 ldg2

次のコマンドは、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1 仮想機能を、バインドされた ldg3 ドメインに
追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1 ldg3
primary# ldm start ldg3
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LDom ldg3 started

ldg3 ドメインのコンソールに接続して、その OS をブートします。

次の出力は、すべての割り当てが想定したとおりに表示されていることを示しています。1 つの
仮想機能が未割り当てであるため、ldg1、ldg2、または ldg3 ドメインにそれを動的に割り当て
ることができます。

# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   

----                                      ----   ---      ------   ------   

pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      

pci_1                                     BUS    pci_1    ldg1     IOV      

niu_0                                     NIU    niu_0    primary           

niu_1                                     NIU    niu_1    primary           

/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      

/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    ldg2     OCC      

/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    ldg1     EMP      

/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    ldg1     OCC      

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0              VF     pci_1                      

/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1              VF     pci_1    ldg1              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0               VF     pci_1    ldg2              

/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1               VF     pci_1    ldg3
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 7 ♦  ♦  ♦        第    7    章 

仮想ディスクの使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで仮想ディスクを使用する方法に
ついて説明します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 171 ページの「仮想ディスクの概要」
■ 173 ページの「仮想ディスクの識別子とデバイス名」
■ 174 ページの「仮想ディスクの管理」
■ 176 ページの「仮想ディスクの表示」
■ 177 ページの「仮想ディスクバックエンドオプション」
■ 179 ページの「仮想ディスクバックエンド」
■ 187 ページの「仮想ディスクマルチパスの構成」
■ 191 ページの「CD、DVD および ISO イメージ」
■ 194 ページの「仮想ディスクのタイムアウト」
■ 195 ページの「仮想ディスクおよび SCSI」
■ 196 ページの「仮想ディスクおよび format コマンド」
■ 196 ページの「仮想ディスクと ZFS の使用」
■ 201 ページの「Oracle VM Server for SPARC 環境でのボリュームマネージャーの使

用」

仮想ディスクの概要

仮想ディスクには、2 つのコンポーネントがあります。ゲストドメインに表示される仮想ディスク
自体と、データの格納先であり仮想 I/O の送信先である仮想ディスクバックエンドです。仮想
ディスクバックエンドは、仮想ディスクサーバー (vds) ドライバによって、サービスドメインからエ
クスポートされます。vds ドライバは、論理ドメインチャネル (LDC) を使用して、ハイパーバイザ
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を介してゲストドメインの仮想ディスククライアント (vdc) ドライバと通信します。最終的には、
仮想ディスクはゲストドメイン内の /dev/[r]dsk/cXdYsZ デバイスとして表示されます。

仮想ディスクバックエンドは、物理的でも論理的でもかまいません。物理デバイスには、次のも
のを含めることができます。
■ 物理ディスクまたはディスク論理ユニット番号 (LUN)
■ 物理ディスクスライス
論理デバイスは、次のいずれかにすることができます。
■ ZFS や UFS などのローカルファイルシステム上または NFS によって使用可能なリモート

ファイルシステム上のファイル
■ ZFS、VxVM、Solaris Volume Manager などのボリュームマネージャーからの論理ボ

リューム
■ サービスドメインからアクセス可能な任意のディスク擬似デバイス

 

図   7-1 Oracle VM Server for SPARC を使用した仮想ディスク
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仮想ディスクの識別子とデバイス名

ldm add-vdisk コマンドを使用してドメインに仮想ディスクを追加する際に、id プロパティーを
設定して、その仮想ディスクのデバイス番号を指定できます。

# ldm add-vdisk [id=disk-id] disk-name volume-name@service-name ldom

ドメインの各仮想ディスクには、ドメインがバインドされるときに割り当てられる一意のデバイス
番号があります。id プロパティーを設定して仮想ディスクを明示的なデバイス番号で追加した
場合、指定したデバイス番号が使用されます。デバイス番号を指定しなかった場合、使用可能
なもっとも小さいデバイス番号が自動的に割り当てられます。その場合、割り当てられるデバイ
ス番号は、仮想ディスクがドメインに追加された方法によって異なります。仮想ディスクに最終
的に割り当てられたデバイス番号は、ドメインがバインドされるときに ldm list-bindings コマ
ンドの出力で確認できます。

仮想ディスクが構成されたドメインで Oracle Solaris OS を実行している場合、そのドメイン
では、各仮想ディスクは c0dn ディスクデバイスとして表示されます。n は仮想ディスクのデバ
イス番号です。

次の例では、ldg1 ドメインに、rootdisk と pdisk という 2 つの仮想ディスクがありま
す。rootdisk のデバイス番号は 0 (disk@0) で、ドメインではディスクデバイス c0d0 として表示
されます。pdisk のデバイス番号は 1 (disk@1) で、ドメインではディスクデバイス c0d1 として
表示されます。

primary# ldm list-bindings ldg1
...

DISK

    NAME             VOLUME                      TOUT DEVICE  SERVER         MPGROUP

    rootdisk         dsk_nevada@primary-vds0          disk@0  primary

    pdisk            c3t40d1@primary-vds0             disk@1  primary

...

注意 - デバイス番号が仮想ディスクに明示的に割り当てられていない場合、ドメインのバインド
がいったん解除されたあとでふたたびバインドされると、デバイス番号が変更されることがあり
ます。その場合、ドメインで実行している OS によって割り当てられたデバイス名も変更され、シ
ステムの既存の構成が損なわれることがあります。これは、たとえば、仮想ディスクがドメインの
構成から削除されたときに起こる場合があります。
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仮想ディスクの管理

このセクションでは、ゲストドメインへの仮想ディスクの追加、仮想ディスクオプションと
タイムアウトオプションの変更、およびゲストドメインからの仮想ディスクの削除について
説明します。仮想ディスクオプションの詳細については、177 ページの「仮想ディスク
バックエンドオプション」を参照してください。仮想ディスクのタイムアウトの説明について
は、194 ページの「仮想ディスクのタイムアウト」 を参照してください。

仮想ディスクバックエンドは、同じ仮想ディスクまたは別の仮想ディスクサーバーのいずれかを
介して複数回エクスポートできます。仮想ディスクバックエンドのエクスポートされたインスタン
スは、それぞれ同じゲストドメインまたは別のゲストドメインのいずれかに割り当てることができ
ます。

仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートする場合は、排他 (excl) オプションを指定して
エクスポートしないでください。excl オプションを指定すると、バックエンドのエクスポートは 1
回のみ許可されます。ro オプションを指定すると、バックエンドは読み取り専用デバイスとして
問題なく複数回エクスポートできます。

仮想ディスクを追加する方法
1. 仮想ディスクバックエンドをサービスドメインからエクスポートします。

# ldm add-vdsdev [-fq] [options={ro,slice,excl}] [mpgroup=mpgroup]
 \

backend volume-name@service-name

2. このバックエンドをゲストドメインに割り当てます。

# ldm add-vdisk [timeout=seconds] [id=disk-id] disk-name volume-
name@service-name ldom

id プロパティーを設定して、新しい仮想ディスクデバイスのカスタム ID を指定できます。デ
フォルトでは ID 値は自動的に生成されるため、OS で既存のデバイス名に一致させる必要が
ある場合に、このプロパティーを設定します。173 ページの「仮想ディスクの識別子とデバイ
ス名」 を参照してください。

注記 - バックエンドは、ゲストドメイン (ldom) がバインドされたときに、実際にサービスドメイン
からエクスポートされ、ゲストドメインに割り当てられます。
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仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートする方法

注意 - 仮想ディスクバックエンドが複数回エクスポートされる際は、ゲストドメインで動作中のア
プリケーションおよびその仮想ディスクを使用中のアプリケーションが、同時の書き込みアクセ
スを調整および同期化して、データの一貫性を確保する役割を果たします。

次の例では、同じ仮想ディスクサービスを介して 2 つの異なるゲストドメインに同じ仮想ディス
クを追加する方法について説明します。

1. サービスドメインから仮想ディスクバックエンドを 2 回エクスポートします。

# ldm add-vdsdev [options={ro,slice}] backend volume1@service-name
# ldm add-vdsdev -f [options={ro,slice}] backend volume2@service-name

2 つめの ldm add-vdsdev コマンドでは、-f オプションを使用して、バックエンドの 2 回目のエ
クスポートを強制実行します。両方のコマンドに同じバックエンドパスを使用する場合や、仮想
ディスクサーバーが同じサービスドメインに存在する場合に、このオプションを使用します。

2. エクスポートされたバックエンドを各ゲストドメインに割り当てます。

ldom1 と ldom2 には、異なる disk-name を指定できます。

# ldm add-vdisk [timeout=seconds] disk-name volume1@service-name ldom1
# ldm add-vdisk [timeout=seconds] disk-name volume2@service-name ldom2

仮想ディスクオプションを変更する方法

仮想ディスクオプションの詳細については、177 ページの「仮想ディスクバックエンドオプ
ション」を参照してください。

サービスドメインからバックエンドがエクスポートされたあとに、仮想ディスクオプションを変更
できます。

# ldm set-vdsdev options=[{ro,slice,excl}] volume-name@service-name
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タイムアウトオプションを変更する方法

仮想ディスクオプションの詳細については、177 ページの「仮想ディスクバックエンドオプ
ション」を参照してください。

仮想ディスクがゲストドメインに割り当てられたあとに、仮想ディスクのタイムアウトを変更でき
ます。

# ldm set-vdisk timeout=seconds disk-name ldom

仮想ディスクを削除する方法
1. ゲストドメインから仮想ディスクを削除します。

# ldm rm-vdisk disk-name ldom

2. サービスドメインから対応するバックエンドのエクスポートを停止します。

# ldm rm-vdsdev volume-name@service-name

仮想ディスクの表示

バックエンドが仮想ディスクとしてエクスポートされると、ゲストドメインにフルディスクまたは 1
つのスライスディスクとして表示可能になります。表示形式は、バックエンドの種類およびバック
エンドのエクスポート時に使用したオプションによって異なります。

フルディスク

バックエンドをフルディスクとしてドメインにエクスポートすると、そのドメインに、8 つのスライス
(s0 - s7) を持つ通常のディスクとして表示されます。このタイプのディスクは、format(1M) コ
マンドを使用して表示できます。ディスクのパーティションテーブルは、fmthard コマンドまたは
format コマンドのいずれかを使用して変更できます。

また、フルディスクは OS インストールソフトウェアからも表示でき、OS のインストール先のディ
スクとして選択できます。
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どのバックエンドも、フルディスクとしてエクスポートできますが、1 つのスライスディスクとして
のみエクスポート可能な物理ディスクスライスは除きます。

1 つのスライスディスク

バックエンドを 1 つのスライスディスクとしてドメインにエクスポートすると、そのドメインに、8 つ
のスライス (s0 - s7) を持つ通常のディスクとして表示されます。ただし、使用できるのは 1 番
めのスライス (s0) のみです。このタイプのディスクは、format(1M) コマンドで表示できます
が、ディスクのパーティションテーブルは変更できません。

また、1 つのスライスディスクは OS インストールソフトウェアからも表示でき、OS のインス
トール先のディスクとして選択できます。この場合、UNIX ファイルシステム (UNIX File
System、UFS) を使用して OS をインストールするときは、ルートパーティション (/) のみを定義
し、このパーティションがすべてのディスク領域を使用する必要があります。

どのバックエンドも、1 つのスライスディスクとしてエクスポートできます。ただし、フルディスクと
してのみエクスポートできる物理ディスクは除きます。

注記 - Oracle Solaris 10 10/08 OS より前のリリースでは、1 つのスライスディスクは、1
つのパーティションを持つディスクとして表示されていました (s0)。このタイプのディスク
は、format コマンドでは表示できませんでした。また、OS インストールソフトウェアからも表示で
きず、OS をインストール可能なディスクデバイスとして選択することができませんでした。

仮想ディスクバックエンドオプション

仮想ディスクのバックエンドをエクスポートする際には、さまざまなオプションを指定できます。こ
れらのオプションは、ldm add-vdsdev コマンドの options= 引数にコンマ区切りのリストとして
指定します。有効なオプションは、ro、slice、および excl です。

読み取り専用 (ro) オプション

読み取り専用 (ro) オプションは、バックエンドが読み取り専用デバイスとしてエクスポートされ
ることを指定します。その場合、ゲストドメインに割り当てられるこの仮想ディスクに対しては読
み取り操作のアクセスのみが可能で、仮想ディスクへの書き込み操作は失敗します。
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排他 (excl) オプション

排他 (excl) オプションは、サービスドメインのバックエンドを仮想ディスクとして別のドメインに
エクスポートするときに、仮想ディスクサーバーによって排他的に開かれる必要があることを指
定します。バックエンドが排他的に開かれると、サービスドメインのほかのアプリケーションがこ
のバックエンドにアクセスすることはできません。この制限によって、サービスドメインで動作す
るアプリケーションが、ゲストドメインでも使用されているバックエンドを誤って使用することはな
くなります。

注記 - ドライバには excl オプションを受け入れないものもあるため、一部の仮想ディスクバッ
クエンドを排他的に開くことが許可されません。excl オプションが物理ディスクおよびスライス
で機能することはわかっていますが、このオプションはファイルでは機能しません。ディスクボ
リュームなどの擬似デバイスで機能できます。バックエンドのドライバで排他的オープンが受け
入れられない場合、バックエンドの excl オプションは無視され、バックエンドは排他的に開か
れません。

excl オプションによって、サービスドメインで動作中のアプリケーションが、ゲストドメインにエク
スポートされるバックエンドにアクセスできなくなるため、次の場合は excl オプションを設定し
ないでください。
■ ゲストドメインの動作中に、format または luxadm などのコマンドを使用して物理ディスク

を管理できるようにする場合は、excl オプションを指定してこれらのディスクをエクスポー
トしないでください。

■ RAID またはミラー化ボリュームなどの Solaris Volume Manager ボリュームをエクス
ポートする場合は、excl オプションを設定しないでください。このようにしないと、RAID
またはミラー化ボリュームのコンポーネントに障害が発生した場合に、Solaris Volume
Manager で一部の復旧処理の開始が妨げられる可能性があります。詳細について
は、202 ページの「Solaris ボリュームマネージャーによる仮想ディスクの使用」を参照し
てください。

■ Veritas Volume Manager (VxVM) がサービスドメインにインストールされてい
て、Veritas Dynamic Multipathing (VxDMP) が物理ディスクに対して有効な場合
は、excl オプション (デフォルトではない) を指定せずに物理ディスクをエクスポートする
必要があります。このようにしないと、仮想ディスクサーバー (vds) が物理ディスクデバイス
を開くことができないため、エクスポートは失敗します。詳細は、203 ページの「VxVM
のインストール時の仮想ディスクの使用」 を参照してください。

■ 同じ仮想ディスクバックエンドを同じ仮想ディスクサービスから複数回エクスポートする場
合の詳細については、175 ページの「仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートす
る方法」を参照してください。
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デフォルトでは、バックエンドは排他的ではない状態で開かれます。このため、バックエンドが
別のドメインにエクスポートされている間でも、サービスドメインで動作中のアプリケーションは
このバックエンドを使用できます。

スライス (slice) オプション

通常、バックエンドは、その種類に応じてフルディスクまたは 1 つのスライスディスクのいずれ
かとしてエクスポートされます。slice オプションを指定すると、バックエンドは強制的に 1 つの
スライスディスクとしてエクスポートされます。

このオプションは、バックエンドの raw コンテンツをエクスポートする場合に便利です。たと
えば、データを格納済みの ZFS または Solaris Volume Manager ボリュームがある場合
に、ゲストドメインでこのデータにアクセスするには、slice オプションを使用して ZFS または
Solaris Volume Manager ボリュームをエクスポートする必要があります。

このオプションの詳細については、179 ページの「仮想ディスクバックエンド」を参照してくだ
さい。

仮想ディスクバックエンド

仮想ディスクバックエンドは、仮想ディスクのデータの格納場所です。バックエンドには、ディス
ク、ディスクスライス、ファイル、またはボリューム (ZFS、Solaris Volume Manager、VxVM な
ど) を使用できます。バックエンドは、バックエンドをサービスドメインからエクスポートする際に
slice オプションを設定するかどうかに応じて、フルディスクまたは 1 つのスライスディスクの
いずれかとしてゲストドメインに表示されます。デフォルトでは、仮想ディスクバックエンドは読
み取りおよび書き込み可能なフルディスクとして排他的でない状態でエクスポートされます。

物理ディスクまたはディスクの LUN

物理ディスクまたはディスク LUN は、常にフルディスクとしてエクスポートされます。この場合、
仮想ディスクドライバ (vds および vdc) は仮想ディスクからの入出力を転送し、物理ディスクま
たはディスク LUN へのパススルーとして動作します。
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slice オプションを設定せずにそのディスクのスライス 2 (s2) に対応するデバイスをエクス
ポートすると、物理ディスクまたはディスク LUN はサービスドメインからエクスポートされま
す。slice オプションを指定してディスクのスライス 2 をエクスポートすると、ディスク全体では
なくこのスライスのみがエクスポートされます。

物理ディスクを仮想ディスクとしてエクスポートする方法

注意 - 仮想ディスクを構成する際には、各仮想ディスクが物理ディスク、ディスクスライス、ファ
イル、ボリュームなどの個別の物理 (バックエンド) リソースを参照していることを確認してくださ
い。

FibreChannel や SAS などの一部のディスクは、2 つの異なるパスから同じディスクを参照
できることを意味する「デュアルポート」の特徴を備えています。異なるドメインに割り当てられ
たパスが同じ物理ディスクを参照していないことを確認してください。

1. 物理ディスクを仮想ディスクとしてエクスポートします。

たとえば、物理ディスク c1t48d0 を仮想ディスクとしてエクスポートするには、そのディスクのス
ライス 2 (c1t48d0s2) をエクスポートする必要があります。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c1t48d0s2 c1t48d0@primary-vds0

2. このディスクをゲストドメインに割り当てます。

たとえば、ディスク pdisk をゲストドメイン ldg1 に割り当てます。

primary# ldm add-vdisk pdisk c1t48d0@primary-vds0 ldg1

3. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、そのディスクがアクセス可
能であり、フルディスクであることを確認します。

フルディスクとは、8 つのスライスを持つ通常のディスクのことです。

確認するディスクが c0d1 の場合、次のようになります。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d1s*
/dev/dsk/c0d1s0

/dev/dsk/c0d1s1

/dev/dsk/c0d1s2

/dev/dsk/c0d1s3

/dev/dsk/c0d1s4

/dev/dsk/c0d1s5
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/dev/dsk/c0d1s6

/dev/dsk/c0d1s7

物理ディスクスライス

物理ディスクスライスは、常に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされます。この場合、
仮想ディスクドライバ (vds および vdc) は仮想ディスクから入出力を転送し、物理ディスクスラ
イスへのパススルーとして動作します。

物理ディスクスライスは、対応するスライスデバイスをエクスポートすることで、サービスドメイン
からエクスポートされます。デバイスがスライス 2 と異なる場合は、slice オプションの指定の
有無にかかわらず、自動的に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされます。デバイスが
ディスクのスライス 2 である場合は、slice オプションを設定して、スライス 2 のみを 1 つのス
ライスディスクとしてエクスポートする必要があります。そうしないと、ディスク全体がフルディス
クとしてエクスポートされます。

物理ディスクスライスを仮想ディスクとしてエクスポートす
る方法

1. 物理ディスクのスライスを仮想ディスクとしてエクスポートします。

たとえば、物理ディスク c1t57d 0 のスライス 0 を仮想ディスクとしてエクスポートするには、そ
のスライス (c1t57d0s0) に対応するデバイスを次のようにエクスポートする必要があります。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c1t57d0s0 c1t57d0s0@primary-vds0

スライスは常に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされるため、slice オプションを指定
する必要はありません。

2. このディスクをゲストドメインに割り当てます。

たとえば、ディスク pslice をゲストドメイン ldg1 に割り当てます。

primary# ldm add-vdisk pslice c1t57d0s0@primary-vds0 ldg1

3. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、ディスク (c0d13 など) を表
示して、そのディスクがアクセス可能であることを確認できます。
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ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d13s*
/dev/dsk/c0d13s0

/dev/dsk/c0d13s1

/dev/dsk/c0d13s2

/dev/dsk/c0d13s3

/dev/dsk/c0d13s4

/dev/dsk/c0d13s5

/dev/dsk/c0d13s6

/dev/dsk/c0d13s7

デバイスは 8 つありますが、そのディスクは 1 つのスライスディスクであるため、使用できるの
は 1 番目のスライス (s0) のみです。

スライス 2 をエクスポートする方法

スライス 2 (ディスク c1t57d0s2 など) をエクスポートするには、slice オプションを指定する必
要があります。そうしないと、ディスク全体がエクスポートされます。

# ldm add-vdsdev options=slice /dev/dsk/c1t57d0s2
 c1t57d0s2@primary-vds0

ファイルおよびボリュームのエクスポート

ファイルまたはボリューム (たとえば ZFS または Solaris Volume Manager からの)
は、slice オプションの指定の有無に応じて、フルディスクまたは 1 つのスライスディスクのい
ずれかとしてエクスポートされます。

フルディスクとしてエクスポートされるファイルまたはボリューム

slice オプションを設定しない場合、ファイルまたはボリュームはフルディスクとしてエクスポー
トされます。この場合、仮想ディスクドライバ (vds および vdc) は仮想ディスクから入出力を
転送し、仮想ディスクのパーティション分割を管理します。最終的には、このファイルまたはボ
リュームは、仮想ディスクのすべてのスライスのデータ、およびパーティション分割とディスク構
造の管理に使用されるメタデータを含むディスクイメージになります。

空のファイルまたはボリュームをフルディスクとしてエクスポートすると、未フォーマットのディス
ク、つまり、パーティションのないディスクとしてゲストドメインに表示されます。このため、ゲスト
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ドメインで format コマンドを実行して、使用可能なパーティションを定義し、有効なディスクラベ
ルを書き込む必要があります。ディスクが未フォーマットの間、この仮想ディスクへの入出力は
すべて失敗します。

注記 - パーティションを作成するには、ゲストドメインで format コマンドを実行する必要があり
ます。

ファイルをフルディスクとしてエクスポートする方法

1. サービスドメインから、ファイル (fdisk0 など) を作成して仮想ディスクとして使用します。

service# mkfile 100m /ldoms/domain/test/fdisk0

ファイルのサイズによって、仮想ディスクのサイズが定義されます。この例では、100M バイト
の空のファイルを作成して、100M バイトの仮想ディスクを取得しています。

2. 制御ドメインから、ファイルを仮想ディスクとしてエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev /ldoms/domain/test/fdisk0 fdisk0@primary-vds0

この例では、slice オプションを設定していないため、ファイルはフルディスクとしてエクスポー
トされます。

3. 制御ドメインから、ディスクをゲストドメインに割り当てます。

たとえば、ディスク fdisk をゲストドメイン ldg1 に割り当てます。

primary# ldm add-vdisk fdisk fdisk0@primary-vds0 ldg1

4. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、そのディスクがアクセス可
能であり、フルディスクであることを確認します。

フルディスクとは、8 つのスライスを持つ通常のディスクのことです。

次の例は、ディスク c0d5 を表示して、そのディスクがアクセス可能であり、フルディスクである
ことを確認する方法を示しています。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d5s*
/dev/dsk/c0d5s0

/dev/dsk/c0d5s1

/dev/dsk/c0d5s2

/dev/dsk/c0d5s3

/dev/dsk/c0d5s4

/dev/dsk/c0d5s5
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/dev/dsk/c0d5s6

/dev/dsk/c0d5s7

ZFS ボリュームをフルディスクとしてエクスポートする方法

1. フルディスクとして使用する ZFS ボリュームを作成します。

次の例は、フルディスクとして使用する ZFS ボリューム zdisk0 を作成する方法を示していま
す。

service# zfs create -V 100m ldoms/domain/test/zdisk0

ボリュームのサイズによって、仮想ディスクのサイズが定義されます。この例では、結果的に
100M バイトの仮想ディスクになる、100M バイトのボリュームを作成します。

2. 制御ドメインから、その ZFS ボリュームに対応するデバイスをエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev /dev/zvol/dsk/ldoms/domain/test/zdisk0 \
zdisk0@primary-vds0

この例では、slice オプションを設定していないため、ファイルはフルディスクとしてエクスポー
トされます。

3. 制御ドメインから、ボリュームをゲストドメインに割り当てます。

次の例は、ボリューム zdisk0 をゲストドメイン ldg1 に割り当てる方法を示しています。

primary# ldm add-vdisk zdisk0 zdisk0@primary-vds0 ldg1

4. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、そのディスクがアクセス可
能であり、フルディスクであることを確認します。

フルディスクとは、8 つのスライスを持つ通常のディスクのことです。

次の例は、ディスク c0d9 を表示して、そのディスクがアクセス可能であり、フルディスクである
ことを確認する方法を示しています。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d9s*
/dev/dsk/c0d9s0

/dev/dsk/c0d9s1

/dev/dsk/c0d9s2

/dev/dsk/c0d9s3

/dev/dsk/c0d9s4

/dev/dsk/c0d9s5

/dev/dsk/c0d9s6
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/dev/dsk/c0d9s7

1 つのスライスディスクとしてエクスポートされるファイルまたはボリュー
ム

slice オプションを設定すると、ファイルまたはボリュームは 1 つのスライスディスクとしてエク
スポートされます。この場合、仮想ディスクには 1 つのパーティション (s0) のみが含まれ、この
パーティションが直接ファイルまたはボリュームバックエンドにマップされます。ファイルまたはボ
リュームには仮想ディスクに書き込まれるデータのみが含まれ、パーティション情報やディスク構
造などの追加データは含まれません。

ファイルまたはボリュームが 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされると、システムは擬
似的なディスクのパーティション分割のシミュレーションを行います。これにより、そのファイルま
たはボリュームはディスクスライスとして表示されます。ディスクのパーティション分割のシミュ
レーションが行われるため、そのディスクに対してパーティションは作成しないでください。

ZFS ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエクスポートする方法

1. ZFS ボリュームを作成して、1 つのスライスディスクとして使用します。

次の例は、ZFS ボリューム zdisk0 を作成して、1 つのスライスディスクとして使用する方法を
示しています。

service# zfs create -V 100m ldoms/domain/test/zdisk0

ボリュームのサイズによって、仮想ディスクのサイズが定義されます。この例では、100M バイト
のボリュームを作成して、100M バイトの仮想ディスクを取得します。

2. 制御ドメインから、その ZFS ボリュームに対応するデバイスをエクスポートします。このボリュー
ムが 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされるように slice オプションを設定します。

primary# ldm add-vdsdev options=slice /dev/zvol/dsk/ldoms/domain/
test/zdisk0 \
zdisk0@primary-vds0

3. 制御ドメインから、ボリュームをゲストドメインに割り当てます。

次の例は、ボリューム zdisk0 をゲストドメイン ldg1 に割り当てる方法を示しています。

primary# ldm add-vdisk zdisk0 zdisk0@primary-vds0 ldg1
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4. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、ディスク (c0d9 など) を表示
して、そのディスクがアクセス可能で、1 つのスライスディスク (s0) であることを確認できます。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d9s*
/dev/dsk/c0d9s0

/dev/dsk/c0d9s1

/dev/dsk/c0d9s2

/dev/dsk/c0d9s3

/dev/dsk/c0d9s4

/dev/dsk/c0d9s5

/dev/dsk/c0d9s6

/dev/dsk/c0d9s7

ボリュームのエクスポートおよび下位互換性

ボリュームを仮想ディスクとしてエクスポートする構成がある場合、ボリュームは 1 つのスライス
ディスクではなくフルディスクとしてエクスポートされるようになります。アップグレード前の動作
を保持して、ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエクスポートするには、次のいずれかを
実行する必要があります。
■ Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアで ldm set-vdsdev コマンドを使用し

て、1 つのスライスディスクとしてエクスポートするすべてのボリュームに slice オプション
を設定します。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

■ 次の行を、サービスドメインの /etc/system ファイルに追加します。

set vds:vd_volume_force_slice = 1

注記 - この調整可能なオプションを設定すると、すべてのボリュームが強制的に 1 つのスライ
スディスクとしてエクスポートされ、ボリュームをフルディスクとしてエクスポートできなくなりま
す。

各種のバックエンドのエクスポート方法のサマリー

バックエンド スライスオプションなし スライスオプションを設定

ディスク (ディスクスライス 2) フルディスク† 1 つのスライスディスク‡

ディスクスライス (スライス 2 以外) 1 つのスライスディスク* 1 つのスライスディスク

ファイル フルディスク 1 つのスライスディスク

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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バックエンド スライスオプションなし スライスオプションを設定

ボリューム (ZFS、Solaris Volume Manager、Vx
VM を含む)

フルディスク 1 つのスライスディスク

†ディスク全体をエクスポートします。
‡スライス 2 のみをエクスポートします。
*スライスは常に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされます。

ファイルおよびディスクスライスを仮想ディスクとしてエクスポートする場
合のガイドライン

このセクションでは、ファイルおよびディスクスライスを仮想ディスクとしてエクスポートする場
合のガイドラインを示します。

ループバックファイル (lofi) ドライバの使用

ファイルを仮想ディスクとしてエクスポートするループバックファイル (lofi) ドライバを使用する
と、余分なドライバレイヤーが追加されるため、仮想ディスクのパフォーマンスに影響します。代
わりに、フルディスクまたは 1 つのスライスディスクとしてファイルを直接エクスポートすること
ができます。182 ページの「ファイルおよびボリュームのエクスポート」を参照してください。

ディスクスライスの直接的または間接的なエクスポート

仮想ディスクとしてスライスを直接的に、または Solaris Volume Manager ボリュームを介す
などして間接的にエクスポートするには、prtvtoc コマンドを使用して、スライスが物理ディスク
の最初のブロック (ブロック 0) で開始されていないことを確認します。

物理ディスクの最初のブロックから始まるディスクスライスを直接的または間接的にエクスポー
トする場合は、物理ディスクのパーティションテーブルを上書きして、そのディスクのすべての
パーティションにアクセスできないようにすることもできます。

仮想ディスクマルチパスの構成
仮想ディスクマルチパスを使用すると、ゲストドメインに仮想ディスクを構成して、複数のパスから
バックエンドストレージにアクセスできます。それらのパスは、ディスク LUN などの同一のバッ
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クエンドストレージにアクセスできる各種サービスドメインを通過します。この機能では、サービス
ドメインのいずれかがダウンしても、ゲストドメイン内の仮想ディスクをアクセス可能なままにし
ておくことができます。たとえば、仮想ディスクマルチパス構成を設定して、ネットワークファイル
システム (Network File System、NFS) サーバーのファイルにアクセスすることがあります。ま
た、この構成を使用して、複数のサービスドメインに接続される共有ストレージから LUN にアク
セスできます。このため、ゲストドメインが仮想ディスクにアクセスする場合、仮想ディスクドライ
バは、サービスドメインのいずれかを通過してバックエンドストレージにアクセスします。仮想ディ
スクドライバがサービスドメインに接続できない場合、仮想ディスクは、別のサービスドメインを
通じてバックエンドストレージにアクセスします。

注記 - 仮想ディスクマルチパス機能では、サービスドメインがバックエンドストレージにアクセス
できない場合を検出できます。そのような場合、仮想ディスクドライバは、別のパスでバックエン
ドストレージへのアクセスを試みます。

仮想ディスクマルチパスを有効にするには、各サービスドメインから仮想ディスクバックエンドを
エクスポートし、同じマルチパスグループ (mpgroup) に追加する必要があります。仮想ディスク
バックエンドがエクスポートされると、mpgroup は名前で識別され、構成されます。

次の図は、190 ページの「仮想ディスクマルチパスを構成する方法」の手順の例として使用
されている仮想ディスクマルチパス構成を示しています。この例では、foo というマルチパスグ
ループを使用して仮想ディスクを作成しています。そのバックエンドには、第一サービスドメイン
と代替サービスドメインの 2 つからアクセスできます。
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図   7-2 仮想ディスクマルチパスの構成

仮想ディスクマルチパスおよび仮想ディスクのタイムアウト

仮想ディスクマルチパスを使用すると、バックエンドが現在アクティブなパスによってアクセス
不能になった場合に、バックエンドへのアクセスに使用されるパスが自動的に変更されます。こ
のパスの変更は、仮想ディスクの timeout プロパティーの値とは無関係に行なわれます。

仮想ディスクの timeout プロパティーは、I/O を処理できるサービスドメインがないときに、I/O
が失敗するまでの時間を指定します。このタイムアウトは、仮想ディスクマルチパスを使用する
仮想ディスクを含め、すべての仮想ディスクに適用されます。

結果として、仮想ディスクマルチパスが構成されているときに仮想ディスクのタイムアウトを設
定すると、特にタイムアウト値が小さい場合にマルチパスが正しく機能しない可能性がありま
す。そのため、マルチパスグループの一部である仮想ディスクに仮想ディスクのタイムアウトを
設定しないでください。

詳細については、194 ページの「仮想ディスクのタイムアウト」を参照してください。
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仮想ディスクマルチパスを構成する方法

図7-2「仮想ディスクマルチパスの構成」 を参照してください。

1. 仮想ディスクバックエンドを primary サービスドメインからエクスポートします。

# ldm add-vdsdev mpgroup=foo backend-path1 volume@primary-vds0

backend-path1 は、primary ドメインからの仮想ディスクバックエンドへのパスです。

2. 同じ仮想ディスクバックエンドを alternate サービスドメインからエクスポートします。

# ldm add-vdsdev mpgroup=foo backend-path2 volume@alternate-vds0

backend-path2 は、alternate サービスドメインからの仮想ディスクバックエンドへのパスです。

注記 - backend-path1 および backend-path2 は、同じ仮想ディスクバックエンドのパスですが、
それらのエクスポート元は異なる 2 つのドメイン (primary と alternate) です。これらのパス
は、primary サービスドメインおよび alternate サービスドメインの構成に応じて、同じ場合もあ
れば、異なる場合もあります。volume 名はユーザーが選択します。これは、両方のコマンドで同
じ場合もあれば、異なる場合もあります。

3. 仮想ディスクをゲストドメインにエクスポートします。

# ldm add-vdisk disk-name volume@primary-vds0 ldom

注記 - 仮想ディスクバックエンドを複数のサービスドメインを介して複数回エクスポートしていま
すが、ゲストドメインに割り当てて、いずれかのサービスドメインを介して仮想ディスクバックエン
ドに関連付ける仮想ディスクは 1 つのみです。

仮想ディスクマルチパスの結果

仮想ディスクをマルチパスで構成し、ゲストドメインを起動すると、仮想ディスクは関連付けられ
ているいずれかのサービスドメインを介してバックエンドにアクセスします。このサービスドメイン
が利用できなくなると、仮想ディスクは、同じマルチパスグループに属する別のサービスドメイン
を介してバックエンドへのアクセスを試みます。

注意 - マルチパスグループ (mpgroup) を定義する場合、同じ mpgroup に属する仮想ディスク
バックエンドは、事実上同じ仮想ディスクバックエンドにする必要があります。異なるバックエン
ドを同じ mpgroup に追加すると、予期しない動作が生じ、それらのバックエンドに格納されてい
るデータが消失または破損する可能性があります。
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CD、DVD および ISO イメージ

コンパクトディスク (Compact Disc、CD) またはデジタル多用途ディスク (Digital Versatile
Disc、DVD) のエクスポートは、通常のディスクと同じ方法で実行できます。CD または DVD
をゲストドメインにエクスポートするには、CD または DVD デバイスのスライス 2 をフルディス
クとして、つまり slice オプションを指定しないでエクスポートします。

注記 - CD または DVD ドライブ自体をエクスポートすることはできません。CD または DVD ド
ライブの中にある CD または DVD のみをエクスポートできます。このため、CD または DVD
はエクスポート前にドライブ内に存在している必要があります。また、CD または DVD をエク
スポートできるようにするには、その CD または DVD がサービスドメインで使用中になってい
ない必要があります。特に、ボリューム管理ファイルシステムの volfs サービスが CD または
DVD を使用していてはいけません。volfs によるデバイスの使用を解除する方法について
は、192 ページの「CD または DVD をサービスドメインからゲストドメインにエクスポートす
る方法」を参照してください。

ファイルまたはボリュームに CD または DVD の ISO (国際標準化機構) イメージが格納され
ている場合に、そのファイルまたはボリュームをフルディスクとしてエクスポートすると、ゲストドメ
インで CD または DVD として表示されます。

CD、DVD、または ISO イメージをエクスポートすると、自動的にゲストドメインで読み取り専用
デバイスとして表示されます。ただし、ゲストドメインから CD の制御操作を実行することはで
きません。つまり、ゲストドメインから CD の起動、停止、または取り出しは実行できません。エク
スポートされた CD、DVD、または ISO イメージをブート可能な場合は、対応する仮想ディスク
でゲストドメインをブートできます。

たとえば、Oracle Solaris OS インストール DVD をエクスポートした場合は、その DVD に対
応する仮想ディスク上のゲストドメインをブートし、その DVD からゲストドメインをインストール
することができます。これを行うには、ゲストドメインで ok プロンプトが表示されたときに次のコ
マンドを使用します。

ok boot /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@n:f

n は、エクスポートされた DVD を表す仮想ディスクのインデックスです。

注記 - Oracle Solaris OS インストール DVD をエクスポートし、その DVD に対応する仮想
ディスク上でゲストドメインをブートしてゲストドメインをインストールする場合、インストール中に
DVD を変更することはできません。このため、異なる CD または DVD をリクエストするインス
トール手順は省略する必要がある場合があります。または、リクエストされたメディアにアクセス
するための代替パスを指定する必要があります。
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CD または DVD をサービスドメインからゲストドメインに
エクスポートする方法

1. サービスドメインから、ボリューム管理デーモン vold が動作中でオンラインかどうかを確認し
ます。

service# svcs volfs
STATE          STIME    FMRI

online         12:28:12 svc:/system/filesystem/volfs:default

2. 手順 1 の例に示すように、ボリューム管理デーモンが動作中でオンラインの場合は、次の手順
を実行します。

a.   /etc/vold.conf ファイルで、次の文字列で始まる行をコメントアウトします。

use cdrom drive....

vold.conf(4) マニュアルページを参照してください。

b.   CD または DVD ドライブに CD または DVD を挿入します。

c.   サービスドメインから、ボリューム管理ファイルシステムサービスを再起動します。

service# svcadm refresh volfs
service# svcadm restart volfs

3. サービスドメインから、CD-ROM デバイスのディスクパスを検出します。

service# cdrw -l
Looking for CD devices...

   Node                   Connected Device                 Device type

----------------------+--------------------------------+-----------------

/dev/rdsk/c1t0d0s2    | MATSHITA CD-RW  CW-8124   DZ13 | CD Reader/Writer

4. CD または DVD ディスクデバイスをフルディスクとしてエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c1t0d0s2 cdrom@primary-vds0

5. エクスポートされた CD または DVD をゲストドメインに割り当てます。

次のコマンドは、エクスポートされた CD または DVD をドメイン ldg1 に割り当てる方法を示し
ています。

primary# ldm add-vdisk cdrom cdrom@primary-vds0 ldg1
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CD または DVD の複数回のエクスポート

CD または DVD を複数回エクスポートして、さまざまなゲストドメインに割り当てることができ
ます。詳細については、175 ページの「仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートする
方法」を参照してください。

制御ドメインから ISO イメージをエクスポートしてゲストド
メインをインストールする方法

始める前に この手順では、primary ドメインとゲストドメインの両方が構成されていることを前提としていま
す。

たとえば、次のように ldm list を実行すると、primary ドメインと ldom1 ドメインの両方が構成
されていることが表示されます。

# ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active   -n-cv   SP      4     4G       0.3%  15m

ldom1            active   -t---   5000    4     1G        25%  8m

1. 仮想ディスクサーバーデバイスを追加して、ISO イメージをエクスポートします。

この例では、ISO イメージは /export/images/sol-10-u8-ga-sparc-dvd.iso です。

# ldm add-vdsdev /export/images/sol-10-u8-ga-sparc-dvd.iso dvd-
iso@primary-vds0

2. ゲストドメインを停止します。

この例では、論理ドメインは ldom1 です。

# ldm stop-domain ldom1
LDom ldom1 stopped

3. ISO イメージの仮想ディスクを論理ドメインに追加します。

この例では、論理ドメインは ldom1 です。

# ldm add-vdisk s10-dvd dvd-iso@primary-vds0 ldom1

4. ゲストドメインを再起動します。

この例では、論理ドメインは ldom1 です。
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# ldm start-domain ldom1
LDom ldom1 started

# ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active   -n-cv   SP      4     4G       0.4%  25m

ldom1            active   -t---   5000    4     1G       0.0%  0s

この例では、ldm list コマンドにより、ldom1 ドメインが起動されたばかりであることが表示さ
れています。

5. ゲストドメインに接続します。

# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...

Connected to localhost.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldom1" in group "ldom1" ....

Press ~? for control options ..

6. ISO イメージが仮想ディスクとして追加されていることを確認します。

{0} ok show-disks
a) /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1

b) /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0

q) NO SELECTION

Enter Selection, q to quit: q

この例では、新しく追加されたデバイスは /virtual-devices@100/channel-devices@200/
disk@1 です。

7. ゲストドメインをブートして、ISO イメージからインストールします。

この例では、/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1 ディスクの f スライスか
らブートします。

{0} ok boot /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1:f

仮想ディスクのタイムアウト

デフォルトでは、仮想ディスクバックエンドへのアクセスを提供するサービスドメインが停止する
と、ゲストドメインから対応する仮想ディスクへのすべての入出力がブロックされます。サービス
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ドメインが動作していて、仮想ディスクバックエンドへの入出力要求が処理されている場合、入
出力は自動的に再開されます。

ただし、サービスドメインの停止状態が長すぎる場合に、ファイルシステムまたはアプリケーショ
ンにとって、入出力処理がブロックされるよりも、失敗してエラーが報告される方が望ましい場
合もあります。仮想ディスクごとに接続タイムアウト時間を設定できるようになったため、それを
ゲストドメインの仮想ディスククライアントとサービスドメインの仮想ディスクサーバー間の接続
確立に使用できます。タイムアウト時間に達した場合、サービスドメインが停止し、仮想ディスク
クライアントと仮想ディスクサーバー間の接続が再確立されていない間中、保留中の入出力お
よび新規の入出力は失敗します。
次のいずれかの方法を使用して、このタイムアウトを設定します。
■ ldm add-vdisk コマンドを使用します。

ldm add-vdisk timeout=seconds disk-name volume-name@service-
name ldom

■ ldm set-vdisk コマンドを使用します。

ldm set-vdisk timeout=seconds disk-name ldom
■ 次の行を、ゲストドメインの /etc/system ファイルに追加します。

set vdc:vdc_timeout=seconds

注記 - この調整可能なオプションを設定すると、ldm CLI を使用して設定されたタイムアウトが
上書きされます。また、この調整可能なオプションはゲストドメインのすべての仮想ディスクのタ
イムアウトを設定します。

タイムアウトは秒単位で指定します。タイムアウトを 0 に設定すると、タイムアウトは無効になり、
サービスドメインの停止中は入出力がブロックされます (デフォルトの設定および動作)。

仮想ディスクおよび SCSI

物理 SCSI ディスクまたは LUN をフルディスクとしてエクスポートする場合、対応する仮想
ディスクは、ユーザー SCSI コマンドインタフェース uscsi および多重ホストディスク制御操作
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mhd をサポートします。バックエンドとしてファイルまたはボリュームを含む仮想ディスクなど、そ
の他の仮想ディスクでは、これらのインタフェースはサポートされません。

そのため、SCSI コマンド (Solaris Volume Manager metaset、Oracle Solaris Cluster
shared devices など) を使用するアプリケーションまたは製品機能は、バックエンドとして物理
SCSI ディスクを含む仮想ディスクのみを使用するゲストドメインで使用できます。

注記 - SCSI 操作は、仮想ディスクバックエンドとして使用される物理 SCSI ディスクまたは
LUN を管理するサービスドメインによって効果的に実行されます。特に、サービスドメインは
SCSI の予約を行います。このため、サービスドメインおよびゲストドメインで動作するアプリケー
ションは、同じ物理 SCSI ディスクに対して SCSI コマンドを発行するべきではありません。そう
すると、ディスクが予期しない状態になる可能性があります。

仮想ディスクおよび format コマンド

format コマンドは、ドメイン上に存在するすべての仮想ディスクを認識します。ただし、1 つのス
ライスディスクとしてエクスポートされた仮想ディスクの場合、format コマンドでは、仮想ディス
クのパーティションテーブルを変更できません。label などのコマンドは失敗しますが、書き込も
うとするディスクラベルが仮想ディスクにすでに関連付けられているラベルに類似している場
合は除きます。

バックエンドが SCSI ディスクである仮想ディスクでは、すべての format(1M) サブコマ
ンドがサポートされています。バックエンドが SCSI ディスクでない仮想ディスクでは、一部
の format(1M) サブコマンド (repair、defect など) がサポートされていません。この場
合、format(1M) の動作は、Integrated Drive Electronics (IDE) ディスクの動作に類似
しています。

仮想ディスクと ZFS の使用

このセクションでは、ゲストドメインにエクスポートされる仮想ディスクバックエンドを格納するた
めに ZFS (Zettabyte File System) を使用する方法について説明します。ZFS は、仮想ディ
スクバックエンドを作成および管理するための便利で強力なソリューションです。ZFS では、次
の操作を行うことができます。
■ ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルにディスクイメージを格納する
■ ディスクイメージのバックアップにスナップショットを使用する
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■ ディスクイメージの複製と、追加ドメインのプロビジョニングにクローンを使用する

ZFS の使用の詳細については、『Oracle Solaris ZFS Administration Guide 』を参照して
ください。

次の説明および例で示す primary ドメインは、ディスクイメージが格納されるサービスドメイン
でもあります。

サービスドメインでの ZFS プールの構成

ディスクイメージを格納するには、まずサービスドメインに ZFS ストレージプールを作成します。
たとえば、次のコマンドでは、primary ドメインにディスク c1t50d0 が格納された ZFS ストレー
ジプール ldmpool が作成されます。

primary# zpool create ldmpool c1t50d0

ZFS を使用したディスクイメージの格納

次のコマンドは、ゲストドメイン ldg1 にディスクイメージを作成します。このゲストドメイン用に
ZFS ファイルシステムを作成し、このゲストドメインのすべてのディスクイメージをそのファイル
システムに格納します。

primary# zfs create ldmpool/ldg1

ディスクイメージは、ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルに格納できます。ZFS ボリュームは、サ
イズにかかわらず、zfs create -V コマンドを使用すると迅速に作成できます。一方、ZFS ファ
イルは、mkfile コマンドを使用して作成する必要があります。このコマンドの完了まで少し時間
がかかることがあります。特に、作成するファイルが非常に大きいときに時間がかかり、多くは
ディスクイメージの作成時に該当します。

ZFS ボリュームと ZFS ファイルはいずれも、スナップショットや複製など、ZFS 機能の利点を
利用できますが、ZFS ボリュームは擬似デバイス、ZFS ファイルは通常のファイルです。

OS がインストールされる仮想ディスクにディスクイメージを使用する場合、OS のインストール
要件に合う十分な大きなディスクイメージが必要になります。このサイズは、OS のバージョン
および実行されるインストールの種類によって異なります。Oracle Solaris OS をインストー

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=819-5461
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ルする場合、20G バイトのディスクサイズを使用して、あらゆるタイプのあらゆるバージョンの
Oracle Solaris OS のインストールに対応することができます。

ZFS によるディスクイメージの格納例

次の例に、ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルを使用してディスクイメージを格納する方法を
示します。ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルをエクスポートする構文は同じですが、バックエ
ンドへのパスは異なります。

ゲストドメインが起動すると、ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルは、Oracle Solaris OS のイ
ンストールが可能な仮想ディスクとして表示されます。

例   7-1 ZFS ボリュームを使用したディスクイメージの格納

まず、ZFS ボリュームに 20G バイトのイメージを作成します。

primary# zfs create -V 20gb ldmpool/ldg1/disk0

次に、ZFS ボリュームを仮想ディスクとしてエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev /dev/zvol/dsk/ldmpool/ldg1/disk0
 ldg1_disk0@primary-vds0

ldg1 ゲストドメインに ZFS ボリュームを割り当てます。

primary# ldm add-vdisk disk0 ldg1_disk0@primary-vds0 ldg1

例   7-2 ZFS ファイルを使用したディスクイメージの格納

まず、ZFS ボリュームに 20G バイトのディスクイメージを作成し、ZFS ファイルを作成します。

primary# zfs create ldmpool/ldg1/disk0
primary# mkfile 20g /ldmpool/ldg1/disk0/file

次に、ZFS ファイルを仮想ディスクとしてエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev /ldmpool/ldg1/disk0/file ldg1_dis0@primary-
vds0

ldg1 ゲストドメインに ZFS ファイルを割り当てます。

primary# ldm add-vdisk disk0 ldg1_disk0@primary-vds0 ldg1
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ディスクイメージのスナップショットの作成

ディスクイメージが ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルに格納されている場合は、ZFS
snapshot コマンドを使用して、このディスクイメージのスナップショットを作成できます。

ディスクイメージに現在格納されているデータの一貫性を確保するため、ディスクイメージのス
ナップショットを作成する前に、ゲストドメインでそのディスクが現在使用されていないことを確
認してください。次のいずれかの方法で、ディスクがゲストドメインで使用されていないことを確
認できます。
■ ゲストドメインを停止し、バインドを解除します。これはもっとも安全な対処方法であり、ゲ

ストドメインのブートディスクとして使用されているディスクイメージのスナップショットを作
成する場合に実行可能な唯一の方法です。

■ ゲストドメインで使用されていて、スナップショットの対象になるディスクのスライスをアン
マウントし、ゲストドメインで使用中のスライスがない状態にすることもできます。

この例では、ZFS レイアウトのため、ディスクイメージの格納場所が ZFS ボリュームまたは
ZFS ファイルのどちらであっても、ディスクイメージのスナップショットを作成するコマンドは同じ
です。

例   7-3 ディスクイメージのスナップショットの作成

この例では、ldg1 ドメインに作成されたディスクイメージのスナップショットを作成します。

primary# zfs snapshot ldmpool/ldg1/disk0@version_1

複製を使用して新規ドメインをプロビジョニングする

ディスクイメージのスナップショットを作成したら、ZFS clone コマンドを使用してこのディスクイ
メージを複製できます。そのあと、複製されたイメージを別のドメインに割り当てることができま
す。ブートディスクイメージを複製することによって、新規ゲストドメイン用のブートディスクが迅
速に作成され、Oracle Solaris OS インストールプロセス全体を実行する必要はなくなります。

たとえば、作成された disk0 がドメイン ldg1 のブートディスクである場合、次の手順を実行して
このディスクを複製し、ドメイン ldg2 のブートディスクを作成します。

primary# zfs create ldmpool/ldg2
primary# zfs clone ldmpool/ldg1/disk0@version_1 ldmpool/ldg2/disk0
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ldompool/ldg2/disk0 は、仮想ディスクとしてエクスポートして、新規の ldg2 ドメインに割り当
てることができます。ドメイン ldg2 は、OS のインストールプロセスを実行しなくても、この仮想
ディスクから直接ブートすることができます。

注記 - ブートイメージの ZFS スナップショットおよびクローンで大量のディスク容量が使用され
る可能性があるため、必要がなくなったイメージは定期的に削除してください。

ブートディスクイメージの複製

ブートディスクを複製した場合、新しいイメージは元のブートディスクと全く同一であり、イメージ
の複製前にブートディスクに格納されていたホスト名、IP アドレス、マウントされているファイル
システムテーブル、システム構成、チューニングなどの情報が含まれています。

マウントされているファイルシステムテーブルは、元のブートディスクイメージ上と複製された
ディスクイメージ上で同じであるため、複製されたディスクイメージは、元のドメインの場合と同
じ順序で新規ドメインに割り当てる必要があります。たとえば、ブートディスクイメージが元のドメ
インの 1 番めのディスクとして割り当てられていた場合は、複製されたディスクイメージを新規
ドメインの 1 番めのディスクとして割り当てる必要があります。このようにしない場合、新規ドメ
インはブートできなくなります。

元のドメインが静的 IP アドレスで構成されていた場合、複製されたイメージを使用する新
規ドメインは、同じ IP アドレスで始まります。その場合は、Oracle Solaris 11 sysconfig
unconfigure コマンドまたは Oracle Solaris 10 sys-unconfig コマンドを使用すると、新規
ドメインのネットワーク構成を変更できます。この問題を回避するために、未構成のシステムの
ディスクイメージのスナップショットを作成することもできます。

元のドメインが動的ホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration
Protocol、DHCP) で構成されていた場合は、複製されたイメージを使用する新規ドメイン
も、DHCP を使用します。この場合、新規ドメインのブート時に、IP アドレスとそのネットワーク構
成を自動的に受け取るため、新規ドメインのネットワーク構成を変更する必要はありません。

注記 - ドメインのホスト ID はブートディスクには格納されませんが、ドメインの作成時に
Logical Domains Manager によって割り当てられます。このため、ディスクイメージを複製し
た場合、その新規ドメインは元のドメインのホスト ID を保持しません。

未構成システムのディスクイメージのスナップショットを作成する方法

1. 元のドメインをバインドし、起動します。
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2. システムを構成解除します。

■ Oracle Solaris 11 OS: sysconfig unconfigure コマンドを実行します。

■ Oracle Solaris 10 OS: sys-unconfig コマンドを実行します。

この操作が完了すると、ドメインは停止します。

3. ドメインを停止し、バインドを解除します。ドメインをリブートしないでください。

4. ドメインのブートディスクイメージのスナップショットを作成します。

たとえば、次のように表示されます。

primary# zfs snapshot ldmpool/ldg1/disk0@unconfigured

この時点でのスナップショットは、未構成システムのブートディスクイメージです。

5. このイメージを複製して新規ドメインを作成します。このドメインの最初のブート時に、システム
を構成するように求められます。

Oracle VM Server for SPARC 環境でのボリュームマネージャーの
使用

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC 環境でのボリュームマネージャーの使用
法について説明します。

ボリュームマネージャーによる仮想ディスクの使用

ZFS、Solaris Volume Manager、または Veritas Volume Manager (VxVM) ボリューム
は、サービスドメインからゲストドメインに仮想ディスクとしてエクスポートできます。ボリューム
は、1 つのスライスディスク (slice オプションが ldm add-vdsdev コマンドで指定されている場
合) またはフルディスクのいずれかとしてエクスポートできます。

注記 - このセクションの残りの部分では、例として Solaris Volume Manager ボリュームを使
用します。ただし、説明は ZFS および VxVM ボリュームにも適用されます。
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次の例は、ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエクスポートする方法を示しています。

ゲストドメインの仮想ディスク (たとえば /dev/dsk/c0d2s0) は関連付けられたボリューム (たと
えば /dev/md/dsk/d0) に直接割り当てられ、ゲストドメインからの仮想ディスクに格納された
データは、メタデータを追加せずに関連付けられたボリュームに直接格納されます。そのためゲ
ストドメインからの仮想ディスクに格納されたデータは、関連付けられたボリュームを介してサー
ビスドメインから直接アクセスすることもできます。
例
■ Solaris Volume Manager ボリューム d0 が primary ドメインから domain1 にエクスポー

トされる場合、domain1 の構成にはいくつかの追加の手順が必要になります。

primary# metainit d0 3 1 c2t70d0s6 1 c2t80d0s6 1 c2t90d0s6

primary# ldm add-vdsdev options=slice /dev/md/dsk/d0

 vol3@primary-vds0

primary# ldm add-vdisk vdisk3 vol3@primary-vds0 domain1

■ domain1 がバインドされて起動されると、エクスポートされたボリュームが /dev/dsk/
c0d2s0 のように表示され、そのボリュームが使用可能になります。

domain1# newfs /dev/rdsk/c0d2s0

domain1# mount /dev/dsk/c0d2s0 /mnt

domain1# echo test-domain1 > /mnt/file

■ domain1 が停止してバインドが解除されると、domain1 から仮想ディスクに格納されたデー
タは、Solaris Volume Manager ボリューム d0 を介して primary ドメインから直接アク
セスできます。

primary# mount /dev/md/dsk/d0 /mnt

primary# cat /mnt/file

test-domain1

Solaris ボリュームマネージャーによる仮想ディスクの使用

RAID またはミラー Solaris Volume Manager ボリュームが別のドメインで仮想ディスクとし
て使用される場合は、排他 (excl) オプションを設定せずにエクスポートする必要があります。
このようにしないと、Solaris Volume Manager ボリュームのいずれかのコンポーネントで障
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害が発生したときに、metareplace コマンドまたはホットスペアを使用した Solaris Volume
Manager ボリュームの復旧が開始されません。metastat コマンドはそのボリュームを再同期
化中と判断しますが、再同期化は進行していません。

たとえば、/dev/md/dsk/d0 は excl オプションを使用して別のドメインに仮想ディスクとし
てエクスポートされた RAID Solaris Volume Manager ボリュームであり、d0 にはいくつ
かのホットスペアデバイスが構成されているとします。d0 のコンポーネントに障害が発生す
ると、Solaris Volume Manager は障害の発生したコンポーネントをホットスペアに交換し
て、Solaris Volume Manager ボリュームとの再同期化を行います。ただし、再同期化は開始
されません。ボリュームは再同期化中として報告されますが、再同期化は進行していません。

# metastat d0
d0: RAID

    State: Resyncing

    Hot spare pool: hsp000

    Interlace: 32 blocks

    Size: 20097600 blocks (9.6 GB)

Original device:

    Size: 20100992 blocks (9.6 GB)

Device                                     Start Block  Dbase   State Reloc

c2t2d0s1                                           330  No       Okay  Yes

c4t12d0s1                                          330  No       Okay  Yes

/dev/dsk/c10t600C0FF0000000000015153295A4B100d0s1  330  No  Resyncing  Yes

このような状況で再同期化を完了するには、Solaris Volume Manager ボリュームを仮想
ディスクとして使用しているドメインを停止して、バインドを解除する必要があります。そのあ
と、metasync コマンドを使用して、Solaris Volume Manager ボリュームを再同期化できます。

# metasync d0

VxVM のインストール時の仮想ディスクの使用

システムに VxVM がインストールされていて、仮想ディスクとしてエクスポートする物理ディス
クまたはパーティションで Veritas Dynamic Multipathing (DMP) が有効な場合は、excl
オプション (デフォルトではない) を設定せずにそのディスクまたはパーティションをエクスポー
トする必要があります。そうしない場合、このようなディスクを使用するドメインをバインドする間
に /var/adm/messages にエラーが出力されます。

vd_setup_vd():  ldi_open_by_name(/dev/dsk/c4t12d0s2) = errno 16

vds_add_vd():  Failed to add vdisk ID 0

vxdisk list 出力のマルチパス化情報を調べると、Veritas DMP が有効であるかどうかを確
認できます。たとえば、次のように表示されます。
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# vxdisk list Disk_3
Device:    Disk_3

devicetag: Disk_3

type:      auto

info:      format=none

flags:     online ready private autoconfig invalid

pubpaths:  block=/dev/vx/dmp/Disk_3s2 char=/dev/vx/rdmp/Disk_3s2

guid:      -

udid:      SEAGATE%5FST336753LSUN36G%5FDISKS%5F3032333948303144304E0000

site:      -

Multipathing information:

numpaths:  1

c4t12d0s2  state=enabled

また、excl オプションを設定して仮想ディスクとしてエクスポートするディスクまたはスライスで
Veritas DMP が有効になっている場合は、vxdmpadm コマンドを使用して DMP を無効にする
こともできます。たとえば、次のように表示されます。

# vxdmpadm -f disable path=/dev/dsk/c4t12d0s2

仮想ディスクでのボリュームマネージャーの使用
このセクションでは、仮想ディスクでのボリュームマネージャーの使用法について説明します。

仮想ディスクと ZFS の使用

仮想ディスクは ZFS とともに使用できます。ZFS ストレージプール (zpool) は、この zpool の
一部であるすべてのストレージデバイスを認識する任意のドメインにインポートできます。ドメイ
ンが、これらのすべてのデバイスを仮想デバイスまたは実デバイスのどちらで認識するかは関
係ありません。

仮想ディスクでの Solaris ボリュームマネージャーの使用

Solaris Volume Manager ローカルディスクセットでは、すべての仮想ディスクを使用できま
す。たとえば、仮想ディスクは、ローカルディスクセットの Solaris Volume Manager メタデ
バイス状態データベース metadb の格納、またはローカルディスクセットでの Solaris Volume
Manager ボリュームの作成に使用できます。

バックエンドが SCSI ディスクである仮想ディスクは、Solaris Volume Manager 共有
ディスクセット metaset で使用できます。バックエンドが SCSI ディスクでない仮想ディスク
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は、Solaris Volume Manager 共有ディスクセットに追加できません。バックエンドが SCSI
ディスクでない仮想ディスクを Solaris Volume Manager 共有ディスクセットに追加しようと
すると、次のようなエラーが表示されて失敗します。

# metaset -s test -a c2d2
metaset: domain1: test: failed to reserve any drives

仮想ディスクでの VxVM の使用

ゲストドメインでの VxVM サポートについては、Symantec 社の VxVM ドキュメントを参照し
てください。
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 8 ♦  ♦  ♦        第    8    章 

仮想ネットワークの使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで仮想ネットワークを使用する方法
について説明します。この章の内容は次のとおりです。
■ 208 ページの「仮想ネットワークの概要」
■ 208 ページの「Oracle Solaris 10 ネットワークの概要」
■ 210 ページの「Oracle Solaris 11 ネットワークの概要」
■ 213 ページの「仮想ネットワークパフォーマンスの最大化」
■ 214 ページの「仮想スイッチ」
■ 216 ページの「仮想ネットワークデバイス」
■ 218 ページの「仮想ネットワークデバイスで消費される物理ネットワーク帯域幅の量の

制御」
■ 221 ページの「仮想デバイス識別子およびネットワークインタフェース名」
■ 224 ページの「自動または手動による MAC アドレスの割り当て」
■ 228 ページの「ドメインでのネットワークアダプタの使用」
■ 228 ページの「NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメインの構

成」
■ 233 ページの「Oracle VM Server for SPARC 環境での IPMP の構成」
■ 243 ページの「VLAN のタグ付けの使用」
■ 247 ページの「プライベート VLAN の使用」
■ 253 ページの「NIU ハイブリッド I/O の使用」
■ 258 ページの「仮想スイッチでのリンクアグリゲーションの使用」
■ 259 ページの「ジャンボフレームの構成」
■ 264 ページの「Oracle Solaris 11 のネットワーク固有の機能の相違点」

Oracle Solaris OS のネットワークは Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11
OS の間で大幅に変更されました。考慮する問題については、208 ページの「Oracle
Solaris 10 ネットワークの概要」、210 ページの「Oracle Solaris 11 ネットワークの概
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要」、264 ページの「Oracle Solaris 11 のネットワーク固有の機能の相違点」を参照してく
ださい。

仮想ネットワークの概要

仮想ネットワークでは、ドメインが外部の物理ネットワークを使用しないで相互に通信できます。
仮想ネットワークでは、複数のドメインが同じ物理ネットワークインタフェースを使用して物理ネッ
トワークにアクセスし、リモートシステムと通信することもできます。仮想ネットワークは、仮想ネッ
トワークデバイスを接続できる仮想スイッチを備えることで構築します。

Oracle Solaris のネットワークは Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11 OS で大き
く違います。次の 2 つのセクションでは、各 OS のネットワークに関する概要を説明します。

注記 - Oracle Solaris 10 のネットワークは、ドメインまたはシステムで同じように動作し
ます。Oracle Solaris 11 ネットワークについても同様です。 Oracle Solaris OS のネッ
トワークの詳細は、Oracle Solaris 10 Documentation および Oracle Solaris 11.1
Documentation を参照してください。

Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 のネットワークの機能の違いについて
は、210 ページの「Oracle Solaris 11 ネットワークの概要」で説明しています。

Oracle Solaris 10 ネットワークの概要

次の図は、Oracle Solaris 11 OS を実行するゲストドメインが Oracle Solaris 10 サービス
ドメインと完全な互換性があることを示しています。唯一の違いは、Oracle Solaris 11 OS で
追加または拡張された機能です。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/solaris-10-192992.html
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01
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図   8-1 Oracle Solaris 10 OS の Oracle VM Server for SPARC ネットワークの概要

前の図は、Oracle Solaris 10 OS のみに適用される nxge0、vsw0、vnet0 などのインタフェー
ス名を示しています。また、次の点にも注意してください。
■ サービスドメインの仮想スイッチはゲストドメインに接続され、ゲストドメインが互いに通信

できます。
■ 仮想スイッチは物理ネットワークインタフェース nxge0 にも接続され、ゲストドメインが物理

ネットワークと通信できます。
■ 仮想スイッチネットワークインタフェース vsw0 がサービスドメイン内で作成され、2 つのゲ

ストドメインはサービスドメインと通信できます。
■ サービスドメイン内の仮想スイッチネットワークインタフェース vsw0 は、Oracle Solaris 10

ifconfig コマンドを使用して構成できます。

■ Oracle Solaris 10 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0 は、ifconfig コ
マンドを使用してネットワークインタフェースとして構成できます。
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■ Oracle Solaris 11 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0 は、net0 などの
汎用リンク名で表示されることがあります。ipadm コマンドを使ってネットワークインタフェー
スとして構成できます。

仮想スイッチは、通常の物理ネットワークスイッチと同様に機能し、接続されているゲストドメイ
ン、サービスドメイン、物理ネットワークなど異なるシステム間のネットワークパケットをスイッチン
グします。vsw ドライバは、仮想スイッチをネットワークインタフェースとして構成することができる
ネットワークデバイス機能を備えています。

Oracle Solaris 11 ネットワークの概要

Oracle Solaris 11 OS では、多くの新しいネットワーク機能が導入されました。これらについ
ては、Oracle Solaris 11.1 Documentation の Oracle Solaris 11 ネットワークドキュメント
で説明しています。
Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用する場合、次の Oracle Solaris 11 ネッ
トワーク機能を理解することが重要です。
■ すべてのネットワーク構成は、ipadm コマンドと dladm コマンドで実行します。

■ 「デフォルトのバニティー名」機能は、すべての物理ネットワークアダプタに対して、net0 な
どの汎用リンク名を生成します。この機能は、仮想スイッチ (vswn) および仮想ネットワー
クデバイス (vnetn) の汎用名も生成し、これらは、OS から物理ネットワークアダプタのよ
うに見えます。物理ネットワークデバイスに関連付けられている汎用リンク名を特定するに
は、dladm show-phys コマンドを使用します。

デフォルトで Oracle Solaris 11, 物理ネットワークデバイス名には汎用の「バニティー」名
が使用されます。Oracle Solaris 10. で使用されていた nxge0 などのデバイスドライバ
名の代わりに、net0 などの汎用名が使用されます。

仮想スイッチのバックエンドデバイスとして使用するネットワークデバイスを判断するに
は、dladm show-phys の出力で vsw を検索します。

次のコマンドは、nxge0 などのドライバ名の代わりに、汎用名 net0 を指定して、primary ド
メインの仮想スイッチを作成します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

■ Oracle Solaris 11 OS は仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC) を使用して、内
部仮想ネットワークを作成します。

http://docs.oracle.com/cd/E26502_01
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VNIC は物理ネットワークデバイスから作成し、ゾーンに割り当てることができる物理ネット
ワークデバイスの仮想インスタンスです。

■ Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの構成時に、Oracle Solaris 11
DefaultFixed ネットワーク構成プロファイル (NCP) を使用します。

Oracle Solaris 11 ドメインの場合、DefaultFixed NCP を使用します。このプロファイル
は、インストール中またはインストール後に有効にできます。Oracle Solaris 11 のインス
トール時に、手動ネットワーク構成を選択します。

■ プライマリネットワークインタフェースを仮想スイッチ (vsw) インタフェースで置換しないでく
ださい。制御ドメインは既存のプライマリネットワークインタフェースを使用して、仮想ネット
ワークデバイスが同じ仮想スイッチに接続されているゲストドメインと通信します。

■ 仮想スイッチに物理ネットワークアダプタの MAC アドレスを使用すると、プライマリネット
ワークインタフェースと競合するため、仮想スイッチに物理ネットワークアダプタの MAC ア
ドレスを使用しないでください。

注記 - 今回のリリースでは、DefaultFixed NCP を使用して、Oracle Solaris 11 システム上に
データリンクおよびネットワークインタフェースを構成します。
Oracle Solaris 11 OSには、次の NCP が含まれています。
■ DefaultFixed – dladm または ipadm コマンドを使用して、ネットワークを管理できます

■ Automatic – netcfg または netadm コマンドを使用して、ネットワークを管理できます

netadm list コマンドを使用して、DefaultFixed NCP が有効になっていることを確
認します。『Oracle Solaris Administration: Network Interfaces and Network
Virtualization 』の第 7 章「Using Datalink and Interface Configuration Commands
on Profiles」を参照してください。

次の図は、Oracle Solaris 10 OS を実行するゲストドメインが Oracle Solaris 11 サービス
ドメインと完全な互換性があることを示しています。唯一の違いは、Oracle Solaris 11 OS で
追加または拡張された機能です。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1458gldiy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1458gldiy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1458gldiy
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図   8-2 Oracle Solaris 11 OS の Oracle VM Server for SPARC ネットワークの概要

図は、nxge0 や vnet0 などのネットワークデバイス名を、Oracle Solaris 11 ドメインで netn な
どの汎用リンク名で表現できることを示しています。また、次の点にも注意してください。
■ サービスドメインの仮想スイッチはゲストドメインに接続され、ゲストドメインが互いに通信

できます。
■ 仮想スイッチは物理ネットワークデバイス nxge0 にも接続され、ゲストドメインが物理ネット

ワークと通信できます。

仮想スイッチにより、ゲストドメインはサービスドメインネットワークインタフェース net0
に加え、nxge0 と同じ物理ネットワークデバイス上の VNIC とも通信できます。そのた
め、Oracle Solaris 11 MAC レイヤーのネットワークの機能拡張により、Oracle Solaris
11 サービスドメインで、vsw をネットワークインタフェースとして構成する必要はありませ
ん。

■ Oracle Solaris 10 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0 は、ifconfig コ
マンドを使用してネットワークインタフェースとして構成できます。
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■ Oracle Solaris 11 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0 は、net0 などの
汎用リンク名で表示されることがあります。ipadm コマンドを使ってネットワークインタフェー
スとして構成できます。

仮想スイッチは、通常の物理ネットワークスイッチと同様に動作し、それが接続されているさま
ざまなシステム間で、ネットワークパケットをスイッチングします。システムは、ゲストドメイン、サー
ビスドメイン、物理ネットワークなどです。

仮想ネットワークパフォーマンスの最大化

このセクションの説明に従ってプラットフォームとドメインを構成すれば、ゲストと外部ネットワー
クとの通信およびゲスト間の通信の転送速度を速くすることができます。仮想ネットワークス
タックでは、ジャンボフレームを使用する必要なく、高い TCP パフォーマンスを実現する LSO
(Large Segment Offload) がサポートされています。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ドメインのネットワークパフォーマンスを最大にするには、次の要件を満たします。
■ ハードウェア要件。このようなパフォーマンスの改善は、SPARC T4、SPARC T5、SPARC

M5、または SPARC M6 システムでのみ可能です。
■ システムファームウェア要件。SPARC システムで、Oracle VM Server for SPARC 3.1

ソフトウェア以上がサポートされているシステムファームウェアが実行されている必要が
あります。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』
の「Oracle VM Server for SPARC の最新の機能を有効にするための必須ソフトウェ
ア」を参照してください。

■ Oracle Solaris OS 要件。サービスドメインおよびゲストドメインで、次の Oracle Solaris
OS バージョンが実行されていることを確認します。

■ サービスドメイン。150031-03 パッチが適用された Oracle Solaris 10 OS または
Oracle Solaris 11.1.9.0.0 OS 以上。

■ ゲストドメイン。150031-03 パッチが適用された Oracle Solaris 10 OS または
Oracle Solaris 11.1.9.0.0 OS 以上。

■ CPU およびメモリー要件。サービスドメインおよびゲストドメインに十分な CPU およびメモ
リーリソースが割り当てられていることを確認します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNrequiredsoftwareforlatestfeatures
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■ サービスドメイン。サービスドメインはゲストドメインのデータプロキシとして機能するた
め、サービスドメインに 2 CPU 以上のコアおよび 4G バイト以上のメモリーを割り当
てます。

■ ゲストドメイン。10G ビット/秒以上のパフォーマンスが実現されるように、各ゲストド
メインを構成します。各ゲストドメインに 2 CPU 以上のコアおよび 4G バイト以上の
メモリーを割り当てます。

仮想ネットワークのパフォーマンスを最大にするためのドメ
インの構成

旧バージョンの Oracle VM Server for SPARC および Oracle Solaris OS では、ジャンボ
フレームを構成することでネットワークパフォーマンスを改善できました。この構成は必須ではな
くなったため、別の理由で必要な場合を除いて、サービスドメインおよびゲストドメインでは標準
の MTU 値 1500 を使用することが最適な方法です。

ネットワークパフォーマンスを改善するには、サービスドメインおよびゲストドメインで extended-
mapin-space プロパティーを on に設定します。これは、Oracle VM Server for SPARC 3.1
ソフトウェアおよびサポートされているシステムファームウェアのデフォルト設定です。

primary# ldm set-domain extended-mapin-space=on domain-name

extended-mapin-space プロパティー値を確認するには、次のコマンドを実行します。

primary# ldm ls -l domain-name |grep extended-mapin
extended-mapin-space=on

注記 - extended-mapin-space プロパティー値を変更すると、primary ドメインで遅延再構成が
トリガーされます。このような状況では、primary ドメインのリブートが必要です。また、このプロパ
ティー値を変更する前に、まずゲストドメインを停止する必要があります。

仮想スイッチ

仮想スイッチ (vsw) とは、サービスドメインで動作し、仮想スイッチドライバによって管理される
コンポーネントのことです。仮想スイッチを複数のゲストドメインに接続すると、これらのドメイン
間のネットワーク通信を可能にできます。また、仮想スイッチが物理ネットワークインタフェースに
も関連付けられている場合は、物理ネットワークインタフェースを介して、ゲストドメインと物理
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ネットワークの間のネットワーク通信が許可されます。仮想スイッチはネットワークインタフェース
vswn も備えています。このインタフェースによって、サービスドメインは、仮想スイッチに接続さ
れたほかのドメインと通信できます。仮想スイッチは通常のネットワークインタフェースと同様に
使用でき、Oracle Solaris 10 ifconfig コマンドまたは Oracle Solaris 11 ipadm コマンドで
構成できます。

注記 - Oracle Solaris 10 サービスドメインに仮想スイッチを追加する場合、そのネットワークイ
ンタフェースは作成されません。このため、デフォルトでは、サービスドメインは仮想スイッチに
接続されたゲストドメインと通信できません。ゲストドメインとサービスドメインの間のネットワー
ク通信を有効にするには、関連付けられた仮想スイッチのネットワークインタフェースを作成し、
サービスドメイン内で構成する必要があります。手順については、66 ページの「制御ドメインま
たはサービスドメインとその他のドメイン間のネットワークの有効化」 を参照してください。

この状況は、Oracle Solaris 10 OS でのみ発生し、Oracle Solaris 11 OS では発生しませ
ん。

仮想スイッチのドメインへの追加、仮想スイッチへのオプションの設定、仮想スイッチの削除に
は、それぞれ、ldm add-vsw コマンド、ldm set-vsw コマンド、および ldm rm-vsw コマンドを使用
できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

NIC またはアグリゲーションの VLAN タグ付きインスタンスに仮想スイッチを作成する場
合、ldm add-vsw または ldm set-vsw コマンドを使用する際に、net-dev プロパティーの値とし
て、NIC (nxge0)、アグリゲーション (aggr3)、またはバニティー名 (net0) を指定する必要があり
ます。

IP-over-InfiniBand (IPoIB) ネットワーク・デバイス上に仮想スイッチを追加することはで
きません。ldm add-vsw および ldm add-vnet コマンドは成功したように見えても、IPoIB と
Ethernet では MAC アドレス形式が異なるため、データはフローしません。
次の例は、物理ネットワークアダプタに仮想スイッチを作成する方法を説明しています。
■ Oracle Solaris 10 OS: 次のコマンドは、nxge0 という物理ネットワークアダプタに仮想ス

イッチを作成します。

primary# ldm add-vsw net-dev=nxge0 primary-vsw0 primary

仮想スイッチをネットワークインタフェースとして構成する詳細について
は、66 ページの「制御ドメインまたはサービスドメインとその他のドメイン間のネットワーク
の有効化」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 OS: 次のコマンドは、net0 という物理ネットワークアダプタに仮想ス
イッチを作成します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

仮想ネットワークデバイス

仮想ネットワークデバイスとは、仮想スイッチに接続されたドメイン内で定義されている仮想デ
バイスのことです。仮想ネットワークデバイスは、仮想ネットワークドライバによって管理され、論
理ドメインチャネル (LDC) を使用するハイパーバイザを介して仮想ネットワークに接続されま
す。

仮想ネットワークデバイスは、vnetn という名前のネットワークインタフェースとして使用でき、通
常のネットワークインタフェースと同様に使用して、Oracle Solaris 10 ifconfig コマンドまた
は Oracle Solaris 11 ipadm コマンドで構成できます。

注記 - Oracle Solaris 11 の場合、デバイスには汎用名が割り当てられるため、vnetn は net0
などの汎用名を使用します。

仮想ネットワークデバイスのドメインへの追加、既存の仮想ネットワークデバイスへのオプション
設定、仮想ネットワークデバイスの削除には、それぞれ ldm add-vnet コマンド、ldm set-vnet
コマンド、および ldm rm-vnet コマンドを使用できます。ldm(1M) マニュアルページを参照して
ください。

図8-1「Oracle Solaris 10 OS の Oracle VM Server for SPARC ネットワークの概要」 お
よび 図8-2「Oracle Solaris 11 OS の Oracle VM Server for SPARC ネットワークの概
要」 で Oracle Solaris 10 および Oracle Solaris 11 の Oracle VM Server for SPARC
ネットワークに関する情報をそれぞれ参照してください。

Inter-Vnet LDC チャネル

デフォルトで、Logical Domains Manager は、次の方法で LDC チャネルを割り当てます。
■ LDC チャネルは、仮想ネットワークデバイスと仮想スイッチデバイス間に割り当てられま

す。
■ LCD チャネルは、同じ仮想スイッチデバイス (inter-vnet) に接続される仮想ネットワーク

デバイスの組み合わせごとに割り当てられます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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inter-vnet LDC チャネルは、ゲスト間に高度な通信パフォーマンスを確立するために、仮想
ネットワークデバイスが直接通信するように構成されます。ただし、1 つの仮想スイッチデバイス
内で仮想ネットワークデバイスの数が増加すると、inter-vnet 通信に必要な LCD チャネルの
数も急激に増加します。

指定の仮想スイッチデバイスに接続されたすべての仮想ネットワークデバイスに対して、inter-
vnet LDC チャネルの割り当てを有効または無効にすることを選択できます。この割り当てを
無効にすると、数が限られている LDC チャネルの消費量を削減できます。
この割り当てを無効にすることは、次のような状況で役立ちます。
■ ゲスト間の通信パフォーマンスが最優先の重要事項ではない
■ 1 台の仮想スイッチデバイスに多数の仮想ネットワークデバイスが必要である

inter-vnet チャネルを割り当てないことで、仮想 I/O デバイスをゲストドメインに追加するため
に、より多くの LDC チャネルが利用可能になります。

注記 - システム内の仮想ネットワークデバイス数の増加よりも、ゲスト間のパフォーマンスの重
要性が高い場合は、inter-vnet LDC チャネルの割り当てを無効にしないでください。

ldm add-vsw および ldm set-vsw コマンドを使用すると、inter-vnet-link プロパティーに on
または off の値を指定できます。

次の図は、3 つの仮想ネットワークデバイスを保有する一般的な仮想スイッチを表しま
す。inter-vnet-link プロパティーが on に設定されていると、inter-vnet LDC チャネルが割
り当てられていることを意味します。vnet1 および vnet2 間でのゲスト間通信は、仮想スイッチ
を経由せずに直接実行されます。

図   8-3 Inter-Vnet チャネルを使用する仮想スイッチの構成
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次の図では、同じ仮想スイッチ構成の inter-vnet-link プロパティーが off に設定されてい
ます。Inter - vnet LDC チャネルは割り当てられていません。inter-vnet-link プロパティー
が on に設定された場合よりも少ない LDC チャネルが使用されます。 この構成では、vnet1
および vnet2 間のゲスト間通信は vsw1 を経由する必要があります。

注記 - inter-vnet LDC チャネルの割り当てを無効にしても、ゲスト間の通信は妨げられませ
ん。代わりに、すべてのゲスト間の通信トラフィックは、1 つのゲストドメインから別のゲストドメ
インへ直接移動するのではなく、仮想スイッチを経由します。

図   8-4 Inter-Vnet チャネルを使用しない仮想スイッチの構成

仮想ネットワークデバイスで消費される物理ネットワーク帯域幅の量
の制御

帯域幅リソースの制御機能を使用すると、仮想ネットワークデバイスで消費される物理ネット
ワーク帯域幅を制限できます。この機能は、Oracle Solaris 11 以上の OS で実行され、仮想
スイッチが構成されているサービスドメインでサポートされています。Oracle Solaris 10 サー
ビスドメインでは、ネットワーク帯域幅の設定は暗黙的に無視されます。この機能を使用すれ
ば、1 つのゲストドメインが使用可能な物理ネットワーク帯域幅を占有することで、ほかのドメイ
ン用に 1 つも残らないことがなくなります。

maxbw プロパティーの値を入力することで帯域幅の制限を指定するには、ldm add-vnet および
ldm set-vnet コマンドを使用します。既存の仮想ネットワークデバイスの maxbw プロパティー値
を表示するには、ldm list-bindings または ldm list-domain -o network コマンドを使用し
ます。最小の帯域幅の制限は 10M ビット/秒です。
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ネットワーク帯域幅の制限

注記 - この機能は、ハイブリッド I/O 対応の仮想ネットワークデバイスではサポートされません。
ハイブリッド I/O では、帯域幅を制限するように変更できない特定単位のハードウェアリソース
が割り当てられるため、ハイブリッドモードの仮想ネットワークには maxbw プロパティーが適用さ
れません。仮想ネットワークデバイスの帯域幅を制限するには、ハイブリッドモードを無効にする
必要があります。

帯域幅リソースの制御は、仮想スイッチを通過するトラフィックにのみ適用されます。したがっ
て、inter-vnet トラフィックは、この制限の対象ではありません。物理バックエンドデバイスが構
成されていない場合は、帯域幅リソースの制御を無視できます。

最低限サポートされている帯域幅の制限は、サービスドメイン内の Oracle Solaris ネットワー
クスタックによって異なります。帯域幅の制限は、必要なだけ高い値で構成できます。上限はあ
りません。帯域幅を制限しても、帯域幅が構成された値を超過しないことが保証されるだけで
す。したがって、帯域幅の制限は、仮想スイッチに割り当てられている物理ネットワークデバイス
のリンク速度よりも大きい値で構成できます。

ネットワーク帯域幅の制限の設定

仮想ネットワークデバイスを作成し、maxbw プロパティーの値を入力することで帯域幅の制限を
指定するには、ldm add-vnet コマンドを使用します。

# ldm add-vnet maxbw=limit if-name vswitch-name domain-name

既存の仮想ネットワークデバイスで帯域幅の制限を指定するには、ldm set-vnet コマンドを使
用します。

# ldm set-vnet maxbw=limit if-name domain-name

maxbw プロパティーに空白の値を指定すれば、帯域幅の制限をクリアすることもできます。

# ldm set-vnet maxbw= if-name domain-name

次の例は、ldm コマンドを使用して帯域幅の制限を指定する方法を示しています。帯域幅は、
単位付きの整数として指定されます。単位は、メガビット/秒の場合は M、ギガビット/秒の場合
は G です。単位を指定しない場合は、メガビット/秒の単位になります。
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例   8-1 仮想ネットワークデバイスの作成時における帯域幅の制限の設定

次のコマンドは、帯域幅の制限が 100M ビット/秒の仮想ネットワークデバイス (vnet0) を作成
します。

primary# ldm add-vnet maxbw=100M vnet0 primary-vsw0 ldg1

次のコマンドでは、帯域幅の制限を最小値 (10M ビット/秒) 未満に設定しようとすると、エ
ラーメッセージが発行されます。

primary# ldm add-vnet maxbw=1M vnet0 primary-vsw0 ldg1

例   8-2 既存の仮想ネットワークデバイスにおける帯域幅の制限の設定

次のコマンドは、既存の vnet0 デバイスでの帯域幅の制限を 200M ビット/秒に設定します。

リアルタイムのネットワークトラフィックパターンによっては、帯域幅の量が指定された 200M
ビット/秒の制限に達しない可能性があります。たとえば、帯域幅が 200M ビット/秒の制限を
超過しない 95M ビット/秒になる可能性があります。

primary# ldm set-vnet maxbw=200M vnet0 ldg1

次のコマンドは、既存の vnet0 デバイスでの帯域幅の制限を 2G ビット/秒に設定します。

MAC 層には帯域幅の上限がないため、ベースとなる物理ネットワークの速度が 2G ビット/秒
未満である場合でも、制限を 2G ビット/秒に設定できます。このような場合、帯域幅の制限は
無効になります。

primary# ldm set-vnet maxbw=2G vnet0 ldg1

例   8-3 既存の仮想ネットワークデバイスにおける帯域幅の制限のクリア

次のコマンドは、指定した仮想ネットワークデバイス (vnet0) での帯域幅の制限をクリアします。
この値をクリアすると、仮想ネットワークデバイスでは、ベースとなる物理デバイスで提供されて
いる最大限の帯域幅が使用されます。

primary# ldm set-vnet maxbw= vnet0 ldg1

例   8-4 既存の仮想ネットワークデバイスにおける帯域幅の制限の表示

ldm list-bindings コマンドは、指定した仮想ネットワークデバイスの maxbw プロパティー値
(定義されている場合) を表示します。
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次のコマンドは、仮想ネットワークデバイス (vnet0) の帯域幅の制限が 15M ビット/秒である
ことを表示します。帯域幅の制限が設定されていない場合は、MAXBW フィールドは空白です。

primary# ldm list-bindings
...

VSW

  NAME         MAC               NET-DEV   ID   DEVICE   LINKPROP

  primary-vsw0 00:14:4f:f9:95:97 net0      0    switch@0 1

  DEFAULT-VLAN-ID PVID VID       MTU   MODE   INTER-VNET-LINK

  1               1              1500         on

  PEER       MAC               PVID VID MTU  MAXBW  LINKPROP INTERVNETLINK

  vnet0@ldg1 00:14:4f:fb:b8:c8 1        1500 15

...

  NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

  ldg1             bound      ------  5000    8     2G

  NETWORK

     NAME             SERVICE                     ID   DEVICE     

     vnet0            primary-vsw0@primary        0    network@0

     MAC               MODE   PVID VID     MTU   MAXBW      LINKPROP

     00:14:4f:fb:b8:c8 1                   1500  15

     PEER                        MAC               MODE   PVID VID

     primary-vsw0@primary        00:14:4f:f9:95:97  1

     MTU   MAXBW      LINKPROP         

     1500

dladm show-linkprop コマンドを使用すると、次のように maxbw プロパティー値を表示すること
もできます。

# dladm show-linkprop -p maxbw
LINK              PROPERTY PERM VALUE  EFFECTIVE DEFAULT POSSIBLE

...

ldoms-vsw0.vport0 maxbw    rw   15     15        --      --

仮想デバイス識別子およびネットワークインタフェース名

ドメインに仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスを追加する場合、id プロパティーを設定
することでデバイス番号を指定できます。

# ldm add-vsw [id=switch-id] vswitch-name ldom
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# ldm add-vnet [id=network-id] if-name vswitch-name ldom

ドメインの各仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスには、ドメインがバインドされるときに
割り当てられる一意のデバイス番号があります。id プロパティーを設定して仮想スイッチまたは
仮想ネットワークデバイスを明示的なデバイス番号で追加した場合、指定したデバイス番号が
使用されます。デバイス番号を指定しなかった場合、使用可能なもっとも小さいデバイス番号
が自動的に割り当てられます。その場合、割り当てられるデバイス番号は、仮想スイッチまたは
仮想ネットワークデバイスがシステムに追加された方法によって異なります。仮想スイッチまた
は仮想ネットワークデバイスに最終的に割り当てられたデバイス番号は、ドメインがバインドされ
るときに ldm list-bindings コマンドの出力で確認できます。

次の例は、primary ドメインに 1 つの仮想スイッチ primary-vsw0 が構成されていることを示
しています。この仮想スイッチのデバイス番号は 0 (switch@0) です。

primary# ldm list-bindings primary
...

VSW

    NAME         MAC               NET-DEV DEVICE   DEFAULT-VLAN-ID PVID VID MTU MODE

    primary-vsw0 00:14:4f:fb:54:f2 nxge0   switch@0 1               1    5,6 1500

...

次の例は、ldg1 ドメインには 2 つの仮想ネットワークデバイス vnet および vnet1 が構成さ
れていることを示しています。デバイス vnet のデバイス番号は 0 (network@0) で、デバイス
vnet1 のデバイス番号は 1 (network@1) です。

primary# ldm list-bindings ldg1
...

NETWORK

    NAME  SERVICE              DEVICE    MAC               MODE   PVID VID MTU

    vnet  primary-vsw0@primary network@0 00:14:4f:fb:e0:4b hybrid 1        1500

    ...

    vnet1 primary-vsw0@primary network@1 00:14:4f:f8:e1:ea        1        1500

...

同様に、仮想ネットワークデバイスが構成されたドメインで Oracle Solaris OS を実行している
場合、仮想ネットワークデバイスはネットワークインタフェース vnetN を備えています。ただし、仮
想ネットワークデバイスのネットワークインタフェース番号 N は、仮想ネットワークデバイスのデバ
イス番号 n と同じとはかぎりません。

注記 - Oracle Solaris 11 システムでは、汎用リンクが netn の形式で vswn と vnetn の両方
に割り当てられます。dladm show-phys コマンドを使用して、vswn デバイスと vnetn デバイスに
マップされた netn 名を識別します。
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注意 - Oracle Solaris OS では、ネットワークインタフェースの名前と、仮想スイッチまたは仮想
ネットワークデバイスとの間のマッピングが、デバイス番号に基づいて保存されます。デバイス
番号が仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスに明示的に割り当てられていない場合、ド
メインのバインドがいったん解除されたあとでふたたびバインドされると、デバイス番号が変更
されることがあります。その場合、ドメインで動作している OS によって割り当てられたネットワー
クインタフェース名が変更され、システムの既存の構成が使用できなくなることもあります。この
状況は、たとえば、仮想スイッチまたは仮想ネットワークインタフェースがドメインの構成から削
除されたときに起こる場合があります。

ldm list-* コマンドを使用して、仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスに対応する
Oracle Solaris OS のネットワークインタフェース名を直接判定することはできません。ただ
し、ldm list l コマンドの出力と、Oracle Solaris OS の /devices 配下のエントリを組み合
わせて使用すると、この情報を取得できます。

Oracle Solaris OS ネットワークインタフェース名を検索す
る方法
この手順では、ldg1 で net-c に対応する Oracle Solaris OS ネットワークインタフェース名を
検索する方法について説明します。この例では、仮想ネットワークデバイスではなく仮想スイッ
チのネットワークインタフェース名を検索する場合の相違点も示します。次の例では、ゲストドメ
イン ldg1 には net-a および net-c の 2 つの仮想ネットワークデバイスが含まれています。

1. ldm コマンドを使用して、net-c の仮想ネットワークデバイス番号を探します。

# ldm list -l ldg1
...

NETWORK

NAME         SERVICE                     DEVICE       MAC

net-a        primary-vsw0@primary        network@0    00:14:4f:f8:91:4f

net-c        primary-vsw0@primary        network@2    00:14:4f:f8:dd:68

...

net-c の仮想ネットワークデバイス番号は 2 (network@2) です。

仮想スイッチのネットワークインタフェース名を判定するには、switch@n の n に示された仮想ス
イッチデバイス番号を探します。

2. ldg1 で対応するネットワークインタフェースを検出するには、ldg1 にログインして、/devices 配
下でこのデバイス番号に対するエントリを探します。

# uname -n
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ldg1

# find /devices/virtual-devices@100 -type c -name network@2\*
/devices/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@2:vnet1

ネットワークインタフェース名は、コロンのあとのエントリの部分で、この場合は vnet1 です。

仮想スイッチのネットワークインタフェース名を判定するには、-name オプションの引数を
virtual-network-switch@n\* に置換します。次に、vswN という名前のネットワークインタ
フェースを探します。

3. 手順 1 の net-c に対する ldm list -l の出力に示されるように、vnet1 の MAC アドレスが
00:14:4f:f8:dd:68 であることを確認します。

■ Oracle Solaris 10 OS:

# ifconfig vnet1
vnet1: flags=1000842<BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 3

          inet 0.0.0.0 netmask 0

          ether 0:14:4f:f8:dd:68

■ Oracle Solaris 11 OS:

まず、dladm show-phys コマンドを使用して、vnet1 に指定するインタフェースの名前を決
定する必要があります。

primary# dladm show-phys |grep vnet1
net2              Ethernet             up         0      unknown   vnet1

net2 の MAC アドレスを確認するには、次のコマンドを使用します。

primary# dladm show-linkprop -p mac-address net2
LINK PROPERTY    PERM VALUE             EFFECTIVE         DEFAULT POSSIBLE

net2 mac-address rw   00:14:4f:f8:dd:68 00:14:4f:f8:dd:68 --      --

自動または手動による MAC アドレスの割り当て

使用する予定の論理ドメイン、仮想スイッチ、および仮想ネットワークに割り当てられるだけ
の十分な数のメディアアクセス制御 (Media Access Control、MAC) アドレスが必要で
す。Logical Domains Manager から論理ドメイン、仮想ネットワーク、および仮想スイッチに
自動的に MAC アドレスを割り当てるか、割り当てられた MAC アドレスの自身のプールから
手動で MAC アドレスを割り当てることができます。MAC アドレスを設定する ldm のサブコマ
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ンドは、add-domain、add-vsw、set-vsw、add-vnet、および set-vnet です。これらのサブコマン
ドで MAC アドレスを指定しない場合は、Logical Domains Manager が自動的に MAC ア
ドレスを割り当てます。

Logical Domains Manager に MAC アドレスの割り当てを実行させる利点は、論理ドメイ
ンで使用するための専用の MAC アドレスのブロックを利用できることです。また、Logical
Domains Manager は、同じサブネットにあるほかの Logical Domains Manager インスタ
ンスと競合する MAC アドレスを検出し、これを回避します。この動作により、手動で MAC アド
レスのプールを管理する必要がなくなります。

論理ドメインが作成されたり、ドメインにネットワークデバイスが構成されたりするとすぐ
に、MAC アドレスの割り当てが発生します。また、割り当ては、デバイスまたは論理ドメイン自
体が削除されるまで保持されます。

ドメインに割り当てられる MAC アドレスの範囲

ドメインには、次の 512K の MAC アドレスのブロックが割り当てられています。

00:14:4F:F8:00:00 - 00:14:4F:FF:FF:FF

下位の 256K のアドレスは、Logical Domains Manager による MAC アドレスの自動割り
当てに使用されるため、この範囲のアドレスを手動でリクエストすることはできません。

00:14:4F:F8:00:00 - 00:14:4F:FB:FF:FF

MAC アドレスを手動で割り当てる場合は、この範囲の上位半分を使用できます。

00:14:4F:FC:00:00 - 00:14:4F:FF:FF:FF

注記 - Oracle Solaris 11 で、VNIC の MAC アドレスの割り当ては、これらの範囲外のアドレ
スが使用されます。

自動割り当てのアルゴリズム

論理ドメインまたはネットワークデバイスの作成時に MAC アドレスを指定しない場合、Logical
Domains Manager は MAC アドレスを自動的に確保して、その論理ドメインまたはネット
ワークデバイスに割り当てます。この MAC アドレスを取得するために、Logical Domains
Manager はアドレスの選択を繰り返し試みて、潜在的な競合がないか確認します。
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可能性のあるアドレスを選択する前に、Logical Domains Manager は、自動的に割り当てら
れ、最近解放されたアドレスが、ここで使用するためにデータベースに保存されているかどうか
をまず確認します (227 ページの「解放された MAC アドレス」を参照)。保存されていた場
合、Logical Domains Manager はデータベースから候補となるアドレスを選択します。

最近解放されたアドレスが使用できない場合、MAC アドレスはこの用途のために確保された
256K の範囲のアドレスからランダムに選択されます。候補として選択される MAC アドレスが
重複する可能性を少なくするために、MAC アドレスはランダムに選択されます。

選択されたアドレスは、ほかのシステムのその他の Logical Domains Manager に対して確
認され、重複した MAC アドレスが実際に割り当てられることを防止します。使用されているア
ルゴリズムは、226 ページの「重複した MAC アドレスの検出」 に記載されています。アドレ
スがすでに割り当てられている場合、Logical Domains Manager は、別のアドレスを選択
し、競合を再度確認します。このプロセスは、まだ割り当てられていない MAC アドレスが見つ
かるか、30 秒の制限時間が経過するまで続きます。制限時間に達すると、デバイスの作成が
失敗し、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Automatic MAC allocation failed.  Please set the vnet MAC address manually.

重複した MAC アドレスの検出

同じ MAC アドレスが別のデバイスに割り当てられないようにするために、Logical Domains
Manager がデバイスに割り当てようとしているアドレスを含むマルチキャストメッセージを、
制御ドメインのデフォルトのネットワークインタフェースを介して送信することで、Logical
Domains Manager はほかのシステム上の Logical Domains Manager に確認しま
す。MAC アドレスの割り当てを試行している Logical Domains Manager は、応答を 1 秒
待機します。Oracle VM Server for SPARC が有効な別のシステムの異なるデバイスにそ
の MAC アドレスがすでに割り当てられている場合は、そのシステムの Logical Domains
Manager が対象となっている MAC アドレスを含む応答を送信します。リクエストを送信した
Logical Domains Manager は応答を受け取ると、選択した MAC アドレスがすでに割り当
てられていることに注意し、別のアドレスを選択して処理を繰り返します。

デフォルトでは、これらのマルチキャストメッセージは、同じサブネット上のほかのマネージャー
にのみ送信されます。デフォルトの有効期限 (TTL) は 1 です。TTL は、サービス管理機能
(SMF) プロパティー ldmd/hops を使用して構成できます。

各 Logical Domains Manager は、次の処理を担当します。
■ マルチキャストメッセージの待機
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■ ドメインに割り当てられた MAC アドレスの追跡
■ 重複の検索
■ 重複が発生しないようにするための応答

何らかの理由でシステム上の Logical Domains Manager が停止すると、Logical
Domains Manager が停止している間に MAC アドレスの重複が発生する可能性がありま
す。

論理ドメインまたはネットワークデバイスが作成されるときに MAC の自動割り当てが行われ、
そのデバイスまたは論理ドメインが削除されるまで保持されます。

注記 - 論理ドメインまたはネットワークデバイスが作成されて論理ドメインが起動すると、重複し
た MAC アドレスの検出確認が行われます。

解放された MAC アドレス

自動の MAC アドレスに関連付けられた論理ドメインまたはデバイスが削除されると、その
MAC アドレスはそのシステムであとで使用する場合に備えて、最近解放された MAC アド
レスのデータベースに保存されます。これらの MAC アドレスを保存して、動的ホスト構成プロ
トコル (DHCP) サーバーのインターネットプロトコル (IP) アドレスが使い果たされないように
します。DHCP サーバーが IP アドレスを割り当てるとき、しばらくの間 (リース期間中) その動
作が行われます。多くの場合、リース期間は非常に長く構成されており、通常は数時間または
数日間です。ネットワークデバイスが作成および削除される割合が高く、Logical Domains
Manager が自動的に割り当てられた MAC アドレスを再利用しない場合、割り当てられる
MAC アドレスの数によって典型的な構成の DHCP サーバーがすぐに圧迫される可能性があ
ります。

Logical Domains Manager は、論理ドメインまたはネットワークデバイスの MAC アドレスを
自動的に取得するように要求されると、以前に割り当てられた再利用可能な MAC アドレスが
存在するかどうかを確認するために、解放された MAC アドレスデータベースを最初に参照しま
す。このデータベースから MAC アドレスを使用できる場合、重複した MAC アドレスの検出ア
ルゴリズムが実行されます。以前に解放された MAC アドレスが、そのあと割り当てられていな
い場合は、その MAC アドレスが再利用され、データベースから削除されます。競合が検出され
た場合、そのアドレスはデータベースから削除されます。Logical Domains Manager は、デー
タベース内の次のアドレスを試行するか、使用可能なアドレスがない場合は、新しい MAC アド
レスをランダムに選択します。
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ドメインでのネットワークアダプタの使用

Oracle Solaris 10 論理ドメイン環境のサービスドメイン内で動作する仮想スイッチサービ
スは、GLDv3 準拠のネットワークアダプタと直接対話できます。GLDv3 に準拠していない
ネットワークアダプタは、これらのシステムで使用できますが、仮想スイッチと直接対話する
ことはできません。GLDv3 に準拠していないネットワークアダプタを使用する方法について
は、228 ページの「NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメインの構
成」を参照してください。

注記 - GLDv3 の準拠は Oracle Solaris 11 環境では問題になりません。

リンクアグリゲーションの使用の詳細は、258 ページの「仮想スイッチでのリンクアグリゲー
ションの使用」を参照してください。

ネットワークアダプタが GLDv3 準拠かどうかを判別する
方法 (Oracle Solaris 10)
この手順は、Oracle Solaris 10 ドメインにのみ適用されます。

ネットワークアダプタが GLDv3 準拠かどうかを判別します。

次の例では、ネットワークデバイス名として bge0 を使用します。

# dladm show-link bge0
bge0            type: non-vlan   mtu: 1500      device: bge0

type: フィールドの値は次のいずれかになります。

■ GLDv3 に準拠しているドライバの種類は、non-vlan または vlan です。
■ GLDv3 に準拠していないドライバの種類は、legacy です。

NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメインの
構成

Oracle Solaris 10 OS で、仮想スイッチ (vsw) はレイヤー 2 スイッチで、サービスドメインで
ネットワークデバイスとしても使用できます。仮想スイッチは、さまざまな論理ドメインで仮想ネッ
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トワークデバイス間のスイッチとしてのみ動作するように構成できますが、物理デバイスを介し
てネットワークの外部に接続することはできません。このモードで、vsw をネットワークデバイスと
して作成し、サービスドメインで IP ルーティングを有効にすると、仮想ネットワークでサービスド
メインをルーターとして使用して外部と通信できます。このモードでの操作は、物理ネットワークア
ダプタが GLDv3 に準拠していない場合、ドメインが外部に接続できるようにするために非常
に重要です。
この構成の利点は次のとおりです。
■ 仮想スイッチは物理デバイスを直接使用する必要がなく、基本となるデバイスが GLDv3

に準拠していない場合でも外部と接続できます。
■ この構成では、Oracle Solaris OS の IP ルーティングとフィルタリング機能を利用できま

す。

Oracle Solaris 10 システムでの NAT の構成

次の図は、仮想スイッチを使用して、サービスドメインにネットワークアドレス変換 (NAT) を構成
し、ゲストドメインが外部接続できるようにする方法を示しています。
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図   8-5 仮想ネットワークルーティング

ドメインが外部に接続できるように仮想スイッチを設定する方法
(Oracle Solaris 10)

1. 物理デバイスが関連付けられていない仮想スイッチを作成します。

アドレスを割り当てる場合は、仮想スイッチに一意の MAC アドレスが割り当てられるようにし
てください。

primary# ldm add-vsw [mac-addr=xx:xx:xx:xx:xx:xx] primary-vsw0 primary

2. ドメインによって使用される物理ネットワークデバイスに加えて、仮想スイッチをネットワークデ
バイスとして作成します。

仮想スイッチの作成の詳細については、66 ページの「仮想スイッチをプライマリインタフェース
として構成する方法」を参照してください。
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3. 必要に応じて、DHCP で仮想スイッチデバイスを構成します。

DHCP での仮想スイッチデバイスの構成の詳細については、66 ページの「仮想スイッチをプ
ライマリインタフェースとして構成する方法」を参照してください。

4. 必要に応じて、/etc/dhcp.vsw ファイルを作成します。

5. サービスドメインで IP ルーティングを構成し、すべてのドメインで必要なルーティングテーブル
を設定します。

IP ルーティングの詳細については、『System Administration Guide: IP Services 』の
「Packet Forwarding and Routing on IPv4 Networks」を参照してください。

Oracle Solaris 11 システムでの NAT の構成

Oracle Solaris 11ネットワーク仮想化機能には、擬似ネットワークデバイスである etherstub
が含まれています。このデバイスは、物理ネットワークデバイスと同様の機能を備えています
が、そのクライアントとのプライベート通信専用です。この擬似デバイスは、仮想スイッチのネッ
トワークバックエンドデバイスとして使用でき、仮想ネットワーク間のプライベート通信を提供し
ます。etherstub デバイスをバックエンドデバイスとして使用することで、ゲストドメインは同じ
etherstub デバイス上の VNIC とも通信できます。このように etherstub デバイスを使用する
と、ゲストドメインはサービスドメイン内のゾーンと通信できます。dladm create-etherstub コマ
ンドを使用して、etherstub デバイスを作成します。

次の図に、仮想スイッチ、etherstub デバイス、VNIC を使用して、サービスドメインにネットワー
クアドレス変換 (NAT) を設定する方法を示します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554gcvjj
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554gcvjj
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図   8-6 仮想ネットワークルーティング

ドメインが外部に接続できるように仮想スイッチを設定する方法
(Oracle Solaris 11)

1. Oracle Solaris 11 etherstub デバイスを作成します。

primary# dladm create-etherstub stub0

2. stub0 を物理バックエンドデバイスとして使用する仮想スイッチを作成します。

primary# ldm add-vsw net-dev=stub0 primary-stub-vsw0 primary

3. stub0 デバイスに VNIC を作成します。

primary# dladm create-vnic -l stub0 vnic0

4. vnic0 をネットワークインタフェースとして構成します。
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primary# ipadm create-ip vnic0
primary# ipadm create-addr -T static -a 192.168.100.1/24  vnic0/
v4static

5. IPv4 転送を有効にし、NAT 規則を作成します。

『Connecting Systems Using Fixed Network Configuration in Oracle Solaris
11.1 』の「Setting IP Interface Properties」および『System Administration Guide: IP
Services 』の「Packet Forwarding and Routing on IPv4 Networks」を参照してくださ
い。

Oracle VM Server for SPARC 環境での IPMP の構成

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、仮想ネットワークデバイスによるリンクベー
スの IP ネットワークマルチパス (IPMP) をサポートしています。仮想ネットワークデバイスで
IPMP グループを構成する場合は、リンクベースの検出を使用するようにグループを構成しま
す。Oracle VM Server for SPARC (Logical Domains) ソフトウェアの以前のバージョンを
使用している場合、仮想ネットワークデバイスでプローブベースの検出のみを構成できます。

ドメインの IPMP グループへの仮想ネットワークデバイス
の構成

次の図は、サービスドメイン内の個別の仮想スイッチインスタンス (vsw0 と vsw1) に接続さ
れ、2 つの別の物理インタフェースを使用する 2 つの仮想ネットワーク (vnet0 と vnet1) を
示しています。物理インタフェースは、Oracle Solaris 10 では nxge0 および nxge1、Oracle
Solaris 11 では net0 および net1 です。図に、Oracle Solaris 10 物理インタフェース名を示
します。

サービスドメインの物理リンクに障害が発生した場合、その物理デバイスにバインドされた仮
想スイッチデバイスがリンクの障害を検出します。次に、仮想スイッチデバイスは、その仮想ス
イッチにバインドされた対応する仮想ネットワークデバイスに障害を伝播します。仮想ネットワー
クデバイスは、このリンクイベントの通知をゲスト LDom_A の IP 層に送信し、その結果、IPMP
グループのもう一方の仮想ネットワークデバイスにフェイルオーバーします。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28987gjwiq
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28987gjwiq
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554gcvjj
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554gcvjj
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図   8-7 個別の仮想スイッチインスタンスに接続された 2 つの仮想ネットワーク

注記 - この図は、Oracle Solaris 10 システムの構成を示します。Oracle Solaris 11 システ
ムの場合、インタフェース名のみが nxge0 と nxge1 に対してそれぞれ net0 と net1 のように、
汎用名を使用するように変更されます。

次の図に示すように、各仮想ネットワークデバイス (vnet0 および vnet1) を異なるサービスドメ
インの仮想スイッチインスタンスに接続すると、論理ドメインでの信頼性をさらに高めることが
できます。この場合、物理ネットワークの障害に加えて、LDom_A が仮想ネットワークの障害を検
出し、サービスドメインがクラッシュまたは停止したあとでフェイルオーバーを引き起こすことが
できます。

図   8-8 それぞれ異なるサービスドメインに接続された仮想ネットワークデバイス

注記 - この図は、Oracle Solaris 10 システムの構成を示します。Oracle Solaris 11 システ
ムの場合、インタフェース名のみが nxge0 と nxge1 に対してそれぞれ net0 と net1 のように、
汎用名を使用するように変更されます。
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詳細は、Oracle Solaris 10 『System Administration Guide: IP Services 』または
Oracle Solaris 11.1 Information Library で Oracle Solaris ネットワークの確立に関する
章を参照してください。

サービスドメインでの IPMP の構成と使用

仮想スイッチインタフェースをグループに構成することで、サービスドメインで IPMP を構成で
きます。次の図に、2 つの異なる物理デバイスにバインドされた 2 つの仮想スイッチインスタ
ンス (vsw0 および vsw1) を示します。この場合、この 2 つの仮想スイッチインタフェースを作
成して IPMP グループに構成できます。物理リンクに障害が発生した場合、その物理デバイ
スにバインドされた仮想スイッチデバイスがリンクの障害を検出します。次に、仮想スイッチデ
バイスは、このリンクイベントの通知をサービスドメインの IP 層に送信し、その結果、IPMP グ
ループのもう一方の仮想スイッチデバイスにフェイルオーバーします。2 つの物理インタフェース
は、Oracle Solaris 10 では nxge0 および nxge1、Oracle Solaris 11 では net0 および net1
です。図に、Oracle Solaris 10 物理インタフェース名を示します。

図   8-9 IPMP グループの一部として構成された 2 つの仮想スイッチインタフェース

注記 - 図に、Oracle Solaris 10 システムの構成を示します。Oracle Solaris 11 システムの
場合、インタフェース名のみが nxge0 と nxge1 に対してそれぞれ net0 と net1 のように、汎用
名を使用するように変更されます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/
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Oracle VM Server for SPARC 仮想ネットワークでのリン
クベースの IPMP の使用

仮想ネットワークおよび仮想スイッチデバイスは、リンクステータスのネットワークスタックへの更
新をサポートします。デフォルトでは、仮想ネットワークデバイスはその仮想リンク (仮想スイッチ
への LDC) のステータスをレポートします。この構成はデフォルトで有効になり、追加の構成手
順を実行する必要はありません。

場合によっては、物理ネットワークのリンク状態の変更を検出する必要があります。たとえば、物
理デバイスが仮想スイッチに割り当てられている場合、仮想ネットワークデバイスからその仮想
スイッチデバイスへのリンクが動作していても、サービスドメインから外部ネットワークへの物理
ネットワークリンクは停止している可能性があります。このような場合、物理リンクステータスを取
得して仮想ネットワークデバイスとそのスタックにレポートする必要がある可能性があります。

linkprop=phys-state オプションを使用すると、仮想ネットワークデバイスおよび仮想スイッチ
デバイスに対して物理リンク状態の追跡を構成できます。このオプションを有効にすると、仮想
デバイス (仮想ネットワークまたは仮想スイッチ) が、ドメインでインタフェースとして作成されて
いる間、物理リンクステータスに基づいてリンクステータスをレポートします。dladm、ifconfig 
などの、Oracle Solaris の標準ネットワーク管理コマンドを使用して、リンクステータスを確認で
きます。また、リンクステータスは /var/adm/messages ファイルにも記録されます。

Oracle Solaris 10 の場合、dladm(1M)およびifconfig(1M)のマニュアルページを参照
してください。Oracle Solaris 11 の場合、dladm(1M)、ipadm(1M)、ipmpstat(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

注記 - 1 つの Oracle VM Server for SPARC システムで、リンクステータスを認識しないもの
とリンクステータスを認識するものの両方の vnet および vsw ドライバを同時に実行できます。
ただし、リンクベースの IPMP を構成する場合、リンクステータスを認識するドライバをインストー
ルする必要があります。物理リンク状態の更新を有効にする場合、vnet および vsw の両方の
ドライバを Oracle Solaris 10 1/13 OS にアップグレードして、Logical Domains Manager
の version 1.3 以上を実行します。

物理リンクのステータスの更新を構成する方法

この手順では、仮想ネットワークデバイスで物理リンクステータスの更新を有効にする方法を示
します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505&id=REFMAN1Mdladm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505&id=REFMAN1Mifconfig-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29031dladm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29031ipadm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29031ipmpstat-1m
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同様の手順に従い、ldm add-vsw および ldm set-vsw コマンドに linkprop=phys-state オプ
ションを指定することで、仮想スイッチデバイスで物理リンクステータスの更新を有効にするこ
ともできます。

注記 - linkprop=phys-state オプションは、仮想スイッチデバイス自体がインタフェースとし
て作成されている場合にのみ使用する必要があります。linkprop=phys-state が指定され、
物理リンクが停止している場合、仮想スイッチへの接続が有効であっても、仮想ネットワーク
デバイスはリンクステータスを停止状態とレポートします。この状況が発生するのは、Oracle
Solaris OS は現在、仮想リンクステータスと物理リンクステータスなど、2 つの異なるリンクス
テータスをレポートするインタフェースを備えていないためです。

1. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

2. 仮想デバイスで物理リンクステータスの更新を有効にします。

仮想ネットワークデバイスで物理リンクステータスの更新を有効にするには、次の手順に従いま
す。
■ ldm add-vnet コマンド実行時に linkprop=phys-state を指定し、仮想ネットワークデバイ

スを作成します。

linkprop=phys-state オプションを指定すると、仮想ネットワークデバイスが物理リンクス
テータスの更新を取得してスタックにレポートするように構成されます。

注記 - linkprop=phys-state が指定され、物理リンクが停止している場合、仮想スイッチへの
接続が有効であっても、仮想ネットワークデバイスはリンクステータスを down とレポートします。
この状況が発生するのは、Oracle Solaris OS は現在、仮想リンクステータスと物理リンクス
テータスなど、2 つの異なるリンクステータスをレポートするインタフェースを備えていないためで
す。

# ldm add-vnet linkprop=phys-state if-name vswitch-name ldom

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
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次の例では、論理ドメイン ldom1 の primary-vsw0 に接続された vnet0 で物理リンクス
テータスの更新を有効にします。

# ldm add-vnet linkprop=phys-state vnet0 primary-vsw0 ldom1

■ ldm set-vnet コマンド実行時に linkprop=phys-state を指定し、既存の仮想ネットワー
クデバイスを変更します。

# ldm set-vnet linkprop=phys-state if-name ldom

次の例では、論理ドメイン ldom1 の vnet0 で物理リンクステータスの更新を有効にしま
す。

# ldm set-vnet linkprop=phys-state vnet0 ldom1

物理リンクステータスの更新を無効にするには、ldm set-vnet コマンドを実行して linkprop=
を指定します。

次の例では、論理ドメイン ldom1 の vnet0 で物理リンクステータスの更新を無効にします。

# ldm set-vnet linkprop= vnet0 ldom1

例   8-5 リンクベースの IPMP の構成

次の例は、物理リンクステータスの更新を有効にする方法と有効にしない方法の両方を使用し
てリンクベースの IPMP を構成する方法を示します。
■ 次の例では、1 つのドメインで 2 つの仮想ネットワークデバイスを構成します。各仮想ネッ

トワークデバイスは、リンクベースの IPMP を使用するためにサービスドメインの個別の仮
想スイッチデバイスに接続されます。

注記 - これらの仮想ネットワークデバイスでテストアドレスは構成されません。また、ldm add-
vnet コマンドを使用してこれらの仮想ネットワークデバイスを作成する場合に、追加構成を実行
する必要はありません。

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイスをドメインに追加します。linkprop=phys-state
が指定されていないため、仮想スイッチへのリンクのみでステータスの変更がモニターさ
れることに注意してください。

# ldm add-vnet vnet0 primary-vsw0 ldom1
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# ldm add-vnet vnet1 primary-vsw1 ldom1

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイスをゲストドメインで構成して IPMP グループに
割り当てます。リンクベースの障害検出が使用されているためにこれらの仮想ネットワーク
デバイスでテストアドレスが構成されていないことに注意してください。

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 plumb

# ifconfig vnet1 plumb

# ifconfig vnet0 192.168.1.1/24 up

# ifconfig vnet1 192.168.1.2/24 up

# ifconfig vnet0 group ipmp0

# ifconfig vnet1 group ipmp0

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。

net0 と net1 はそれぞれ vnet0 と vnet1 の Oracle Solaris 11 バニティー名です。

# ipadm create-ip net0

# ipadm create-ip net1

# ipadm create-ipmp ipmp0

# ipadm add-ipmp -i net0 -i net1 ipmp0

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.1/24 ipmp0/

v4addr1

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.2/24 ipmp0/

v4addr2

■ 次の例では、1 つのドメインで 2 つの仮想ネットワークデバイスを構成します。各ドメイン
は、リンクベースの IPMP を使用するためにサービスドメインの個別の仮想スイッチデバイ
スに接続されます。また、仮想ネットワークデバイスは、物理リンクステータスの更新を取得
するように構成されます。

net0 と net1 はそれぞれ vnet0 と vnet1 の Oracle Solaris 11 バニティー名です。

■ Oracle Solaris 10 OS: 次のコマンドを使用します。

# ldm add-vnet linkprop=phys-state vnet0 primary-vsw0 ldom1

# ldm add-vnet linkprop=phys-state vnet1 primary-vsw1 ldom1
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■ Oracle Solaris 11 OS: 次のコマンドを使用します。

# ldm add-vnet linkprop=phys-state net0 primary-vsw0 ldom1

# ldm add-vnet linkprop=phys-state net1 primary-vsw1 ldom1

注記 - ドメインを正常にバインドするために、仮想スイッチに物理ネットワークデバイスを割り当
てる必要があります。ドメインがすでにバインドされており、仮想スイッチに物理ネットワークデバ
イスが割り当てられていない場合、ldm add-vnet コマンドは失敗します。

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイスを作成して IPMP グループに割り当てます。

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 plumb

# ifconfig vnet1 plumb

# ifconfig vnet0 192.168.1.1/24 up

# ifconfig vnet1 192.168.1.2/24 up

# ifconfig vnet0 group ipmp0

# ifconfig vnet1 group ipmp0

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。

net0 と net1 はそれぞれ vnet0 と vnet1 のバニティー名です。

# ipadm create-ip net0

# ipadm create-ip net1

# ipadm create-ipmp ipmp0

# ipadm add-ipmp -i net0 -i net1 ipmp0

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.1/24 ipmp0/

v4addr1

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.2/24 ipmp0/

v4addr2
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Logical Domains 1.3 以前のリリースの IPMP の構成お
よび使用

Logical Domains 1.3 以前のリリースでは、仮想スイッチデバイスおよび仮想ネットワークデバ
イスはリンク障害の検出を実行できません。それらのリリースでは、プローブベースの IPMP を
使用してネットワーク障害の検出と復旧を設定できます。

ゲストドメインでの IPMP の構成

ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイスは、図8-7「個別の仮想スイッチインスタンスに接
続された 2 つの仮想ネットワーク」 と 図8-8「それぞれ異なるサービスドメインに接続された仮
想ネットワークデバイス」に示すとおりに IPMP グループに構成できます。唯一の相違点は、仮
想ネットワークデバイスでテストアドレスを構成することでプローブベースの障害検出が使用さ
れることです。プローブベースの IPMP の構成の詳細は、『System Administration Guide:
IP Services 』 を参照してください。

サービスドメインでの IPMP の構成

Logical Domains 1.3 以前のリリースでは、仮想スイッチデバイスは物理リンク障害の検出
を実行できません。このような場合、サービスドメインの物理インタフェースを IPMP グループ
に構成することで、ネットワーク障害の検出と復旧を設定できます。これを行うには、物理ネッ
トワークデバイスを割り当てずにサービスドメインの仮想スイッチを構成します。特に、ldm add-
vswitch コマンドを使用して仮想スイッチを作成するときに、net-dev (net-dev=) プロパティー
に値を指定しないでください。サービスドメインに仮想スイッチインタフェースを作成して、サービ
スドメイン自体が IP ルーターとして機能するように構成します。IP ルーティングの設定につい
ては、Oracle Solaris 10 の『System Administration Guide: IP Services 』を参照してく
ださい。

いったん仮想スイッチが構成されると、仮想ネットワークから発生し外部のマシンに送信される
予定のすべてのパケットは、物理デバイスを使用して直接送信されるのではなく、IP 層に送信
されます。物理インタフェースに障害が発生した場合、IP 層は障害を検出し、自動的にセカン
ダリインタフェースを使用してパケットをふたたび経路指定します。

物理インタフェースは直接 IPMP グループに構成されているため、グループは、リンクベースま
たはプローブベースのいずれかの検出用に設定できます。次の図に、IPMP グループの一部と

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554
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して構成された 2 つのネットワークインタフェース (nxge0 および nxge1) を示します。仮想スイッ
チインスタンス (vsw0) は、IP 層にパケットを送信するネットワークデバイスとして作成されてい
ます。

図   8-10 IPMP グループの一部として構成された 2 つのネットワークインタフェース

注記 - この図は、Oracle Solaris 10 システムの構成を示します。Oracle Solaris 11 システ
ムの場合、インタフェース名のみが nxge0 と nxge1 に対してそれぞれ net0 と net1 のように、
汎用名を使用するように変更されます。

プローブベースの IPMP 用のホストルートを構成する方法

注記 - この手順は、ゲストドメイン、およびプローブベースの IPMP のみがサポートされている
1.3 よりも前のリリースにのみ適用されます。

ネットワーク内の IPMP インタフェースに対応するルーターに明示的なルートが構成されていな
い場合、IPMP プローブベースの検出を目的どおりに動作させるには、ターゲットシステムへの
明示的なホストルートを 1 つ以上構成する必要があります。このようにしない場合、プローブ検
出がネットワーク障害を検出できないことがあります。

ホストルートを構成します。

# route add -host destination-IP gateway-IP -static

たとえば、次のように表示されます。

# route add -host 192.168.102.1 192.168.102.1 -static
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詳細は、『System Administration Guide: IP Services 』の「Configuring Target
Systems」を参照してください。

VLAN のタグ付けの使用

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、ネットワークインフラストラクチャーの
802.1Q VLAN タグ付けをサポートしています。

仮想スイッチ (vsw) および仮想ネットワーク (vnet) デバイスは、仮想ローカルエリアネットワーク
(VLAN) 識別子 (ID) に基づいて Ethernet パケットのスイッチングをサポートし、Ethernet
フレームの必要なタグ付けまたはタグなし処理を行います。

ゲストドメインの仮想ネットワークデバイスに複数の VLAN インタフェースを作成できます。
仮想ネットワークデバイスに VLAN インタフェースを作成するには、Oracle Solaris 10 の
ifconfig コマンドまたは Oracle Solaris 11 の dladm コマンドと ipadm コマンドを使用し
ます。作成方法は、他の任意の物理ネットワークデバイスに VLAN インタフェースを構成す
る場合に使用する方法と同じです。Oracle VM Server for SPARC 環境での追加の要件
は、ldm コマンドを使用して、仮想ネットワークを対応する VLAN に割り当てる必要があること
です。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

同様に、サービスドメインの仮想スイッチデバイスに VLAN インタフェースを構成することがで
きます。VLAN ID 2 - 4094 が有効です。VLAN ID 1 は default-vlan-id として予約され
ています。

ゲストドメインに仮想ネットワークデバイスを作成する場合、ldm add-vnet コマンドに pvid=
および vid= 引数を使用して、ポート VLAN ID および 0 個以上のこの仮想ネットワークの
VLAN ID を指定することにより、必要な VLAN にその仮想ネットワークデバイスを割り当てる
必要があります。この情報によって、仮想スイッチは、Oracle VM Server for SPARC ネット
ワークで複数の VLAN をサポートし、ネットワークで MAC アドレスと VLAN ID の両方を使用
してパケットをスイッチングするように構成されます。

同様に、vsw デバイス自体が属することになる VLAN をネットワークインタフェースとして作成
する場合は、ldm add-vsw コマンドで pvid= 引数および vid= 引数を使用して、vsw デバイス内
に構成する必要があります。

デバイスが属する VLAN は、ldm set-vnet または ldm set-vsw コマンドを使用して変更で
きます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554etmkd
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554etmkd
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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ポート VLAN ID

ポート VLAN ID (PVID) は、仮想ネットワークデバイスをメンバーにする必要のある VLAN
を、タグなしモードで指定します。この場合、PVID で指定した VLAN の vnet デバイスのた
めに必要なフレームのタグ付けまたはタグなし処理は、vsw デバイスによって行われます。仮想
ネットワークからのタグなしのアウトバウンドフレームは、仮想スイッチによって PVID でタグ付け
されます。この PVID でタグ付けされたインバウンドフレームは、仮想スイッチによってタグが削
除されてから、vnet デバイスに送信されます。このため、PVID を仮想ネットワークに暗黙に割り
当てることは、仮想スイッチの対応する仮想ネットワークポートが、PVID で指定された VLAN
に対してタグなしとしてマークされることを意味します。仮想ネットワークデバイスに設定できる
PVID は 1 つだけです。

対応する仮想ネットワークインタフェースを、VLAN ID を使用せずにそのデバイスインスタン
スだけで構成した場合、このインタフェースは仮想ネットワークの PVID によって指定された
VLAN に暗黙に割り当てられます。

たとえば、次のコマンドを使用して仮想ネットワークインスタンス 0 を作成する場合、および vnet
の pvid= 引数が 10 として指定されている場合、vnet0 インタフェースが VLAN 10 に属する
ように暗黙的に割り当てられます。次のコマンドは、Oracle Solaris 10 に属する vnet0 インタ
フェース名を表示します。Oracle Solaris 11 の場合、代わりに net0. などの汎用名を使用しま
す。
■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 plumb

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。

# ipadm create-ip net0

VLAN ID

VID ID (VID) は、仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメンバーにする必要のある
VLAN を、タグ付きモードで示します。仮想ネットワークデバイスは、その VID で指定されてい
る VLAN でタグ付きフレームを送受信します。仮想スイッチは、仮想ネットワークデバイスと外
部ネットワークの間で、指定の VID でタグ付けされたフレームを通過させます。
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VLAN を仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスに割
り当てる方法

1. 仮想スイッチ (vsw) を 2 つの VLAN に割り当てます。

たとえば、VLAN 21 をタグなし、VLAN 20 をタグ付きとして構成します。仮想ネットワーク
(vnet) を 3 つの VLAN に割り当てます。VLAN 20 をタグなし、VLAN 21 および VLAN 22
をタグ付きとして構成します。

# ldm add-vsw net-dev=nxge0 pvid=21 vid=20 primary-vsw0 primary
# ldm add-vnet pvid=20 vid=21,22 vnet01 primary-vsw0 ldom1

2. VLAN インタフェースを作成します。

この例では、ドメイン内のこれらのデバイスのインスタンス番号は 0 で、VLAN はこれらのサブ
ネットに対応づけられていることを前提としています。

VLAN 20 サブネット 192.168.1.0 (ネットマスク: 255.255.255.0)

VLAN 21 サブネット 192.168.2.0 (ネットマスク: 255.255.255.0)

VLAN 22 サブネット 192.168.3.0 (ネットマスク: 255.255.255.0)

a.   サービス (primary) ドメインで VLAN インタフェースを作成します。

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

primary# ifconfig vsw0 plumb
primary# ifconfig vsw0 192.168.2.100 netmask 0xffffff00
 broadcast + up
primary# ifconfig vsw20000 plumb
primary# ifconfig vsw20000 192.168.1.100 netmask 0xffffff00
 broadcast + up

■ Oracle Solaris 11 OS: dladm および ipadm コマンドを使用します。

primary# dladm create-vlan -l net0 -v20 vlan20
primary# ipadm create-ip vlan20
primary# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.100/24
 vlan20/ipv4
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b.   ゲスト (ldom1) ドメインで VLAN インタフェースを作成します。

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

ldom1# ifconfig vnet0 plumb
ldom1# ifconfig vnet0 192.168.1.101 netmask 0xffffff00
 broadcast + up
ldom1# ifconfig vnet21000 plumb
ldom1# ifconfig vnet21000 192.168.2.101 netmask 0xffffff00
 broadcast + up
ldom1# ifconfig vnet22000 plumb
ldom1# ifconfig vnet22000 192.168.3.101 netmask 0xffffff00
 broadcast + up

Oracle Solaris 10 OS で VLAN インタフェースを構成する方法の詳細について
は、『System Administration Guide: IP Services 』の「Administering Virtual
Local Area Networks」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 OS: dladm および ipadm コマンドを使用します。

ldom1# dladm create-vlan -l net0 -v21
ldom1# ipadm create-ip net0
ldom1# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.101/24 net0/
ipv4
ldom1# ipadm create-ip net21000
ldom1# ipadm create-addr -T static -a 192.168.2.101/24
 net21000/ipv4
ldom1# ipadm create-ip net22000
ldom1# ipadm create-addr -T static -a 192.168.3.101/24
 net22000/ipv4

Oracle Solaris 11 OS で VLAN インタフェースを構成する方法の詳
細は、『Managing Oracle Solaris 11.1 Network Performance 』の
「Administering VLANs」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554fpjve
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554fpjve
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28993gmbab
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28993gmbab
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インストールサーバーが VLAN に存在する場合にゲストド
メインをインストールする方法

インストールサーバーが VLAN に存在する場合に、Oracle Solaris JumpStart 機能を使用し
て、ネットワークを介してゲストドメインをインストールする場合は注意してください。この機能は
Oracle Solaris 10 システムでのみサポートされています。

Oracle Solaris JumpStart 機能を使用してゲストドメインをインストールする方法について
は、77 ページの「Oracle Solaris 10 ゲストドメインで Oracle Solaris JumpStart 機能を使
用する方法」を参照してください。

1. 最初にネットワークデバイスをタグなしモードで構成します。

たとえば、インストールサーバーが VLAN 21 にある場合、最初に仮想ネットワークを次のように
構成します。

primary# ldm add-vnet pvid=21 vnet01 primary-vsw0 ldom1

その仮想ネットワークデバイスにタグ付き VLAN (vid) を構成しないでください。OpenBoot
PROM (OBP) は VLAN を認識せず、VLAN のタグ付きのネットワークパケットを処理できな
いため、このようにする必要があります。

2. インストールが完了して Oracle Solaris OS がブートしたら、仮想ネットワークをタグ付きモー
ドで構成します。

primary# ldm set-vnet pvid= vid=21, 22, 23 vnet01 primary-vsw0 ldom1

これで、仮想ネットワークデバイスをタグ付きモードでほかの VLAN に追加できます。

プライベート VLAN の使用

プライベート VLAN (PVLAN) のメカニズムを使用すると、通常の VLAN をサブ VLAN に
分割することによってネットワークトラフィックを隔離できます。PVLAN のメカニズムは、RFC
5517 (http://tools.ietf.org/html/rfc5517) で定義されています。通常の VLAN は通
常、1 つのブロードキャストドメインですが、PVLAN のプロパティーを使用して構成されると、既
存のレイヤー 3 構成を維持したまま、1 つのブロードキャストドメインがより小さいブロードキャス
トサブドメインにパーティション化されます。PVLAN を構成する場合、通常の VLAN はプライ

http://tools.ietf.org/html/rfc5517
http://tools.ietf.org/html/rfc5517
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マリ VLAN と呼ばれ、サブ VLAN はセカンダリ VLAN と呼ばれます。セカンダリ VLAN は、隔
離 VLAN またはコミュニティー VLAN のどちらでもかまいません。

2 つの仮想ネットワークが物理リンク上の同じ VLAN ID を使用する場合は、すべてのブロード
キャストトラフィックがこの 2 つの仮想ネットワークの間で渡されます。ただし、PVLAN のプロ
パティーを使用する仮想ネットワークを作成した場合は、パケット転送動作がすべての状況には
適用されない可能性があります。

次の表に、隔離 PVLAN とコミュニティー PVLAN でのブロードキャストパケット転送のルール
を示します。

表 8-1 ブロードキャストパケット転送のルール

 隔離 コミュニティー A コミュニティー B

隔離 いいえ いいえ いいえ

コミュニティー A いいえ はい いいえ

コミュニティー B いいえ いいえ はい

inter-vnet リンク機能は、隔離 PVLAN とコミュニティー PVLAN の通信制限をサポートしま
す。inter-vnet リンクは、隔離 PVLAN では無効であり、コミュニティー PVLAN の場合は同
じコミュニティー内に存在する仮想ネットワークでのみ有効です。コミュニティーの外部にあるほ
かの仮想ネットワークからの直接のトラフィックは許可されません。

PVLAN 構成情報

PVLAN を構成するには、次の情報を指定する必要があります。
■ プライマリ VLAN ID。プライマリ VLAN ID は、1 つの仮想ネットワークデバイスの

PVLAN を構成するために使用されるポート VLAN ID (PVID) です。この構成により、
ゲストドメインが VLAN パケットを確実に受信できるようになります。PVLAN の VID を
構成することはできません。

■ セカンダリ VLAN ID。セカンダリ VLAN ID は、PVLAN 機能を提供するために特定の
VLAN によって使用されます。secondary-vid はセカンダリ VLAN ID であり、1-4094 の
範囲の整数値です。プライマリ VLAN には多数のセカンダリ VLAN を含めることができ
ますが、次の制限があります。

■ プライマリ VLAN ID もセカンダリ VLAN ID もデフォルトの VLAN ID と同じにす
ることはできません。
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■ 隔離とコミュニティーのどちらの PVLAN タイプでも、プライマリ VLAN ID とセカン
ダリ VLAN ID を同じ値にすることはできません。

■ 各プライマリ VLAN には 1 つの隔離 PVLAN を関連付けることができます。このセ
カンダリ PVLAN ID で構成されたすべての仮想ネットワークは互いに隔離されると
ともに、構成されているすべてのコミュニティー PVLAN からも隔離されます。

■ プライマリ VLAN には複数のコミュニティー VLAN を含めることができますが、次
の制限があります。

■ プライマリ VLAN ID をセカンダリ VLAN ID として使用して別のコミュニ
ティー PVLAN を作成することはできません。

たとえば、3 のプライマリ VLAN ID と 100 のセカンダリ VLAN ID を持つコ
ミュニティー PVLAN がある場合は、3 をセカンダリ VLAN ID として使用する
別のコミュニティー PVLAN を作成することはできません。

■ セカンダリ VLAN ID をプライマリ VLAN ID として使用してコミュニティー
PVLAN を作成することはできません。

たとえば、3 のプライマリ VLAN ID と 100 のセカンダリ VLAN ID を持つコ
ミュニティー PVLAN がある場合は、100 をプライマリ VLAN ID として使用す
る別のコミュニティー PVLAN を作成することはできません。

■ セカンダリ VLAN ID が、通常の仮想ネットワークまたは VNIC の VLAN ID
としてすでに使用されていてはいけません。

注意 - Logical Domains Manager は、特定の仮想スイッチ上の仮想ネットワークの構成しか
検証できません。同じバックエンドデバイス上の Oracle Solaris VNIC に対して PVLAN 構
成を設定する場合は、すべての VNIC および仮想ネットワークにわたって同じ要件が満たされ
ていることを確認してください。

■ PVLAN タイプ。使用可能な PLVAN タイプは、isolated と community です。

■ isolated。隔離 PVLAN に関連付けられたポートは、バックエンドネットワークデバイ
ス上のすべてのピア仮想ネットワークおよび Oracle Solaris 仮想 NIC から隔離さ
れます。パケットは、その PVLAN に指定された値に基づく外部ネットワークにのみ到
達します。

■ community。コミュニティー PVLAN に関連付けられたポートは、同じコミュニティー
PVLAN 内に存在するほかのポートと通信できますが、その他のすべてのポートから
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隔離されます。パケットは、その PVLAN に指定された値に基づく外部ネットワークに
到達します。

PVLAN の作成および削除
このセクションでは、PVLAN を作成および削除する方法について説明します。

PVLAN の作成

PVLAN は、ldm add-vnet または ldm set-vnet コマンドで pvlan プロパティー値を設定する
ことによって構成できます。この目的に使用される場合のこの両方のコマンドの構文は同じで
す。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

次のコマンドを使用して PVLAN を作成できます。

ldm add-vnet pvid=port-VLAN-ID pvlan=secondary-vid,pvlan-type
  if-name vswitch-name domain-name

ldm set-vnet pvid=port-VLAN-ID pvlan=secondary-vid,pvlan-type
  if-name domain-name

次のコマンドは、4 のプライマリ VLAN-ID、200 のセカンダリ VLAN-ID、および isolated の
pvlan-type を持つ PVLAN 構成で仮想ネットワークを作成する方法を示しています。

primary# ldm add-vnet pvid=4 pvlan=200,isolated vnet1 primary-vsw0 ldg1

ldm add-vnet および ldm set-vnet コマンドについては、ldm(1M) のマニュアルページを参
照してください。

次のコマンドは、既存の VLAN を、3 のプライマリ VLAN-ID、300 のセカンダリ VLAN-ID、およ
び community の pvlan-type を持つ PVLAN に変更する方法を示しています。

primary# ldm set-vnet pvid=3 pvlan=300,community vnet1 ldg1

PVLAN の削除

PVLAN を削除するには、ldm set-vnet コマンドを使用します。

ldm set-vnet pvlan= if-name vswitch-name domain-name

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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次のコマンドは、vnet0 仮想ネットワークの PVLAN 構成を削除します。このコマンドの結果とし
て、指定された仮想ネットワークは、PVLAN を構成するときに指定した VLAN-ID を使用する
通常の VLAN になります。

primary# ldm set-vnet pvlan= vnet0 primary-vsw0 ldg1

PVLAN 情報の表示

PVLAN に関する情報は、Logical Domains Manager のいくつかの一覧表示サブコマンド
を使用して表示できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。
■ ldm list-domain -o network を使用して PVLAN 情報を一覧表示します。

ldm list-domain [-e] [-l] -o network [-p] [domain-name...]

次の例は、ldm list-domain -o network コマンドを使用した場合の ldg1 ドメイン上の
PVLAN 構成に関する情報を示しています。

■ 次の ldm list-domain コマンドは、ldg1 ドメイン上の PVLAN 構成に関する情報を
表示します。

primary# ldm list-domain -o network ldg1

NAME

ldg1

MAC

 00:14:4f:fa:bf:0f

NETWORK

NAME   SERVICE                 ID   DEVICE     MAC               

vnet0  primary-vsw0@primary    0    network@0  00:14:4f:f8:03:ed        

MODE   PVID VID                MTU  MAXBW      LINKPROP

       3                         1500  1700

   PVLAN : 200,community

■ 次の例では、解析可能な構成情報を一覧表示します。ldg1 ドメインの PVLAN 構成
情報を解析可能な形式で表示するには、-p オプションを使用します。

primary# ldm list-domain -o network -p ldg1

VERSION 1.13

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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DOMAIN|name=ldg1|

MAC|mac-addr=00:14:4f:fa:bf:0f

VNET|name=vnet0|dev=network@0|service=primary-vsw0@primary|

  mac-addr=00:14:4f:f8:03:ed|mode=|pvid=3|vid=|mtu=1500|linkprop=|id=0|

  alt-mac-addrs=|maxbw=1700|protect=|priority=|cos=|pvlan=200,community

■ ldm list-bindings を使用して PVLAN 情報を一覧表示します。

ldm list-bindings [-e] [-p] [domain-name...]

次の例は、ldm list-bindings コマンドを使用した場合の ldg1 ドメイン上の PVLAN 構
成に関する情報を示しています。

■ 次の ldm list-bindings コマンドは、ldg1 ドメイン上の PVLAN 構成に関する情報
を表示します。

primary# ldm list-bindings

...

NETWORK

NAME  SERVICE                     ID   DEVICE     MAC               

vnet0 primary-vsw0@primary        0    network@0  00:14:4f:f8:03:ed        

MODE   PVID VID                   MTU  MAXBW      LINKPROP

       3                          1500 1700

   PVLAN :200,community

PEER                 MAC                MODE  PVID VID  MTU  MAXBW LINKPROP

primary-vsw0@primary 00:14:4f:f8:fe:5e        1

■ 次の ldm list-bindings コマンドは、ldg1 ドメインの PVLAN 構成情報を解析可
能な形式で表示します。

primary# ldm list-bindings -p

...

VNET|name=vnet0|dev=network@0|service=primary-vsw0@primary|

  mac-addr=00:14:4f:f8:03:ed|mode=|pvid=3|vid=|mtu=1500|linkprop=|id=0|

  alt-mac-addrs=|maxbw=1700|protect=|priority=|cos=|pvlan=200,community|

  peer=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:f8:fe:5e|mode=|pvid=1|vid=|

  mtu=1500|maxbw=

■ ldm list-constraints を使用して PVLAN 情報を一覧表示します。

ldm list-constraints [-x] [domain-name...]
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次に、ldm list-constraints コマンドを実行することによって生成された出力を示しま
す。

primary# ldm list-constraints -x ldg1

...

<Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

  <Item>

    <rasd:OtherResourceType>network</rasd:OtherResourceType>

    <rasd:Address>auto-allocated</rasd:Address>

    <gprop:GenericProperty key="vnet_name">vnet0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="service_name">primary-vsw0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="pvid">3</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="pvlan">200,community</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="maxbw">1700000000</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="device">network@0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="id">0</gprop:GenericProperty>

  </Item>

NIU ハイブリッド I/O の使用

仮想 I/O フレームワークは、機能およびパフォーマンスを向上させるために、「ハイブリッド」I/O
モデルを実装しています。ハイブリッド I/O モデルでは、ダイレクト I/O および仮想化 I/O を
組み合わせることで、仮想マシンへの柔軟な I/O リソース配備が可能です。これは、仮想マシ
ンに対して直接 I/O の機能が十分に提供されない場合、またはリソースの可用性や仮想マシ
ンの移行のため、仮想マシンが持続的にあるいは一貫して直接 I/O を利用できない場合に特
に便利です。

ハイブリッド I/O アーキテクチャーは、Oracle Sun UltraSPARC T2、SPARC T3、および
SPARC T4 プラットフォームのネットワークインタフェースユニット (NIU) に適しています。NIU
は、チップに統合されるネットワーク I/O インタフェースです。このアーキテクチャーにより、ダイ
レクトメモリーアクセス (DMA) リソースを仮想ネットワークデバイスに動的に割り当てることがで
き、ドメイン内のアプリケーションのパフォーマンスが安定します。

注記 - SR-IOV が推奨されるため NIU ハイブリッド I/O 機能は非推奨となっています。
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NIU ハイブリッド I/O は、Oracle Sun UltraSPARC T2、SPARC T3、および SPARC T4
プラットフォームで使用できます。この機能は、仮想ネットワーク (vnet) デバイスに提供される
オプションのハイブリッドモードによって有効になります。このモードでは、DMA ハードウェアリ
ソースが、パフォーマンスを向上させるために、ゲストドメインの vnet デバイスに貸し出されま
す。ハイブリッドモードでは、ゲストドメインの vnet デバイスは、この DMA ハードウェアリソース
を使用して、外部ネットワークとゲストドメインの間で、ユニキャストトラフィックを直接送受信す
ることができます。同じシステム内のほかのゲストドメインへのブロードキャストトラフィック、マル
チキャストトラフィック、およびユニキャストトラフィックは、仮想 I/O 通信メカニズムを使用して
引き続き送信されます。

注記 - NIU ハイブリッド I/O は、UltraSPARC T2 Plus プラットフォームでは使用できませ
ん。
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図   8-11 ハイブリッド仮想ネットワーク接続

注記 - この図は、Oracle Solaris 10 システムの構成を示します。Oracle Solaris 11 システ
ムの場合、インタフェース名のみが nxge0 に対して net0 のように、汎用名を使用するように変
更されます。

ハイブリッドモードは、NIU ネットワークデバイスを使用するように構成された仮想スイッチ
(vsw) に関連付けられた vnet デバイスだけに適用されます。共有可能な DMA ハードウェアリ
ソースには制限があるため、DMA ハードウェアリソースの割り当てを受けられるのは、一度に、1
つの vsw あたり最大 3 つの vnet デバイスのみです。4 つ以上の vnet デバイスでハイブリッ
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ドモードを有効にすると、割り当ては先着順に行われます。1 つのシステムに 2 つの NIU ネッ
トワークデバイスがあるため、DMA ハードウェアリソースが割り当てられている 2 つの異なる仮
想スイッチで、合計 6 つの vnet デバイスが存在できます。

この機能を使用する場合は、次の点に注意してください。
■ vnet デバイスのハイブリッドモードオプションは、推奨としてのみ扱われるため、DMA リ

ソースが割り当てられるのは、DMA リソースが利用可能で、デバイスがそれらを使用でき
る場合だけです。

■ Logical Domains Manager CLI コマンドは、ハイブリッドモードオプションを検証しませ
ん。つまり、どの vnet にも、いくつの vnet デバイスにもハイブリッドモードを設定すること
ができます。

■ ゲストドメインおよびサービスドメインでは、Oracle Solaris 10 10/08 以上の OS を実
行する必要があります。

■ DMA ハードウェアリソースの貸し出しを受けられるのは、一度に、1 つの vsw あたり最大
3 つの vnet デバイスのみです。2 つの NIU ネットワークデバイスがあるため、DMA ハー
ドウェアリソースの貸し出しを受けられるのは合計 6 つの vnet デバイスです。

注記 - 1 つの vsw あたり 3 つの vnet デバイスのみにハイブリッドモードを設定して、DMA ハー
ドウェアリソースが確実に割り当てられるようにしてください。

■ ゲストドメインがアクティブの間、ハイブリッドモードオプションを動的に変更することはで
きません。

■ DMA ハードウェアリソースが割り当てられるのは、ゲストドメインでアクティブな vnet デバ
イスが作成されている場合のみです。

■ NIU 10 ギガビット Ethernet ドライバ (nxge) は NIU カードで使用されています。他の
10 ギガビットネットワークカードでも、同じドライバが使用されます。ただし、NIU ハイブリッ
ド I/O 機能は、NIU ネットワークデバイスのみで利用可能です。

NIU ネットワークデバイスで仮想スイッチを構成する方法
1. NIU ネットワークデバイスを決定します。

次の例は、UltraSPARC T2 サーバーの出力を示しています。

# grep nxge /etc/path_to_inst
"/niu@80/network@0" 0 "nxge"
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"/niu@80/network@1" 1 "nxge"

次の例は、SPARC T3-1 または SPARC T4-1 サーバーの出力を示しています。

# grep nxge /etc/path_to_inst
"/niu@480/network@0" 0 "nxge"

"/niu@480/network@1" 1 "nxge"

2. Oracle Solaris 11 OS のみ: nxge0 などの NIU ネットワークデバイスに対応するリンク名を
識別します。

primary# dladm show-phys -L |grep nxge0
net2              nxge0         /SYS/MB

3. 仮想スイッチを構成します。

■ Oracle Solaris 10 OS:

# ldm add-vsw net-dev=nxge0 primary-vsw0 primary

■ Oracle Solaris 11 OS:

次の例では nxge0 の代わりに net2 を使用しています。

# ldm add-vsw net-dev=net2 primary-vsw0 primary

ハイブリッドモードを有効または無効にする方法

vnet デバイスでは、ハイブリッドモードがデフォルトで無効になっているため、明示的に有効に
する必要があります。

ハイブリッドモードを有効または無効にするには、ldm コマンドを使用します。

■ 作成中に vnet デバイスのハイブリッドモードを有効にするには:

# ldm add-vnet mode=hybrid vnet01 primary-vsw0 ldom01

■ vnet デバイスのハイブリッドモードを無効にするには:

# ldm set-vnet mode= vnet01 ldom01
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仮想スイッチでのリンクアグリゲーションの使用

リンクアグリゲーションを使用するように仮想スイッチを構成できます。リンクアグリゲーショ
ンは、物理ネットワークに接続するための仮想スイッチのネットワークデバイスとして使用しま
す。この構成を使用すると、仮想スイッチで IEEE 802.3ad Link Aggregation Standard
によって提供される機能を利用できます。この機能には、帯域幅の増加、負荷分散、フェイ
ルオーバーなどが含まれます。リンクアグリゲーションを構成する方法の詳細は、『System
Administration Guide: IP Services 』を参照してください。

リンクアグリゲーションを作成したら、そのリンクアグリゲーションを仮想スイッチに割り当てるこ
とができます。この割り当て方法は、仮想スイッチへの物理ネットワークデバイスの割り当てに
似ています。ldm add-vswitch または ldm set-vswitch コマンドを使用して net-dev プロパ
ティーを設定します。

リンクアグリゲーションを仮想スイッチに割り当てると、物理ネットワークに対して送受信されるト
ラフィックは集積体を通過してます。必要な負荷分散またはフェイルオーバーは、ベースとなる集
積体のフレームワークによって透過的に処理されます。リンクアグリゲーションは、ゲストドメイン
上の仮想ネットワーク (vnet) デバイスに対して、および集積体を使用する仮想スイッチにバイ
ンドされた仮想ネットワークデバイスに対して、完全に透過的です。

注記 - 仮想ネットワークデバイス (vnet および vsw) をリンクアグリゲーションにグループ化する
ことはできません。

サービスドメインでリンクアグリゲーションを使うように構成された仮想スイッチを、作成して使
用できます。66 ページの「仮想スイッチをプライマリインタフェースとして構成する方法」を参照
してください。

次の図に、物理インタフェース nxge0 および nxge1 上で集積体 aggr1 を使用するように構成さ
れた仮想スイッチを示します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4554
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図   8-12 リンクアグリゲーションを使用する仮想スイッチの構成

注記 - この図は、Oracle Solaris 10 システムの構成を示します。Oracle Solaris 11 システ
ムの場合、インタフェース名のみが nxge0 と nxge1 に対してそれぞれ net0 と net1 のように、
汎用名を使用するように変更されます。

ジャンボフレームの構成

Oracle VM Server for SPARC の仮想スイッチ (vsw) および仮想ネットワーク (vnet) デバイ
スで、1500 バイトを超えるペイロードサイズの Ethernet フレームをサポートできるようになりま
した。そのため、これらのドライバはネットワークのスループットを向上できるようになりました。

ジャンボフレームを有効にするには、仮想スイッチデバイスの最大転送単位 (MTU) を指定し
ます。このような場合、仮想スイッチデバイスとその仮想スイッチデバイスにバインドされている
すべての仮想ネットワークデバイスで、指定した MTU 値が使用されます。
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仮想ネットワークデバイスで必要な MTU 値が仮想スイッチによってサポートされる MTU 値よ
りも小さい場合、仮想ネットワークデバイスに直接 MTU 値を指定できます。

注記 - Oracle Solaris 10 5/09 OS では、物理デバイスの MTU は仮想スイッチの MTU と
一致するように構成する必要があります。特定のドライバの構成については、Oracle Solaris
リファレンスマニュアルのセクション 7D にある、そのドライバに対応するマニュアルページを参
照してください。たとえば、Oracle Solaris 10 nxge ドライバの情報については、nxge(7D)の
マニュアルページを参照してください。

まれに、ldm add-vnet または ldm set-vnet コマンドを使用して、仮想スイッチの MTU 値
と異なる MTU 値を仮想ネットワークデバイスに指定する必要がある場合があります。たとえ
ば、VLAN を仮想ネットワークデバイス上で構成し、VLAN の MTU の最大値が仮想スイッチ
の MTU 値よりも小さい場合、仮想ネットワークデバイスの MTU 値を変更する場合がありま
す。デフォルトの MTU 値のみが使用されているドメインでは、ジャンボフレームをサポートして
いる vnet ドライバは必要ない場合があります。ただし、ジャンボフレームを使用する仮想スイッ
チにバインドされた仮想ネットワークデバイスがドメインに存在する場合、vnet ドライバがジャン
ボフレームをサポートしていることを確認してください。

ldm set-vnet コマンドを使用して仮想ネットワークデバイスで mtu 値を指定する場合、あとで
仮想スイッチデバイスの MTU 値が更新されても、仮想ネットワークデバイスには更新値は伝
播されません。仮想ネットワークデバイスを再度有効にして仮想スイッチデバイスから MTU 値
を取得するには、次のコマンドを実行します。

# ldm set-vnet mtu= vnet-name ldom

仮想ネットワークデバイスでジャンボフレームを有効にすると、その仮想ネットワークデバイスに
割り当てられているハイブリッド I/O リソースでもジャンボフレームが自動的に有効になります。

制御ドメインでは、Logical Domains Manager が、ldm set-vsw および ldm set-vnet コ マ
ンドによって設定された MTU 値を遅延再構成処理として更新します。制御ドメイン以外のドメ
インの MTU を更新するには、ドメインを停止してから ldm set-vsw または ldm set-vnet コマ
ンドを実行して MTU 値を変更する必要があります。

ジャンボフレームを使用するように仮想ネットワークおよび
仮想スイッチデバイスを構成する方法

1. 制御ドメインにログインします。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505&id=REFMAN7nxge-7d
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2. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

3. 仮想ネットワークで使用する MTU の値を決定します。

1500 - 16000 バイトの MTU 値を指定できます。指定する MTU は、仮想スイッチに割り当
てられた物理ネットワークデバイスの MTU と一致する必要があります。

4. 仮想スイッチデバイスまたは仮想ネットワークデバイスの MTU 値を指定します。

次のいずれかの手順を実行します。

■ MTU を mtu プロパティーの値として指定することで、サービスドメインの新しい仮想ス
イッチデバイスでジャンボフレームを有効にします。

# ldm add-vsw net-dev=device mtu=value vswitch-name ldom

このコマンドは、仮想スイッチの構成に加えて、この仮想スイッチにバインドされる各仮想
ネットワークデバイスの MTU 値を更新します。

■ MTU を mtu プロパティーの値として指定することで、サービスドメインの既存の仮想ス
イッチデバイスでジャンボフレームを有効にします。

# ldm set-vsw net-dev=device mtu=value vswitch-name

このコマンドは、仮想スイッチの構成に加えて、この仮想スイッチにバインドされる各仮想
ネットワークデバイスの MTU 値を更新します。

例   8-6 仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスでのジャンボフレームの構成

■ 次の例に、MTU 値が 9000 の新しい仮想スイッチデバイスを追加する方法を示します。こ
の MTU 値は、仮想スイッチデバイスからすべてのクライアントの仮想ネットワークデバイ
スに伝播されます。

まず、ldm add-vsw コマンドによって、仮想スイッチデバイス primary-vsw0 を MTU 値
9000 で作成します。ネットワークデバイス nxge 0 のインスタンス 0 は、net-dev プロパ
ティーの値として指定されています。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
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# ldm add-vsw net-dev=nxge0 mtu=9000 primary-vsw0 primary

次に、ldm add-vnet コマンドによって、クライアントの仮想ネットワークデバイスをこの仮想
スイッチ primary-vsw0 に追加します。仮想ネットワークデバイスの MTU は、バインドされ
ている仮想スイッチから暗黙に割り当てられます。そのため、ldm add-vnet コマンドで mtu
プロパティーの値を指定する必要はありません。

# ldm add-vnet vnet01 primary-vsw0 ldom1

実行している Oracle Solaris OS のバージョンに応じて、次を実行します。

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドによって、サービスドメイン primary に仮
想スイッチインタフェースが作成されます。ifconfig vsw0 コマンドの出力には、mtu
プロパティーの値が 9000 であることが示されます。

# ifconfig vsw0 plumb

# ifconfig vsw0 192.168.1.100/24 up

# ifconfig vsw0

vsw0: flags=201000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4,CoS> mtu 9000 index 5

        inet 192.168.1.100 netmask ffffff00 broadcast 192.168.1.255

        ether 0:14:4f:fa:0:99

ifconfig コマンドによって、ゲストドメイン ldom1 に仮想ネットワークインタフェースが
作成されます。ifconfig vnet0 コマンドの出力には、mtu プロパティーの値が 9000
であることが示されます。

# ifconfig vnet0 plumb

# ifconfig vnet0 192.168.1.101/24 up

# ifconfig vnet0

vnet0: flags=201000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4,CoS> mtu 9000 index 4

        inet 192.168.1.101 netmask ffffff00 broadcast 192.168.1.255

        ether 0:14:4f:f9:c4:13

■ Oracle Solaris 11 OS: プライマリインタフェースの mtu プロパティー値を表示する
には、ipadm コマンドを使用します。

# ipadm show-ifprop -p mtu net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE
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net0   mtu      ipv4  rw   9000    --        9000    68-9000

ipadm コマンドによって、ゲストドメイン ldom1 に仮想ネットワークインタフェースが作
成されます。ipadm show-ifprop コマンドの出力には、mtu プロパティーの値が 9000
であることが示されます。

# ipadm create-ip net0

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.101/24 net0/ipv4

# ipadm show-ifprop -p mtu net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net0   mtu      ipv4  rw   9000    --         9000    68-9000

■ 次の例に、インタフェースの MTU を 4000 に変更する方法を示します。

インタフェースの MTU は、Logical Domains Manager によってデバイスに割り当て ら
れた MTU よりも小さい値にのみ変更できます。この方法は、VLAN が構成されていて
各 VLAN インタフェースに異なる MTU が必要なときに便利です。

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 mtu 4000

# ifconfig vnet0

vnet0: flags=1201000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4,CoS,FIXEDMTU>

mtu 4000 index 4

        inet 192.168.1.101 netmask ffffff00 broadcast 192.168.1.255

        ether 0:14:4f:f9:c4:13

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。

# ipadm set-ifprop -p mtu=4000 net0

# ipadm show-ifprop -p mtu net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net0   mtu      ipv4  rw   4000    --         9000    68-9000

ジャンボフレームに対応していない旧バージョンの vnet お
よび vsw ドライバとの互換性 (Oracle Solaris 10)

注記 - このセクションは Oracle Solaris 10 OS にのみ適用されます。
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ジャンボフレームをサポートしているドライバとジャンボフレームをサポートしていないドライバを、
同じシステム上で相互運用できます。この相互運用は、仮想スイッチを作成するときにジャン
ボフレームのサポートが有効になっていない場合にかぎり可能です。

注記 - 仮想スイッチに関連付けられたゲストドメインまたはサービスドメインがジャンボフレーム
をサポートしている Oracle VM Server for SPARC ドライバを使用していない場合、mtu プロ
パティーを設定しないでください。

ジャンボフレームを有効にするには、仮想スイッチの mtu プロパティーをデフォルト値の 1500
から変更します。この場合、旧バージョンのドライバは mtu 設定を無視し、デフォルト値を引き続
き使用します。ldm list の出力には、デフォルト値ではなく、指定した MTU 値が示されます。
デフォルトの MTU よりも大きいフレームはそれらのデバイスには送られず、新しいドライバに
よって破棄されます。この場合、旧ドライバを使用し続けているゲストがあると、一貫性のない
ネットワーク動作につながる場合があります。この制限は、クライアントゲストドメインおよびサー
ビスドメインの両方に当てはまります。

そのため、ジャンボフレームが有効な場合は、Oracle VM Server for SPARC ネットワークの
すべての仮想デバイスをアップグレードし、ジャンボフレームをサポートしている新しいドライバが
使用されるようにしてください。ジャンボフレームを構成するには、Logical Domains 1.2 以上
を実行している必要があります。

Oracle Solaris 11 のネットワーク固有の機能の相違点

ドメインが Oracle Solaris 10 OS を実行している場合、Oracle VM Server for SPARC
の一部のネットワーク機能の動作が Oracle Solaris 11 OS と比べて異なります。ドメインで
Oracle Solaris 11 OS が実行されている場合の Oracle VM Server for SPARC 仮想ネッ
トワークデバイスおよび仮想スイッチの機能の違いは次のようになります。
■ vswn デバイスをプライマリネットワークインタフェースとして構成し、サービスドメインがゲス

トドメインと通信できるようにする

この構成は、Oracle Solaris 10 OS を実行するドメインにのみ必要です。Oracle
Solaris 11 の場合、仮想スイッチは Oracle Solaris 11 ネットワークスタックを使用し、
自動的にその仮想ネットワークデバイスが、net0 などのそのバックエンドデバイスに対応
するネットワークインタフェースと通信できるようにします。

■ Oracle Solaris 11 etherstub デバイスをバックエンドデバイスとして使用して、プライ
ベート仮想スイッチを作成する
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このデバイスを使用すると、ゲストドメインが Oracle Solaris 11 サービスドメインに構成
されているゾーンと通信できます。

■ 仮想スイッチと仮想ネットワークデバイスに汎用名を使用する

Oracle Solaris 11 OS はvswn デバイスと vnetn デバイスに汎用名を割り当てます。別
の vsw デバイスまたは vnet デバイスであるバックエンドデバイスによって仮想スイッチを
作成しないでください。汎用ネットワークデバイス名に関連付けられている実際の物理デ
バイスを表示するには、dladm show-phys コマンドを使用します。

■ 仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスで VNIC を使用する

vswn デバイスでは、VNIC を使用できません。vswn で VNIC を作成しようとしても失敗
します。『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の
「Oracle Solaris 11: 自動ネットワークインタフェースで構成されたゾーンの起動に失敗
することがある」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNzoneanet
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNzoneanet
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNzoneanet
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ドメインの移行

この章では、ホストマシンから別のホストマシンにドメインを移行する方法について説明します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 268 ページの「ドメインの移行の概要」
■ 268 ページの「移行処理の概要」
■ 269 ページの「ソフトウェアの互換性」
■ 269 ページの「移行処理のセキュリティー」
■ 270 ページの「ドメインの移行」
■ 271 ページの「アクティブなドメインの移行」
■ 279 ページの「バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインの移行」
■ 271 ページの「予行演習の実行」
■ 280 ページの「進行中の移行のモニタリング」
■ 281 ページの「進行中の移行の取り消し」
■ 282 ページの「移行の失敗からの回復」
■ 271 ページの「対話型でない移行の実行」
■ 282 ページの「移行の例」

注記 - この章で説明する移行機能を使用するには、最新バージョンの Logical Domains
Manager、システムファームウェア、および Oracle Solaris OS を実行している必要があ
ります。以前のバージョンの Oracle VM Server for SPARC を使用する移行について
は、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』および関連
するバージョンの管理ガイドを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRN
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ドメインの移行の概要

ドメインの移行を使用すると、ホストマシンから別のホストマシンにゲストドメインを移行できま
す。移行が開始されるマシンのことを、ソースマシンと呼びます。ドメインが移行される先のマシン
のことを、ターゲットマシンと呼びます。

移行処理が行われている間に、移行元ドメインが、ソースマシンからターゲットマシンの移行先ドメ
インに転送されます。

ライブ移行機能を使用すると、パフォーマンスが向上し、アクティブなドメインを実行したまま移行
できます。ライブ移行に加えて、バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインを移行す
ることもできます。これは、コールド移行と呼ばれます。
ドメインの移行を使用すると、次のようなタスクを実行できます。
■ マシン間での負荷分散
■ ゲストドメインの実行を続けながらのハードウェア保守の実行

移行処理の概要

ソースマシン上の Logical Domains Manager はドメインのマイグレーション要求を受け入
れ、ターゲットマシン上で実行されている Logical Domains Manager とのセキュアなネッ
トワーク接続を確立します。移行の実行は、この接続が確立されてからです。移行処理は次の
フェーズで実行されます。

フェーズ 1: ソースマシンがターゲットマシン内で実行する Logical Domains Manager と接
続された後、ソースマシンおよび移行元ドメインについての情報がターゲットマシンに転送され
ます。この情報を使用して、移行が可能かどうかを判断する一連のチェックが実行されます。実
行されるチェックは、移行されるドメインの状態に基づきます。たとえば、移行されるドメインが
アクティブになっている場合と、ドメインがバインドされているかアクティブでない場合では、実
行される一連のチェックが異なります。

フェーズ 2: フェーズ 1 のすべてのチェックに合格すると、ソースマシンおよびターゲットマシンで
移行の準備が行われます。ターゲットマシンで、移行元ドメインを受け入れるドメインが作成さ
れます。移行元ドメインがアクティブでないかバインドされている場合、移行処理はフェーズ 5
に進みます。
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フェーズ 3: 移行元ドメインがアクティブの場合、実行時状態の情報がターゲットマシンに転
送されます。移行元ドメインは実行を継続し、同時に Logical Domains Manager は OS に
よってこのドメインに対して行われる変更を追跡します。この情報は、ソースマシン上のハイパー
バイザから取得されて、ターゲットマシン上のハイパーバイザにインストールされます。

フェーズ 4: 移行元ドメインが一時停止されます。この時点で、残っているすべての変更された
状態情報がターゲットマシンに再コピーされます。このように、ドメインに対する認識可能な中断
は、ほとんど、またはまったく発生しません。中断の長さはワークロードによって異なります。

フェーズ 5: ソースマシンの Logical Domains Manager からターゲットマシンの Logical
Domains Manager への引き継ぎが行われます。この引き継ぎは、移行先ドメインが実行を
再開し (移行元ドメインがアクティブであった場合)、ソースマシンのドメインが破棄されると行
われます。この時点以降、移行されたドメインは唯一の動作中のドメインになります。

ソフトウェアの互換性

移行を行うには、次に示すように、ソースマシンとターゲットマシンの両方で互換性のあるソフト
ウェアが実行されている必要があります。
■ 両方のマシンで実行されている Logical Domains Manager のバージョンは、最新バー

ジョンまたは直前にリリースされたバージョンである必要があります。
■ ライブ移行をサポートするには、ソースとターゲットの両方のマシンに互換性のあるバージョ

ンのファームウェアがインストールされている必要があります。どちらのマシンも少なくと
も、この Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアリリースでサポートされる最低限の
ファームウェアバージョンで実行されている必要があります。

詳細については、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノー
ト 』の「移行におけるバージョン制限」を参照してください。

移行処理のセキュリティー

Oracle VM Server for SPARC には、移行処理用に次のセキュリティー機能があります。
■ 認証。移行操作を 2 台のマシンで実行するため、ソースマシンとターゲットマシンの両方で

ユーザーの認証が必要です。特に、スーパーユーザー以外のユーザーは LDoms Management
権利プロファイルを使用する必要があります。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNversionrestrictionsformigration
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNversionrestrictionsformigration
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ldm migrate-domain コマンドを使用すると、オプションで、ターゲットマシン上での認証
用の代替ユーザー名を指定できます。この代替ユーザー名を指定しない場合、移行のコマ
ンドを実行するユーザーの名前が使用されます。例9-2「ゲストドメインの移行と名前の変
更」を参照してください。いずれの場合も、ユーザーはターゲットマシンのパスワードを入力
するよう求められます。ただし、-p オプションによる非対話形式の移行では、パスワード入
力が省略されます。271 ページの「対話型でない移行の実行」を参照してください。

■ 暗号化。Oracle VM Server for SPARC では、機密データが盗まれるのを防ぐため、お
よび追加のハードウェアや専用のネットワークを不要にするために、SSL を使用して移行ト
ラフィックを暗号化します。

暗号化装置があるプラットフォームで、ソースマシンとターゲットマシンの primary ドメイン
に暗号化装置が割り当てられている場合、移行処理が速くなります。この加速が発生する
のは、SSL の処理を暗号化装置にオフロードできるためです。

CPU に暗号化命令が搭載されたプラットフォームでは、移行操作の速度が自動的に向
上します。この向上が起こるのは、SSL 操作をソフトウェアではなく暗号化命令によって実
行できるためです。

ドメインの移行

ldm migrate-domain コマンドを使用して、あるホストマシンから別のホストマシンへのドメイン
の移行を開始できます。

アクティブなドメインを実行中に移行する方法については、271 ページの「アクティブなドメイ
ンの移行」を参照してください。バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインを移行す
る方法については、279 ページの「バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインの
移行」を参照してください。

移行のオプションとオペランドについては、ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

注記 - ドメインの移行が完了したら、新しい構成をソースシステムとターゲットシステムの両方の
SP に保存します。その結果、ソースシステムまたはターゲットシステムで電源再投入が実行さ
れれば、移行したドメインの状態は正常です。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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予行演習の実行

ldm migrate-domain コマンドに -n オプションを指定すると、移行のチェックは実行されます
が、ドメインの移行は行われません。満たしていない要件がある場合、エラーとして報告されま
す。予行演習の結果により、実際の移行を試みる前に構成エラーを修正できます。

注記 - 論理ドメインには動的な性質があるため、予行演習が正常に実行されても実際の移行
が失敗したり、逆に予行演習が失敗しても実際の移行が成功したりする可能性があります。

対話型でない移行の実行

ldm migrate-domain -p filename コマンドを使用して、対話型でない移行操作を開始できま
す。
-p オプションの引数として指定するファイル名には、次の特性が必要です。
■ ファイルの最初の行にパスワードが指定されている必要があります。
■ パスワードは平文である必要があります。
■ パスワードの長さは 256 文字以下である必要があります。

パスワード末尾の改行文字と最初の行のあとのすべての行は無視されます。

ターゲットマシンのパスワードを格納するファイルは、適切にセキュリティー保護する必要があ
ります。この方法でパスワードを格納する場合は、ファイルのアクセス権の設定が 400 または
600 であること、つまり root 所有者 (特権ユーザー) のみがファイルの読み取りまたは書き込
みを許可されていることを確認します。

アクティブなドメインの移行

アクティブなドメインを移行するときは、移行元ドメイン、ソースマシン、およびターゲットマシン
に対して特定の要件と制限があります。詳細については、『Oracle VM Server for SPARC
3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「ドメイン移行の制限」を参照してください。

ヒント - ソースマシンとターゲットマシンの両方のプライマリドメインに仮想 CPU をさらに追加す
ることで、移行全体の時間を短縮できます。各 primary ドメインのコア全体を 2 個以上にする
ことをお勧めしますが、必須ではありません。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNmigrationissues
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNmigrationissues
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移行処理の間にドメインの「時間が遅れ」ます。このタイムロスの問題を軽減するには、移行元
ドメインと、Network Time Protocol (NTP) サーバーなどの外部時間ソースを同期します。ド
メインを NTP クライアントとして構成すると、ドメインの日時は移行が完了してからすぐに修正
されます。

ドメインを Oracle Solaris 10 NTP クライアントとして構成するには、『System
Administration Guide: Network Services 』の「Managing Network Time Protocol
(Tasks)」を参照してください。ドメインを Oracle Solaris 11 NTP クライアントとして構成
する場合は、『Introduction to Oracle Solaris 11 Network Services 』の「Managing
Network Time Protocol (Tasks)」を参照してください。

注記 - 移行の最後の中断フェーズで、ゲストドメインがわずかに遅延することがあります。特
に、TCP のようにプロトコルに再試行メカニズムが含まれる場合、または NFS over UDP の
ようにアプリケーションレベルで再試行メカニズムが存在する場合、この遅延によって認識で
きるようなネットワーク通信の遅延が発生しないようにしてください。ただし、ゲストドメインが
Routing Information Protocol (RIP) のようにネットワークの影響を受けやすいアプリケー
ションを実行する場合、操作を試みるとドメインでわずかな遅延や中断が発生することがありま
す。この遅延は、ゲストネットワークインタフェースが破損してしていて、中断フェーズ中に再作成
されるときの短い期間に発生します。

CPU のドメイン移行要件

次に、移行を実行する場合の CPU に対する要件および制限を示します。
■ ターゲットマシンには、移行元ドメインによって使用されている仮想 CPU の数に対応でき

る十分な空き仮想 CPU が存在する必要があります。
■ cpu-arch プロパティーを設定すると、プロセッサタイプが異なるシステム間で移行できま

す。サポートされる cpu-arch プロパティー値は次のとおりです。

■ native は CPU 固有のハードウェア機能を使用して、ゲストドメインが同じ CPU タイ
プのプラットフォーム間でのみ移行できるようにします。nativeはデフォルト値です。

■ migration-class1 は、SPARC T4 以降の SPARC プラットフォーム用の CPU 間
移行ファミリです。これらのプラットフォームでは、移行中と移行後のハードウェア暗号
化をサポートするため、サポートされる CPU には下限があります。

この値は、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、または SPARC T3 プラット
フォームや Fujitsu M10 システムとは互換性がありません。

■ sparc64-class1 は、SPARC64 プラットフォーム用の CPU 間移行ファミリで
す。sparc64-class1 値は SPARC64 の命令に基づいているため、generic 値より

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4555time-20
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4555time-20
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4555time-20
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28996time-20
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E28996time-20
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多い命令数が含まれています。そのため、generic 値に比べてパフォーマンスに影響
しません。

この値は、Fujitsu M10 システム のみと互換性があります。
■ generic はすべてのプラットフォームで使用される最低レベルの一般的な CPU ハー

ドウェア機能を使用して、ゲストドメインが CPU タイプに依存しない移行を実行でき
るようにします。

次の isainfo -v コマンドは、cpu-arch=generic のとき、および cpu-arch=migration-
class1 のときに、システムで使用可能な命令を示します。

■ cpu-arch=generic

# isainfo -v

64-bit sparcv9 applications

        asi_blk_init vis2 vis popc

32-bit sparc applications

        asi_blk_init vis2 vis popc v8plus div32 mul32

■ cpu-arch=migration-class1

# isainfo -v

64-bit sparcv9 applications

        crc32c cbcond pause mont mpmul sha512 sha256 sha1 md5

        camellia des aes ima hpc vis3 fmaf asi_blk_init vis2

        vis popc

32-bit sparc applications

        crc32c cbcond pause mont mpmul sha512 sha256 sha1 md5

        camellia des aes ima hpc vis3 fmaf asi_blk_init vis2

        vis popc v8plus div32 mul32

generic 値は、native 値と比較して、パフォーマンスが低下することがあります。パフォー
マンスの低下は、ゲストドメインが特定の CPU のネイティブハードウェア機能を使用する
代わりに、すべてのサポートされている CPU タイプで使用可能な汎用 CPU 機能のみ
を使用するため、発生する可能性があります。これらの機能を使用しないことで、generic
値により、さまざまな機能をサポートする CPU を使用するシステム間で、ドメインのマイグ
レーションの柔軟性が得られます。

cpu-arch プロパティーが native に設定されているときに psrinfo -pv コマンドを使用す
ると、次のようにプロセッサタイプを判断できます。
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# psrinfo -pv

The physical processor has 2 virtual processors (0 1)

  SPARC-T5 (chipid 0, clock 3600 MHz)

cpu-arch プロパティーが native 以外の値に設定されている場合、psrinfo -pv の出力
にはプラットフォームタイプが表示されません。代わりに、このコマンドは sun4v-cpu CPU
モジュールがロードされていることを示します。

# psrinfo -pv

The physical processor has 2 cores and 13 virtual processors (0-12)

  The core has 8 virtual processors (0-7)

  The core has 5 virtual processors (8-12)

    sun4v-cpu (chipid 0, clock 3600 MHz)

メモリーの移行要件

ターゲットマシン上に、ドメインの移行に対応できる十分な空きメモリーが存在する必要がありま
す。さらに、移行が終了するまで次に示すプロパティーが維持される必要があります。
■ 同じ数、同じサイズのメモリーブロックを作成できる必要があります。
■ メモリーブロックの物理アドレスが一致する必要はありませんが、移行が終了するまで同じ

実アドレスが維持される必要があります。

また、ターゲットマシンの使用可能メモリーのレイアウトと移行元ドメインのメモリーのレイアウト
に互換性がある必要があります。互換性がないと、移行は失敗します。特に、ターゲットマシンの
メモリーが複数の小さいアドレス範囲に分割されているのに、移行元ドメインには単一の大きい
アドレス範囲が必要な場合、移行は失敗します。次の例は、この場合について示したものです。

移行元ドメイン ldg1 にも 8G バイトの空きメモリーがありますが、これは 2 つのメモリーブロッ
クに配置されています。ターゲットのメモリーは、3 つのメモリーブロックに配置されていますが、
その一部はサイズが小さすぎます。

source# ldm ls -o memory ldg1
NAME

ldg1

MEMORY

    RA               PA               SIZE

    0x80000000       0x400000000      2G

    0x400000000      0x880000000      6G
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target# ldm ls-devices mem
MEMORY

    PA                   SIZE

    0x180880000000       5632M

    0x301f70000000       2G

    0x381b20000000       512M

このようなメモリーレイアウトの場合、移行は失敗します。

source# ldm migrate -n ldg1 target
Target Password:

Free memory layout and congruency requirements prevent binding the

memory block with PA 0x880000000, RA 0x400000000, and size 6G

Domain Migration of LDom ldg1 would fail if attempted

物理 I/O デバイスの移行要件

物理デバイスに直接アクセスするドメインは移行できません。たとえば、I/O ドメインは移行で
きません。ただし、物理デバイスが関連付けられているデバイスは移行できます。

詳細については、277 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの移行要件」および
277 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の移行要件」を参照してください。

仮想 I/O デバイスの移行要件

移行元ドメインによって使用されるすべての I/O サービスが、ターゲットマシン上で使用できる
必要があります。つまり、次に示す状態になっている必要があります。
■ 移行元ドメインで使用されている各仮想ディスクバックエンドが、ターゲットマシンで定義

されている必要があります。この共有ストレージは、SAN ディスク (NFS または iSCSI プ
ロトコルを介して使用可能なストレージ) にすることができます。定義する仮想ディスクバッ
クエンドは、ソースマシンと同じボリュームおよびサービス名である必要があります。バック
エンドへのパスはソースマシンとターゲットマシンで異なる場合がありますが、同じバックエ
ンドを参照している必要があります。
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注意 - ソースマシンとターゲットマシンで仮想ディスクバックエンドへのパスが同じストレージを
参照していなくても、移行は成功します。ただし、ターゲットマシンでのドメインの動作は予測不
能になり、ドメインを使用できない可能性があります。この問題を解決するには、ドメインを停止
し、構成の問題を修正してから、ドメインを再起動します。これらの手順を実行しない場合、ドメ
インは矛盾した状態のままになる可能性があります。

■ 移行元ドメインの各仮想ネットワークデバイスには、対応する仮想ネットワークスイッチが
ターゲットマシン上に必要です。各仮想ネットワークスイッチの名前は、ソースマシンでデバ
イスが接続されている仮想ネットワークスイッチと同じである必要があります。

たとえば、移行元ドメインの vnet0 が switch-y という名前の仮想スイッチサービスに接
続されている場合、ターゲットマシン上のドメインは、switch-y という名前の仮想スイッチ
サービスを提供する必要があります。

注記 - 移行先ドメインが必要なネットワークリソースにアクセスできるように、ターゲットマシン上
の物理ネットワークが正しく構成されている必要があります。正しく設定されていない場合、一
部のネットワークサービスが移行完了後のドメインで使用できなくなる可能性があります。

たとえば、ドメインが正しいネットワークサブネットに確実にアクセスできる必要があるような場
合です。また、ドメインがターゲットマシンから必要なリモートシステムに到達できるよう、ゲート
ウェイ、ルーター、またはファイアウォールを適切に構成することが必要な場合もあります。

移行元ドメインによって使用されていた、自動的に割り当てられる範囲内の MAC アドレ
スは、ターゲットマシンで使用可能である必要があります。

■ 仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) サービスがターゲットマシン上に存在し、1 つ以上
のポートが空いている必要があります。移行時には明示的なコンソール制約は無視されま
す。移行先ドメイン名をコンソールグループとして使用し、制御ドメインで使用可能な任意
の vcc デバイスで使用可能なポートを使用して、移行先ドメインのコンソールが作成されま
す。制御ドメインで使用可能なポートがない場合は、サービスドメインで使用可能な vcc デ
バイスで使用可能なポートを使用して、コンソールが作成されます。デフォルトのグループ
名との間に衝突がある場合、移行は失敗します。
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PCIe エンドポイントデバイスの移行要件

PCIe エンドポイントデバイスが構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を実行でき
ません。

直接 I/O 機能については、88 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによる I/O
ドメインの作成」を参照してください。

PCIe SR-IOV 仮想機能の移行要件

PCIe SR-IOV 仮想機能が構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を実行できませ
ん。

SR-IOV 機能の詳細については、102 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の割り当てによる
I/O ドメインの作成」を参照してください。

NIU ハイブリッド I/O の移行要件

NIU ハイブリッド I/O リソースを使用するドメインを移行できます。NIU ハイブリッド I/O リ
ソースを指定する制約は、ドメインの必須要件ではありません。使用可能な NIU リソースが存
在しないマシンにこのようなドメインを移行した場合、制約は維持されますが、この制約が満た
されることはありません。

SR-IOV が推奨されるため NIU ハイブリッド I/O 機能は非推奨になりました。

暗号化装置の移行要件

暗号化装置のあるプラットフォームで、暗号化装置がバインドされているゲストドメインが暗号
化装置の動的再構成 (DR) をサポートしているオペレーティングシステム上で実行されている
場合は、そのゲストドメインを移行できます。

移行の開始時に、Logical Domains Manager は移行元ドメインが暗号化装置の DR をサ
ポートしているかどうかを判定します。サポートされている場合、Logical Domains Manager
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はドメインからすべての暗号化装置の削除を試みます。移行の完了後、移行したドメインに暗
号化装置が再度追加されます。

注記 - ターゲットマシンで暗号化装置の制約を満たすことができない場合でも、移行処理はブ
ロックされません。このような場合、移行先ドメインの暗号化装置の数が移行処理前よりも減少
する可能性があります。

アクティブなドメインの遅延再構成

ソースマシンまたはターゲットマシン上でアクティブな遅延再構成処理が実行されている場合、
移行を開始できません。移行の進行中に、遅延した再構成操作を開始することは許可されま
せん。

アクティブなドメインで電源管理のエラスティックポリシー
が有効にされている場合のマイグレーション

ソースマシンとターゲットマシンのいずれかで電源管理 (PM) のエラスティックポリシーが有効
になっている場合に、ライブ移行を実行できます。

3.0 より前の Oracle VM Server for SPARC リリースでは、PM のエラスティックポリシーが
有効なソースマシンまたはターゲットマシンでは、ドメインの移行がサポートされていません。移
行の処理中にソースマシンまたはターゲットマシンの PM ポリシーがパフォーマンスからエラス
ティックに切り替えられた場合、ポリシーの切り替えは移行が完了するまで延期されます。ソー
スマシンまたはターゲットマシンでエラスティックポリシーが有効な間に、ドメインの移行が試み
られた場合、移行コマンドはエラーを返します。

ほかのドメインの操作

マシンでの移行が完了するまで、移行中のドメインの状態や構成が変更される可能性がある
操作はブロックされます。ドメイン自体に対するすべての操作のほか、マシン上のほかのドメイ
ンに対するバインドや停止などの操作もブロックされます。
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OpenBoot PROM からまたはカーネルデバッガで実行中
のドメインの移行

ドメインの移行を実行するには、Logical Domains Manager と、移行元ドメインで実行し
ている OS の間の調整が必要です。移行元ドメインが OpenBoot またはカーネルデバッガ
(kmdb) で実行中の場合、この調整は不可能です。そのため、移行元ドメインの CPU が 1 つ
だけではない場合、移行の試行は失敗します。移行元ドメインの CPU が 1 つだけの場合、特
定の要件および制限が満たされているときは移行が続行されます。『Oracle VM Server for
SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「ドメイン移行の制限」を参照してくださ
い。

移行するドメインが OpenBoot またはカーネルデバッガ (mdb) で実行しており、ソースマシンま
たはターゲットマシンが Fujitsu M10 システム である場合、移行の試みは常に失敗します。
移行するドメインに単一の CPU しかない場合、次のメッセージが表示されることがあります。

primary# ldm migrate ldg1 system2
Non-cooperative migration is not supported on this platform.

バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインの移行

バインドされたドメインまたはアクティブではないドメインは移行時に実行していないので、その
ようなドメインに適用されるドメイン移行の制限はわずかです。したがって実行時状態がコピー
されないため、SPARC T3 から SPARC T5 プラットフォームや Fujitsu M10 システム へと
いうように異なるプラットフォーム間であっても移行することができます。

バインドされたドメインを移行するには、ターゲットマシンが移行元ドメインの CPU、メモリー、お
よび入出力の制約を満たす必要があります。このような制約が満たされない場合、移行は失敗
します。

注意 - バインドされたドメインを移行する場合、実行時状態情報がターゲットマシンと交換され
ないため、仮想ディスクバックエンドの options および mpgroup 値がチェックされません。この
チェックは、アクティブなドメインを移行するときに行われます。

アクティブでないドメインの移行には、このような要件はありません。ただし、ターゲットマシン
は、あとでバインドが試みられるときに、移行先ドメインの制約を満たす必要があります。満たし
ていない場合、ドメインのバインドは失敗します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNmigrationissues
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNmigrationissues
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注記 - ドメインの移行が完了したら、新しい構成をソースシステムとターゲットシステムの両方の
SP に保存します。その結果、ソースシステムまたはターゲットシステムで電源再投入が実行さ
れれば、移行したドメインの状態は正常です。

仮想 I/O デバイスの移行要件

アクティブでないドメインの場合、仮想 I/O (VIO) の制約のチェックは実行されません。その
ため、VIO サーバーが存在しなくても移行は正常に実行されます。アクティブでないドメインと
同様に、そのドメインがバインドされる時点では、VIO サーバーが存在し、使用可能になってい
る必要があります。

PCIe エンドポイントデバイスの移行要件

PCIe エンドポイントデバイスが構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を実行でき
ません。この要件は、バインドされたドメインには適用されますが、アクティブでないドメインには
適用されません。

直接 I/O (DIO) 機能については、88 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの割り当てによ
る I/O ドメインの作成」を参照してください。

PCIe SR-IOV 仮想機能の移行要件

PCIe SR-IOV 仮想機能が構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を実行できませ
ん。この要件は、バインドされたドメインには適用されますが、アクティブでないドメインには適
用されません。

SR-IOV 機能の詳細については、102 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の割り当てによる
I/O ドメインの作成」を参照してください。

進行中の移行のモニタリング

移行が行われている間、移行元ドメインと移行先ドメインは、ステータスの出力での表示が異な
ります。ldm list コマンドの出力には、移行中のドメインの状態が表示されます。
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FLAGS フィールドの 6 列目は、次のいずれかの値になります。
■ s – 移行元であるドメイン。
■ + – 移行先であるドメイン。
■ e – ユーザー介入が必要なエラーが発生しました。

次のコマンドは、ldg-src ドメインが移行のソースであることを示しています。

# ldm list ldg-src
NAME       STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

ldg-src    suspended  -n---s          1     1G       0.0%  2h 7m

次のコマンドは、ldg-tgt ドメインが移行のターゲットであることを示しています。

# ldm list ldg-tgt
NAME       STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

ldg-tgt    bound      -----t  5000    1     1G

ステータス出力の詳細形式では、移行についての追加情報が示されます。ソースマシンのス
テータス出力では、処理が完了した割合と、ターゲットマシンおよび移行先ドメインの名前が表
示されます。同様に、ターゲットマシンのステータス出力では、処理が完了した割合と、ソースマ
シンおよび移行元ドメインの名前が表示されます。

次のコマンドでは、ldg-src ドメインの移行処理の進捗状況が表示されます。

# ldm list -o status ldg-src
NAME

ldg-src

 

STATUS

    OPERATION    PROGRESS    TARGET 

    migration    17%         t5-sys-2

進行中の移行の取り消し

移行の開始後に、ldm コマンドが KILL 信号で中断された場合、移行処理は中止されます。移
行処理が中止された場合、移行先ドメインは破棄され、移行元ドメインはアクティブであった場
合は再開されます。ldm コマンドの制御シェルが失われた場合、移行はバックグラウンドで続行
されます。

移行処理は、ldm cancel-operation コマンドを使用して、外部から取り消すこともできます。こ
のコマンドによって、進行中の移行が終了され、移行元ドメインはアクティブなドメインとして再
開されます。ldm cancel-operation コマンドはソースマシンから開始する必要があります。ある



移行の失敗からの回復

282 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

マシン上で実行される移行関連のコマンドは、そのマシンから開始された移行処理に影響を及
ぼします。ターゲットマシンは移行処理を制御できません。

注記 - 移行が開始された後は、ldm プロセスを中断しても、処理は一時停止しません。これ
は、移行に影響を与えるのは、ソースマシンおよびターゲットマシン上の Logical Domains
Manager デーモン (ldmd) であり、ldm プロセスではないためです。ldm プロセスは、戻る前に、
移行が完了したことを示す ldmd からの信号を待機します。

移行の失敗からの回復

移行元ドメインがすべての実行時状態情報を移行先ドメインに送信したあと、移行先ドメイン
がドメインが再開されたことを確認できるまでの間にネットワーク接続が失われた場合、移行操
作は終了します。

次の手順を実行して、移行が正常に完了したかどうかを判定する必要があります。

1. 移行先ドメインが処理を正常に再開したかどうかを判定します。移行先ドメインは次の 2
つのいずれかの状態になります。

■ 移行が正常に完了した場合、移行先ドメインは通常の状態になっています。
■ 移行が失敗した場合、ターゲットマシンでは移行先ドメインがクリーンアップされ、削除

されます。
2. 移行先ドメインが処理を正常に再開した場合、エラー状態になっているソースマシンのドメ

インを安全に削除できます。一方、移行先ドメインが存在しない場合は、ソースマシンのドメ
インはまだマスターバージョンのドメインであり、回復する必要があります。このドメインを回
復するには、ソースマシンで ldm cancel-operation コマンドを実行します。このコマンドに
よって、エラー状態がクリアされ、ドメインが元の状態に復元されます。

移行の例

例   9-1 ゲストドメインの移行

この例では、ldg1 ドメインを t5-sys-2 という名前のマシンに移行する方法を示します。

# ldm migrate-domain ldg1 t5-sys-2
Target Password:
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ターゲットマシンのパスワード入力を求められずにこの移行を実行するには、次のコマンドを使
用します。

# ldm migrate-domain -p pfile ldg1 t5-sys-2

-p オプションには、引数としてファイル名を指定します。指定するファイルには、ターゲットマシン
のスーパーユーザーパスワードを指定します。この例では、pfile はターゲットマシン t5-sys-2 の
パスワードを格納しています。

例   9-2 ゲストドメインの移行と名前の変更

この例では、移行処理の一部としてドメインの名前を変更する方法を示します。移行の一部と
して、ソースマシンの ldg-src ドメインの名前を、ターゲットマシン (t5-sys-2) では ldg-tgt に
変更します。さらに、ターゲットマシンでの認証には ldm-admin ユーザーを使用します。

# ldm migrate ldg-src ldm-admin@t5-sys-2:ldg-tgt
Target Password:

例   9-3 移行の失敗メッセージ

この例では、ターゲットマシンが最新の移行機能をサポートしていない場合に表示される可能
性があるエラーメッセージを示します。

# ldm migrate ldg1 dt212-346
Target Password:

The target machine is running an older version of the domain

manager that does not support the latest migration functionality.

Upgrading to the latest software will remove restrictions on

a migrated domain that are in effect until it is rebooted.

Consult the product documentation for a full description of

these restrictions.

The target machine is running an older version of the domain manager

that is not compatible with the version running on the source machine.

Domain Migration of LDom ldg1 failed

例   9-4 ターゲットマシンでのドメインの移行ステータスの取得

この例では、移行の進行中に移行先ドメインでステータスを取得する方法を示します。この例で
は、ソースマシンは t5-sys-1 です。
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# ldm list -o status ldg-tgt
NAME

ldg-tgt

 

STATUS

    OPERATION    PROGRESS    SOURCE

    migration    55%         t5-sys-1

例   9-5 ソースマシンでのドメインの解析可能な移行ステータスの取得

この例では、移行の進行中に移行元ドメインで解析可能なステータスを取得する方法を示しま
す。この例では、ターゲットマシンは t5-sys-2 です。

# ldm list -o status -p ldg-src
VERSION 1.6

DOMAIN|name=ldg-src|

STATUS

|op=migration|progress=42|error=no|target=t5-sys-2
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リソースの管理

この章では、Oracle VM Server for SPARC システムでリソース管理を実行するための情報
を提供します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 285 ページの「リソースの再構成」
■ 287 ページの「リソースの割り当て」
■ 287 ページの「CPU の割り当て」
■ 291 ページの「ハードパーティションによるシステムの構成」
■ 299 ページの「ドメインへの物理リソースの割り当て」
■ 304 ページの「メモリーの動的再構成の使用」
■ 312 ページの「電源管理の使用」
■ 313 ページの「動的なリソース管理の使用」
■ 317 ページの「ドメインリソースの一覧表示」

リソースの再構成

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行しているシステムは、仮想 CPU、仮想 I/
O デバイス、暗号化装置、メモリーなどのリソースを構成できます。一部のリソースは実行中のド
メインで動的に構成可能ですが、他のリソースは停止中のドメインで構成する必要があります。
制御ドメインでリソースを動的に構成できない場合は、まず遅延再構成を開始する必要があり
ます。遅延再構成は、制御ドメインのリブートが完了するまで構成処理を延期します。
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動的再構成
動的再構成 (DR)により、オペレーティングシステム (OS) の実行中にリソースの追加や削除を
行うことができます。特定のリソースタイプの動的再構成が実行可能かどうかは、論理ドメイン
で実行されている OS でのサポート状況に依存します。
動的再構成は、次のリソースに対してサポートされています。
■ 仮想 CPU – Oracle Solaris 10 OS および Oracle Solaris 11 OS のすべてのバー

ジョンでサポート
■ 仮想 I/O デバイス – Oracle Solaris 10 10/08 OS および Oracle Solaris 11 OS 以

上でサポート
■ 暗号化装置 – Oracle Solaris 10 1/13 OS および Oracle Solaris 11 OS 以上でサ

ポート
■ メモリー – 304 ページの「メモリーの動的再構成の使用」を参照
■ CPU コア全体 – 『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリース

ノート 』の「必須の Oracle Solaris OS バージョン」を参照
■ 物理 I/O デバイス – サポートなし

DR 機能を使用するには、変更対象のドメインで Logical Domains DR デーモン (drd) が実
行されている必要があります。drd(1M) のマニュアルページを参照してください。

遅延再構成
DR 操作がただちに行われるのに対して、遅延再構成操作は次の状況で行われます。
■ OS の次回のリブート後
■ OS が実行されていない場合、論理ドメインを停止して起動したあと

一般に、遅延再構成操作は制御ドメインに限定されます。ほかのすべてのドメインの場合、リ
ソースの動的再構成が可能でないかぎり、構成を変更するためにドメインを停止する必要があ
ります。

遅延再構成操作は制御ドメインに限定されます。動的に実行できない操作をサポートするため
に、ルートドメインで遅延再構成が進行中の場合、実行できるコマンドの数が限られます。これ
らのサブコマンドには、add-io、set-io、rm-io、create-vf、および destroy-vf があります。ま
た、ルートドメインで ldm start-reconf コマンドを実行することもできます。ほかのすべてのドメ
インの場合、リソースの動的再構成が可能でないかぎり、構成を変更するためにドメインを停止
する必要があります。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNreqdrecommendedsolarisos
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遅延再構成の進行中は、そのドメインがリブートするまで、または停止して起動するまで、そのド
メインに対するその他の再構成リクエストは延期されます。

ldm cancel-reconf コマンドは、ドメイン上の遅延再構成操作を取り消します。遅延再構成機
能の使用法については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

注記 - ほかの ldm remove-* コマンドで仮想 I/O デバイスの遅延再構成処理をすでに実行し
ている場合は、ldm cancel-reconf コマンドを使用できません。ldm cancel-reconf コマンドは
この環境で失敗します。

遅延再構成を使用して、制御ドメインでのリソースを減らすことができます。制御ドメインから多
数の CPU を削除するには、『Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リ
リースノート 』の「制御ドメインから多数の CPU を削除すると失敗する」を参照してください。制
御ドメインから多くのメモリーを削除するには、306 ページの「制御ドメインのメモリーを減ら
す」を参照してください。

リソースの割り当て

リソース割り当てメカニズムでは、リソース割り当て制約を使用してバインド時にドメインへリソー
スを割り当てます。

リソースの割り当ての制約は、ドメインにリソースを割り当てるときに、システムが満たしている必要
があるハード要件です。この制約が満たされない場合、リソースの割り当てとドメインのバインド
はいずれも失敗します。

CPU の割り当て

別々のドメインで同じコアからスレッドを実行した場合、予期しないパフォーマンスの低下が発
生する可能性があります。Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、論理ドメインのバ
インドプロセス中に、CPU アフィニティー機能を使用して CPU 割り当てを最適化し、これは、ド
メインが起動可能になる前に発生します。同じコア内のスレッド間のキャッシュ共有を改善する
ため、この機能では同じコアからのスレッドが同じ論理ドメインに割り当てられるように試みられ
ます。

ほかに手段がないかぎり、CPU アフィニティーではドメイン間のコア共有が回避されるように
試みられます。ドメインにコアの一部が割り当てられ、より多くのストランドがリクエストされる場

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNremovinglargenumberofcpus
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNremovinglargenumberofcpus
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合は、まずコアの一部からのストランドがバインドされ、次に必要に応じて、リクエストを満たすよ
うに別の空きコアが配置されます。
CPU の割り当てメカニズムでは、CPU リソースについて次のような制約が使用されます。
■ コア全体の制約。この制約は、CPU コアを仮想 CPU ではなくドメインに割り当てるように

指定します。ドメインでコアの最大数の制約が有効にされていないかぎり、ldm set-core
または ldm set-vcpu コマンドをそれぞれ使用して、コア全体の制約を追加または削除で
きます。ドメインは非アクティブか、バインドされているか、アクティブです。ただし、制約を
適用する要求を満たす十分なコアが使用可能である必要があります。最悪の状況の例と
して、別のドメイン要求とコアを共有するドメインがコア全体の制約を要求する場合、要求
を満たすために、空きリストからのコアを使用できる必要があります。最良の状況の例とし
て、コアのすべての仮想 CPU がコア境界上にすでに存在するため、CPU リソースを変更
せずに、制約が適用されます。

■ コアの最大数 (max-cores) の制約。この制約は、バインドされているか、またはアクティ
ブなドメインに割り当て可能なコアの最大数を指定します。

コア全体の制約を適用する方法
コアの最大数の制約を設定する前に、ドメインでコア全体の制約が有効になっていることを確
認します。

1. ドメインにコア全体の制約を適用します。

# ldm set-core 1 domain

2. ドメインでコア全体の制約が有効になっていることを確認します。

# ldm ls -o resmgmt domain

max-cores が unlimited に設定されていることに注意します。コアの最大数の制約を有効に
するまで、ドメインをハードパーティション分割と一緒に使用することはできません。

例   10-1 コア全体の制約の適用

この例は、ldg1 ドメインにコア全体の制約を適用する方法を示しています。最初のコマンドは
制約を適用し、2 番目のコマンドはそれが有効にされていることを確認します。

# ldm set-core 1 ldg1
# ldm ls -o resmgmt ldg1
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NAME

ldg1

CONSTRAINT

    cpu=whole-core

    max-cores=unlimited

    threading=max-throughput

コアの最大数の制約を適用する方法
コアの最大数の制約を設定する前に、ドメインでコア全体の制約が有効になっていることを確
認します。

コアの最大数の制約は、アクティブでないドメインでのみ有効化、変更、または無効化でき、バ
インドされているドメインまたはアクティブなドメインでは実行できません。制御ドメインでコアの
最大数の制約を更新する前に、まず遅延再構成を開始する必要があります。

1. ドメインでコアの最大数の制約を有効にします。

# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores domain

注記 - それらのコアに関連付けられている暗号化装置は、コアの追加に影響されません。この
ため、システムがドメインに対して自動的に、関連付けられている暗号化装置の追加を行うこと
はありません。ただし、暗号化装置は、コアの最後の仮想 CPU が削除されるときにのみ、自動
的に削除されます。この操作によって、暗号化装置の「孤立」を避けます。

2. コア全体の制約が有効にされていることを確認します。

# ldm ls -o resmgmt domain

3. ドメインをバインドし、再起動します。

# ldm bind domain
# ldm start domain

この時点で、ハードパーティション分割を使ったドメインを使用できます。

例   10-2 コアの最大数の制約の適用

この例は、max-cores プロパティーを設定してコアの最大数を 3 つのコアに制限し、制約が有
効にされていることを確認する方法を示しています。

# ldm set-domain max-cores=3 ldg1
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# ldm ls -o resmgmt ldg1
NAME

ldg1

CONSTRAINT

    cpu=whole-core

    max-cores=3

    threading=max-throughput

この時点で、ハードパーティション分割を使ったドメインを使用できます。

次の例では、バインドされていない非アクティブな ldg1 ドメインからコアの最大数の制約を削
除しますが、コア全体の制約はそのまま残します。

# ldm stop ldg1
# ldm unbind ldg1
# ldm set-domain max-cores=unlimited ldg1

また、ldg1 ドメインからコアの最大数の制約とコア全体の制約の両方を削除するには、次のよ
うに、コアの代わりに仮想 CPU を割り当てます。

# ldm set-vcpu 8 ldg1

いずれの場合も、ドメインをバインドし、再起動します。

# ldm bind ldg1
# ldm start ldg1

コア全体の制約と他のドメイン機能の相互作用
このセクションでは、コア全体の制約と次の機能の相互作用について説明します。
■ 290 ページの「CPU の動的再構成」
■ 291 ページの「動的なリソース管理」

CPU の動的再構成

コア全体の制約には、CPU の動的再構成 (DR) との完全な互換性があります。ドメインがコ
ア全体の制約で定義されている場合、ldm add-core、ldm set-core、または ldm remove-core
コマンドを使用して、アクティブなドメインのコアの数を変更できます。

ただし、バインドされているドメインまたはアクティブなドメインが遅延再構成モードでない場合、
コアの数はコアの最大数を超えることはできません。この最大数はコアの最大数の制約により
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設定され、コア全体の制約が有効化されたときに自動的に有効になります。コアの最大数の制
約を満たさない CPU DR 操作はすべて失敗します。

動的なリソース管理

コア全体の制約には、動的なリソース管理 (DRM) との互換性がありません。コア全体の制約
を使用するドメインで DRM ポリシーが有効化された場合、そのポリシーは自動的に無効にな
ります。コア全体の制約は有効なままです。

コア全体の制約が有効なときには DRM ポリシーを有効にできませんが、ドメインの DRM ポ
リシーを定義することはできます。ポリシーは自動的に無効になっても、アクティブのままです。コ
ア全体の制約なしにドメインが再起動されると、このポリシーは自動的に再度有効になります。
コア全体の制約と DRM の間の期待される相互作用は次のようになります。
■ ドメインにコア全体の制約が設定されている場合、そのドメインで DRM ポリシーの有効

化を試みると警告メッセージが表示されます。
■ アクティブでないドメインで DRM ポリシーが有効になっている場合、そのドメインでコア

全体の制約を有効にできます。ドメインがアクティブになったときにポリシーが有効だと、シ
ステムはそのドメインの DRM ポリシーを自動的に無効にします。

■ アクティブなドメインまたはバインドされているドメインで DRM ポリシーが有効になってい
る場合、コア全体の制約を有効にすることはできません。

ハードパーティションによるシステムの構成

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアによるハードパーティション
分割およびハードパーティション分割を使用して、Oracle CPU ライセンス要件に準拠する方
法を説明します。

ソフトウェアのライセンスに対するオラクルのハードパーティション分割の要件について
は、Partitioning: Server/Hardware Partitioning (http://www.oracle.com/us/
corporate/pricing/partitioning-070609.pdf)を参照してください。
■ CPU コアと CPU スレッド。Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは SPARC T

シリーズおよび SPARC M5 プラットフォーム、および Fujitsu M10 システム で実行しま
す。これらのシステムで使用されるプロセッサには複数の CPU コアがあり、それぞれに複
数の CPU スレッドが含まれます。

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/partitioning-070609.pdf
http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/partitioning-070609.pdf
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■ ハードパーティション分割と CPU 全体のコア。Oracle VM Server for SPARC 2.0 リ
リースから、CPU のコア全体の構成を使用して、ハードパーティション分割が適用されま
す。CPU のコア全体の構成には、個々の CPU スレッドではなく、CPU のコア全体が割り
当てられているドメインがあります。デフォルトで、ドメインは CPU スレッドを使用するよう
に構成されています。

ドメインをコア全体の構成でバインドすると、システムは指定された数の CPU コアとその
すべての CPU スレッドをドメインにプロビジョニングします。CPU コア全体の構成を使用
すると、バインドされたドメインまたはアクティブなドメインに動的に割り当て可能な CPU
コア数が制限されます。

■ Oracle ハードパーティションライセンス。Oracle ハードパーティションライセンス要件に準
拠するには、Oracle VM Server for SPARC 2.0 リリース以上を使用する必要がありま
す。次のように、CPU コア全体を使用する必要もあります。

■ Oracle ハードパーティションライセンスを使用するアプリケーションを実行するドメイ
ンは、CPU コア全体で構成する必要があります。

■ Oracle ハードパーティションライセンスを使用するアプリケーションを実行しないド
メインは、CPU コア全体で構成する必要はありません。たとえば、制御ドメインで
Oracle アプリケーションを実行しない場合、そのドメインは CPU のコア全体で構成
する必要はありません。

ドメインの構成のチェック

ldm list-o コマンドを使用して、ドメインが CPU コア全体で構成されているかどうか、および
ドメインに割り当てられている CPU コアを表示する方法を判断します。
■ ドメインが CPU コア全体で構成されているかどうかを判断するには

# ldm list -o resmgmt domain

出力にコア全体の制約が表示され、max-cores プロパティーでドメインに構成されている
CPU コアの最大数を指定していることを確認します。ldm(1M) マニュアルページを参照
してください。

次のコマンドは、ldg1 ドメインが CPU コア全体および最大 5 つのコアで構成されている
ことを示します。

# ldm list -o resmgmt ldg1

NAME

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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ldg1

CONSTRAINT

   whole-core

   max-cores=5

■ ドメインがバインドされると、CPU コアがドメインに割り当てられます。ドメインに割り当てら
れている CPU コアを表示するには

# ldm list -o core domain

次のコマンドは、ldg1 ドメインに割り当てられているコアを表示します。

# ldm list -o core ldg1

NAME 

ldg1

CORE 

CID PCPUSET 

1 (8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15) 

2 (16, 17, 18, 19, 20, 21, 22, 23)

CPU コア全体によるドメインの構成

このセクションのタスクでは、CPU コア全体で新しいドメインを作成する方法、CPU コア全体
で既存のドメインを構成する方法、CPU コア全体で primary ドメインを構成する方法について
説明します。

注記 - コア全体を割り当てるために使用する ldm サブコマンドが Oracle VM Server for
SPARC 2.2 リリースで変更されました。

このセクションのタスクと例では、Oracle VM Server for SPARC 2.2 ソフトウェアで導入さ
れた新しいコマンドを使用します。

Logical Domains Manager のバージョン 2.0 または 2.1 を使用して、コア全体をドメイン
に割り当てる場合、ldm add-core、ldm set-core、ldm remove-core コマンドの代わりに、ldm
add-vcpu -c、ldm set-vcpu -c、ldm remove-vcpu -c コマンドをそれぞれ使用します。
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CPU コア全体を使用するようにドメインを構成するには、次のコマンドを使用します。

ldm set-core number-of-CPU-cores domain

このコマンドは、ドメインの CPU コアの最大数、つまり CPU キャップも指定します。ldm(1M)
マニュアルページを参照してください。

CPU キャップと CPU コアの割り当ては、個別のコマンドで処理されます。これらのコマンドを
使用して、CPU コアを個別に割り当てたり、キャップを設定したり、またはその両方を実行したり
することができます。CPU キャップが設定されていない場合にも、コアに割当て単位を設定で
きます。ただし、Oracle VM Server for SPARC システムにハードパーティション分割を構成し
ている場合に、システムをこのモードで実行することは許可されません。
■ add-core、set-core、または rm-core サブコマンドを使用して、指定した数の CPU コアを

ドメインに割り当てます。
■ create-domain または set-domain サブコマンドを使用して、CPU キャップを設定し、max-

cores プロパティー値を指定します。

Oracle VM Server for SPARC システムでハードパーティション分割を構成する場合、
キャップを設定する必要があります。

CPU コア全体で新しいドメインを作成する方法

注記 -  オプションでコアの最大数の制約を設定する場合にのみ、ドメインを停止し、バインドを
解除する必要があります。

1. ドメインを作成します。

# ldm create domain

2. ドメインの CPU 全体のコアの数を設定します。

# ldm set-core number-of-CPU-cores domain

3. (オプション) ドメインに max-cores プロパティーを設定します。

# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores domain

4. ドメインを構成します。

この構成時には必ず、ldm add-core、ldm set-core、または ldm rm-core コマンドを使用して
ください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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5. ドメインをバインドし、起動します。

# ldm bind domain
# ldm start domain

例   10-3 2 つの CPU コア全体による新規ドメインの作成

この例では、2 つの CPU コア全体で ldg1 ドメインを作成します。最初のコマンドでは、ldg1 ド
メインを作成します。2 番目のコマンドは、2 つの CPU コア全体で ldg1 ドメインを構成します。

この時点で、ドメインの構成をさらに実行することができますが、294 ページの「CPU コア全
体で新しいドメインを作成する方法」の手順 3 で説明する制限を受けます。

3 番目と 4 番目のコマンドは、ldg1 ドメインのバインドと起動方法を示しており、その時点
で、ldg1 ドメインを使用できます。

# ldm create ldg1
# ldm set-core 2 ldg1
...

# ldm bind ldg1
# ldm start ldg1

CPU コア全体で既存のドメインを構成する方法

ドメインがすでに存在し、CPU スレッドを使用するように構成されている場合は、CPU コア全
体を使用するように構成を変更できます。

1. (オプション) ドメインを停止し、バインド解除します。

この段階は、コアの最大数の制約も設定する場合にのみ必要となります。

# ldm stop domain
# ldm unbind domain

2. ドメインの CPU 全体のコアの数を設定します。

# ldm set-core number-of-CPU-cores domain

3. (オプション) ドメインに max-cores プロパティーを設定します。

# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores domain

4. (オプション) ドメインを再バインドし、再起動します。
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この段階は、コアの最大数の制約も設定する場合にのみ必要となります。

# ldm bind domain
# ldm start domain

例   10-4 4 つの CPU コア全体による既存のドメインの構成

この例では、4 つの CPU コア全体で構成することによって、既存のドメイン ldg1 の構成を更
新します。

# ldm set-core 4 ldg1

CPU コア全体で primary ドメインを構成する方法

CPU スレッドを使用するように primary ドメインが構成されている場合は、CPU コア全体を使
用するように構成を変更できます。

1. (オプション) primary ドメインを遅延再構成モードにします。

遅延再構成の開始は、max-cores プロパティーを変更する場合にのみ必要となります。

# ldm start-reconf primary

2. primary ドメインの CPU コア全体の数を設定します。

# ldm set-core number-of-CPU-cores primary

3. (オプション) primary ドメインに max-cores プロパティーを設定します。

# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores primary

4. (オプション) primary ドメインをリブートします。

システム構成に応じて、適切な手順を使用して、primary ドメインをリブートしま
す。93 ページの「ルートドメインのリブート」を参照してください。

ドメインのリブートは、max-cores プロパティーを変更する場合にのみ必要となります。

例   10-5 2 つの CPU コア全体を使用した制御ドメインの構成

この例では、primary ドメインに CPU コア全体を構成します。最初のコマンドは、primary ドメ
インで遅延再構成モードを開始します。2 番目のコマンドは、2 つの CPU コア全体で primary
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ドメインを構成します。3 つ目のコマンドは max-cores プロパティーを 2 に設定し、4 つ目のコマ
ンドは primary ドメインをリブートします。

# ldm start-reconf primary
# ldm set-core 2 primary
# ldm set-domain max-cores=2 primary
# shutdown -i 5

オプションの段階 1 と 4 は、max-cores プロパティーを変更する場合にのみ必要となります。

その他の Oracle VM Server for SPARC 機能とハード
パーティション化されたシステムとの相互作用

このセクションでは、パーティション化されたシステムがほかの Oracle VM Server for
SPARC 機能と通信する方法を説明します。

CPU の動的再構成

CPU コア全体で構成されているドメインで CPU 動的再構成を使用できます。ただし、追加ま
たは削除できるのは、個々の CPU スレッドではなく、CPU コア全体のみに限ります。システム
のハードパーティション分割状態は CPU 動的再構成機能によって保守します。さらに、CPU コ
アが動的にドメインに追加された場合、最大数が適用されます。そのため、CPU DR コマンド
は CPU の最大数を超えようとすると、失敗します。

注記 - max-cores プロパティーは、ドメインを停止するかバインド解除しないかぎり、変更できま
せん。そのため、コア全体の制約を設定したときに指定した値から、コアの最大数を増やすに
は、まずドメインを停止し、バインド解除する必要があります。

バインドされているか、アクティブなドメインに CPU コア全体を動的に追加または削除し、バイ
ンドされているか、アクティブなドメインの CPU コア全体の数を動的に設定するには、次のコマ
ンドを使用します。

ldm add-core number-of-CPU-cores domain
ldm rm-core number-of-CPU-cores domain
ldm set-core number-of-CPU-cores domain
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注記 - ドメインがアクティブでない場合、これらのコマンドはドメインの CPU コアの最大数も
調整します。ドメインがバインドされているか、アクティブな場合、これらのコマンドはドメインの
CPU コアの最大数に影響しません。

例   10-6 ドメインへの 2 つの CPU コア全体の動的な追加

この例では、2 つの CPU コア全体を ldg1 ドメインに動的に追加する方法を示していま
す。ldg1 ドメインは CPU コア全体で構成されたアクティブなドメインです。最初のコマンド
は ldg1 ドメインがアクティブであることを示しています。2 番目のコマンドは、ldg1 ドメインが
CPU コア全体および最大 4 つの CPU コアで構成されていることを示します。3 番目と 5
番目のコマンドは、2 つの CPU コア全体の追加の前と後の、ドメインに割り当てられている
CPU コアを示します。4 番目のコマンドは 2 つの CPU コア全体を ldg1 ドメインに動的に追
加します。

# ldm list ldg1
NAME    STATE   FLAGS   CONS  VCPU  MEMORY UTIL  UPTIME

ldg1    active  -n----  5000  16    2G     0.4%  5d 17h 49m

# ldm list -o resmgmt ldg1
NAME

ldg1

CONSTRAINT

   whole-core

        max-cores=4

# ldm list -o core ldg1
NAME 

ldg1

CORE 

CID PCPUSET 

1 (8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15) 

2 (16, 17, 18, 19, 20, 21, 22, 23)

# ldm add-core 2 ldg1
# ldm list -o core ldg1
NAME 

ldg1

CORE 

CID PCPUSET 

1 (8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15) 

2 (16, 17, 18, 19, 20, 21, 22, 23) 

3 (24, 25, 26, 27, 28, 29, 30, 31)

4 (32, 33, 34, 35, 36, 37, 38, 39)
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CPU 動的リソース管理

動的リソース管理 (DRM) を使用して、一部のドメインで CPU リソースを自動的に管理できま
す。DRM を使用する場合、DRM ポリシーは、CPU コア全体で構成されたドメインに適用され
ません。

DRM ポリシーに CPU コア全体で構成されたドメインを含めることができます。ただし、そのよ
うなポリシーをアクティブにしても、そのドメインに対し、自動的に無効にされます。あとでドメイ
ンを CPU コア全体ではなく、CPU スレッドで構成されないかぎり、ドメインは CPU コア全体
で構成されたままになります。ドメインを CPU スレッドを使用するように構成すると、DRM ポリ
シーがそのドメインに対して自動的に再有効にされます。

電源管理

ハードパーティション化されたドメインごとに、個別の電源管理 (PM) ポリシーを設定できます。

ドメインのリブートまたは再バインド

CPU コア全体で構成されているドメインは、ドメインが再起動されるか、システム全体が再起
動された場合でも、CPU コア全体で構成されたままになります。ドメインはバインドされている
間ずっと、同じ物理 CPU コアを使用します。たとえば、ドメインがリブートされた場合、リブートの
前とあとで同じ物理 CPU コアを使用します。または、ドメインがバインドされている間に、シス
テム全体の電源がオフにされた場合、システムの電源が再度オンにされたときに、そのドメイン
が同じ物理 CPU コアで構成されます。ドメインをバインド解除してから再バインドするか、シス
テム全体を新しい構成で再起動した場合、ドメインは別の物理 CPU コアを使用することがあ
ります。

ドメインへの物理リソースの割り当て

Logical Domains Manager はドメインに割り当てられる物理リソースを自動的に選択しま
す。また、Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアを使用すれば、上級管理者がドメ
インに割り当てるか削除する物理リソースを明示的に選択することもできます。
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ユーザーが明示的に割り当てるリソースは名前付きリソースと呼ばれます。自動的に割り当てられ
るリソースは匿名リソースと呼ばれます。

注意 - 上級管理者でないかぎり、名前付きリソースは割り当てないでください。

物理リソースを制御ドメインおよびゲストドメインに明示的に割り当てることができます。制御ド
メインはアクティブなままになるため、物理リソース割り当てを行う前に、オプションで制御ドメイ
ンを遅延再構成モードにできます。または、物理割り当てを行うと、遅延再構成が自動的にトリ
ガーされます。303 ページの「制御ドメインでの物理リソースの管理」を参照してください。物
理リソースの制限については、303 ページの「ドメインでの物理リソース管理の制限」を参照
してください。
次の物理リソースを制御ドメインおよびゲストドメインに明示的に割り当てることができます。
■ 物理 CPU。cid プロパティーを設定して、ドメインに物理コア ID を割り当てます。

cid プロパティーは、構成するシステムのトポロジについて知識のある管理者のみが使用
するようにしてください。この高度な構成機能は、特定の割り当て規則を強制的に適用し
ます。これは、システムのパフォーマンス全体に影響を与える可能性があります。

このプロパティーは次のいずれかのコマンドを実行して設定できます。

# ldm add-core cid=core-ID[,core-ID[,...]] ldom
# ldm set-core cid=core-ID[,core-ID[,...]] ldom
# ldm rm-core [-f] cid=core-ID[,core-ID[,...]] ldom

cid プロパティーの値としてコア ID を指定した場合、core-ID はドメインに対して明示的
に割り当てられるか削除されます。

■ 物理メモリー。mblock プロパティーを設定して、一連の隣接した物理メモリー領域をドメイン
に割り当てます。各物理メモリー領域は、物理メモリー開始アドレスとサイズで指定します。

注意 - この機能を使用して、DIMM の物理アドレスを指定することはできません。

mblock プロパティーは、構成するシステムのトポロジについて知識のある管理者のみが使
用するようにしてください。この高度な構成機能は、特定の割り当て規則を強制的に適用
します。これは、システムのパフォーマンス全体に影響を与える可能性があります。

このプロパティーは次のいずれかのコマンドを実行して設定できます。
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# ldm add-mem mblock=PA-start:size[,PA-start:size[,...]] ldom
# ldm set-mem mblock=PA-start:size[,PA-start:size[,...]] ldom
# ldm rm-mem mblock=PA-start:size[,PA-start:size[,...]] ldom

ドメインに対して、メモリーブロックを割り当てるか削除するには、mblock プロパティーを設
定します。有効な値には、コロン (:) で区切られた物理メモリー開始アドレス (PA-start) と
メモリーブロックサイズ (size) が含まれます。

注記 - mblock または cid プロパティーを設定した場合、動的再構成 (DR) を使用して、実行中
のドメイン間でメモリーまたはコアリソースを移動することはできません。ドメイン間でリソースを
移動するには、ドメインがバインドされている状態またはアクティブでない状態であることを確
認します。制御ドメインの物理リソースの管理については、303 ページの「制御ドメインでの
物理リソースの管理」を参照してください。

ドメインのリソース制約を表示するには、ldm list-constraints コマンドを使用できま
す。physical-bindings 制約はドメインに物理的に割り当てられているリソースタイプを指定
します。ドメインが作成されると、物理リソースがそのドメインに割り当てられるまで、physical-
bindings 制約が解除されます。

physical-bindings 制約は、次の場合に特定の値に設定されます。
■ mblock プロパティーが指定されている場合 memory
■ cid プロパティーが指定されている場合 core
■ cid と mblock の両方のプロパティーが指定されている場合 core,memory

physical-bindings 制約を削除する方法

ゲストドメインの physical-bindings 制約を削除するには、まず物理的にバインドされているリ
ソースをすべて削除する必要があります。

1. ドメインのバインドを解除します。

# ldm unbind domain

2. 名前付きリソースを削除します。

■ 名前付きコアを削除するには:
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# ldm set-core cid=core-ID domain
■ 名前付きメモリーを削除するには:

# ldm set-mem mblock=PA-start:size domain

3. CPU またはメモリーリソースを追加します。

■ CPU リソースを追加するには:

# ldm add-vcpu number domain
■ メモリーリソースを追加するには:

# ldm add-mem size[unit] domain

4. ドメインを再バインドします。

# ldm bind domain

物理的にバインドされていないすべてのリソースを削除す
る方法
physical-bindings 制約が設定されていないゲストドメインを制約するには、まず物理的にバ
インドされていないリソースをすべて削除する必要があります。

1. ドメインのバインドを解除します。

# ldm unbind domain

2. リソースの数を 0 に設定します。

■ CPU リソースを設定するには:

# ldm set-core 0 domain
■ メモリーリソースを設定するには:

# ldm set-mem 0 domain

3. 物理的にバインドされている CPU またはメモリーリソースを追加します。
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■ CPU リソースを追加するには:

# ldm add-core cid=core-ID domain
■ メモリーリソースを追加するには:

# ldm add-mem mblock=PA-start:size domain

4. ドメインを再バインドします。

# ldm bind domain

制御ドメインでの物理リソースの管理

制御ドメインから physical-bindings 制約を追加したり削除したりするには、前のセクションの
該当する手順に従います。ただし、ドメインのバインドを解除する代わりに、制御ドメインを遅延
再構成にします。

匿名リソースと物理的にバインドされている名前付きリソース間の制約を変更すると、自動的に
遅延再構成がトリガーされます。ldm start-reconf primary コマンドを使用すれば、明示的に
遅延再構成になることもできます。

すべての遅延再構成の変更と同様に、プロセスを完了するには、ドメイン (この場合は制御ドメ
イン) のリブートを実行する必要があります。

注記 - 制御ドメインが遅延再構成モードの場合、制御ドメインで ldm add-mem コマンドおよび
ldm rm-mem コマンドを使用して、無限のメモリー割り当てを実行できます。ただし、ldm set-
core コマンドを使用して、制御ドメインに対して実行できるコア割り当ては1 つだけです。

ドメインでの物理リソース管理の制限

物理リソースの割り当てには、次の制限が適用されます。
■ 同じドメイン内で、物理メモリーバインドと非物理メモリーバインド、または物理コアバインド

と非物理コアバインドを行うことはできません。
■ 同じドメイン内で、非物理メモリーバインドと物理コアバインド、または非物理コアバインド

と物理メモリーバインドを使用することはできます。
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■ ドメインに物理リソースを追加すると、対応するリソースタイプが物理バインドとして制約さ
れます。

■ physical-bindings=core のドメインに対して匿名 CPU を追加または削除しようとする
と、失敗します。

■ バインド解除されたリソースの場合、ldm bind コマンドを実行した場合にのみ、リソースの
割り当てとチェックを行うことができます。

■ ドメインから物理メモリーを削除する場合、以前に追加された正確な物理メモリーブロックを
削除する必要があります。

■ 物理メモリーの範囲はオーバーラップできません。
■ 物理リソースをドメインに割り当てるには、ldm add-core cid= コマンドまたは ldm set-

core cid= コマンドのみ使用できます。
■ ldm add-mem mblock= または ldm set-mem mblock= コマンドを使用して複数の物理メモ

リーブロックを割り当てると、すぐにほかのバインドとの競合が発生していないかどうかに
ついてアドレスとサイズがチェックされます。

■ 一部のコアが割り当てられているドメインでは、それらのコアの残りの CPU が空いていて
使用可能である場合に、コア全体のセマンティクスを使用できます。

メモリーの動的再構成の使用

Oracle VM Server for SPARC 2.0 リリースには、メモリーの動的再構成が導入されていま
す。この機能は容量に基づき、アクティブな論理ドメインに対する任意の量のメモリーの追加ま
たは削除を可能にします。
メモリー DR 機能を使用するための要件と制限は次のようになります。
■ メモリー DR 操作は任意のドメインで実行できます。ただし、ドメインで同時に実行できる

メモリー DR 操作は 1 つだけです。
■ メモリー DR 機能では、操作に関与するメモリのアドレスとサイズが 256M バイト単位で

あることが要求されます。306 ページの「メモリー配置」を参照してください。
■ 空きメモリープールに存在する、この単位に基づかないメモリーは、メモリー DR 機能を使

用してドメインに割り当てることはできません。308 ページの「単位が調整されていない
メモリーの追加」を参照してください。

メモリー DR 操作を使用してドメインのメモリーを再構成できない場合、メモリーを再構成する前
にドメインを停止する必要があります。そのドメインが制御ドメインの場合、まず遅延再構成を
開始する必要があります。



メモリーの動的再構成の使用

第 10 章 リソースの管理 305

メモリーの追加

ドメインがアクティブの場合、ldm add-memory コマンドを使用してドメインにメモリーを動的に
追加できます。指定されたメモリーサイズがドメインの現在のメモリーサイズを超えている場合
は、ldm set-memory コマンドで動的にメモリーを追加することもできます。

メモリーの削除

ドメインがアクティブの場合、ldm remove-memory コマンドを使用してドメインから動的にメモ
リーを削除できます。指定されたメモリーサイズがドメインの現在のメモリーサイズよりも小さい
場合、ldm set-memory コマンドで動的にメモリーを削除することもできます。

メモリーの削除操作には長い時間が必要な場合があります。指定のドメインに対して ldm list
-l コマンドを実行すると、ldm remove-memory コマンドの進捗状況を追跡できます。

ldm remove-memory コマンドを中断する (Control-C を押す) か、ldm cancel-operation
memdr コマンドを発行して、進行中の削除要求を取り消すことができます。メモリー削除要求を
取り消すと、削除要求の未処理の部分、つまりドメインからまだ削除されていない部分のメモ
リーのみが影響を受けます。

部分的なメモリー DR 要求

動的にメモリーをドメインに追加する、またはドメインから削除するリクエストは、部分的にしか
実現されない可能性があります。この結果は、追加または削除にそれぞれ適したメモリーが使
用できるかどうかによって異なります。

注記 - ドメインから削除されたメモリーは、他のドメインに追加される前にクリアされます。

制御ドメインのメモリーの再構成

メモリー DR 機能を使用して、制御ドメインのメモリーを再構成できます。制御ドメインでメモリー
DR 要求を実行できない場合、まず遅延再構成を開始する必要があります。
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メモリー DR 操作には長い時間を要する場合があるため、アクティブなドメインから大量のメモ
リーを削除する場合は、メモリー DR 操作は適さない可能性があります。具体的には、システム
の初期構成時には、遅延再構成を使用して制御ドメインのメモリーを減らすようにしてください。

制御ドメインのメモリーを減らす

制御ドメインのメモリーを出荷時デフォルト構成から減らすには、メモリー DR ではなく遅延再
構成を使用します。このような場合、ホストシステムのメモリーすべてを制御ドメインが所有しま
す。アクティブなドメインは、要求されたメモリーのすべてを追加できること、またはより一般的に
は放棄できることを保証されていないため、この目的にメモリー DR 機能は適していません。む
しろ、そのドメインで実行されている OS が、要求を最大限に満たすことを試みます。さらに、メ
モリーの削除操作には長い時間が必要な場合があります。これらの問題は、制御ドメインのメ
モリーを最初に減らすときのように、大量のメモリー操作が関与する場合にはさらに悪化します。

以上の理由により、次の手順に従って遅延再構成を使用してください。

1. ldm start-reconf primary コマンドを使用して、制御ドメインを遅延再構成モードにしま
す。

2. 必要に応じて、制御ドメインにより所有されているホストシステムのリソースを分割します。
3. 必要な場合は、ldm cancel-reconf コマンドを使用して手順 2 の操作を元に戻し、やり直

します。
4. 制御ドメインをリブートして、再構成の変更を有効にします。

動的再構成と遅延再構成

制御ドメインで遅延再構成が保留されている場合、他のドメインについてのメモリー再構成要
求はすべて拒否されます。制御ドメインで遅延再構成が保留中されていない場合、メモリー
DR をサポートしないドメインについてのメモリー再構成要求はすべて拒否されます。それらのド
メインの場合、リクエストは、遅延再構成リクエストに変換されます。

メモリー配置

メモリー再構成のリクエストは、そのリクエストが適用されるドメインの状態に応じて、配置の要
件が異なります。
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アクティブなドメインのメモリー配置

■ 動的追加および削除。動的追加と動的削除では、メモリーブロックのアドレスとサイズが
256 MB 単位になります。操作の最小サイズは 256M バイトです。

この単位に基づかない要求や、境界サイズよりも大きい削除要求は拒否されます。

メモリー配置を調整するには、次のコマンドを使用します。

■ ldm add-memory。このコマンドで --auto-adj オプションを指定した場合、追加される
メモリーの量は 256 MB 単位であるため、ドメインに実際に追加されるメモリーの量
が増えることがあります。

■ ldm remove-memory。このコマンドで --auto-adj オプションを指定した場合、削除さ
れるメモリーの量は 256 MB 単位であるため、ドメインから実際に削除されるメモ
リーの量が減ることがあります。

■ ldm set-memory。このコマンドは、追加または削除操作として扱われます。--auto-
adj オプションを指定すると、前に説明したように、追加または削除されるメモリーの
量は 256M バイト単位になります。この調整により、ドメインのメモリーサイズが増加
する可能性があります。

■ 遅延再構成。メモリーブロックのアドレスとサイズは 4M バイト単位です。この単位に基づ
かない要求を行なった場合、要求は 4M バイト単位に切り上げられます。

バインドされているドメインのメモリー配置

バインドされているドメインの、メモリーブロックのアドレスとサイズは 4M バイト単位です。この
単位に基づかない要求を行なった場合、要求は 4M バイト単位に切り上げられます。そのた
め、ドメインの結果のメモリーサイズが指定よりも大きくなることがあります。

ldm add-memory、ldm set-memory、および ldm remove-memory コマンドに --auto-adj オプ
ションを使用すると、結果のメモリーサイズが 256M バイト単位に切り上げられます。そのた
め、結果のメモリーが指定よりも大きくなることがあります。

アクティブでないドメインのメモリー配置

ldm add-memory、ldm set-memory、および ldm remove-memory コマンドに --auto-adj オプ
ションを使用すると、結果のメモリーサイズが 256M バイト単位に切り上げられます。アクティ
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ブでないドメインについては、単位の要件はありません。307 ページの「バインドされているド
メインのメモリー配置」に記載されている制限は、このようなドメインがバインドされたあとで有
効になります。

単位が調整されていないメモリーの追加

メモリー DR 機能では、アクティブなドメインに動的に追加または削除されるメモリーのアドレス
とサイズが 256M バイト単位であることが要求されます。このため、この単位に調整されてい
ないメモリーを、メモリー DR を使用してアクティブドメインから削除することはできません。

また、空きメモリープールに存在するメモリーがこの単位に調整されていない場合、それらをメモ
リー DR を使用してアクティブなドメインに追加することもできません。

単位が調整されたすべてのメモリーが割り当てられたあとで、ldm add-memory コマンドを使用
して、単位が調整されていない残りのメモリーをバインドされたドメインまたはアクティブでない
ドメインに追加できます。また、このコマンドを使用して、遅延再構成操作を行い、単位が調整さ
れていない残りのメモリーを制御ドメインに追加できます。

次の例は、残り 2 つの 128M バイトのメモリーブロックを primary および ldom1 ドメインに追
加する方法を示しています。ldom1 ドメインはバインドされた状態です。

次のコマンドは、制御ドメインで遅延再構成操作を開始します。

# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.

All configuration changes for other domains are disabled until the

primary domain reboots, at which time the new configuration for the

primary domain also takes effect.

次のコマンドは、128M バイトのメモリーブロックの 1 つを制御ドメインに追加します。

# ldm add-memory 128M primary
------------------------------------------------------------------------------

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.

Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.

------------------------------------------------------------------------------

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -ndcv-  SP      8     2688M    0.1%  23d 8h 8m

# ldm list
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NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      8     2560M    0.5%  23d 8h 9m

ldom1            bound      ------  5000    1     524M

次のコマンドは、ほかの 128M バイトのメモリーブロックを ldom1 ドメインに追加します。

# ldm add-mem 128M ldom1
# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      8     2560M    0.1%  23d 8h 9m

ldom1            bound      ------  5000    1     652M

メモリー DR の例

次の例は、メモリー DR 操作を実行する方法を示しています。関連する CLI コマンドについて
は、ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

例   10-7 アクティブなドメインでのメモリー DR 操作

この例は、アクティブなドメイン ldom1 に対し、動的にメモリーの追加と削除を行う方法を示して
います。

ldm list の出力の「Memory (メモリー)」フィールドに、各ドメインのメモリーが表示されます。

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.4%  1d 22h 53m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.4%  1d 1h 23m

ldom2            bound      ------  5001    2     200M

次の ldm add-mem コマンドに指定するメモリーは 256M バイトの倍数である必要があるため、
このコマンドはエラーで終了します。次の ldm add-mem コマンドは --auto-adj オプションを使
用しているため、追加するメモリーの量として 200M を指定していますが、メモリーの量は 256M
バイトに切り上げられます。

# ldm add-mem 200M ldom1
The size of memory must be a multiple of 256MB.

# ldm add-mem --auto-adj 200M ldom1
Adjusting request size to 256M.

The ldom1 domain has been allocated 56M more memory

than requested because of memory alignment constraints.

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m


メモリーの動的再構成の使用

310 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

# ldm list
NAME            STATE   FLAGS   CONS    VCPU    MEMORY  UTIL    UPTIME

primary         active  -n-cv-  SP      4       27392M  5.0%    8m

ldom1           active  -n----  5000    2       2304M   0.5%    1m

ldom2           bound   ------  5001    2       200M

ldm rm-mem コマンドに指定するメモリーは 256M バイトの倍数である必要があるため、このコ
マンドはエラーで終了します。同じコマンドに --auto-adj オプションを追加すると、メモリーの量
が次の 256M バイトの境界まで切り下げられるため、メモリーの削除は成功します。

# ldm rm-mem --auto-adj 300M ldom1
Adjusting requested size to 256M.

The ldom1 domain has been allocated 44M more memory

than requested because of memory alignment constraints.

# ldm list
NAME            STATE   FLAGS   CONS    VCPU    MEMORY  UTIL    UPTIME

primary         active  -n-cv-  SP      4       27392M  0.3%    8m

ldom1           active  -n----  5000    2       2G      0.2%    2m

ldom2           bound   ------  5001    2       200M

例   10-8 バインドされたドメインでのメモリー DR 操作

この例は、バインドされたドメイン ldom2 に対してメモリーの追加と削除を行う方法を示してい
ます。

ldm list の出力の「Memory (メモリー)」フィールドに、各ドメインのメモリーが表示されます。
最初の ldm add-mem コマンドは、ldom2 ドメインに 100M バイトのメモリーを追加します。次の
ldm add-mem コマンドには --auto-adj オプションが指定されているため、さらに 112M バイト
のメモリーが ldom2 に動的に追加されます。

ldm rm-mem コマンドは、ldom2 ドメインから 100M バイトを動的に削除します。同じコマンドに
--auto-adj オプションを指定して 300M バイトのメモリーを削除すると、メモリーの量は次の
256 M バイトの境界まで切り下げられます。

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.4%  1d 22h 53m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.4%  1d 1h 23m

ldom2            bound      ------  5001    2     200M          

# ldm add-mem 100M ldom2

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME



メモリーの動的再構成の使用

第 10 章 リソースの管理 311

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.5%  1d 22h 54m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 25m

ldom2            bound      ------  5001    2     300M       

# ldm add-mem --auto-adj 100M ldom2
Adjusting request size to 256M.

The ldom2 domain has been allocated 112M more memory

than requested because of memory alignment constraints.

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.4%  1d 22h 55m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.5%  1d 1h 25m

ldom2            bound      ------  5001    2     512M          

# ldm rm-mem 100M ldom2
# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   3.3%  1d 22h 55m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 25m

ldom2            bound      ------  5001    2     412M          

# ldm rm-mem --auto-adj 300M ldom2
Adjusting request size to 256M.

The ldom2 domain has been allocated 144M more memory

than requested because of memory alignment constraints.

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.5%  1d 22h 55m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 26m

ldom2            bound      ------  5001    2     256M

例   10-9 ドメインのメモリーサイズの設定

この例は、ldm set-memory コマンドを使用してドメインに対するメモリーの追加と削除を行う方
法を示しています。

ldm list の出力の「Memory (メモリー)」フィールドに、各ドメインのメモリーが表示されます。

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.5%  1d 22h 55m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 26m

ldom2            bound      ------  5001    2     256M

次の ldm set-mem コマンドは、primary ドメインのサイズを 3400M バイトに設定する操作を
試みます。その結果として発生するエラーは、指定された値が 256M バイト単位でないことを
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示します。同じコマンドに --auto-adj オプションを追加すると、メモリーの一部を正常に削除
し、256M バイトの境界を維持することができます。このコマンドは、ドメインがメモリーを使用し
ているため、要求されたメモリーのすべてを削除できなかったことを示す警告も発行します。

# ldm set-mem 3400M primary
An ldm set-mem 3400M command would remove 23992MB, which is not a multiple

of 256MB. Instead, run ldm rm-mem 23808MB to ensure a 256MB alignment.

# ldm set-mem --auto-adj 3400M primary
Adjusting request size to 3.4G.

The primary domain has been allocated 184M more memory

than requested because of memory alignment constraints.

Only 9472M of memory could be removed from the primary domain

because the rest of the memory is in use.

次の ldm set-mem コマンドは、バインドされた状態にある ldom2 ドメインのメモリーサイズを
690M バイトに設定します。同じコマンドに --auto-adj オプションを追加すると、ldom2 にさら
に 78M バイトのメモリーが動的に追加され、256M バイトの境界が維持されます。

# ldm set-mem 690M ldom2
# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     17920M   0.5%  1d 22h 56m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.6%  1d 1h 27m

ldom2            bound      ------  5001    2     690M          

# ldm set-mem --auto-adj 690M ldom2
Adjusting request size to 256M.

The ldom2 domain has been allocated 78M more memory

than requested because of memory alignment constraints.

# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

primary          active     -n-cv-  SP      4     17920M   2.1%  1d 22h 57m

ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 27m

ldom2            bound      ------  5001    2     768M

電源管理の使用

電源管理 (PM) を有効にするには、まずバージョン 3.0 以上の ILOM ファームウェアで PM
ポリシーを設定する必要があります。このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC ソ
フトウェアで PM を使用するために必要な情報をまとめます。
PM 機能および ILOM 機能の詳細は、次を参照してください。
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■ 第16章「電源管理の使用」
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「消費電力のモ

ニタリング」
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリリースノート』

動的なリソース管理の使用

ポリシーを使用して、DR 操作を自動的に実行する方法を決定できます。現時点では、仮想
CPU の動的リソース管理を制御するポリシーのみを作成できます。

注意 - CPU の動的なリソース管理 (DRM) には、以下の制限が影響します。
■ UltraSPARC T2 および UltraSPARC T2 Plus プラットフォームでは、PM エラスティッ

クポリシーが設定されている場合に、DRM を有効にすることができません。
■ UltraSPARC T2 および UltraSPARC T2 Plus プラットフォームでは、DRM が有効に

なっている間は、パフォーマンスポリシーからエラスティックポリシーへの変更はすべて遅
延されます。

■ ドメインの移行処理を実行する前に、必ず CPU の DRM を無効にしてください。それ以
外の場合、エラーメッセージが表示されます。

■ コア全体の制約が構成されているドメインには、DRM ポリシーは適用されません。whole-
core 制約が設定されているドメインで DRM の使用を試みると、エラーメッセージが表示
されます。

■ PM エラスティックポリシーが設定されていると、ファームウェアで正規化された利用率が
サポートされている場合にのみ DRM を使用できます (8.2.0)。

リソース管理ポリシーでは、論理ドメインで仮想 CPU を自動的に追加および削除できる条件に
ついて指定します。ポリシーを管理するには、ldm add-policy、ldm set-policy、および ldm
remove-policy コマンドを使用します。

ldm add-policy [enable=yes|no] [priority=value] [attack=value] [decay=value]
  [elastic-margin=value] [sample-rate=value] [tod-begin=hh:mm[:ss]]
  [tod-end=hh:mm[:ss]] [util-lower=percent] [util-upper=percent] [vcpu-min=value]
  [vcpu-max=value] name=policy-name ldom...

ldm set-policy [enable=[yes|no]] [priority=[value]] [attack=[value]] [decay=[value]]
  [elastic-margin=[value]] [sample-rate=[value]] [tod-begin=[hh:mm:ss]]
  [tod-end=[hh:mm:ss]] [util-lower=[percent]] [util-upper=[percent]] [vcpu-min=[value]]
  [vcpu-max=[value]] name=policy-name ldom...
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ldm remove-policy [name=]policy-name... ldom

これらのコマンドの詳細およびリソース管理ポリシーの作成については、ldm(1M) マニュアル
ページを参照してください。

ポリシーは、tod-begin プロパティーと tod-end プロパティーで指定された期間の間有効で
す。tod-begin で指定される時間は、tod-end で指定される時間より 24 時間制での早い時間
である必要があります。デフォルトでは、tod-begin および tod-end プロパティーの値はそれぞ
れ 00:00:00 と 23:59:59 です。デフォルト値を使用する場合、ポリシーは常に有効です。

ポリシーは、priority プロパティーの値を使用して、動的リソース管理 (DRM) ポリシーの優先
順位を指定します。優先順位の値を使用して、単一ドメイン上の DRM ポリシー間、および単一
システム上の DRM が有効なドメイン間の関係が決定されます。数値が低いほど、優先度は
高く (良く) なります。有効な値は、1 から 9999 までです。デフォルト値は 99 です。
priority プロパティーの動作は、次のように、空き CPU リソースのプールの利用度に依存しま
す。
■ プール内の空き CPU リソースが使用可能です。この場合、priority プロパティーによっ

て、1 つのドメインに複数の重複するポリシーが定義されている場合に、どの DRM ポリ
シーが有効になるのかが決まります。

■ プール内の空き CPU リソースが使用可能ではありません。この状況では、priority プロ
パティーによって、リソースを同じシステムの低い優先順位のドメインから高い優先順位の
ドメインに動的に移動できるかどうかを指定します。ドメインの優先順位は、そのドメインで
有効になっている DRM ポリシーによって指定された優先順位です。

たとえば、優先順位の高いドメインは、優先順位の低い DRM ポリシーを持つ別のドメイ
ンから CPU リソースを取得できます。このリソース取得機能は、DRM ポリシーが有効に
なっているドメインのみに適用されます。priority 値が等しいドメインは、この機能の影
響を受けません。そのため、すべてのポリシーに対してデフォルトの優先順位が使用されて
いる場合、ドメインは優先順位の低いドメインからリソースを取得できません。この機能を
活用するには、値が等しくならないように priority プロパティーの値を調整します。

たとえば、ldg1 ドメインと ldg2 ドメインの両方で DRM ポリシーが有効になっているとしま
す。ldg1 ドメインの priority プロパティーは 1 で、ldg2 ドメインの priority プロパティーの値
(2) より優先されます。次の状況では、ldg1 ドメインは ldg2 ドメインから CPU リソースを動的
に削除して自分に割り当てることができます。
■ ldg1 ドメインにさらに CPU リソースが必要である。
■ 空き CPU リソースのプールがすべて使用されている。

このポリシーは、util-high および util-low プロパティー値を使用して、CPU 使用率の上限と
下限を指定します。利用率が util-high の値を超えた場合、仮想 CPU の数が vcpu-min か

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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ら vcpu-max までの値の範囲に収まるまで、仮想 CPU がドメインに追加されます。利用率が
util-low の値を下回った場合、仮想 CPU の数が vcpu-min から vcpu-max までの値の範囲
に収まるまで、仮想 CPU がドメインから削除されます。vcpu-min に達すると、仮想 CPU をそ
れ以上動的に削除できません。vcpu-max に達すると、仮想 CPU をそれ以上動的に追加でき
ません。

例   10-10 リソース管理ポリシーの追加

たとえば、数週間に渡ってシステムの標準利用率を観測したあと、リソース使用状況を最適化
するためにポリシーを設定する場合があります。使用率がもっとも高いのは、毎日太平洋標
準時の午前 9:00 -午後 6:00、使用率が低いのは、毎日太平洋標準時の午後 6:00 -午前
9:00 です。
このシステム利用率の観測に基づき、システム全体の利用率に従って次の高利用率ポリシー
と低利用率ポリシーを作成することにします。
■ 高: 毎日太平洋標準時の午前 9:00 -午後 6:00
■ 低: 毎日太平洋標準時の午後 6:00 -午前 9:00

次の ldm add-policy コマンドで、高利用率時に ldom1 ドメインで使用される high-usage ポ
リシーを作成します。
次の high-usage ポリシーは次のことを行います。
■ tod-begin プロパティーと tod-end プロパティーを設定することで、開始時間と終了時間

がそれぞれ午前 9:00 と午後 6:00 であることを指定します。
■ util-lower プロパティーと util-upper プロパティーを設定することで、ポリシー分析を実

行する上限と下限がそれぞれ 25 パーセントと 75 パーセントであることを指定します。
■ vcpu-min プロパティーと vcpu-max プロパティーを設定することで、仮想 CPU の最小数

と最大数がそれぞれ 2 と 16 であることを指定します。
■ attack プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで追加される

仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。
■ decay プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで削除される

仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。
■ priority プロパティーを設定することで、このポリシーの優先順位が 1 であることを指定

します。優先順位が 1 であるため、別のポリシーが有効になることが可能であっても、この
ポリシーが実施されます。

■ name プロパティーを設定することで、ポリシーファイルの名前が high-usage であることを
指定します。
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■ enable や sample-rate など、指定されていないプロパティーではデフォルト値を使用しま
す。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

# ldm add-policy tod-begin=09:00 tod-end=18:00 util-lower=25 util-
upper=75 \
vcpu-min=2 vcpu-max=16 attack=1 decay=1 priority=1 name=high-usage
 ldom1

次の ldm add-policy コマンドで、低利用率時に ldom1 ドメインで使用される med-usage ポリ
シーを作成します。
次の med-usage ポリシーは次のことを行います。
■ tod-begin プロパティーと tod-end プロパティーを設定することで、開始時間と終了時間

がそれぞれ午後 6:00 と午前 9:00 であることを指定します。
■ util-lower プロパティーと util-upper プロパティーを設定することで、ポリシー分析を実

行する上限と下限がそれぞれ 10 パーセントと 50 パーセントであることを指定します。
■ vcpu-min プロパティーと vcpu-max プロパティーを設定することで、仮想 CPU の最小数

と最大数がそれぞれ 2 と 16 であることを指定します。
■ attack プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで追加される

仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。
■ decay プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで削除される

仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。
■ priority プロパティーを設定することで、このポリシーの優先順位が 1 であることを指定

します。優先順位が 1 であるため、別のポリシーが有効になることが可能であっても、この
ポリシーが実施されます。

■ name プロパティーを設定することで、ポリシーファイルの名前が high-usage であることを
指定します。

■ enable や sample-rate など、指定されていないプロパティーではデフォルト値を使用しま
す。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

# ldm add-policy tod-begin=18:00 tod-end=09:00 util-lower=10 util-
upper=50 \
 vcpu-min=2 vcpu-max=16 attack=1 decay=1 priority=1 name=med-usage
 ldom1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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ドメインリソースの一覧表示

このセクションでは、ldm サブコマンドの構文の使用法、フラグや利用統計情報などの出力項
目の定義、および出力として表示されるものと同様の例について説明します。

マシンが読み取り可能な出力

ldm list コマンドの出力を使用するスクリプトを作成する場合は、常に -p オプションを使用し
て、マシンが読み取り可能な形式で出力を生成します。

すべての ldm サブコマンドの構文の使用法を表示するには、次のコマンドを使用します。

# ldm --help

ldm サブコマンドの詳細は、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

フラグの定義

ドメインの出力 (ldm list) では、次のフラグを表示できます。コマンドに長形式および解析可
能オプション (-l -p) を使用すると、flags=normal,control,vio-service のように、フラグが省
略されずに表示されます。このオプションを使用しない場合は、-n-cv- のように略語が表示さ
れます。リストフラグ値は位置に依存します。次の値が、左から順に 6 つの列のそれぞれに表
示される可能性があります。
列 1 – ドメインの起動または停止
■ s – 起動または停止

列 2 – ドメインのステータス
■ n – 正常
■ t – 遷移
■ d – リソースがないために起動できない縮退ドメイン

列 3 – 再構成のステータス
■ d – 遅延再構成
■ r – メモリーの動的再構成

列 4 – 制御ドメイン

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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■ c – 制御ドメイン

列 5 – サービスドメイン
■ v – 仮想 I/O サービスドメイン

列 6 – 移行のステータス
■ s – 移行のソースドメイン
■ t – 移行のターゲットドメイン
■ e – 移行時に発生したエラー

利用統計情報の定義

ldm list コマンドの長形式 (-l) オプションによって、仮想 CPU ごとの利用統計情報 (UTIL)
が表示されます。この統計情報は、ゲストオペレーティングシステムの代わりに仮想 CPU が実
行に費やした時間の割合です。仮想 CPU は、ハイパーバイザに制御が渡される場合を除き、
ゲストオペレーティングシステムに代わって実行するものと考えられます。ゲストオペレーティン
グシステムが仮想 CPU の制御をハイパーバイザに渡さない場合、ゲストオペレーティングシス
テムの CPU の利用率は常に 100% として表示されます。

論理ドメインについて報告された利用統計情報は、ドメインの仮想 CPU に対する仮想 CPU
利用率の平均です。正規化された利用統計情報 (NORM) は、ゲスト OS の代わりに仮想 CPU
が実行に費やした時間の割合です。この値には、サイクルのスキップなどの操作が考慮されま
す。正規化された仮想化は、システムでバージョン 8.2.0 以上のシステムファームウェアが実行
されている場合にのみ使用可能です。

PM でサイクルのスキップ操作が実行されない場合は、100% の利用率が 100% の正規化
された利用率と等しくなります。PM でサイクルのスキップを 4/8 に調整すると、100% の利
用率が 50% の利用率と等しくなります。これは、CPU の事実上使用可能なサイクル数が半
分だけになることを意味します。したがって、完全に利用されている CPU の正規化された利
用率は 50% となります。仮想 CPU とゲスト OS の両方の正規化された利用率を表示するに
は、ldm list または ldm list -l コマンドを使用します。

さまざまなリストの表示
■ インストールされている現在のソフトウェアのバージョンを表示するには:

# ldm -V
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■ すべてのドメインの省略形式のリストを生成するには:

# ldm list

■ すべてのドメインの長形式のリストを生成するには:

# ldm list -l

■ すべてのドメインの拡張リストを生成するには

# ldm list -e

■ すべてのドメインの解析可能でマシンが読み取り可能なリストを生成するには:

# ldm list -p

■ 次に示す 1 つ以上の format オプションを入力して、出力をリソースのサブセットとして生
成できます。1 つ以上の形式を指定する場合、スペースなしでコンマを使用して項目を区
切ります。

# ldm list -o resource[,resource...] ldom

■ console – 出力には、仮想コンソール (vcons) および仮想コンソール端末集配信装置
(vcc) サービスが含まれます。

■ core – 出力には、コア全体が割り当てられているドメインについての情報が含まれま
す。

■ cpu – 出力には、仮想 CPU (vcpu)、物理 CPU (pcpu)、およびコア ID についての情
報が含まれます。

■ crypto– 暗号化装置の出力には、モジュラー演算ユニット (mau)、およびサポートされ
ているその他の暗号化装置 (Control Word Queue、CWQ) などが含まれます。

■ disk – 出力には、仮想ディスク (vdisk) および仮想ディスクサーバー (vds) が含まれ
ます。

■ domain – 出力には、変数 (var)、ホスト ID (hostid)、ドメインの状態、フラグ、および
ソフトウェアの状態が含まれます。

■ memory – 出力には、memory が含まれます。
■ network – 出力には、メディアアクセス制御 (mac) アドレス、仮想ネットワークスイッチ

(vsw)、および仮想ネットワーク (vnet) デバイスが含まれます。
■ physio – 物理入出力には、Peripheral Component Interconnect (pci) および

ネットワークインタフェースユニット (niu) が含まれます。
■ resmgmt – 出力には、動的なリソース管理 (DRM) のポリシー情報が含まれ、現在実

行中のポリシーと、コア全体の構成に関連する制約の一覧が表示されます。
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■ serial – 出力には、仮想論理ドメインチャネル (vldc) サービス、仮想論理ドメイン
チャネルクライアント (vldcc)、仮想データプレーンチャネルクライアント (vdpcc)、およ
び仮想データプレーンチャネルサービス (vdpcs) が含まれます。

■ stats – 出力には、リソース管理ポリシーに関連する統計情報が含まれます。

■ status – 出力には、進行中のドメインの移行に関連するステータス情報が含まれま
す。

次の例に、指定可能なさまざまな出力のサブセットを示します。

■ 制御ドメインの CPU 情報を一覧表示するには:

# ldm list -o cpu primary

■ ゲストドメインのドメイン情報を一覧表示するには:

# ldm list -o domain ldm2

■ ゲストドメインのメモリーおよびネットワーク情報を一覧表示するには:

# ldm list -o network,memory ldm1

■ ゲストドメインの DRM ポリシー情報を一覧表示するには:

# ldm list -o resmgmt,stats ldm1

■ ドメインの変数とその値を表示するには:

# ldm list-variable variable-name ldom

たとえば、次のコマンドは、ldg1 ドメインの boot-device 変数の値を表示します。

# ldm list-variable boot-device ldg1

boot-device=/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0:a

■ ドメインにバインドされたリソースを一覧表示するには:

# ldm list-bindings ldom

■ SP に格納されている論理ドメイン構成を一覧表示するには:

ldm list-config コマンドは、サービスプロセッサに格納されている論理ドメイン構成を一
覧表示します。-r オプションとともに使用する場合、このコマンドは、制御ドメインに存在す
る自動保存ファイルの構成を一覧表示します。

構成の詳細については、323 ページの「ドメイン構成の管理」を参照してください。ほか
の例については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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# ldm list-config

factory-default

3guests

foo [next poweron]

primary

reconfig-primary

構成名の右にあるラベルの意味は、次のとおりです。

■ [current] – 最後にブートされた構成。これは、現在動作している構成に一致する
間、つまり再構成を開始するまでの間のみ表示されます。再構成を行なったあとは、
注釈が [next poweron] に変更されます。

■ [next poweron] – 次回電源を再投入するときに使用される構成。
■ [degraded] – 構成は、以前にブートした構成の縮退バージョンです。

■ すべてのサーバーリソース (バインドされたリソースおよびバインドされていないリソース) を
一覧表示するには:

# ldm list-devices -a

■ 割り当て可能なメモリーの量を一覧表示するには:

# ldm list-devices mem

MEMORY

    PA                   SIZE

    0x14e000000          2848M

■ 使用可能なサービスを一覧表示するには:

# ldm list-services

制約の一覧表示

Logical Domains Manager にとって制約とは、特定ドメインへの割り当てが要求されたリ
ソースを指します。使用可能なリソースに応じて、ドメインに追加するように要求したすべてのリ
ソースを受け取るか、まったく受け取らないかのいずれかです。list-constraints サブコマンド
は、ドメインに割り当てるように要求したリソースを一覧表示します。
■ 1 つのドメインの制約を一覧表示するには:

# ldm list-constraints ldom

■ 特定のドメインの制約を XML 形式で一覧表示するには:
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# ldm list-constraints -x ldom

■ すべてのドメインの制約を解析可能な形式で一覧表示するには:

# ldm list-constraints -p
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ドメイン構成の管理

この章では、ドメイン構成の管理について説明します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 323 ページの「ドメイン構成の管理」
■ 324 ページの「使用可能な構成回復方法」

ドメイン構成の管理

ドメイン「構成」とは、単一のシステム内のすべてのドメインおよびリソース割り当ての詳細を示
します。構成は、サービスプロセッサ (SP) に保存および格納し、あとで使用することができま
す。

SP に構成を保存すると、システムの電源再投入後も構成が保持されます。複数の構成を保存
すると、次に電源投入を試みたときにブートする構成を指定できます。

システムに電源を投入すると、SP は選択された構成をブートします。システムは、同じドメイン
セットを実行し、その構成に指定されている同じ仮想化およびリソース割り当てのパーティション
分割を使用します。デフォルトの構成は、最後に保存された構成です。ldm set-spconfig コマ
ンド、または適切な ILOM コマンドを使用して、別の構成を明示的に要求することもできます。

注意 - 常に安定した構成を SP に保存し、XML として保存してください。これらの方法で構成
を保存すると、電源の障害後にシステムを回復したり、あとで使用するために保存したりするこ
とができます。327 ページの「ドメイン構成の保存」を参照してください。

SP に構成を保存するたびに、SP 構成および Logical Domains 制約データベースのローカル
コピーが制御ドメインに保存されます。このローカルコピーは、ブートセットと呼ばれます。ブートセッ
トは、システムの電源再投入時に、対応する Logical Domains 制約データベースをロードする
ために使用されます。
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SPARC T5 および SPARC M5 システムでは、制御ドメイン上のブートセットは構成のマス
ターコピーです。起動時に、Logical Domains Manager は自動的にすべての構成を SP と同
期するため、SP 上の構成は常に制御ドメインに格納されたブートセットと同一になります。

注記 - ブートセットには重要なシステムデータが含まれているため、ディスク障害の影響を軽減
できるように、制御ドメインのファイルシステムでディスクミラーリングや RAID などのテクノロ
ジが使用されていることを確認してください。

Physical Domain (物理ドメイン)は、単一 Oracle VM Server for SPARC インスタンスに
よって管理されるリソースの範囲です。サポートされている SPARC T シリーズプラットフォーム
のように、物理ドメインは完全な物理システムになることがあります。または、サポートされている
SPARC M シリーズプラットフォームのように、システムの全体またはシステムのサブセットにな
ることがあります。

使用可能な構成回復方法

Oracle VM Server for SPARC は、次の構成回復方法をサポートします。
■ 自動保存方法。構成が SP で使用できないときに使用されます。

この状況は、次のいずれかの環境で発生する可能性があります。

■ 保存された構成を保持するハードウェアが交換されました
■ 最新の構成の変更を SP に保存することを無視したか、または予期しない電源再投

入が発生したため、構成が最新状態ではありません
■ ldm add-domain 方法。ドメインのサブセットで構成の復元が必要な場合に使用されます
■ ldm init-system 方法。最終手段としてのみ使用してください。この方法は、SP 上の構

成と制御ドメインからの自動保存情報の両方が失われているときのみ使用してください。

自動保存を使用した構成の復元

ドメイン構成が変更された場合は、現在の構成のコピーが制御ドメインに自動的に保存されま
す。この自動保存処理では、SP に構成が明示的に保存されません。
次の状況でも、自動保存処理はただちに行われます。
■ 新しい構成が、SP に明示的に保存されていない場合
■ 構成の変更が、影響を受けるドメインのリブート時まで行われない場合
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SP に保存されている構成が失われた場合、この自動保存処理によって構成を回復できます。
また、システムの電源再投入後に現在の構成が SP に明示的に保存されなかった場合も、こ
の処理によって構成を回復できます。このような状況では、次回のブート用にマークされた構成
よりも日付が新しければ、その構成が再起動時に Logical Domains Manager によって復元
されます。

注記 - 電源管理、FMA、および ASR イベントでは、自動保存ファイルは更新されません。

自動保存ファイルは、自動または手動で新規または既存の構成に復元できます。デフォル
トでは、自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい場合、メッセージが Logical
Domains ログに書き込まれます。したがって、ldm add-spconfig -r コマンドを使用して既存
の構成を手動で更新するか、または自動保存データに基づいて新しい構成を作成する必要が
あります。

注記 - 遅延再構成が保留中の場合は、構成の変更はただちに自動保存されます。そのた
め、ldm list-config -r コマンドを実行すると、自動保存構成は、現在の構成より新しいもの
として表示されます。

ldm *-spconfig コマンドを使用して構成を管理する方法と、自動保存ファイルを手動で回復
する方法については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

ブートする構成を選択する方法については、346 ページの「サービスプロセッサでの Oracle
VM Server for SPARC の使用」を参照してください。また、ldm set-spconfig コマンドを使
用することもできます (このコマンドについては、ldm(1M) のマニュアルページを参照)。

自動回復ポリシー

自動回復ポリシーには、制御ドメインに自動的に保存された 1 つの構成が対応する実行中の
構成よりも新しい場合に、構成の回復を処理する方法を指定します。自動回復ポリシーを指定
するには、ldmd SMF サービスの autorecovery_policy プロパティーを設定します。このプロパ
ティーには、次の値を指定できます。
■ autorecovery_policy=1 – 自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい場合

に、警告メッセージをログに記録します。これらのメッセージは、ldmd SMF ログファイルに
記録されます。構成の回復を手動で実行する必要があります。これはデフォルトのポリ
シーです。

■ autorecovery_policy=2 – 自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい場
合に、通知メッセージを表示します。この通知メッセージは、毎回の Logical Domains

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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Manager の再起動後に最初に ldm コマンドが発行されたときに、いずれかの ldm コマン
ドの出力になります。構成の回復を手動で実行する必要があります。

■ autorecovery_policy=3 – 自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい場合
に、構成を自動的に更新します。この処理により、次の電源再投入時に使用される SP 構
成が書き換えられます。この構成は、制御ドメインに保存されている、より新しい構成で更
新されます。このアクションは、現在実行中の構成には影響を与えません。この処理は、次
の電源再投入時に使用される構成にのみ影響します。新しい構成が SP に保存され、次
回システムの電源再投入時にこの構成がブートされるというメッセージも記録されます。こ
れらのメッセージは、ldmd SMF ログファイルに記録されます。

自動回復ポリシーを変更する方法

1. 制御ドメインにログインします。

2. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

3. autorecovery_policy プロパティー値を表示します。

# svccfg -s ldmd listprop ldmd/autorecovery_policy

4. ldmd サービスを停止します。

# svcadm disable ldmd

5. autorecovery_policy プロパティー値を変更します。

# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=value

たとえば、自動回復を実行するようにポリシーを設定するには、プロパティー値を 3 に設定しま
す。

# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=3

6. ldmd サービスをリフレッシュして再起動します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
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# svcadm refresh ldmd
# svcadm enable ldmd

例   11-1 ログへの記録から自動回復への自動回復ポリシーの変更

次の例は、autorecovery_policy プロパティーの現在の値を表示し、その値を新しい値に変更
する方法を示しています。このプロパティーの元の値は 1 です。この場合、自動保存の変更は
ログに記録されます。ldmd サービスの停止および再起動には svcadm コマンド、プロパティー値
の表示および設定には svccfg コマンドが使用されます。

# svccfg -s ldmd listprop ldmd/autorecovery_policy
ldmd/autorecovery_policy integer 1

# svcadm disable ldmd
# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=3
# svcadm refresh ldmd
# svcadm enable ldmd

ドメイン構成の保存

1 つのドメインまたはシステム上のすべてのドメインのドメイン構成を保存することができます。

名前付きの物理リソースを除き、次の方法では実際のバインドが保持されません。ただし、その
方法では、それらのバインドを作成するために使用した制約が保持されます。構成を保存およ
び復元すると、ドメインは同じ仮想リソースを持ちますが、同じ物理リソースにバインドされるとは
限りません。名前付き物理リソースは、管理者によって指定されたとおりにバインドされます。
■ 1 つのドメインの構成を保存するには、ドメインの制約を含む XML ファイルを作成しま

す。

# ldm list-constraints -x ldom >ldom.xml

次の例は、ldg1 ドメインの制約を含む ldg1.xml XML ファイルを作成する方法を示して
います。

# ldm list-constraints -x ldg1 >ldg1.xml

■ システム上のすべてのドメインの構成を保存するには、すべてのドメインの制約を含む
XML ファイルを作成します。

# ldm list-constraints -x >file.xml



XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm add-domain)

328 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

次の例は、システム上のすべてのドメインの制約を含む config.xml XML ファイルを作
成する方法を示しています。

# ldm list-constraints -x >config.xml

ドメイン構成の復元

このセクションでは、ゲストドメインおよび制御 (primary) ドメインの XML ファイルからドメイン
構成を復元する方法について説明します。
■ ゲストドメインのドメイン構成を復元するには、ldm add-domain -i コマンドを使用します

(このコマンドについては、328 ページの「XML ファイルからのドメイン構成の復元方法
(ldm add-domain)」で説明します)。primary ドメインの制約を XML ファイルに保存する
ことはできますが、そのファイルをこのコマンドの入力として使用することはできません。

■ primary ドメインのドメイン構成を復元するには、ldm init-system コマンドおよび XML
ファイルのリソース制約を使用して、primary ドメインを再構成します。また、ldm init-
system コマンドを使用して、XML ファイルに記述されているほかのドメインを再構成
できます。ただし、それらのドメインは構成が完了しても無効のままである可能性があ
ります。329 ページの「XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm init-
system)」を参照してください。

XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm add-domain)

この手順は、ゲストドメインでは有効ですが、制御 (primary) ドメインでは有効ではありませ
ん。primary ドメイン、または XML ファイルで記述されているその他のドメインの構成を復
元する場合は、329 ページの「XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm init-
system)」を参照してください。

1. 入力用に作成した XML ファイルを使用してドメインを作成します。

# ldm add-domain -i ldom.xml

2. ドメインをバインドします。

# ldm bind-domain [-fq] ldom
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-f オプションは、無効なバックエンドデバイスが削除された場合でも、ドメインを強制的にバイ
ンドします。-q オプションは、コマンドがより迅速に実行されるように、バックエンドデバイスの検
証を無効にします。

3. ドメインを起動します。

# ldm start-domain ldom

例   11-2 XML ファイルからの 1 つのドメインの復元

次の例は、1 つのドメインを復元する方法を示しています。最初に、XML ファイルから ldg1 ド
メインを復元します。次に、復元した ldg1 ドメインをバインドして再起動します。

# ldm add-domain -i ldg1.xml
# ldm bind ldg1
# ldm start ldg1

XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm init-system)

この手順では、XML ファイルで ldm init-system コマンドを使用して、以前に保存された構
成を再作成する方法について説明します。

注意 - ldm init-system コマンドは、物理 I/O コマンドが使用された構成を正しく復元しな
い可能性があります。そのようなコマンドは、ldm add-io、ldm set-io、ldm remove-io、ldm
create-vf、および ldm destroy-vf です。詳細については、『Oracle VM Server for
SPARC 3.1.1.1、3.1.1 および 3.1 リリースノート 』の「ldm init-system コマンドで、物理的な
I/O 変更が行われたドメイン構成が正しく復元されないことがある」を参照してください。

始める前に ldm list-constraints -x コマンドを実行して、XML 構成ファイルを作成しておく必要があり
ます。このファイルには、1 つまたは複数のドメインの構成を記載します。

1. primary ドメインにログインします。

2. システムが factory-default 構成であることを確認します。

primary# ldm list-config | grep "factory-default"
factory-default [current]

システムが factory-default 構成でない場合は、38 ページの「出荷時デフォルト構成を復元
する方法」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNbug7158496
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNbug7158496
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRNbug7158496
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3. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

4. XML ファイルからドメイン構成を復元します。

# ldm init-system [-frs] -i filename.xml

構成を有効にするためには、primary ドメインをリブートする必要があります。-r オプションは、
構成後に primary ドメインをリブートします。-r オプションを指定しない場合は、手動でリブート
を行う必要があります。

-s オプションは、仮想サービス構成 (vds、vcc、および vsw) のみ復元し、リブートしなくても実行
できます。

-f オプションは、出荷時のデフォルト構成チェックをスキップし、システム上ですでに構成さ
れた内容に関係なく処理を続行します。-f オプションは慎重に使用してください。ldm init-
system コマンドは、システムが出荷時のデフォルト構成であると想定するため、XML ファイル
で指定された変更が直接適用されます。システムが出荷時のデフォルト以外の構成の場合に
-f を使用すると、システムが XML ファイルで指定された構成どおりにならない可能性が高く
なります。XML ファイル上の変更と初期構成の組み合わせによっては、1 つ以上の変更がシ
ステムに適用されない可能性があります。

primary ドメインは、ファイルで指定されたとおりに再構成されます。XML ファイル内に構成が
ある primary 以外の任意のドメインは、再構成されますが、非アクティブのままです。

例   11-3 XML 構成ファイルからのドメインの復元

次の例は、ldm init-system コマンドを使用して factory-default 構成から primary ドメイン
およびシステム上のすべてのドメインを復元する方法を示しています。
■ primary ドメインを復元します。-r オプションは、構成後に primary ドメインをリブートする

ために使用します。primary.xml ファイルには、以前に保存した XML ドメイン構成が含ま
れます。

primary# ldm init-system -r -i primary.xml

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
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■ システム上のすべてのドメインを復元します。システムのドメインを config.xml XML ファ
イル内の構成で復元します。config.xml ファイルには、以前に保存した XML ドメイン構
成が含まれます。ldm init-system コマンドによって、primary ドメインが自動的に再起動
されます。ほかのドメインは復元されますが、バインドされずに再起動されます。

# ldm init-system -r -i config.xml

システムのリブート後、次のコマンドは、ldg1 および ldg2 ドメインをバインドしてリブートし
ます。

# ldm bind ldg1

# ldm start ldg1

# ldm bind ldg2

# ldm start ldg2
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ハードウェアエラーの処理

この章には、Oracle VM Server for SPARC でハードウェアエラーを処理する方法に関する
情報が含まれます。
この章では、次の項目について説明します。
■ 333 ページの「ハードウェアエラー処理の概要」
■ 334 ページの「FMA を使用した障害のあるリソースのブラックリスト登録または構成解

除」
■ 335 ページの「障害のあるリソースまたは見つからないリソースを検出したあとのドメイ

ン復旧」
■ 339 ページの「ドメインの縮退化」
■ 339 ページの「I/O リソースを退避としてマーク」

ハードウェアエラー処理の概要

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアでは、SPARC T5 および SPARC M5 で始ま
る SPARC エンタープライズクラスのプラットフォームに対応した次の RAS 機能が追加されて
います。
■ 障害管理アーキテクチャー (FMA) によるブラックリスト登録。FMA が障害のある CPU

またはメモリーのリソースを検出した場合、Oracle VM Server for SPARC はそれらをブ
ラックリストに登録します。ブラックリストに登録されている障害のあるリソースは、FMA に
よって修復されたとマークされるまでは、どのドメインにも再割り当てできません。

■ 復旧モード。リソースに障害があるかリソースが見つからないためにブートできないドメイン
構成を自動的に復元します。

Fujitsu M10 システム はこのような障害のあるリソースのブラックリスト登録をサポートしませ
んが、Fujitsu M10 システム の自動交換機能には類似した機能が備わっています。
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FMA を使用した障害のあるリソースのブラックリスト登録または構成
解除

FMA は、障害のあるリソースを検出すると、Logical Domains Manager に通知します。それ
を受けて、Logical Domains Manager は実行中のドメインのすべてでそのリソースの使用を
停止しようと試みます。障害のあるリソースが今後ドメインに割り当てられないようにするため
に、FMA はブラックリストにリソースを追加します。

Logical Domains Manager は、CPU およびメモリーリソースについてのみブラックリスト登
録をサポートしており、I/O リソースについてはサポートしません。

障害のあるリソースが使用中ではない場合、Logical Domains Manager は使用可能なリ
ソースのリストからそのリソースを削除します (ldm list-devices の出力で確認できます)。この
時点で、以後ドメインに再割り当てできないように、このリソースは内部的に「ブラックリスト登録
済み」としてマークされます。

障害のあるリソースが使用中の場合、Logical Domains Manager はリソースを退避しようと
試みます。実行中のドメインでサービスの中断を避けるため、Logical Domains Manager は
先に CPU またはメモリーの動的再構成を使用して障害のあるリソースの退避を試みます。コア
をターゲットとして自由に使える場合、Logical Domains Manager は障害の発生したコアを
再マップします。この「ライブ退避」が成功した場合、以後ドメインに割り当てできないように、障
害のあるリソースは内部的に「ブラックリスト登録済み」とマークされ、ldm list-devices の出
力に表示されなくなります。

ライブ退避が失敗した場合、Logical Domains Manager は、障害のあるリソースを内部的に
「退避保留」とマークします。このリソースは、影響を受けるゲストドメインがリブートまたは停止さ
れるまで、実行中のドメインで引き続き使用されているため、通常どおりに ldm list-devices
の出力に表示されます。

影響を受けるゲストドメインが停止またはリブートすると、Logical Domains Manager は障害
のあるリソースを退避すること、および以後ドメインに再割り当てできないように、内部的に「ブ
ラックリスト登録済み」とマークすることを試みます。そのようなデバイスは、ldm の出力に表示さ
れません。保留中の退避が完了すると、Logical Domains Manager はゲストドメインの起動
を試みます。ただし、十分なリソースが使用可能ではないためにゲストドメインが起動できない
場合、ゲストドメインは「縮退」とマークされ、手動復旧を実行するためにユーザーの介入を求め
る次の警告メッセージがログに記録されます。

primary# ldm ls
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
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primary          active     -n-cv-  UART    368   2079488M 0.1%  0.0%  16h 57m

gd0              bound      -d----  5000    8

warning: Could not restart domain gd0 after completing pending evacuation.

The domain has been marked degraded and should be examined to see

if manual recovery is possible.

システムの電源が再投入されたときに、FMA は障害の残るリソースの退避リクエストを繰り返
し、Logical Domains Manager は障害のあるリソースを退避して内部的に「ブラックリスト登
録済み」とマークすることによってそれらのリクエストを処理します。

FMA によるブラックリスト登録をサポートするよりも前に、障害のあるリソースが原因でパニッ
ク状態になったゲストドメインは、パニックとリブートの無限ループが発生することがあります。ゲ
ストドメインがリブートするときにリソースの退避とブラックリスト登録を使用すると、パニックとリ
ブートのループが回避され、障害のあるリソースの使用が試みられることはなくなります。

障害のあるリソースまたは見つからないリソースを検出したあとのド
メイン復旧

SPARC T5 または SPARC M5 システムが電源投入時に障害のあるリソースまたは見つか
らないリソースを検出した場合、Logical Domains Manager は使用可能な残りのリソースを
使用して構成済みドメインの復旧を試みます。復旧が実施されると、システム (または SPARC
M5 上の物理ドメイン) は復旧モードに入ったと見なされます。復旧は、復旧モードが有効な場合
のみ試みられます。338 ページの「復旧モードの有効化」を参照してください。
電源投入時に、次のような状況のために前回選択された電源投入構成がブートできない場合、
システムファームウェアは factory-default 構成に戻されます。
■ 構成で各 PCIe スイッチ内の I/O トポロジが前回選択された電源投入構成の I/O トポ

ロジと一致しません
■ 前回選択された電源投入構成の CPU リソースまたはメモリーリソースがシステムにすで

に存在しません。

復旧モードが有効な場合、Logical Domains Manager は前回選択された電源投入構成か
らアクティブなドメインおよびバインドされたドメインをすべて復旧します。その結果得られる実
行中の構成は、縮退構成と呼ばれます。縮退構成は、SP に保存され、新しい SP 構成が保存
されるか物理ドメインが電源再投入されるまで、アクティブな構成のままとなります。

注記 - 復旧後、縮退構成はすでに実行中の構成となっているため、縮退構成をアクティブにす
るために物理ドメインを電源投入する必要はありません。
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物理ドメインが電源投入されると、システムファームウェアは最初に前回のオリジナルの電源
投入構成をブートしようとします。つまり、見つからないハードウェアや障害のあるハードウェア
がその間に交換された場合、システムはオリジナルの通常構成をブートできます。前回選択
された電源投入構成がブート可能ではなく、関連する縮退構成が存在する場合、ファームウェ
アはその縮退構成をブートしようとします。縮退構成がブート可能ではないか存在しない場
合、factory-default 構成がブートされ、復旧モードが呼び出されます。
復旧操作は、次の順序で行われます。
■ 制御ドメイン。Logical Domains Manager は、制御ドメインを復旧するために、CPU、メ

モリー、I/O 構成、および I/O サービスを復元します。

復旧可能なすべてのドメインに必要となる CPU またはメモリーの量が使用可能な残りの
量よりも大きい場合は、CPU またはコアの数がその他のドメインのサイズに比例して削減
されます。たとえば、各ドメインに CPU とメモリーが 25% ずつ割り当てられた 4 ドメイン
システムの場合、得られる縮退構成でも CPU とメモリーが各ドメインに 25% ずつ割り当
てられます。primary ドメインにもともと最大で 2 つのコア (16 個の仮想 CPU) と 8G バ
イトのメモリーが搭載されていた場合、制御ドメインのサイズは縮小されません。

その他のドメインに割り当てられているルートコンプレックスおよび PCIe デバイスは、制
御ドメインから削除されます。制御ドメインによって所有されているルートコンプレックス上
の仮想機能は、再作成されます。制御ドメインに割り当てられていて見つからないルートコ
ンプレックス、PCIe デバイス、物理機能、または仮想機能は、縮退としてマークされます。
その後、Logical Domains Manager は制御ドメインをリブートして変更をアクティブにし
ます。

■ ルートドメイン。制御ドメインがリブートしたら、Logical Domains Manager はルートドメイ
ンを復旧します。必要に応じて、CPU およびメモリーの量はその他の復旧可能なドメイン
に比例して削減されます。ルートコンプレックスは、システムに物理的に存在しなくなった
場合に退避としてマークされます。復旧操作中、このルートコンプレックスはドメインに構成
されません。ルートドメインは、ルートドメインに割り当てられているルートコンプレックスが
少なくとも 1 つ使用可能であれば、復旧されます。使用可能なルートコンプレックスがない
場合、ルートドメインは復旧されません。Logical Domains Manager は、ルートドメインを
ブートし、ルートドメインによって所有されている物理機能上に仮想機能を再作成します。
見つからない PCIe スロット、物理機能、および仮想機能は、退避としてマークされます。ド
メインによって提供される仮想 I/O サービスは、可能な場合は再作成されます。
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注記 - primary 以外のルートドメインが PCIe スロットを提供する構成は、この時点で復旧する
ことはできません。そのため、復旧の完了後にこれらのスロットを I/O ドメインに手動で移動す
る必要があります。

■ I/O ドメイン。 Logical Domains Manager は I/O ドメインを復旧します。システムで見
つからない PCIe スロットおよび仮想機能は、退避としてマークされます。必要な I/O デ
バイスがどれも存在しない場合、ドメインは復旧されず、そのドメインの CPU およびメモ
リーのリソースはその他のドメインが使用できます。ドメインによって提供される仮想 I/O
サービスは、可能な場合は再作成されます。

■ ゲストドメイン。ゲストドメインは、そのドメインを提供するサービスドメインが少なくとも 1
つ復旧された場合のみ、復旧されます。ゲストドメインを復旧できない場合、その CPU お
よびメモリーのリソースはその他のゲストドメインが使用できます。

可能な場合、元の構成で指定された同量の CPU 数とメモリー量がドメインに割り当てられま
す。その CPU 数およびメモリー量が使用可能でない場合、それらのリソースは比例して削減さ
れ、残りの使用可能なリソースを消費します。

注記 - システムが復旧モードの場合は、ldm list-* コマンドのみを実行できます。その他の
ldm コマンドはすべて、復旧操作が完了するまで無効です。

Logical Domains Manager は、バインドされたドメインおよびアクティブなドメインを復旧し
ようとします。バインドされていないドメインの既存のリソース構成は、そのままの状態で新しい
構成にコピーされます。

復旧操作中に使用可能なリソースは、前にブートされた構成よりも少なくなることがあります。そ
の結果、Logical Domains Manager が復旧できるのは、前に構成されたドメインのいくつか
のみになることがあります。また、復旧されたドメインには、元の構成のすべてのリソースが含ま
れないことがあります。たとえば、バインドされたドメインを復旧すると、I/O リソースが前の構成
よりも少なくなる可能性があります。ドメインの I/O デバイスが存在しなくなった場合や、親サー
ビスドメインを復旧できなかった場合、そのドメインは復旧されない可能性があります。

復旧モードでは、その手順をLogical Domains Manager SMF ログ /var/svc/log/ldoms-
ldmd:default.log に記録します。Logical Domains Manager が復旧を開始したとき、制御
ドメインをリブートしたとき、復旧が完了したときに、メッセージがシステムコンソールに書き込ま
れます。
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注意 - 復旧されたドメインが完全に動作可能であることは保証されません。ドメインには、OS
インスタンスやアプリケーションを実行するために不可欠なリソースが含まれないことがありま
す。たとえば、復旧されたドメインにはネットワークリソースのみがあり、ディスクリソースがない可
能性があります。復旧されたドメインに、アプリケーションを実行するために必要なファイルシス
テムが見つからない可能性もあります。ドメインでマルチパス化された I/O を使用すると、I/O
リソースが見つからない影響が軽減されます。

縮退構成

物理ドメインごとに、SP に縮退構成を 1 つのみ保存することができます。縮退構成がすでに
存在する場合、新しく作成される縮退構成と置換されます。

縮退構成を直接対話的操作することはできません。システムファームウェアは、必要に応じて、
次の電源投入構成を縮退バージョンで透過的にブートします。このような透過性により、システ
ムは見つからないリソースを再認識した電源再投入後に、元の構成をブートできます。アクティ
ブな構成が縮退構成の場合は、ldm list-spconfig の出力で [degraded] とマークされます。

アクティブな構成が縮退構成の場合、自動保存機能は無効になります。縮退構成がアクティブ
なときに新しい構成を SP に保存すると、その新しい構成が通常の非縮退構成になります。

注記 - 前に見つからなかったリソースがその後の電源再投入で再認識された場合、そのリソー
スは通常構成の内容に影響を及ぼしません。ただし、復旧モードをトリガーした構成をその後
選択すると、SP は、すでにすべてのハードウェアが使用可能になっている、元の非縮退構成を
ブートします。

復旧モードの有効化

ldmd/recovery_mode SMF プロパティーは、復旧モードの動作を制御します。

システムが復旧モードに入ったときに復旧処理を自動的に開始するように Logical Domains
Manager を構成するには、あらかじめ復旧モードを有効にしておく必要があります。復旧モード
を有効にするには、ldmd/recovery_mode プロパティーの値を auto に設定し、ldmd SMF サー
ビスをリフレッシュします。

primary# svccfg -s ldmd setprop ldmd/recovery_mode = astring: auto
primary# svcadm refresh ldmd
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デフォルトで ldmd/recovery_mode プロパティーは存在しません。このプロパティーが存在しな
いか never に設定されている場合、Logical Domains Manager は何もアクションせずに復
旧モードを終了し、物理ドメインは factory-default 構成を実行します。

注記 - 復旧モードが有効ではないのにシステムファームウェアが復旧モードをリクエストする場
合は、リクエストが行われたあとで次のコマンドを発行して復旧モードを有効にします。

primary# svccfg -s ldmd setprop ldmd/recovery_mode = astring: auto
primary# svcadm refresh ldmd
primary# svcadm restart ldmd

このシナリオでは、システムに対する変更がない場合のみ、つまりシステムが factory-default
構成のままである場合のみ、復旧モードがただちに開始されます。

ドメインの縮退化

FMA によるリソースのブラックリスト登録によってリソースが不十分な状態のままであるために
ドメインが起動できない場合、そのドメインは縮退としてマークされます。ドメインはバインドされ
た状態を維持するため、そのドメインに割り当てられている残りのリソースをその他のドメインに
再割り当てすることはできません。

I/O リソースを退避としてマーク

復旧モードで見つからないことが検出された I/O リソースは、退避としてマークされ、ldm リスト
出力ではアスタリスク (*) が表示されます。
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その他の管理タスクの実行

この章では、ここまでの章では説明していない Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア
の使用とタスクに関する情報について説明します。
この章では、次の項目について説明します。
■ 341 ページの「CLI での名前の入力」
■ 342 ページの「ネットワークを介したゲストコンソールへの接続」
■ 342 ページの「コンソールグループの使用」
■ 344 ページの「負荷が大きいドメインの停止処理がタイムアウトする可能性」
■ 344 ページの「Oracle VM Server for SPARC による Oracle Solaris OS の運用」
■ 346 ページの「サービスプロセッサでの Oracle VM Server for SPARC の使用」
■ 347 ページの「ドメインの依存関係の構成」
■ 351 ページの「CPU およびメモリーアドレスのマッピングによるエラー発生箇所の確認」
■ 354 ページの「ユニバーサル固有識別子の使用」
■ 355 ページの「仮想ドメイン情報コマンドと API」
■ 355 ページの「論理ドメインチャネルの使用」

CLI での名前の入力
次のセクションでは、Logical Domains Manager CLI で名前を入力する場合の制限につい
て説明します。
■ ファイル名 (file) と変数名 (var-name)

■ 最初の文字は、英字、数字、またはスラッシュ (/) である必要があります。
■ 以降の文字は、英字、数字、または句読点である必要があります。

■ 仮想ディスクサーバー backend および仮想スイッチデバイス名

名前は、英字、数字、または句読点を含む必要があります。
■ 構成名 (config-name)
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サービスプロセッサ (SP) に格納されている構成に割り当てる論理ドメイン構成名
(config-name) は、64 文字以下である必要があります。

■ その他のすべての名前

論理ドメイン名 (ldom)、サービス名 (vswitch-name、service-name、vdpcs-service-name、
および vcc-name)、仮想ネットワーク名 (if-name)、仮想ディスク名 (disk-name) など、その
他の名前は、次の形式である必要があります。

■ 最初の文字は、英字または数字である必要があります。
■ 以降の文字は、英字、数字、または次のいずれかの文字 -_+#.:;~() である必要が

あります。

ネットワークを介したゲストコンソールへの接続

vntsd(1M) の SMF マニフェストで listen_addr プロパティーが制御ドメインの IP アドレス
に設定されている場合は、ネットワークを介してゲストコンソールに接続できます。たとえば、次の
ように表示されます。

$ telnet hostname 5001

注記 - コンソールへのネットワークアクセスを有効にすることには、セキュリティー上の問題があり
ます。すべてのユーザーがコンソールに接続できるようになるため、デフォルトではこの設定は無
効になっています。

サービス管理機能マニフェストは、サービスが記述された XML ファイルです。SMF マニフェ
ストの作成の詳細については、Oracle Solaris 10 システム管理者ドキュメント (http://
download.oracle.com/docs/cd/E18752_01/index.html)を参照してください。

注記 - コンソールを使用してゲストドメインの英語版以外の OS にアクセスするには、コンソール
の端末が、その OS が必要とするロケールになっている必要があります。

コンソールグループの使用

仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd) により、1 つの TCP ポートを使用して複数のド
メインコンソールにアクセスできます。Logical Domains Manager は、ドメインの作成時に、そ

http://download.oracle.com/docs/cd/E18752_01/index.html
http://download.oracle.com/docs/cd/E18752_01/index.html
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のドメインのコンソール用の新しいデフォルトグループを作成することにより、各コンソールに一
意の TCP ポートを割り当てます。TCP ポートは、コンソール自体ではなくコンソールグループに
割り当てられます。コンソールは、set-vcons サブコマンドを使用して既存のグループにバインド
できます。

複数のコンソールを 1 つのグループにまとめる方法

1. ドメインのコンソールを 1 つのグループにバインドします。

次の例では、3 つの異なるドメイン (ldg1、ldg2、ldg3) のコンソールを同じコンソールグループ
(group1) にバインドします。

primary# ldm set-vcons group=group1 service=primary-vcc0 ldg1
primary# ldm set-vcons group=group1 service=primary-vcc0 ldg2
primary# ldm set-vcons group=group1 service=primary-vcc0 ldg3

2. 関連付けられた TCP ポート (この例ではポート 5000 の localhost) に接続します。

# telnet localhost 5000
primary-vnts-group1: h, l, c{id}, n{name}, q:

いずれかのドメインコンソールの選択を求めるプロンプトが表示されます。

3. l (list) を選択して、グループ内のドメインを一覧表示します。

primary-vnts-group1: h, l, c{id}, n{name}, q: l
DOMAIN ID           DOMAIN NAME                   DOMAIN STATE

0                   ldg1                          online

1                   ldg2                          online

2                   ldg3                          online

注記 - コンソールを別のグループまたは vcc インスタンスに再度割り当てるには、ドメインがバ
インドされていない状態、つまり、アクティブでない状態である必要があります。vntsd を管理
するための SMF の構成と使用法、およびコンソールグループの使用法については、Oracle
Solaris 10 OS の vntsd(1M) のマニュアルページを参照してください。
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負荷が大きいドメインの停止処理がタイムアウトする可能性

ldm stop-domain コマンドは、ドメインが完全に停止する前にタイムアウトする可能性がありま
す。このような状況が発生すると、Logical Domains Manager によって次のようなエラーが
返されます。

LDom ldg8 stop notification failed

しかし、ドメインが停止要求をまだ処理している可能性があります。ldm list-domain コマンドを
使用して、ドメインのステータスを確認します。たとえば、次のように表示されます。

# ldm list-domain ldg8
NAME         STATE   FLAGS  CONS   VCPU MEMORY  UTIL UPTIME

ldg8         active  s----  5000   22   3328M   0.3% 1d 14h 31m

前述のリストには、ドメインがアクティブと表示されていますが、s フラグはドメインが停止処理
中であることを示しています。これは、一時的な状態であるはずです。

次の例は、ドメインがすでに停止していることを示しています。

# ldm list-domain ldg8
NAME         STATE   FLAGS  CONS   VCPU MEMORY  UTIL UPTIME

ldg8         bound   -----  5000   22   3328M

ldm stop コマンドは shutdown コマンドを使用してドメインを停止します。通常、シャットダウン
シーケンスの実行には、ldm stop -q コマンドの実行によるクイック停止よりも大幅に時間がか
かります。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

シャットダウンシーケンスが長時間になると、次のようなタイムアウトメッセージが生成される場
合があります。

domain-name stop timed out. The domain might still be in the process of shutting down.
Either let it continue, or specify -f to force it to stop.

このシャットダウンシーケンスの実行中は、ドメインに s フラグも表示されます。

Oracle VM Server for SPARC による Oracle Solaris OS の運用

このセクションでは、Logical Domains Manager によって作成された構成のインスタンスが
作成されたあとで、Oracle Solaris OS を使用する際の動作がどのように変化するかについ
て説明します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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Oracle Solaris OS の起動後には OpenBoot ファーム
ウェアを使用できない
Oracle Solaris OS の起動後には、OpenBoot ファームウェアは使用できません。これ
は、OpenBoot ファームウェアがメモリーから削除されるためです。

Oracle Solaris OS から ok プロンプトを表示するには、Oracle Solaris OS halt コマンドを
使用してドメインを停止する必要があります。

サーバーの電源再投入の実行

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行しているシステムで、サーバーの電源の再
投入が必要になる保守を行う場合は、必ず最初に現在の論理ドメイン構成を SP に保存する
必要があります。

現在のドメイン構成を SP に保存するには、次のコマンドを使用します。

# ldm add-config config-name

Oracle Solaris OS ブレークの結果

Oracle Solaris OS ブレークは次のようにして開始できます。

1. 入力デバイスが keyboard に設定されているときに、L1-A キーシーケンスを押した場合。

2. 仮想コンソールが telnet プロンプトにあるときに、send break コマンドを入力した場合。

このようなブレークを開始すると、Oracle Solaris OS は次のプロンプトを発行します。

c)ontinue, s)ync, r)eset, h)alt?

このようなタイプのブレークが発生したあとのシステムの動作を表す文字を入力します。

制御ドメインの停止またはリブートの結果

次の表に、制御 (primary) ドメインの停止またはリブートによって予想される動作を示します。
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表 13-1 制御ドメインの停止またはリブートによって予想される動作

コマンド ほかのドメインが
構成されているか

動作

halt 未構成 ホストの電源が切断され、SP で電源が投入されるまで切断されたままで
す。

構成 変数 auto-boot? が true に設定されている場合は、ソフトリセットが行わ
れてブートします。変数 auto-boot? が false に設定されている場合は、
ソフトリセットが行われて ok プロンプトで停止します。

reboot 未構成 ホストをリブートしますが、電源は切断されません。

構成 ホストをリブートしますが、電源は切断されません。

shutdown -i 5 未構成 ホストの電源が切断され、SP で電源が投入されるまで切断されたままで
す。

構成 ソフトリセットが行われてリブートします。

ルートドメインの役割を持つドメインをリブートした結果については、93 ページの「ルートドメイン
のリブート」を参照してください。

サービスプロセッサでの Oracle VM Server for SPARC の使用

このセクションでは、Logical Domains Manager で Integrated Lights Out Manager
(ILOM) サービスプロセッサ (Service Processor、SP) を使用するときに関する情報につい
て説明します。ILOM ソフトウェアの使用法については、使用しているプラットフォーム固有の
ドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-
servers-252697.html) を参照してください。

既存の ILOM コマンドに、config オプションを 1 つ追加できます。

-> set /HOST/bootmode config=config-name

このオプションを使用すると、次回の電源投入時の構成を出荷時構成 (factory-default) な
どの別の構成に設定できます。

ホストの電源が投入されているか切断されているかにかかわらず、このコマンドを実行できま
す。次回のホストリセットまたは電源投入時に有効になります。

論理ドメイン構成をリセットするには、このオプションを factory-default に設定します。

-> set /HOST/bootmode config=factory-default

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html
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また、ldm add-config コマンドを使用して Logical Domains Manager で作成され、サー
ビスプロセッサ (SP) に保存されているほかの構成を選択することもできます。Logical
Domains Manager の ldm add-config コマンドで指定した名前を使用して、ILOM の
bootmode コマンドでその構成を選択できます。たとえば、ldm-config1 という名前の構成が保
存されているとすると、次のように指定します。

-> set /HOST/bootmode config=ldm-config1

ここで、システムの電源再投入を実行して、新しい構成をロードする必要があります。

ldm add-config コマンドの詳細は、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

ドメインの依存関係の構成

Logical Domains Manager を使用して、ドメイン間の依存関係を確立できます。依存する 1
つ以上のドメインを持つドメインは、マスタードメインと呼ばれます。別のドメインに依存するドメイ
ンは、スレーブドメインと呼ばれます。

master プロパティーを設定することによって、各スレーブドメインに最大 4 つのマスタードメイン
を指定できます。たとえば、次に示すコンマで区切られたリストでは、pine スレーブドメインに 4
つのマスタードメインを指定しています。

# ldm add-domain master=apple,lemon,orange,peach pine

各マスタードメインには、マスタードメインに障害が発生した場合のスレーブドメインの動作を指
定できます。たとえば、マスタードメインに障害が発生した場合、そのスレーブドメインでパニック
を発生させる必要があることがあります。1 つのスレーブドメインに複数のマスタードメインが指
定されている場合、最初のマスタードメインに障害が発生すると、そのすべてのスレーブドメイン
に対して定義済みの障害ポリシーがトリガーされます。

注記 - 複数のマスタードメインに同時に障害が発生した場合、指定された障害ポリシーのうち 1
つのみが、影響を受けるすべてのスレーブドメインに対して実施されます。たとえば、障害が発
生したマスタードメインに stop および panic という障害ポリシーが定義されている場合、すべ
てのスレーブドメインが停止するか、パニックが発生します。

マスタードメインの障害ポリシーは、failure-policy プロパティーに次のいずれかの値を設定
することによって制御できます。
■ ignore は、すべてのスレーブドメインを無視します
■ panic は、すべてのスレーブドメインにパニックを発生させます

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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■ reset は、すべてのスレーブドメインをリセットします
■ stop は、すべてのスレーブドメインを停止します

この例では、マスタードメインの障害ポリシーが次のように指定されています。

# ldm set-domain failure-policy=ignore apple
# ldm set-domain failure-policy=panic lemon
# ldm set-domain failure-policy=reset orange
# ldm set-domain failure-policy=stop peach

このメカニズムを使用して、ドメイン間の明示的な依存関係を作成できます。たとえば、ゲストド
メインが、サービスドメインに暗黙に依存し、その仮想デバイスを提供しているとします。ゲスト
ドメインが依存しているサービスドメインが実行されていない場合、ゲストドメインの入出力は
ブロックされます。ゲストドメインをサービスドメインのスレーブドメインとして定義することによっ
て、サービスドメインが停止した場合のゲストドメインの動作を指定できます。このような依存関
係が確立されていない場合、ゲストドメインはサービスドメインが使用可能になるのを待機しま
す。

注記 - Logical Domains Manager では、依存サイクルを作成するようなドメインの依存関係
は作成できません。詳細は、350 ページの「依存サイクル」 を参照してください。

ドメインの依存関係の XML の例は、例19-6「ldom_info の XML 出力の例」を参照してくだ
さい。

ドメインの依存関係の例
次の例は、ドメインの依存関係を構成する方法を示します。

例   13-1 ドメインの依存関係を使用した障害ポリシーの構成

最初のコマンドは、twizzle というマスタードメインを作成します。このコマンドは、failure-
policy=reset を使用して、twizzle ドメインに障害が発生した場合にスレーブドメインをリセッ
トするように指定します。2 つめのコマンドは、primary というマスタードメインに変更を加えま
す。このコマンドは、failure-policy=panic を使用して、primary ドメインに障害が発生した
場合にスレーブドメインにパニックを発生させるように指定します。3 つめのコマンドは、2 つの
マスタードメイン twizzle と primary に依存する、chocktaw というスレーブドメインを作成しま
す。このスレーブドメインは、master=twizzle,primary を使用して、マスタードメインを指定しま
す。twizzle または primary のいずれかのドメインに障害が発生した場合、chocktaw ドメイン
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はリセットされるか、パニックが発生します。最初に障害が発生したマスタードメインによって、ス
レーブドメインの動作が決定されます。

# ldm add-domain failure-policy=reset twizzle
# ldm set-domain failure-policy=panic primary
# ldm add-domain master=twizzle,primary chocktaw

例   13-2 マスタードメインを割り当てるためのドメインの変更

この例は、ldm set-domain コマンドを使用して orange ドメインに変更を加え、primary をマ
スタードメインとして割り当てます。2 つめのコマンドは、ldm set-domain コマンドを使用し
て、orange および primary を tangerine ドメインのマスタードメインとして割り当てます。3 つめ
のコマンドは、これらすべてのドメインに関する情報を一覧表示します。

# ldm set-domain master=primary orange
# ldm set-domain master=orange,primary tangerine
# ldm list -o domain
NAME             STATE      FLAGS   UTIL

primary          active     -n-cv-  0.2%

SOFTSTATE

Solaris running

HOSTID

    0x83d8b31c

CONTROL

    failure-policy=ignore

DEPENDENCY

    master=

------------------------------------------------------------------------------

NAME             STATE      FLAGS   UTIL

orange           bound      ------

HOSTID

    0x84fb28ef

CONTROL

    failure-policy=stop

DEPENDENCY

    master=primary

------------------------------------------------------------------------------

NAME             STATE      FLAGS   UTIL

tangerine        bound      ------
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HOSTID

    0x84f948e9

CONTROL

    failure-policy=ignore

DEPENDENCY

    master=orange,primary

例   13-3 解析可能なドメインリストの表示

次に、解析可能な出力を使用した一覧表示の例を示します。

# ldm list -o domain -p

依存サイクル

Logical Domains Manager では、依存サイクルを作成するようなドメインの依存関係は作
成できません。依存サイクルとは、スレーブドメインが自身に依存したり、マスタードメインがそのス
レーブドメインのいずれかに依存したりすることになる、2 つ以上のドメイン間の関係です。

Logical Domains Manager は、依存関係を追加する前に、依存サイクルが存在するかどう
かを確認します。Logical Domains Manager は、スレーブドメインから検索を開始し、マスター
アレイによって指定されているすべてのパスに沿って、パスの最後に到達するまで検索を行い
ます。途中で依存サイクルが見つかると、エラーとして報告されます。

次の例は、依存サイクルがどのように作成されるかを示します。最初のコマンドは、mohawk とい
うスレーブドメインを作成します。このドメインは、マスタードメインに primary を指定します。その
結果、mohawk は、次の図に示すような依存関係の連鎖で primary に依存します。

図   13-1 単一のドメインの依存関係

2 つめのコマンドは、primary というスレーブドメインを作成します。このドメインは、マスタードメ
インに counter を指定します。その結果、次の図に示すような依存関係の連鎖で、mohawk が
primary に依存し、primary が counter に依存します。
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図   13-2 複数のドメインの依存関係

3 つめのコマンドは、counter ドメインと mohawk ドメインとの間に依存関係の作成を試みます。
これによって、次の図に示すような依存サイクルが生成されます。

図   13-3 ドメインの依存サイクル

次のエラーメッセージが表示されて ldm set-domain コマンドが失敗します。

# ldm add-domain master=primary mohawk
# ldm set-domain master=counter primary
# ldm set-domain master=mohawk counter
Dependency cycle detected: LDom "counter" indicates "primary" as its master

CPU およびメモリーアドレスのマッピングによるエラー発生箇所の確
認

このセクションでは、Oracle Solaris 障害管理アーキテクチャー (FMA) によって報告された
情報と、障害としてマークされている論理ドメインリソースを相互に関連付ける方法について説
明します。

FMA では、物理 CPU 番号に関する CPU エラーと、物理メモリーアドレスに関するメモリーエ
ラーを報告します。

エラーが発生した論理ドメインと、そのドメイン内の対応する仮想 CPU 番号または実メモリー
アドレスを確認する場合は、マッピングを実行する必要があります。
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CPU マッピング

特定の物理 CPU 番号に対応しているドメインとそのドメイン内の仮想 CPU 番号を調べるこ
とができます。

最初に、次のコマンドを使用してすべてのドメインの解析可能な長形式のリストを生成します。

primary# ldm list -l -p

リストの VCPU セクションで、物理 CPU 番号に等しい pid フィールドを持つエントリを探します。
■ このようなエントリが見つかった場合、CPU はそのエントリが表示されたドメインに存在

し、そのドメイン内の仮想 CPU 番号がエントリの vid フィールドに指定されています。
■ このようなエントリが見つからない場合、CPU はどのドメインにも存在しません。

メモリーのマッピング

特定の物理メモリーアドレス (PA) に対応しているドメインとそのドメイン内の実メモリーアドレ
スを調べることができます。

最初に、すべてのドメインの解析可能な長形式のリストを生成します。

primary# ldm list -l -p

リストの MEMORY セクションの行を検索します。この場合、PA は pa から (pa + size - 1) の包
括範囲内にあります。つまり、pa <= PA <= (pa + size - 1) です。pa および size は、行で対応
するフィールドの値を指します。
■ このようなエントリが見つかった場合、PA はそのエントリが表示されたドメインに存在し、

そのドメイン内の対応する実アドレスが ra + (PA - pa) によって求められます。
■ このようなエントリが見つからない場合、PA はどのドメインにも存在しません。

CPU およびメモリーのマッピングの例

例   13-4 ドメイン構成の特定

次のコマンドは、論理ドメイン構成の解析可能な長形式のリストを生成します。

primary# ldm list -l -p
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VERSION 1.6

DOMAIN|name=primary|state=active|flags=normal,control,vio-service|

cons=SP|ncpu=4|mem=1073741824|util=0.6|uptime=64801|

softstate=Solaris running

VCPU

|vid=0|pid=0|util=0.9|strand=100

|vid=1|pid=1|util=0.5|strand=100

|vid=2|pid=2|util=0.6|strand=100

|vid=3|pid=3|util=0.6|strand=100

MEMORY

|ra=0x8000000|pa=0x8000000|size=1073741824

IO

|dev=pci@780|alias=bus_a

|dev=pci@7c0|alias=bus_b

...

DOMAIN|name=ldg1|state=active|flags=normal|cons=5000|

ncpu=2|mem=805306368|util=29|uptime=903|

softstate=Solaris running

VCPU

|vid=0|pid=4|util=29|strand=100

|vid=1|pid=5|util=29|strand=100

MEMORY

|ra=0x8000000|pa=0x48000000|size=805306368

...

DOMAIN|name=ldg2|state=active|flags=normal|cons=5001|

ncpu=3|mem=1073741824|util=35|uptime=775|

softstate=Solaris running

VCPU

|vid=0|pid=6|util=35|strand=100

|vid=1|pid=7|util=34|strand=100

|vid=2|pid=8|util=35|strand=100

MEMORY

|ra=0x8000000|pa=0x78000000|size=1073741824

...

例   13-5 物理 CPU 番号に対応する仮想 CPU の特定

論理ドメイン構成は、例13-4「ドメイン構成の特定」 に示されています。この例では、物理
CPU 番号が 5 であるドメインと仮想 CPU、および物理アドレス 0x7e816000 に対応するドメイ
ンおよび実アドレスを特定する方法について説明します。

リストで pid フィールドが 5 である VCPU エントリを探すと、論理ドメイン ldg1 の下に次のエント
リが見つかります。

|vid=1|pid=5|util=29|strand=100

したがって、物理 CPU 番号 5 はドメイン ldg1 に存在し、そのドメイン内には仮想 CPU 番号
1 があります。
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リストの MEMORY エントリを探すと、ドメイン ldg2 の下に次のエントリが見つかります。

ra=0x8000000|pa=0x78000000|size=1073741824

この場合、0x78000000 <= 0x7e816000 <= (0x78000000 + 1073741824 - 1)、つま
り、pa <= PA <= (pa + size - 1) となります。したがって、PA はドメイン ldg2 にあり、対応する
実アドレスは 0x8000000 + (0x7e816000 - 0x78000000) = 0xe816000 です。

ユニバーサル固有識別子の使用

各ドメインにはユニバーサル固有識別子 (UUID) が割り当てられます。UUID は、ドメインの
作成時に割り当てられます。レガシードメインについては、ldmd デーモンの初期化時に UUID
が割り当てられます。

注記 - ldm migrate-domain -f コマンドを使用して、古いバージョンの Logical Domains
Manager を実行しているターゲットマシンにドメインを移行した場合、UUID は消失します。
古いバージョンの Logical Domains Manager を実行しているソースマシンからドメインを移
行すると、移行の一環として、そのドメインに新しい UUID が割り当てられます。それ以外の場
合、UUID は移行されます。

ldm list -l、ldm list-bindings、または ldm list -o domain コマンドを実行すると、ドメイ
ンの UUID を取得できます。次の例は、ldg1 ドメインの UUID を示しています。

primary# ldm create ldg1
primary# ldm ls -l ldg1
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

ldg1             inactive   ------

UUID

    6c908858-12ef-e520-9eb3-f1cd3dbc3a59

primary# ldm ls -l -p ldg1
VERSION 1.6

DOMAIN|name=ldg1|state=inactive|flags=|cons=|ncpu=|mem=|util=|uptime=

UUID|uuid=6c908858-12ef-e520-9eb3-f1cd3dbc3a59
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仮想ドメイン情報コマンドと API

virtinfo コマンドを使用して、実行中の仮想ドメインに関する情報を収集することができます。
また、仮想ドメイン情報 API を使用して、仮想ドメインに関する情報を収集するプログラムを作
成することもできます。
コマンドまたは API を使用して、仮想ドメインについて収集できる情報の一覧を、次に示しま
す。
■ ドメインの種類 (実装、制御、ゲスト、I/O、サービス、ルート)
■ 仮想ドメインマネージャーにより決定されるドメイン名
■ ドメインのユニバーサル固有識別子 (UUID)
■ ドメインの制御ドメインのネットワークノード名
■ ドメインが実行されているシャーシのシリアル番号

virtinfo コマンドについては、virtinfo(1M) のマニュアルページを参照してください。API
については、libv12n(3LIB) および v12n(3EXT) のマニュアルページを参照してください。

論理ドメインチャネルの使用

Oracle VM Server for SPARC では、論理ドメインチャネル (LDC) を使用して、すべての通
信 (コンソール、仮想 I/O、制御トラフィックなど) を実装します。LDC は、2 つのエンドポイント
間の通信を可能にするために使用される方法です。通常、各エンドポイントは異なるドメインに
ありますが、それらのエンドポイントを同じドメインに配置してループバック通信を可能にするこ
とができます。
Oracle VM Server for SPARC 3.1.1.1 ソフトウェアおよびシステムファームウェアによっ
て、制御ドメインやゲストドメインに使用できる LDC エンドポイントの大きなプールが提供さ
れます。この LDC エンドポイントプールは、SPARC T4、SPARC T5、SPARC M5、および
SPARC M6 プラットフォームでのみ使用できます。プール内の LDC の数は、次のようにプラッ
トフォームタイプに基づいています。
■ SPARC T4、SPARC T5 – ゲストドメインあたり 1984 個の LDC エンドポイント、合計

98304 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M5、SPARC M6 – ゲストドメインあたり 1984 個の LDC エンドポイント、物理

ドメインあたり 98304 個の LDC エンドポイント

LDC エンドポイントプールをサポートするために必要なシステムファームウェアは、SPARC T4
の場合は 8.5.1.b、SPARC T5、SPARC M5、および SPARC M6 の場合は 9.2.1.b です。
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サポートされるプラットフォームや UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、SPARC T3、ま
たは Fujitsu M10 システム上で古いバージョンのシステムファームウェアを実行している場合
は、次のゲストドメインあたりの LDC エンドポイントの制限が引き続き適用されます。
■ UltraSPARC T2 システム – ゲストドメインあたり 512 個の LDC エンドポイント
■ UltraSPARC T2 Plus、SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、SPARC M5、SPARC

M6、および Fujitsu M10 システム – ゲストドメインあたり 768 個の LDC エンドポイン
ト

この制限は制御ドメインで問題になることがあります。これは、仮想 I/O データ通信
と、Logical Domains Manager によるほかのドメイン制御の両方に多数の LDC エンドポイ
ントが使用される可能性があるからです。

サービスの追加やドメインのバインドを試みたために、LDC エンドポイントの数が 1 つのドメイ
ンでの制限を超えてしまった場合、その操作は失敗して、次のようなエラーメッセージが表示さ
れます。

13 additional LDCs are required on guest primary to meet this request,

but only 9 LDCs are available

次のガイドラインを使用すると、LDC エンドポイントの使用計画を正しく立てたり、制御ドメイン
で LDC 機能のオーバーフローが発生する可能性のある原因を説明したりできます。
■ 制御ドメインでは、構成されているほかのドメインの数に関係なく、ハイパーバイザ、障害

管理アーキテクチャー (FMA)、およびシステムプロセッサ (SP) とのさまざまな通信目的
で、約 15 個の LDC エンドポイントを使用します。制御ドメインによって使用される LDC
エンドポイントの数は、プラットフォーム、および使用されているソフトウェアのバージョンに
よって異なります。

■ Logical Domains Manager は、ドメイン (自身を含む) ごとに制御トラフィック用の
LDC エンドポイントを制御ドメインに 1 つ割り当てます。

■ 制御ドメインの各仮想 I/O サービスは、そのサービスに接続されているクライアントごとに
LDC エンドポイントを 1 つ使用します。各ドメインには、仮想ネットワーク、仮想ディスク、
および仮想コンソールが少なくとも 1 つずつ必要です。

次の式では、これらのガイドラインを取り入れて、制御ドメインで必要とされる LDC エンドポイ
ントの数を算出します。

15 + number-of-domains + (number-of-domains x number-of-virtual-
services) = total-LDC-endpoints

number-of-domains は制御ドメインを含むドメインの総数であり、number-of-virtual-services は
このドメインによって処理される仮想 I/O デバイスの総数です。
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次の例は、制御ドメインが 1 つ、追加のドメインが 8 つある場合に、式を使用して LDC エンド
ポイントの数を算出する方法を示しています。

15 + 9 + (8 x 3) = 48 LDC エンドポイント

次の例では、ゲストドメインが 45 あり、各ドメインに 5 つの仮想ディスク、2 つの仮想ネットワー
ク、および 1 つの仮想コンソールがあります。計算によって次の結果が得られます。

15 + 46 + 45 x 8 = 421 LDC エンドポイント

使用しているプラットフォームでサポートされている LDC エンドポイントの数に応じて、Logical
Domains Manager が構成を受け入れるか拒否するかが決まります。

制御ドメインで LDC エンドポイントを使い果たした場合は、サービスドメインまたは I/O ドメイ
ンを作成して仮想 I/O サービスをゲストドメインに提供することを検討してください。このアク
ションを実行すると、制御ドメインではなく、I/O ドメインとサービスドメインに LDC エンドポイ
ントを作成できます。

ゲストドメインでも、LDC エンドポイントを使い果たす可能性があります。このような状況
は、inter-vnet-link プロパティーが on に設定されることで、相互に直接接続するゲストドメイ
ンに追加の LDC エンドポイントが割り当てられるために起こることがあります。

次の式では、inter-vnet-link=off のときにゲストドメインで必要とされる LDC エンドポイン
トの数を算出します。

2 + number-of-vnets + number-of-vdisks = total-LDC-endpoints

2 は仮想コンソールと制御トラフィックを表し、number-of-vnets はゲストドメインに割り当てられ
ている仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-vdisks はゲストドメインに割り当てられてい
る仮想ディスクの総数です。

次の例は、inter-vnet-link=off で、仮想ディスクと仮想ネットワークが 2 つずつある場合に、
式を使用して 1 ゲストドメインあたりの LDC エンドポイント数を算出する方法を示していま
す。

2 + 2 + 2 = 6 LDC エンドポイント

次の式では、inter-vnet-link=on のときにゲストドメインで必要とされる LDC エンドポイント
の数を算出します。

2 + [[(number-of-vnets-from-vswX x number-of-vnets-in-vswX)] ...] +
number-of-vdisks = total-LDC-endpoints
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2 は仮想コンソールと制御トラフィックを表し、number-of-vnets-from-vswX は vswX 仮想スイッ
チからゲストドメインに割り当てられている仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-vnets-
in-vswX は vswX 仮想スイッチ上の仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-virtual-disks
はゲストドメインに割り当てられている仮想ディスクの総数です。

次の例は、inter-vnet-link=on で、仮想ディスクと仮想スイッチが 2 つずつある場合に、式を
使用して 1 ゲストドメインあたりの LDC エンドポイント数を算出する方法を示しています。最
初の仮想スイッチには 8 つの仮想ネットワークがあり、そのうちの 4 つがドメインに割り当てら
れます。2 つ目の仮想スイッチは、8 つすべての仮想ネットワークをドメインに割り当てます。

2 + (4 x 8) + (8 x 8) + 2 = 100 LDC エンドポイント

ゲストドメインで LDC エンドポイントが不足する問題を解決するには、ldm add-vsw または
ldm set-vsw コマンドを使用して inter-vnet-link プロパティーを off に設定することを検討
してください。このアクションによって、仮想ネットワークデバイスが存在するドメイン内の LDC
エンドポイントの数が減ります。ただし、off プロパティー値は、仮想スイッチを含むサービスドメ
インには影響しません (サービスドメインでは各仮想ネットワークデバイスへの LDC 接続を引
き続き必要とするため)。このプロパティーが off に設定されていると、LDC チャネルは inter-
vnet 通信に使用されません。代わりに、LDC チャネルは仮想ネットワークデバイスと仮想ス
イッチデバイス間の通信のみに割り当てられます。ldm(1M) マニュアルページを参照してくだ
さい。

注記 - inter-vnet リンクの割り当てを無効にすると、LDC エンドポイントの数が減りますが、ゲ
スト間のネットワークパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。このパフォーマンス低
下が生じるのは、ゲスト間のすべての通信トラフィックが、あるゲストドメインから別のゲストドメ
インに直接移動するのではなく、仮想スイッチを経由するからです。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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パート   II

オプションの Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア

ここでは、Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアに使用できるオプションのソフト
ウェアと機能について説明します。
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Oracle VM Server for SPARC 物理から仮想への
変換ツール

この章では、次の項目について説明します。

■ 361 ページの「Oracle VM Server for SPARC P2V ツールの概要」
■ 364 ページの「バックエンドデバイス」
■ 365 ページの「Oracle VM Server for SPARC P2V ツールのインストール」
■ 368 ページの「ldmp2v コマンドの使用」

Oracle VM Server for SPARC P2V ツールの概要

Oracle VM Server for SPARC Physical-to-Virtual (P2V) 変換ツールは、既存の物理シ
ステムを、チップマルチスレッディング (CMT) システム上の論理ドメインでOracle Solaris
10 OS を実行する仮想システムに自動的に変換します。Oracle Solaris 10 OS または
Oracle Solaris 11 OS を実行している制御ドメインから ldmp2v コマンドを実行して、次のソー
スシステムのいずれかを論理ドメインに変換することができます。
■ Solaris 8、Solaris 9、または Oracle Solaris 10 OS を実行している、任意の sun4u

SPARC ベースのシステム
■ Oracle Solaris 10 OS を実行しているが、論理ドメインでは実行していない sun4v シス

テム

注記 - ldmp2v コマンドは、ZFS ルートがある Oracle Solaris 10 OS または Oracle Solaris
11 OS を実行する SPARC ベースのシステムをサポートしません。

物理システムから仮想システムへの変換は、次のフェーズで実行されます。
■ 収集フェーズ。物理ソースシステムで実行します。収集フェーズでは、ソースシステムについ

て収集された構成情報に基づいて、ソースシステムのファイルシステムイメージが作成さ
れます。
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■ 準備フェーズ。ターゲットシステムの制御ドメイン上で実行されます。準備フェーズでは、収
集フェーズで収集された構成情報に基づいて、ターゲットシステムに論理ドメインが作成さ
れます。ファイルシステムイメージは、1 つ以上の仮想ディスクに復元されます。P2V ツー
ルを使用して、プレーンファイルまたは ZFS ボリュームに仮想ディスクを作成できます。ま
た、物理ディスクや LUN、または作成したボリュームマネージャーのボリュームに仮想ディ
スクを作成することもできます。このイメージは、論理ドメインとして動作できるように変更
されます。

■ 変換フェーズ。ターゲットシステムの制御ドメイン上で実行されます。convert フェーズで、
標準の Oracle Solaris アップグレードプロセスを使用することにより、作成された論理ド
メインが、Oracle Solaris 10 OS を実行する論理ドメインに変換されます。

P2V ツールについては、ldmp2v(1M) のマニュアルページを参照してください。

次のセクションからは、物理システムから仮想システムへの変換が実行される方法について説
明します。

収集フェーズ

収集フェーズは、変換対象のシステムで実行されます。一貫性のあるファイルシステムイメージ
を作成するには、システムの動作を最小限に抑えて、すべてのアプリケーションを停止する必要
があります。論理ドメインに移動されるすべてのファイルシステムが確実にマウントされるように
するため、ldmp2v コマンドにより、すべてのマウント済み UFS ファイルシステムのバックアップ
が作成されます。移動する必要がないマウント済みファイルシステム (SAN ストレージ上のファ
イルシステムや、他の手段で移動するファイルシステムなど) は除外することができます。その
ようなファイルシステムを除外するには、-x オプションを使用します。-x オプションにより除外さ
れたファイルシステムは、ゲストドメイン上に再作成されません。-O オプションを使用して、ファ
イルとディレクトリを除外できます。

ソースシステムでの変更は不要です。唯一の条件は、制御ドメイン上に ldmp2v スクリプトがイ
ンストールされていることです。ソースシステムに flarcreate ユーティリティーが存在しているこ
とを確認してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmp2v-1m
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準備フェーズ

準備フェーズでは、収集フェーズで収集されたデータを使用して、ソースシステムに相当する論
理ドメインを作成します。
次のいずれかの方法で ldmp2v prepare コマンドを使用できます。
■ 自動モード。このモードは自動的に仮想ディスクを作成し、ファイルシステムデータを復元し

ます。

■ ソースシステム上にあるものと同じサイズで、論理ドメインと必要な仮想ディスクを作
成します。

■ ディスクをパーティションに分割し、ファイルシステムを復元します。

/、/usr、および /var ファイルシステムの合計サイズが 10 ギガバイト未満であれ
ば、Oracle Solaris 10 OS の大容量ディスクに関する要件を満たすように、これら
のファイルシステムのサイズが自動的に調整されます。-x no-auto-adjust-fs オプ
ションを使用するか、-m オプションを使用してファイルシステムのサイズを手動で変
更することで、自動サイズ変更を無効にできます。

■ 論理ドメインの OS イメージを変更して、物理ハードウェアへのすべての参照を、論理
ドメインに適したバージョンに置き換えます。これにより、通常の Oracle Solaris アッ
プグレードプロセスを使用して、システムを Oracle Solaris 10 OS にアップグレード
できます。変更には、/etc/vfstab ファイルを更新して新しいディスク名を記述する
ことが含まれます。Oracle Solaris Volume Manager または Veritas Volume
Manager (VxVM) によりカプセル化されているすべてのブートディスクは、このプロ
セス中に自動的にカプセル化を解除されます。カプセル化が解除されたディスクは、
プレーンディスクスライスに変換されます。VxVM がソースシステムにインストールさ
れている場合、P2V プロセスにより、作成されたゲストドメイン上で VxVM が無効に
なります。

■ 非自動モード。手動で仮想ディスクを作成し、ファイルシステムデータを復元する必要があ
ります。このモードでは、ディスクのサイズと数、パーティション分割、およびファイルシステ
ムの配置を変更できます。このモードの準備フェーズでは、論理ドメインの作成と、OS イ
メージの変更手順のみをファイルシステム上で実行します。

■ クリーンアップモード。ldmp2v によって作成された論理ドメインとその下のすべてのバック
エンドデバイスを削除します。
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変換フェーズ

変換フェーズでは、論理ドメインは Oracle Solaris アップグレードプロセスを使用して Oracle
Solaris 10 OS にアップグレードされます。アップグレード処理は、既存のすべてのパッケージ
を削除し、Oracle Solaris 10 sun4v パッケージをインストールします。これにより、sun4u から
sun4v への変換は自動的に実行されます。convert フェーズでは、Oracle Solaris DVD ISO
イメージ、またはネットワークインストールイメージを使用できます。Oracle Solaris 10 システム
では、Oracle Solaris JumpStart 機能を使用して、完全に自動化されたアップグレード処理を
実行することもできます。

バックエンドデバイス

ゲストドメイン用の仮想ディスクは、多くのバックエンドの種類 (ファイル (file)、ZFS ボリュー
ム (zvol)、物理ディスクまたは LUN (disk)、またはボリュームマネージャーのボリューム (disk))
について作成できます。ldmp2v コマンドは、次のいずれかの方法でバックエンドの種類として
file または zvol が指定された場合、適切なサイズのファイルまたは ZFS ボリュームを自動的
に作成します。
■ -b オプションを使用する
■ /etc/ldmp2v.conf ファイルの BACKEND_TYPE パラメータの値で指定する

バックエンドの種類が disk の場合、仮想ディスクのバックエンドデバイスとして物理ディス
ク、LUN、またはボリュームマネージャーのボリューム (Oracle Solaris Volume Manager およ
び Veritas Volume Manager (VxVM)) を使用できます。準備フェーズの開始前に、適切な
サイズのディスクまたはボリュームを作成する必要があります。物理ディスクまたは LUN の場
合、ディスクのブロックまたは文字デバイスのスライス 2 として、たとえば /dev/dsk/c0t3d0s2
のようにバックエンドデバイスを指定します。ボリュームマネージャーのボリュームの場合、ボ
リュームのブロックまたは文字デバイスを、たとえば Oracle Solaris Volume Manager では
/dev/md/dsk/d100、VxVM では /dev/vx/dsk/ldomdg/vol1 のように指定します。

-B backend:volume:vdisk オプションでボリューム名と仮想ディスク名を指定しない限り、ゲス
ト用に作成するボリュームと仮想ディスクにはデフォルトの名前が付けられます。
■ backend は、使用するバックエンドの名前を指定します。バックエンドの種類が disk

の場合は、backend を指定する必要があります。バックエンドの種類が file および
zvol の場合は backend はオプションで、ldmp2v で作成されるファイルまたは ZFS ボ
リュームにデフォルト以外の名前を設定するために使用できます。デフォルトの名前は
$BACKEND_PREFIX/guest-name/diskN です。
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■ すべてのバックエンドの種類について volume はオプションで、ゲストドメインに作成す
る仮想ディスクサーバーボリュームの名前を指定します。指定されない場合、volume は
guest-name-volN です。

■ すべてのバックエンドの種類について vdisk はオプションで、ゲストドメインのボリューム名
を指定します。指定されない場合、vdisk は diskN です。

注記 - 変換プロセス中、制御ドメイン内で名前を確実に一意にするために、仮想ディスクは一
時的に guest-name-diskN という名前に変更されます。

backend、volume、または vdisk に空白の値を指定するには、コロン区切り文字だけを入力しま
す。たとえば、-B ::vdisk001 と指定すると、仮想ディスク名が vdisk001 に設定され、バックエ
ンドとボリュームにはデフォルトの名前が使用されます。vdisk を指定しない場合は、最後のコロ
ン区切り文字を省略できます。たとえば、-B /ldoms/ldom1/vol001:vol001 とした場合、バック
エンドファイル名が /ldoms/ldom1/vol001、ボリューム名が vol001 に指定されます。デフォルト
の仮想ディスク名は disk0 です。

Oracle VM Server for SPARC P2V ツールのインストール

Oracle VM Server for SPARC P2V ツールパッケージは、「ターゲットシステムの制御ドメイ
ンにのみ」インストールして構成する必要があります。パッケージをソースシステムにインストール
する必要はありません。その代わりに、ターゲットシステムの /usr/sbin/ldmp2v スクリプトを単
にソースシステムにコピーします。

注記 - ldmp2v は SUNWldmp2v パッケージから Oracle Solaris 10 システムにインストールさ
れ、ldmp2v はデフォルトで ldomsmanager パッケージから Oracle Solaris 11 システムにイン
ストールされます。

SPARC P2V ツールを使用するための前提条件

Oracle VM Server for SPARC P2V ツールを実行する前に、次の条件が満たされているこ
とを確認します。
■ ソースシステムに、次の Flash アーカイブパッチがインストールされている。

■ Solaris 8 OS の場合: パッチ ID 109318-34 以降
■ Solaris 9 OS の場合: パッチ ID 113434-06 以降
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■ ターゲットシステムが、次で Logical Domains 1.1 以降を実行している。

■ Oracle Solaris 10 10/08 OS
■ Oracle Solaris 10 5/08 OS と適切な Logical Domains 1.1 パッチ

■ ゲストドメインが、Oracle Solaris 10 5/08 OS 以降を実行している
■ ソースシステムが、Solaris 8 OS 以降を実行している

これらの必要条件のほかに、NFS ファイルシステムがソースシステムとターゲットシステムの両
方で共有されるように構成する必要があります。このファイルシステムは、root が書き込みで
きるようにしてください。ただし、共有ファイルシステムを使用できない場合は、ソースシステムと
ターゲットシステムの両方でソースシステムのファイルシステムダンプ出力を格納できる大きさ
のローカルファイルシステムを使用します。

SPARC P2V ツールを使用する場合の制限事項

Oracle VM Server for SPARC P2V ツールには、次の制限事項があります。
■ UFS ファイルシステムのみがサポートされています。
■ プレーンディスク (/dev/dsk/c0t0d0s0)、Oracle Solaris Volume Manager のメタデバ

イス (/dev/md/dsk/dNNN)、および VxVM のカプセル化されたブートディスクのみが、
ソースシステムでサポートされます。

■ P2V プロセス中に、それぞれのゲストドメインに存在できるのは単一の仮想スイッチと仮
想ディスクサーバーのみです。P2V 変換のあとで、仮想スイッチと仮想ディスクサーバーを
ドメインに追加できます。

■ VxVM ボリュームのサポートは、カプセル化されたブートディスクの
rootvol、swapvol、usr、var、opt、および home ボリュームに制限されます。これらのボ
リュームの元のスライスは、ブートディスクに存在している必要があります。P2V ツール
は、Oracle Solaris 10 OS 上の Veritas Volume Manager 5.x をサポートします。た
だし、P2V ツールを使用して、VxVM を使用する Solaris 8 および Solaris 9 オペレー
ティングシステムを変換することもできます。

■ ゾーンのある Oracle Solaris 10 システムは、ldmp2v collect 操作を実行する前
に、zoneadm detach コマンドを使用して、ゾーンが切り離されている場合に変換できま
す。P2V 変換が完了したら、zoneadm attach コマンドを使用して、ゲストドメインに作成
されていたゾーンを再接続します。ゲストドメインでこれらの手順を実行する詳細につい
ては、『Oracle Solaris Administration: Oracle Solaris Zones, Oracle Solaris 10
Zones, and Resource Management 』の「Migrating a Non-Global Zone to a
Different Machine」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1460migrat
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1460migrat
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1460migrat
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注記 - P2V ツールは、ゾーンパスやネットワークインタフェースなどのゾーン構成を更新した
り、ゾーンパスのストレージを移動または構成したりしません。手動でゾーン構成を更新し、ゲ
ストドメインにゾーンパスを移動する必要があります。『Oracle Solaris Administration:
Oracle Solaris Zones, Oracle Solaris 10 Zones, and Resource Management 』の
「Migrating a Non-Global Zone to a Different Machine」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC P2V ツールのインストー
ル方法

次の手順では、SUNWldmp2v パッケージを使用して、ldmp2v コマンドを Oracle Solaris 10 シス
テムにインストールする方法を説明します。

Oracle Solaris 11 システムでは、ldomsmanager パッケージをインストールするとデフォルトで
ldmp2v コマンドがインストールされます。

1. Oracle VM Server for SPARC のダウンロードページ http://www.oracle.com/
virtualization/index.html から、P2V ソフトウェアパッケージ SUNWldmp2v をダウンロードし
ます。

SUNWldmp2v パッケージは、Oracle VM Server for SPARC zip ファイルに入っています。

2. 管理者になります。

■ Oracle Solaris 10 の場合は、『System Administration Guide: Security
Services 』の「Configuring RBAC (Task Map)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11.1 の場合は、『Oracle Solaris 11.1 Administration: Security
Services 』のパート III「Roles, Rights Profiles, and Privileges」を参照してください。

3. pkgadd コマンドを使用して、SUNWldmp2v パッケージをインストールします。

# pkgadd -d . SUNWldmp2v

4. /etc/ldmp2v.conf ファイルを作成し、次のデフォルトのプロパティを構成します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1460migrat
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1460migrat
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=821-1460migrat
http://www.oracle.com/virtualization/index.html
http://www.oracle.com/virtualization/index.html
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=816-4557rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=E29015prbactm-1
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■ VDS – 仮想ディスクサービスの名前。VDS="primary-vds0" など

■ VSW – 仮想スイッチの名前。VSW="primary-vsw0" など

■ VCC – 仮想コンソール端末集配信装置の名前。VCC="primary-vcc0" など

■ BACKEND_TYPE – zvol、file、または disk のバックエンドの種類

■ BACKEND_SPARSE – バックエンドデバイスを空白のボリュームまたはファイルとして作成す
るか (BACKEND_SPARSE="yes")、空白でないボリュームまたはファイルとして作成するか
(BACKEND_SPARSE="no") を決定します

■ BACKEND_PREFIX – 仮想ディスクのバックエンドデバイスを作成する位置

BACKEND_TYPE="zvol" の場合、BACKEND_PREFIX 値を ZFS データセット名として指定しま
す。BACKEND_TYPE="files" の場合、BACKEND_PREFIX 値は、/ からの相対的なディレクトリ
のパス名として解釈されます。

たとえば、BACKEND_PREFIX="tank/ldoms" の場合、ZVOL は tank/ldoms/domain-name
データセット、ファイルは /tank/ldoms/domain-name サブディレクトリに作成されます。

BACKEND_PREFIX プロパティは、disk バックエンドには適用されません。

■ BOOT_TIMEOUT – Oracle Solaris OS ブート時のタイムアウト (秒)

詳細は、ダウンロード可能なバンドルに含まれている ldmp2v.conf.sample 構成ファイルを参照
してください。

ldmp2v コマンドの使用

このセクションでは、変換の 3 つのフェーズの例が含まれます。

例   14-1 収集フェーズの例

ldmp2v collect コマンドの使用方法の例を次に示します。
■ NFS マウントされたファイルシステムを共有する。次の例に、ソースシステムとターゲットシ

ステムで NFS マウントされたファイルシステムを共有している場合に collect 手順を実
行するもっとも簡単な方法を示します。

スーパーユーザーで、必要なすべての UFS ファイルシステムがマウントされていることを確
認してください。

volumia# df -k
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Filesystem            kbytes    used   avail capacity  Mounted on

/dev/dsk/c1t1d0s0    16516485  463289 15888032     3%    /

/proc                      0       0       0     0%    /proc

fd                         0       0       0     0%    /dev/fd

mnttab                     0       0       0     0%    /etc/mnttab

/dev/dsk/c1t1d0s3    8258597    4304 8171708     1%    /var

swap                 4487448      16 4487432     1%    /var/run

swap                 4487448      16 4487432     1%    /tmp

/dev/dsk/c1t0d0s0    1016122       9  955146     1%    /u01

vandikhout:/u1/home/dana

                     6230996752 1051158977 5179837775    17%    /home/dana

次の例は、ソースシステムとターゲットシステムが 1 つの NFS マウント済みファイルシス
テムを共有している場合に収集ツールを実行する方法を示しています。

volumia# ldmp2v collect -d home/dana/volumia

Collecting system configuration ...

Archiving file systems ...

Determining which filesystems will be included in the archive...

Creating the archive...

895080 blocks

Archive creation complete.

■ NFS マウントされたファイルシステムを共有しない。ソースシステムとターゲットシステム
で、NFS マウントされたファイルシステムを共有していない場合、ファイルシステムイメー
ジをローカルストレージに書き込んで、あとで制御ドメインにコピーできます。フラッシュアー
カイブユーティリティーは、作成するアーカイブを自動的に除外します。

volumia# ldmp2v collect -d /var/tmp/volumia

Collecting system configuration ...

Archiving file systems ...

Determining which filesystems will be included in the archive...

Creating the archive...

895080 blocks

Archive creation complete.

フラッシュアーカイブと manifest ファイルを、/var/tmp/volumia ディレクトリからターゲット
システムにコピーします。
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ヒント - 場合によっては、ldmp2v で cpio コマンドエラーが発生します。通常は、これらのエラー
によって、「File size of etc/mnttab has increased by 435」などのメッセージが生成されま
す。ログファイルまたはシステムの状態を反映するファイルに関するメッセージは、無視してかま
いません。すべてのエラーメッセージをよく確認してください。

■ ファイルシステムのバックアップ手順をスキップする。すでに NetBackup などのサー
ドパーティー製バックアップツールを使用してシステムのバックアップを作成してある場
合、none アーカイブ方法を使用すればファイルシステムのバックアップ手順をスキップで
きます。このオプションを使用する場合、システム構成マニフェストのみが作成されます。

volumia# ldmp2v collect -d /home/dana/p2v/volumia -a none

Collecting system configuration ...

The following file system(s) must be archived manually: / /u01 /var

-d で指定されたディレクトリがソースとターゲットのシステムで共有されない場合は、この
ディレクトリの内容を制御ドメインにコピーする必要があります。ディレクトリの内容は、準備
フェーズの前に制御ドメインにコピーする必要があります。

例   14-2 準備フェーズの例

ldmp2v prepare コマンドの使用方法の例を次に示します。
■ 次の例は、物理システムの MAC アドレスを保持しながら、/etc/ldmp2v.conf に構成さ

れているデフォルトを使用することで、volumia という論理ドメインを作成します。

# ldmp2v prepare -d /home/dana/p2v/volumia -o keep-mac volumia

Creating vdisks ...

Creating file systems ...

Populating file systems ...

Modifying guest domain OS image ...

Removing SVM configuration ...

Unmounting guest file systems ...

Creating domain volumia ...

Attaching vdisks to domain volumia ...

■ 次のコマンドは、volumia 論理ドメインに関する情報を表示します。
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# ldm list -l volumia

NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME

volumia          inactive   ------          2     4G

NETWORK

    NAME    SERVICE                DEVICE     MAC               MODE   PVID VID

    vnet0   primary-vsw0                      00:03:ba:1d:7a:5a        1 

DISK

    NAME    DEVICE  TOUT MPGROUP        VOLUME                      SERVER 

    disk0                                        volumia-vol0@primary-vds0 

    disk1                                        volumia-vol1@primary-vds0

■ 次の例は、-C オプションを使用して、ドメインとそのバックエンドデバイスを完全に削除す
る方法を示しています。

# ldmp2v prepare -C volumia

Cleaning up domain volumia ...

Removing vdisk disk0 ...

Removing vdisk disk1 ...

Removing domain volumia ...

Removing volume volumia-vol0@primary-vds0 ...

Removing ZFS volume tank/ldoms/volumia/disk0 ...

Removing volume volumia-vol1@primary-vds0 ...

Removing ZFS volume tank/ldoms/volumia/disk1 ...

■ 次の例は、-m オプションを使用してマウントポイントとその新しいサイズを指定すること
で、P2V の実行中に 1 つ以上のファイルシステムのサイズを変更する方法を示していま
す。

# ldmp2v prepare -d /home/dana/p2v/volumia -m /:8g volumia

Resizing file systems ...

Creating vdisks ...

Creating file systems ...

Populating file systems ...

Modifying guest domain OS image ...

Removing SVM configuration ...

Modifying file systems on SVM devices ...
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Unmounting guest file systems ...

Creating domain volumia ...

Attaching vdisks to domain volumia ...

例   14-3 変換フェーズの例

ldmp2v convert コマンドの使用方法の例を次に示します。
■ ネットワークインストールサーバーを使用する。ldmp2v convert コマンドは、指定した仮想

ネットワークインタフェースを使用して、ネットワーク上でドメインをブートします。インストール
サーバーで setup_install_server および add_install_client スクリプトを実行する必
要があります。

Oracle Solaris 10 システムでは、Oracle Solaris JumpStart 機能を使用して、完全に
自動化された変換を実行できます。この機能では、JumpStart サーバー上のクライアント
に対して適切な sysidcfg およびプロファイルファイルを作成および構成する必要があり
ます。プロファイルには次の行を含めるようにしてください。

install_type    upgrade

root_device     c0d0s0

sysidcfg ファイルは、アップグレード処理にのみ使用されます。したがって、次のような構
成で十分であるはずです。

name_service=NONE

root_password=uQkoXlMLCsZhI

system_locale=C

timeserver=localhost

timezone=Europe/Amsterdam

terminal=vt100

security_policy=NONE

nfs4_domain=dynamic

auto_reg=disable

network_interface=PRIMARY {netmask=255.255.255.192

        default_route=none protocol_ipv6=no}

JumpStart の使用方法の詳細については、『Oracle Solaris 10 8/11 Installation
Guide: Custom JumpStart and Advanced Installations 』を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=E23802
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注記 - sysidcfg ファイルの例に含まれる auto_reg キーワードは、Oracle Solaris 10 9/10 リ
リースで導入されたものです。このキーワードは、Oracle Solaris 10 9/10 以降のリリースを実
行する場合にのみ必要です。

# ldmp2v convert -j -n vnet0 -d /p2v/volumia volumia

LDom volumia started

Waiting for Solaris to come up ...

Using Custom JumpStart

Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "volumia" in group "volumia" ....

Press ~? for control options ..

SunOS Release 5.10 Version Generic_137137-09 64-bit

Copyright (c) 1983-2010, Oracle and/or its affiliates.  All rights reserved.

Configuring devices.

Using RPC Bootparams for network configuration information.

Attempting to configure interface vnet0...

Configured interface vnet0

Reading ZFS config: done.

Setting up Java. Please wait...

Serial console, reverting to text install

Beginning system identification...

Searching for configuration file(s)...

Using sysid configuration file

  129.159.206.54:/opt/SUNWjet/Clients/volumia/sysidcfg

Search complete.

Discovering additional network configuration...

Completing system identification...

Starting remote procedure call (RPC) services: done.

System identification complete.

Starting Solaris installation program...

Searching for JumpStart directory...
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Using rules.ok from 129.159.206.54:/opt/SUNWjet.

Checking rules.ok file...

Using begin script: Clients/volumia/begin

Using profile: Clients/volumia/profile

Using finish script: Clients/volumia/finish

Executing JumpStart preinstall phase...

Executing begin script "Clients/volumia/begin"...

Begin script Clients/volumia/begin execution completed.

Searching for SolStart directory...

Checking rules.ok file...

Using begin script: install_begin

Using finish script: patch_finish

Executing SolStart preinstall phase...

Executing begin script "install_begin"...

Begin script install_begin execution completed.

WARNING: Backup media not specified.  A backup media (backup_media)

  keyword must be specified if an upgrade with disk space reallocation

  is required

Processing profile

Loading local environment and services

Generating upgrade actions

Checking file system space: 100% completed

Space check complete.

Building upgrade script

Preparing system for Solaris upgrade

Upgrading Solaris: 10% completed

[...]

■ ISO イメージを使用する。ldmp2v convert コマンドは、Oracle Solaris DVD ISO イメー
ジを論理ドメインに接続し、そこからブートします。アップグレードを行うには、sysid のすべ
ての質問に回答し、「Upgrade」を選択します。
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注意 - ゲストドメインを変換する前に、安全性チェックが行われます。このチェックにより、元の
システムの IP アドレスのいずれもアクティブになっていなくて、ネットワーク上でアクティブな
IP アドレスが重複しないことが確実になります。-x skip-ping-test オプションを使用すると、
この安全性チェックを省略できます。このチェックを省略すると、変換プロセスが速くなります。
このオプションは、元のホストがアクティブなっていない場合など、重複する IP アドレスが存在
しないことが確実な場合にのみ使用します。

sysid の質問への回答は、アップグレードプロセスの間のみ使用されます。このデータは、
ディスク上の既存の OS イメージには適用されません。変換を実行するためのもっとも速
く簡単な方法は、「Non-networked (ネットワークなし)」を選択することです。指定する
root パスワードは、ソースシステムの root パスワードと一致している必要はありません。シ
ステムの元の ID はアップグレード時にも保持され、アップグレード以後のリブート時に有
効になります。アップグレードの実行に必要な時間は、元のシステムにインストールされて
いる Oracle Solaris Cluster によって異なります。

# ldmp2v convert -i /tank/iso/s10s_u5.iso -d /home/dana/p2v/

volumia volumia

Testing original system status ...

LDom volumia started

Waiting for Solaris to come up ...

        Select 'Upgrade' (F2) when prompted for the installation type.

        Disconnect from the console after the Upgrade has finished.

Trying 0.0.0.0...

Connected to 0.

Escape character is '^]'.

Connecting to console "volumia" in group "volumia" ....

Press ~? for control options ..

Configuring devices.

Using RPC Bootparams for network configuration information.

Attempting to configure interface vnet0...

Extracting windowing system. Please wait...
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Beginning system identification...

Searching for configuration file(s)...

Search complete.

Discovering additional network configuration...

Configured interface vnet0

Setting up Java. Please wait...

Select a Language

   0. English

   1. French

   2. German

   3. Italian

   4. Japanese

   5. Korean

   6. Simplified Chinese

   7. Spanish

   8. Swedish

   9. Traditional Chinese

Please make a choice (0 - 9), or press h or ? for help:

[...]

- Solaris Interactive Installation --------------------------------------------

  This system is upgradable, so there are two ways to install the Solaris

  software.

  The Upgrade option updates the Solaris software to the new release, saving

  as many modifications to the previous version of Solaris software as

  possible.  Back up the system before using the Upgrade option.

  The Initial option overwrites the system disks with the new version of

  Solaris software.  This option allows you to preserve any existing file

  systems.  Back up any modifications made to the previous version of Solaris

  software before starting the Initial option.

  After you select an option and complete the tasks that follow, a summary of



ldmp2v コマンドの使用

第 14 章 Oracle VM Server for SPARC 物理から仮想への変換ツール 377

  your actions will be displayed.

-------------------------------------------------------------------------------

     F2_Upgrade    F3_Go Back    F4_Initial    F5_Exit    F6_Help
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 15 ♦  ♦  ♦        第    1  5    章 

Oracle VM Server for SPARC Configuration
Assistant (Oracle Solaris 10)

Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant (ldmconfig コマンド) を使用
すると、基本的なプロパティーを設定することによって論理ドメインの構成手順を実行できま
す。Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant は、チップマルチスレッディ
ング (CMT) をベースとするシステムで実行されます。

Configuration Assistant は、構成データを収集したあと、論理ドメインとしてブートするのに
適した構成を作成します。Configuration Assistant によって選択されるデフォルト値を使用
して、有効なシステム構成を作成することもできます。

注記 - ldmconfig コマンドは Oracle Solaris 10 システムでのみサポートされます。

この章のほかに、ldmconfig(1M) のマニュアルページも参照してください。

Configuration Assistant (ldmconfig) の使用

ldmconfig コマンドでは、ユーザーインタフェース画面に一致する一連の操作が実行されます。
最終的には、論理ドメインに配備可能な構成が作成されます。

次のセクションでは、ldmconfig コマンドをインストールする方法および Configuration
Assistant ツールの機能の一部について説明します。

Configuration Assistant のインストール

Configuration Assistant は、SUNWldm パッケージの一部として提供されます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmconfig-1m
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SUNWldm パッケージをインストールすると、/usr/sbin ディレクトリに ldmconfig コマンドが格納
されます。このコマンドは、旧バージョンでの使用のために、/opt/SUNWldm/bin ディレクトリにも
インストールされます。

Configuration Assistant を実行するための前提条件

Configuration Assistant をインストールして実行する前に、次の条件を満たしていることを確
認してください。
■ ターゲットシステムで Logical Domains 1.2 ソフトウェア以降が実行されている。
■ 端末ウィンドウに、1 行あたり 80 文字以上で 24 行表示できる。

Configuration Assistant の制限および既知の問題

Configuration Assistant には、次の制限事項があります。
■ ldmconfig を使用しながら端末のサイズを変更すると、文字化けが発生することがある

■ UFS ディスクファイルは仮想ディスクとしてのみサポートされる
■ 既存の論理ドメイン構成が存在しないシステムのみで機能する
■ 仮想コンソール端末集配信装置のポートは 5000 - 5100

■ ゲストドメイン、サービス、およびデバイスに使用されるデフォルトの名前は変更不可

ldmconfig の機能

ldmconfig コマンドでは、ユーザーインタフェース画面に一致する一連の操作が実行されます。
最後の手順に到達するまで、後方 (前の手順) および前方 (次の手順) に移動できます。最後
の手順では、構成が生成されます。いつでも Configuration Assistant を終了したり、構成を
リセットしてデフォルトを使用できます。最後の画面では、論理ドメインに構成を配備できます。

まず、Configuration Assistant は、システムを自動的に検査し、ベストプラクティスに基づい
て最適なデフォルトのプロパティーを判断してから、これらのプロパティーのうち配備の制御に
必要なプロパティーを表示します。これは完全なリストではないことに注意してください。他のプ
ロパティーを設定して構成をさらにカスタマイズできます。

ldmconfig ツールの使用方法については、ldmconfig(1M) のマニュアルページを参照してく
ださい。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmconfig-1m
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次のプロパティーを調整できます。
■ ゲストドメインの数。作成するアプリケーションのゲストドメインの数を指定します。ゲストド

メイン数の最小値は 1 です。最大値は、使用できる VCPU リソースによって決まります。
たとえば、64 スレッドの CMT システムで、制御ドメイン用に 4 つのスレッドを予約し、各
ゲストドメインに 1 つのスレッドを使用して最大 60 個のゲストドメインを作成できます。ベ
ストプラクティスが選択されている場合、ゲストドメインあたりの VCPU リソースの最小数
は、1 コア になります。そのため、1 コアあたり 8 スレッドの 8 コアシステムでベストプラク
ティスが選択されている場合、それぞれ 1 つのコアが割り当てられた最大 7 個のゲスト
ドメインを作成できます。また、制御ドメインにも 1 つのコアが割り当てられます。

Configuration Assistant は、そのシステムに構成可能なドメインの最大数を表示しま
す。

Configuration Assistant は次のタスクを実行し、ドメインを作成します。

■ すべてのドメインに対して:

■ 5000 - 5100 のポートに仮想端末サービスを作成
■ 仮想ディスクサービスを作成
■ 指定されたネットワークアダプタに仮想ネットワークスイッチを作成
■ 仮想端末サーバーデーモンを有効化

■ 各ドメインに対して:

■ 論理ドメインを作成
■ ドメインに割り当てられる VCPU を構成
■ ドメインに割り当てられるメモリーを構成
■ 仮想ディスクとして使用する UFS ディスクファイルを作成
■ ディスクファイルの仮想ディスクサーバーデバイス (vdsdev) を作成

■ ディスクファイルをドメインの仮想ディスク vdisk0 として割り当て

■ 指定されたネットワークアダプタの仮想スイッチに接続された仮想ネットワークア
ダプタを追加

■ OBP プロパティー auto-boot?=true を設定

■ OBP プロパティー boot-device=vdisk0 を設定

■ ドメインをバインド
■ ドメインを起動

■ デフォルトのネットワーク。新しいドメインで仮想ネットワークに使用するネットワークアダプ
タを指定します。このアダプタは、システムに存在する必要があります。Configuration
Assistant は、現在システムによってデフォルトアダプタとして使用されているアダプタ、
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およびリンクステータスがアクティブになっているアダプタ (ケーブル接続されているアダ
プタ) を強調表示します。

■ 仮想ディスクサイズ。新しい各ドメインの仮想ディスクを作成します。これらの仮想ディスク
は、ローカルファイルシステムに存在するディスクファイルに基づいて作成されます。この
プロパティーは、各仮想ディスクのサイズを G バイト単位で制御します。最小サイズの 8G
バイトは、Oracle Solaris 10 OS を格納するために必要なおおよそのサイズに基づいて
います。最大サイズは 100G バイトです。

Configuration Assistant がすべてのドメインのディスクファイルを格納するのに十分な
領域のあるファイルシステムを検出できない場合、エラー画面が表示されます。この場合、
アプリケーションを再実行する前に次の操作が必要になることがあります。

■ 仮想ディスクのサイズを減らす
■ ドメインの数を減らす
■ より容量の大きいファイルシステムを追加する

■ 仮想ディスクディレクトリ。新しいドメインの仮想ディスクとして作成するファイルを格納す
るために十分な容量のあるファイルシステムを指定します。このディレクトリは、選択する
ドメインの数、および仮想ディスクのサイズに基づいて指定します。これらのプロパティー
の値が変更された場合は、値を再計算して格納先ディレクトリを選択する必要がありま
す。Configuration Assistant は、十分な領域のあるファイルシステムのリストを表示しま
す。ファイルシステム名を指定すると、このファイルシステムに /ldoms/disks というディレ
クトリが作成され、このディレクトリにディスクイメージが作成されます。

■ ベストプラクティス。プロパティー値にベストプラクティスを使用するかどうかを指定します。

■ yes という値を選択すると、Configuration Assistant によっていくつかの構成プロ
パティー値にベストプラクティスが使用されます。ベストプラクティスでは、最小値とし
て、ドメインあたり 1 コアという値が適用されます。これにはシステムドメインも含まれ
ます。この設定により、ゲストドメインの最大数は、システムに存在するコアの合計数
から、システムドメイン用の 1 コアを引いた数に制限されます。たとえば、それぞれ 8
つのコアが割り当てられた 2 ソケット SPARC Enterprise® T5140 の場合、ゲスト
ドメインの最大数はシステムドメインを除いた 15 個となります。

■ no という値を選択すると、Configuration Assistant によって、最少で 1 スレッドが
割り当てられたドメインの作成が許可されます。ただし、システムドメインのスレッド数
は 4 以上に保持されます。

次に、Configuration Assistant は、作成される配備構成の概略を表示します。これには次の
情報が含まれます。
■ ドメイン数
■ 各ゲストドメインに割り当てられる CPU
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■ 各ゲストドメインに割り当てられるメモリー
■ 仮想ディスクのサイズおよび場所
■ ゲストドメインの仮想ネットワークサービスに使用されるネットワークアダプタ
■ システムによってサービスに使用される CPU およびメモリーの量
■ 有効な Oracle Solaris OS DVD が識別されると、これを使用して共有仮想 CD-ROM

デバイスが作成され、ゲストドメインに Oracle Solaris OS をインストールできるようにな
ります。

最後に、Configuration Assistant はシステムを構成して、指定された Oracle VM Server
for SPARC 配備を作成します。また、実行される処理についての説明と、システムを構成する
ために実行するコマンドを表示します。この情報は、システムを構成するために必要な ldm コマ
ンドの使用法を理解するのに役立ちます。

注意 - この構成手順に影響を与えたり、このプロセスを中断したりしないでください。システムの構
成が不完全になることがあります。

コマンドが正常に終了したら、変更を有効にするためにシステムをリブートしてください。
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 16 ♦  ♦  ♦        第    1  6    章 

電源管理の使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC システムで電源管理を使用するための情報を
提供します。

電源管理の使用

電源管理 (PM) を有効にするには、まず Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 ファームウェアで PM ポリシーを設定する必要があります。このセクションで
は、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで PM を使用するために必要な情報をまと
めます。
ILOM の詳細については、次のドキュメントを参照してください。
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「消費電力のモ

ニタリング」
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリリースノート』
電源ポリシーは任意の時点でのシステムの電力使用量を管理します。ベースとなるプラット
フォームに PM 機能が実装されていれば、次の電源ポリシーがサポートされます。
■ 無効。システムは、使用可能なすべての電力を使用できます。
■ パフォーマンス。パフォーマンスにわずかな影響しか与えない次の PM 機能を 1 つ以上

有効にします。

■ CPU コアの自動無効化
■ CPU クロックサイクルのスキップ
■ CPU の動的な電圧および周波数スケーリング (DVFS)
■ コヒーレンシリンクのスケーリング
■ Oracle Solaris Power Aware Dispatcher (PAD)
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■ エラスティック。パフォーマンスのセクションで説明した PM 機能を使用して、現在の使用
率レベルに合うようにシステムの電力使用量を調整します。たとえば、リソースの使用率が
低いと、電力状態も引き下げられます。

電源管理システムの機能

PM の機能は次のとおりです。
■ CPU コアの自動的な無効化。エラスティックまたはパフォーマンスのポリシーが有効に

なっている場合、CPU コアのすべてのハードウェアスレッド (ストランド) がドメインにバイ
ンドされていないときに、Logical Domains Manager によってそのコアが自動的に無効
化されます。この機能は、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、SPARC T3、および
SPARC T4 プラットフォームでのみ使用できます。

■ CPU クロックサイクルのスキップ。エラスティックポリシーが有効な場合、Logical
Domains Manager は、ドメインにバインドされている次の CPU リソースで命令を実行
するクロックサイクル数を自動的に調整します。

■ プロセッサ (Oracle Solaris 10 または Oracle Solaris 11 OS を実行する
SPARC T3 または SPARC T4)

■ コア (Oracle Solaris 10 OS を実行するドメイン上の SPARC M5 のみ)
■ コアのペア (Oracle Solaris 10 OS を実行するドメイン上の SPARC T5 または

SPARC M6 のみ)

プロセッサ、コア、またはコアペアにバインドされたストランドがない場合、Logical
Domains Manager はサイクルスキッピングも適用します。

■ CPU の動的な電圧および周波数スケーリング (DVFS)。 エラスティックポリシーが有効
な場合、Logical Domains Manager は、Oracle Solaris 10 OS を実行しているドメ
インにバインドされているプロセッサのクロック周波数を自動的に調整します。Logical
Domains Manager は、バインドされたストランドがないプロセッサのクロック周波数も自
動的に低下します。この機能は、SPARC T5 および M5 システムでのみ使用できます。

■ コヒーレンシリンクのスケーリング。 エラスティックポリシーが有効な場合、Logical
Domains Manager は、使用中のコヒーレンシリンク数を自動的に調整するようにハイ
パーバイザに指示します。この機能は、SPARC T5-2 システムでのみ使用できます。

■ 電力の制限。SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、および SPARC M5 プラットフォー
ムで、システムの消費電力を制限するための電力の制限を設定できます。消費電力が電
力の制限を超えている場合、PM は電力を削減する手法を使用します。ILOM サービスプ
ロセッサ (SP) を使用して、電力の制限を設定できます。
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次のドキュメントを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリリースノート』

ILOM インタフェースを使用して、電力の制限、猶予期間、および制限を超えた場合の動
作を設定できます。電力の制限を超えた期間が猶予期間よりも長くなった場合、制限を超
えた場合の動作が実行されます。

現在の消費電力が電力の制限を超えている場合、CPU の電力状態の引き下げが試み
られます。消費電力が電力の制限以下に低下すると、それらのリソースの電力状態を引き
上げることが許可されます。システムでエラスティックポリシーが有効にされている場合、リ
ソースの電力状態の引き上げは使用レベルによって引き起こされます。

■ Solaris Power Aware Dispatcher (PAD)。Oracle Solaris 11.1 OS が実行されてい
るゲストドメインは、SPARC T5、SPARC M5、および SPARC M6 システム上で Power
Aware Dispatcher (PAD) を使用して、アイドル状態や使用率が低いリソースの消費電
力を最小限にします。Logical Domains Manager の代わりに、PAD が CPU クロック
サイクルのスキップレベルおよび DVFS レベルを調整します。

ILOM 3.0 ファームウェアの CLI を使用して電源ポリシーを構成する手順については、
『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「消費電力のモニタ
リング」を参照してください。

消費電力データの表示

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアは、ドメインの CPU スレッドの消費電力
データを表示できる電源管理 (PM) 可観測性モジュールおよび ldmpower コマンドを提供しま
す。

ldmd/pm_observability_enabled サービス管理機能 (SMF) プロパティーが true に設定され
ているため、PM 可観測性モジュールはデフォルトで有効にされています。ldmd(1M) マニュ
アルページを参照してください。

ldmpower コマンドには、消費電力レポートデータをカスタマイズできる次のオプションとオペラ
ンドがあります。

ldmpower [-ehiprstvx | -o hours | -m minutes] | -c resource [-l ldom[,ldom[,...]]]

  [interval [count]]

オプションについては、ldmpower(1M) マニュアルページを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmd-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldmpower-1m
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このコマンドを非特権ユーザーとして実行するには、LDoms Power Mgmt Observability 権利
プロファイルが割り当てられている必要があります。すでに LDoms Management または LDoms
Review 権利プロファイルが割り当てられている場合、ldmpower コマンドを実行するためのアク
セス権が自動的に付与されます。

Oracle VM Server for SPARC で権利がどのように使われているかについて
は、45 ページの「Logical Domains Manager 権利プロファイルの内容」を参照してくださ
い。

これらの権利プロファイルは、ユーザー、またはその後ユーザーに割り当てられる役割に、直接割
り当てることができます。これらのプロファイルのいずれかがユーザーに直接割り当てられてい
る場合、CPU スレッドの消費電力データを表示するために ldmpower コマンドを正常に使用す
るには、pfexec コマンド、または pfbash または pfksh などのプロファイルシェルを使用する必
要があります。41 ページの「権利の使用による論理ドメインの管理の委任」を参照してくださ
い。

次の例では、PM 可観測性モジュールを有効にする方法と、ドメインに割り当てられている
CPU の消費電力データを収集する方法を示します。

例   16-1 電源管理可観測性モジュールの有効化

次のコマンドでは、ldmd/pm_observability_enabled プロパティーが現在 false に設定されて
いる場合に true に設定することによって、PM 可観測性モジュールを有効にします。

# svccfg -s ldmd setprop ldmd/pm_observability_enabled=true
# svcadm refresh ldmd
# svcadm restart ldmd

例   16-2 役割および権利プロファイルを使用したプロファイルシェルによる CPU スレッドの消
費電力データの取得

■ 次の例では、LDoms Power Mgmt Observability 権利プロファイルによって、ldmpower 役
割を作成する方法を示します。この役割により、ldmpower コマンドの実行が許可されます。

primary# roleadd -P "LDoms Power Mgmt Observability" ldmpower

primary# passwd ldmpower

New Password:

Re-enter new Password:

passwd: password successfully changed for ldmpower
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このコマンドは、sam ユーザーに ldmpower 役割を割り当てます。

primary# usermod -R ldmpower sam

ユーザー sam は ldmpower 役割を前提とし、ldmpower コマンドを使用できます。たとえば、
次のように表示されます。

$ id

uid=700299(sam) gid=1(other)

$ su ldmpower

Password:

$ pfexec ldmpower

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19

gdom2   10          24          26

■ 次の例に、権利プロファイルを使用して、ldmpower コマンドを実行する方法を示します。

■ Oracle Solaris 10: 権利プロファイルを username に割り当てます。

primary# usermod -P "All,Basic Solaris User,LDoms Power Mgmt

 Observability" \

username

次のコマンドは、ユーザーが sam であり、All、Basic Solaris User、および LDoms
Power Mgmt Observability 権利プロファイルが有効であることを確認する方法を
示しています。

$ id

uid=702048(sam) gid=1(other)

$ profiles

All

Basic Solaris User

LDoms Power Mgmt Observability

$ pfexec ldmpower

Processor Power Consumption in Watts
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DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19

gdom2   10          24          26

■ Oracle Solaris 11: 権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

primary# usermod -P +"LDoms Power Mgmt Observability" sam

次のコマンドは、ユーザーが sam であり、All、Basic Solaris User、および LDoms
Power Mgmt Observability 権利プロファイルが有効であることを確認する方法を
示しています。

$ id

uid=702048(sam) gid=1(other)

$ profiles

All

Basic Solaris User

LDoms Power Mgmt Observability

$ pfexec ldmpower

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19

gdom2   10          24          26

例   16-3 プロセッサの消費電力データの表示

次の例に、ldmpower を使用して、ドメインのプロセッサ消費電力データを報告する方法を示しま
す。
■ 次のコマンドは、すべてのドメインについて、15 秒、30 秒、60 秒のプロセッサの移動平均

消費電力データを表示します。

primary# ldmpower

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19
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gdom2   10          24          26

■ 次のコマンドは、すべてのドメイン (primary、gdom1、および gdom2) について、外挿消費電
力データを表示します。

primary# ldmpower -x

System Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 585/57.47%  701/68.96%  712/70.22%

gdom1   132/12.97%  94/9.31%    94/9.30%

gdom2   298/29.27%  218/21.47%  205/20.22%

■ 次のコマンドは、gdom2 および gdom5 ドメインについて、プロセッサの瞬間消費電力データ
を表示します。10 秒ごとに 5 回データを報告します。

primary# ldmpower -itl gdom2,gdom5 10 5

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN          TIMESTAMP               INSTANT

gdom2           2013.05.17 11:14:45     13

gdom5           2013.05.17 11:14:45     24

gdom2           2013.05.17 11:14:55     18

gdom5           2013.05.17 11:14:55     26

gdom2           2013.05.17 11:15:05     9

gdom5           2013.05.17 11:15:05     16

gdom2           2013.05.17 11:15:15     15

gdom5           2013.05.17 11:15:15     19

gdom2           2013.05.17 11:15:25     12

gdom5           2013.05.17 11:15:25     18

■ 次のコマンドは、すべてのドメインについて、最近 12 時間の平均消費電力データを表示し
ます。データは最後にリクエストされた 1 時間ごとの計算から 1 時間の間隔で表示され
ます。

primary# ldmpower -eto 12

Per domain MINIMUM and MAXIMUM power consumption ever recorded:

primary         2013.05.17 08:53:06     3                Min Processors
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primary         2013.05.17 08:40:44     273              Max Processors

gdom1           2013.05.17 09:56:35     2                Min Processors

gdom1           2013.05.17 08:53:06     134              Max Processors

gdom2           2013.05.17 10:31:55     2                Min Processors

gdom2           2013.05.17 08:56:35     139              Max Processors

primary         2013.05.17 08:53:06     99               Min Memory

primary         2013.05.17 08:40:44     182              Max Memory

gdom1           2013.05.17 09:56:35     13               Min Memory

gdom1           2013.05.17 08:53:06     20               Max Memory

gdom2           2013.05.17 10:31:55     65               Min Memory

gdom2           2013.05.17 08:56:35     66               Max Memory

Processor Power Consumption in Watts

12 hour's worth of data starting from 2013.05.16 23:17:02

DOMAIN          TIMESTAMP               1 HOUR AVG

primary         2013.05.17 09:37:35     112

gdom1           2013.05.17 09:37:35     15

gdom2           2013.05.17 09:37:35     26

primary         2013.05.17 10:37:35     96

gdom1           2013.05.17 10:37:35     12

gdom2           2013.05.17 10:37:35     21

primary         2013.05.17 11:37:35     85

gdom1           2013.05.17 11:37:35     11

gdom2           2013.05.17 11:37:35     23

...
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 17 ♦  ♦  ♦        第    1  7    章 

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース
(MIB) ソフトウェアの使用

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース (Management Information
Base、MIB) を使用すると、サードパーティーのシステム管理アプリケーションによるドメインのリ
モートモニタリングと、簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) による論理ドメイン (ドメイン)
の起動および停止が可能になります。

Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインスタンスが 1 つだけ制御ドメインで
実行できます。制御ドメインは、少なくとも Solaris 10 11/06 OS と Oracle VM Server for
SPARC 2.2 ソフトウェアを実行するようにしてください。
この章では、次の項目について説明します。
■ 393 ページの「Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベースの概要」
■ 398 ページの「Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインストールと構

成」
■ 403 ページの「セキュリティーの管理」
■ 405 ページの「ドメインのモニタリング」
■ 427 ページの「SNMP トラップの使用」
■ 436 ページの「ドメインの起動と停止」

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベースの概要

このセクションでは、次のトピックについて説明します。
■ 394 ページの「関連の製品および機能」
■ 394 ページの「ソフトウェアコンポーネント」
■ 395 ページの「システム管理エージェント」
■ 396 ページの「Logical Domains Manager と Oracle VM Server for SPARC

MIB」
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■ 397 ページの「Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェクトツリー」

関連の製品および機能

Oracle VM Server for SPARC MIB を使用するには、次のソフトウェア製品と機能の使用
方法を理解する必要があります。
■ Oracle Solaris OS
■ Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア
■ SNMP
■ SNMP 管理情報ベース (MIB)
■ Oracle Solaris SNMP エージェント
■ SNMP バージョン 1 (SNMPv1)、SNMP バージョン 2 (SNMPv2c)、および SNMP

バージョン 3 (SNMPv3) のプロトコル
■ 管理情報構造 (SMI) バージョン 1 およびバージョン 2
■ 管理情報ベース (MIB) の構造
■ 抽象構文記法 (ASN.1)

ソフトウェアコンポーネント

Oracle VM Server for SPARC MIB パッケージ SUNWldmib.v には、次のソフトウェアコン
ポーネントが含まれています。
■ SUN-LDOM-MIB.mib はテキストファイル書式の SNMP 管理情報ベースです。このファイル

は Oracle VM Server for SPARC MIB のオブジェクトを定義します。
■ ldomMIB.so は共用ライブラリ形式のシステム管理エージェント拡張モジュールです。この

モジュールは、Oracle Solaris SNMP エージェント が Oracle VM Server for SPARC
MIB で指定された情報リクエストに応答し、トラップを生成できるようにします。

次の図は、Oracle VM Server for SPARC MIB、Oracle Solaris SNMP エージェン
ト、Logical Domains Manager、およびサードパーティーのシステム管理アプリケーションの間
のやり取りを示しています。この図に示されているやり取りは、395 ページの「システム管理
エージェント」と396 ページの「Logical Domains Manager と Oracle VM Server for
SPARC MIB」で説明しています。
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図   17-1 Oracle Solaris SNMP エージェント、Logical Domains Manager およびサードパー
ティーのシステム管理アプリケーションとの Oracle VM Server for SPARC MIB のや
り取り

システム管理エージェント

Oracle Solaris SNMP エージェントは次の機能を実行します。
■ サードパーティーのシステム管理アプリケーションからの要求を待機し、Oracle VM

Server for SPARC MIB が提供するデータを取得または設定します。エージェントは標
準の SNMP ポート 161 で待機します。

■ SNMP 通知の標準ポート 162 を使用して、構成済みのシステム管理アプリケーションにト
ラップを発行します。

Oracle VM Server for SPARC MIB は、制御ドメイン上の Oracle Solaris OS のデフォル
ト Oracle Solaris SNMP エージェント によってエクスポートされます。

Oracle Solaris SNMP エージェント は、SNMP バージョン v1、v2c、および v3 の取得、設
定、およびトラップ機能をサポートします。ほとんどの Oracle VM Server for SPARC MIB
オブジェクトは、モニタリングを目的とする読み取り専用です。ただし、ドメインを起動または停
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止するには、ldomTable テーブルの ldomAdminState プロパティーに値を書き込む必要がありま
す。表17-1「ドメインテーブル (ldomTable)」 を参照してください。

Logical Domains Manager と Oracle VM Server for
SPARC MIB

ドメインは、ゲストオペレーティングシステムの一連の仮想リソースで構成されるコンテナで
す。Logical Domains Manager は、ドメインを作成、構成、および管理するためのコマンド行
インタフェース (CLI) を提供します。Logical Domains Manager と Oracle VM Server for
SPARC MIB は次の仮想リソースをサポートします。
■ CPU
■ メモリー
■ ディスク、ネットワーク、およびコンソール I/O
■ 暗号化装置

XML ベースの制御インタフェースの解析

Logical Domains Manager は XML ベースの制御インタフェースを Oracle VM Server
for SPARC MIB にエクスポートします。Oracle VM Server for SPARC MIB は XML イン
タフェースを解析し、MIB にデータを取り込みます。Oracle VM Server for SPARC MIB は
制御ドメインにサポートを提供するだけです。

SNMP トラップの提供

Oracle VM Server for SPARC MIB は、更新とステータス変更のために Logical
Domains Manager を定期的にポーリングし、SNMP トラップをシステム管理アプリケーショ
ンに発行します。

障害と復旧の情報の提供

Oracle VM Server for SPARC MIB が必要なリソースを割り当てられなくなった場合、管
理情報ベースは、SNMP エージェントを介して、システム管理アプリケーションに一般的なエ
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ラーを返します。SNMP トラップ配信メカニズムはエラーを確認しません。Oracle VM Server
for SPARC MIB には、特定の状態やチェックポイントは実装されていません。Oracle VM
Server for SPARC MIB のある Oracle Solaris SNMP エージェント は、init プロセスと
サービス管理機能 (SMF) によって起動およびモニターされます。Oracle Solaris SNMP エー
ジェント が失敗して終了した場合、SMF が自動的にプロセスを再起動し、新しいプロセスが
Oracle VM Server for SPARC MIB モジュールを動的に再起動します。

Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェクトツリー

SNMP 管理対象オブジェクトは、ツリー型の階層に編成されます。オブジェクト識別子 (OID)
は、ツリーのノードに基づいた一連の整数で構成され、ドットで区切られます。それぞれの管理
対象オブジェクトは、数字で表わされた OID のほか、関連付けられたテキスト形式の名前を
持っています。Oracle VM Server for SPARC MIB は、オブジェクトツリーの次の部分で
ldom (205) ブランチとして登録されます。

iso(1).org(3).dod(6).internet(1).private(4).enterprises(1).sun(42).products(2)

次の図は、Oracle VM Server for SPARC MIB 配下の主要なサブツリーを示しています。



Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインストールと構成

398 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

図   17-2 Oracle VM Server for SPARC MIB ツリー

Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインストールと構
成

このセクションでは、Oracle Solaris 10 および Oracle Solaris 11 システムへの Oracle
VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインストールと構成について説明します。SNMP
の管理については、snmpd.conf(4) または snmpd.conf(5) のマニュアルページを参照して
ください。
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Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインス
トールと構成

次の表は、Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアのインストールおよび構成に使
用できるタスクを示しています。

タスク 説明 手順の参照先

Oracle VM Server for SPARC
MIB ソフトウェアパッケージ
をprimaryドメインにインストールしま
す。

pkgadd コマンドを使用して、Oracle
Solaris 10 システムに SUNWldmib.
v パッケージをインストールします。ま
たは、pkg install コマンドを使用し
て、Oracle Solaris 11 システムに
system/ldoms/mib パッケージをイン
ストールします。

399 ページの「Oracle VM
Server for SPARC MIB ソフトウェ
アパッケージのインストール方法」

Oracle VM Server for SPARC
MIB に問い合わせるために、
Oracle VM Server for SPARC
MIB モジュールを Oracle Solaris
SNMP エージェント にロードします。

ldomMIB.so モジュールをロードする
ように、SNMP 構成ファイルを変更
します。

400 ページの「Oracle VM
Server for SPARC MIB モジュー
ルを Oracle Solaris SNMP エー
ジェント にロードする方法」

primaryドメインから Oracle VM
Server for SPARC MIB ソフトウェ
アパッケージを削除します。

pkgrm コマンドを使用して、Oracle
Solaris 10 システムから SUNWldmib
パッケージを削除します。または、pkg
remove コマンドを使用して、Oracle
Solaris 11 システムから system/
ldoms/mib パッケージを削除します。

401 ページの「Oracle VM
Server for SPARC MIB ソフトウェ
アパッケージを削除する方法」

Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージのインス
トール方法

この手順では、Oracle Solaris 10 および Oracle Solaris 11 システムに Oracle VM
Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージをインストールする方法について説明しま
す。Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージは、Oracle VM Server for
SPARC 3.1 ソフトウェアの一部として提供されています。
Oracle VM Server for SPARC MIB パッケージには次のファイルが含まれています。
■ /opt/SUNWldmib/lib/mibs/SUN-LDOM-MIB.mib

■ /opt/SUNWldmib/lib/ldomMIB.so



Oracle VM Server for SPARC MIB モジュールを Oracle Solaris SNMP エージェント にロードする方法

400 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

始める前に Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェアをダウンロードしてインストールします。第2章
「ソフトウェアのインストールおよび有効化」を参照してください。

1. システムで Oracle Solaris 10 OS または Oracle Solaris 11 OS が実行されているかどう
かを確認します。

# uname -r

2. primary ドメインに Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアをインストールします。

■ Oracle Solaris 10: Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージ
SUNWldmib をインストールします。

# pkgadd -d . SUNWldmib.v

■ Oracle Solaris 11: Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージ
system/ldoms/mib をインストールします。

# pkg install -v -g IPS-package-directory/ldoms.repo mib

次の手順 このパッケージのインストール後、システムを構成して、Oracle VM Server for SPARC MIB
モジュールを動的にロードできます。400 ページの「Oracle VM Server for SPARC MIB
モジュールを Oracle Solaris SNMP エージェント にロードする方法」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC MIB モジュールを Oracle Solaris
SNMP エージェント にロードする方法

Oracle VM Server for SPARC MIB に問い合わせるには、Oracle VM Server for
SPARC MIB モジュール ldomMIB.so を Oracle Solaris SNMP エージェント にロードする必
要があります。Oracle VM Server for SPARC MIB モジュールは動的にロードされるので、
エージェントバイナリの再コンパイルおよび再リンクの必要なしに、モジュールが SNMP エー
ジェントに含まれます。

この手順では、Oracle VM Server for SPARC MIB モジュールを動的にロードするようにシ
ステムを構成する方法を説明します。Oracle Solaris SNMP エージェント を再起動せずにモ
ジュールを動的にロードする手順は、『Solaris システム管理エージェント開発者ガイド』で説明して
います。Oracle Solaris SNMP エージェント の詳細は、『Solaris システム管理ガイド』を参照し
てください。
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1. システムで Oracle Solaris 10 OS または Oracle Solaris 11 OS が実行されているかどう
かを確認します。

# uname -r

2. SNMP 構成ファイルを更新します。

■ Oracle Solaris 10:

次の行を /etc/sma/snmp/snmpd.conf 構成ファイルに追加します。

dlmod ldomMIB /opt/SUNWldmib/lib/ldomMIB.so

■ Oracle Solaris 11:

次の行を /etc/net-snmp/snmp/snmpd.conf 構成ファイルに追加します。

dlmod ldomMIB /opt/SUNWldmib/lib/ldomMIB.so

3. SMF サービスを再起動します。

■ Oracle Solaris 10:

# svcadm restart svc:/application/management/sma:default

■ Oracle Solaris 11:

# svcadm restart svc:/application/management/net-snmp:default

Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージを削除する
方法

この手順では、Oracle Solaris 10 または Oracle Solaris 11 システムから Oracle VM
Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージを削除し、Oracle VM Server for SPARC
MIB モジュールをアンロードする方法について説明します。

1. SMF サービスを停止します。

■ Oracle Solaris 10:

# svcadm disable svc:/application/management/sma:default
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■ Oracle Solaris 11:

# svcadm disable svc:/application/management/net-snmp:default

2. primaryドメインから Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェアパッケージを削除しま
す。

■ Oracle Solaris 10:

# pkgrm SUNWldmib

■ Oracle Solaris 11:

# pkg uninstall system/ldoms/mib

3. SNMP 構成ファイルを更新します。

■ Oracle Solaris 10:

インストール中に /etc/sma/snmp/snmpd.conf ファイルに追加した行を削除します。

dlmod ldomMIB /opt/SUNWldmib/lib/ldomMIB.so

■ Oracle Solaris 11:

インストール中に /etc/net-snmp/snmp/snmpd.conf ファイルに追加した行を削除します。

dlmod ldomMIB /opt/SUNWldmib/lib/ldomMIB.so

4. SMF サービスを再起動します。

■ Oracle Solaris 10:

# svcadm restart svc:/application/management/sma:default

■ Oracle Solaris 11:

# svcadm restart svc:/application/management/net-snmp:default
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セキュリティーの管理

このセクションでは、新しい Simple Network Management Protocol (SNMP) バージョ
ン 3 (v3) ユーザーを作成し、セキュアなアクセスを Oracle Solaris SNMP エージェント に提
供する方法について説明します。SNMP バージョン 1 (v1) およびバージョン 2 (v2c) では、ア
クセス制御メカニズムはコミュニティー文字列で、SNMP サーバーとそのクライアントの間の関係
を定義します。この文字列は、システムへのユーザーのアクセスを制御するパスワードと同じよう
に、サーバーへのクライアントアクセスを制御します。『Solaris システム管理エージェント管理ガイド』
を参照してください。

注記 - snmpv3 ユーザーを作成すると、Oracle VM Server for SPARC MIB において SNMP
で Oracle Solaris SNMP エージェント を使用できるようになります。このタイプのユーザー
は、Logical Domains Manager 向けの Oracle Solaris 権利機能を使用して構成された可
能性のあるユーザーと通信したり競合したりしません。

最初の snmpv3 ユーザーを作成する方法

この手順では、Oracle Solaris 10 または Oracle Solaris 11 システムで最初の snmpv3
ユーザーを作成する方法を説明します。

この最初のユーザーを複製することにより、追加ユーザーを作成できます。複製すると、続いて作
成されるユーザーが最初のユーザーの認証タイプとセキュリティータイプを継承できます。これら
のタイプはあとで変更できます。

最初のユーザーを複製するときに、その新しいユーザーの秘密鍵データを設定します。最初の
ユーザーと続いて構成されるユーザーのパスワードを知っておく必要があります。最初のユーザー
から一度に 1 人のユーザーだけを複製できます。Oracle Solaris OS のバージョンに対応した
『Solaris システム管理エージェント管理ガイド』の「セキュリティー保護された追加 SNMPv3 ユー
ザーを作成するには」を参照してください。

1. Oracle Solaris SNMP エージェント を停止します。

■ Oracle Solaris 10:

# svcadm disable -t svc:/application/management/sma:default

■ Oracle Solaris 11:
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# svcadm disable svc:/application/management/net-snmp:default

2. 最初のユーザーを作成します。

この段階によって、選択したパスワード my-password を持つユーザー initial-user が作成され、
エントリが /etc/sma/snmp/snmpd.conf ファイルに追加されます。このエントリによって、最初の
ユーザーにエージェントへの読み取りアクセスと書き込みアクセスが与えられます。

注記 - パスワードは、8 文字以上である必要があります。

■ Oracle Solaris 10:

# /usr/sfw/bin/net-snmp-config --create-snmpv3-user -a my-
password initial-user

■ Oracle Solaris 11:

# /usr/bin/net-snmp-config --create-snmpv3-user -a my-
password initial-user

3. Oracle Solaris SNMP エージェント を起動します。

■ Oracle Solaris 10:

# svcadm enable svc:/application/management/sma:default

■ Oracle Solaris 11:

# svcadm enable svc:/application/management/net-snmp:default

4. 最初のユーザーが作成されていることを確認します。

# snmpget -v 3 -u initial-user -l authNoPriv -a MD5 -A my-password
 localhost sysUpTime.0
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ドメインのモニタリング

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC MIB に問い合わせることによって論理
ドメイン (ドメイン) をモニターする方法を説明します。このセクションではまた、さまざまなタイプ
の MIB について説明します。
このセクションでは、次のトピックについて説明します。
■ 405 ページの「環境変数の設定」
■ 406 ページの「Oracle VM Server for SPARC MIB の問い合わせ」
■ 409 ページの「Oracle VM Server for SPARC MIB 情報の取得」

環境変数の設定

Oracle VM Server for SPARC MIB に問い合わせる前に、使用するシェルの
PATH、MIBDIRS、および MIBS 環境変数を設定する必要があります。Oracle Solaris 10 と
Oracle Solaris 11 では値が異なります。
■ Oracle Solaris 10:

■ C シェルユーザーの場合

% setenv PATH /usr/sfw/bin:$PATH

% setenv MIBDIRS /opt/SUNWldmib/lib/mibs:/etc/sma/snmp/mibs

% setenv MIBS +SUN-LDOM-MIB

■ Bourne および Korn シェルユーザーの場合

$ PATH=/usr/sfw/bin:$PATH; export PATH

$ MIBDIRS=/opt/SUNWldmib/lib/mibs:/etc/sma/snmp/mibs; export

 MIBDIRS

$ MIBS=+SUN-LDOM-MIB; export MIBS

■ Oracle Solaris 11:

■ C シェルユーザーの場合

% setenv PATH /usr/bin:$PATH
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% setenv MIBDIRS /opt/SUNWldmib/lib/mibs:/etc/net-snmp/snmp/

mibs

% setenv MIBS +SUN-LDOM-MIB

■ Bourne および Korn シェルユーザーの場合

$ PATH=/usr/bin:$PATH; export PATH

$ MIBDIRS=/opt/SUNWldmib/lib/mibs:/etc/net-snmp/snmp/mibs;

 export MIBDIRS

$ MIBS=+SUN-LDOM-MIB; export MIBS

Oracle VM Server for SPARC MIB の問い合わせ

システムに多数のドメインがある場合、SNMP 要求への応答が可能になる前に、SNMP エー
ジェントがタイムアウトする可能性があります。タイムアウト値を増やすには、-t オプションを使
用して、より長いタイムアウト値を指定します。たとえば、次の snmpwalk コマンドはタイムアウト
値を 20 秒に設定します。

# snmpwalk -t 20 -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomTable

また、-t オプションを使用して、snmpget コマンドおよび snmptable コマンドのタイムアウト値も
指定できます。
■ 単一の MIB オブジェクトを取得するには:

# snmpget -v version -c community-string host MIB-object
■ 多数の MIB オブジェクトを取得するには:

snmpwalk コマンドまたは snmptable コマンドを使用します。

# snmpwalk -v version -c community-string host MIB-object
# snmptable -v version -c community-string host MIB-object

例   17-1 単一の Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェクトの取得 (snmpget)

次の snmpget コマンドは ldomVersionMajor オブジェクトの値を問い合わせます。このコマンド
は、ホスト localhost に snmpv1 (-v1) とコミュニティー文字列 (-c public) を指定します。
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# snmpget -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomVersionMajor.0
SUN-LDOM-MIB::ldomVersionMajor.0 = INTEGER: 1

例   17-2 ldomTable からのオブジェクト値の取得 (snmpwalk)

次の例は、snmpwalk コマンドを使用して ldomTable からオブジェクト値を取得する方法を示し
ています。
■ 次の snmpwalk -v1 コマンドは、ldomTable テーブルのすべてのオブジェクトの値を返しま

す。

# snmpwalk -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomTable

SUN-LDOM-MIB::ldomName.1 = STRING: primary

SUN-LDOM-MIB::ldomName.2 = STRING: LdomMibTest_1

SUN-LDOM-MIB::ldomAdminState.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomAdminState.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.1 = INTEGER: active(1)

SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.2 = INTEGER: bound(6)

SUN-LDOM-MIB::ldomNumVCpu.1 = INTEGER: 8

SUN-LDOM-MIB::ldomNumVCpu.2 = INTEGER: 4

SUN-LDOM-MIB::ldomMemSize.1 = INTEGER: 3360

SUN-LDOM-MIB::ldomMemSize.2 = INTEGER: 256

SUN-LDOM-MIB::ldomMemUnit.1 = INTEGER: megabytes(2)

SUN-LDOM-MIB::ldomMemUnit.2 = INTEGER: megabytes(2)

SUN-LDOM-MIB::ldomNumCrypto.1 = INTEGER: 1

SUN-LDOM-MIB::ldomNumCrypto.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomNumIOBus.1 = INTEGER: 2

SUN-LDOM-MIB::ldomNumIOBus.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomUUID.1 = STRING: 5f8817d4-5d2e-6f7d-c4af-91b5b34b5723

SUN-LDOM-MIB::ldomUUID.2 = STRING: 11284146-87ca-4877-8d80-cd0f60d5ec26

SUN-LDOM-MIB::ldomMacAddress.1 = STRING: 00:14:4f:46:47:d6

SUN-LDOM-MIB::ldomMacAddress.2 = STRING: 00:14:4f:f8:d5:6c

SUN-LDOM-MIB::ldomHostID.1 = STRING: 0x844647d6

SUN-LDOM-MIB::ldomHostID.2 = STRING: 0x84f8d56c

SUN-LDOM-MIB::ldomFailurePolicy.1 = STRING: ignore

SUN-LDOM-MIB::ldomFailurePolicy.2 = STRING: ignore

SUN-LDOM-MIB::ldomMaster.1 = STRING:

SUN-LDOM-MIB::ldomMaster.2 = STRING:
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SUN-LDOM-MIB::ldomExtMapinSpace.1 = STRING: off

SUN-LDOM-MIB::ldomExtMapinSpace.2 = STRING: off

SUN-LDOM-MIB::ldomThreading.1 = STRING: max-throughput

SUN-LDOM-MIB::ldomThreading.2 = STRING: max-throughput

SUN-LDOM-MIB::ldomWholeCore.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomWholeCore.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomCpuArch.1 = STRING: native

SUN-LDOM-MIB::ldomCpuArch.2 = STRING: native

SUN-LDOM-MIB::ldomShutdownGroup.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomShutdownGroup.2 = INTEGER: 15

■ 次の snmpwalk コマンドは、snmpv2c と snmpv3 を使用して、ldomTable の内容を取得しま
す。

# snmpwalk -v2c -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomTable

# snmpwalk -v 3 -u test -l authNoPriv -a MD5 -A testpassword

 localhost \

SUN-LDOMMIB::ldomTable

例   17-3 ldomTable からのオブジェクト値の表形式での取得 (snmptable)

次の例は、snmptable コマンドを使用して ldomTable からオブジェクト値を表形式で取得する
方法を示しています。
■ 次の snmptable -v1 コマンドは、ldomTable の内容を表形式で表示します。

# snmptable -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomTable

■ 次の snmptable コマンドは、snmpv2c を使用して、ldomTable の内容を表形式で表示しま
す。

v2c または v3 snmptable コマンドの場合、-CB オプションを使用して、GETBULK ではなく
GETNEXT 要求だけを指定し、データを取得することに注意してください。

# snmptable -v2c -CB -c public localhost SUN-LDOM-

MIB::ldomTable
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Oracle VM Server for SPARC MIB 情報の取得

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC MIB から表またはスカラーオブジェク
トの形式で取得できる情報について説明します。

ドメインテーブル (ldomTable)

ldomTable は、システムの各ドメインを表すときに使用されます。情報には、仮想 CPU、メモ
リー、暗号化装置、および I/O バスのリソース制約が含まれます。このテーブルには、汎用一意
識別子 (UUID)、MAC アドレス、ホスト ID、障害ポリシー、マスタードメインなどのドメイン情報
が含まれます。

表 17-1 ドメインテーブル (ldomTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomIndex 整数 アクセス不可 このテーブルのインデックスとして使用される整
数

ldomName 表示文字列 読み取り専用 ドメインの名前

ldomAdminState 整数 読み取り/書き
込み

アクティブな管理のために、ドメインの起動や停
止を実行します。
■ 値 1 はドメインを起動します
■ 値 2 はドメインを停止します

ldomOperState 整数 読み取り専用 ドメインの現在の状態。次の値のいずれか 1 つ
です。
■ 1 はアクティブ状態
■ 2 は停止状態
■ 3 はアクティブでない状態
■ 4 はバインド状態
■ 5 はアンバインド状態
■ 6 はバウンド状態
■ 7 は起動状態

ldomNumVCPU 整数 読み取り専用 使用している仮想 CPU の数。ドメインがアク
ティブでない状態の場合、この値は要求された
仮想 CPU の数になります。

ldomMemSize 整数 読み取り専用 使用している仮想メモリーの容量ドメインがアク
ティブでない状態の場合、この値は要求された
記憶域サイズになります。

ldomMemUnit 整数 読み取り専用 次のメモリー単位のいずれか 1 つです。
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名前 データ型 アクセス 説明

■ 1 は KB
■ 2 は MB
■ 3 は GB
■ 4 は バイト

指定されていない場合、単位の値はバイトで
す。

ldomNumCrypto 整数 読み取り専用 使用している暗号化装置の数。ドメインがアク
ティブでない状態の場合、この値は要求された
暗号化装置の数になります。

ldomNumIOBus 整数 読み取り専用 使用している物理 I/O デバイスの数

ldomUUID 表示文字列 読み取り専用 ドメインの UUID

ldomMacAddress 表示文字列 読み取り専用 ドメインの MAC アドレス

ldomHostID 表示文字列 読み取り専用 ドメインのホスト ID

ldomFailurePolicy 表示文字列 読み取り専用 マスタードメインの障害ポリシー。ignore、panic、
reset、stop のいずれかです。

ldomMaster 表示文字列 読み取り専用 1 つのスレーブドメインに対する、最大 4 つのマ
スタードメインの名前

ldomExtMapinSpace 表示文字列 読み取り専用 ドメインの拡張マップイン領域。拡張されたマッ
プイン領域は、追加の LCD 共有メモリー空間
を参照します。このメモリー空間は、直接マップ
された共有メモリーを使用する多数の仮想 I/O
デバイスをサポートするために必要となります。
この領域は、パフォーマンスとスケーラビリティー
を向上させるために仮想ネットワークデバイスに
よっても使用されます。デフォルト値は off で
す。

ldomThreading 表示文字列 読み取り専用 サイクルあたりの命令数 (IPC) が高いスレッ
ド制御をドメインに指定します。動的スレッドに
よって、1 コアあたりにアクティブにするハード
ウェアスレッドの数が制御されます。有効な値は
次のとおりです。
■ max-throughput、1 コアあたりすべてのス

トランドがアクティブであることを意味しま
す (デフォルト値)

■ max-ipc、1 コアあたり 1 つのストランドが
アクティブであることを意味します

ldomWholeCore 整数 読み取り専用 コア全体のみを使用するようにドメインを制約し
ます。コア全体の制約が有効になっていない場
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名前 データ型 アクセス 説明

合、値は 0 です。それ以外の場合、値は最大の
コア数を示します。

ldomCpuArch 表示文字列 読み取り専用 ドメインの CPU アーキテクチャー。CPU アーキ
テクチャーは、ドメインを別の sun4v CPU アーキ
テクチャーに移行できるかどうかを指定します。
有効な値は次のとおりです。
■ native、同じ sun4v CPU アーキテクチャー

のプラットフォームへのドメイン移行のみが
許可されていることを意味します (デフォ
ルト値)

■ generic、互換性のあるすべての sun4v
CPU アーキテクチャーへのドメイン移行が
許可されていることを意味します

ldomShutdownGroup 整数 読み取り専用 ゲストドメインの停止グループ番
号。SPARC64-X システムでは、順序付けられ
た停止が SP で開始されると、停止グループ番
号の降順 (15 から 0 の順番) でドメインが停止
されます。デフォルト値は 15 です。

環境変数テーブル (ldomEnvVarsTable)

ldomEnvVarsTable は、すべてのドメインが使用する OpenBoot PROM 環境変数を示しま
す。

表 17-2 環境変数テーブル (ldomEnvVarsTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomEnvVarsLdomIndex 整数 読み取り専用 OpenBoot PROM 環境変数を含むドメインを
表す ldomTable へのインデックスとして使用さ
れる整数

ldomEnvVarsIndex 整数 読み取り専用 このテーブルの OpenBoot PROM 環境変数
にインデックスを作成するために使用される整
数

ldomEnvVarsName 表示文字列 読み取り専用 OpenBoot PROM 変数の名前

ldomEnvVarsValue 表示文字列 読み取り専用 OpenBoot PROM 変数の値
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ドメインポリシーテーブル (ldomPolicyTable)

ldomPolicyTable は、すべてのドメインに適用される動的リソース管理 (DRM) ポリシーを示し
ます。

表 17-3 ドメインポリシーテーブル (ldomPolicyTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomPolicyLdomIndex 整数 読み取り専用 DRM ポリシーを含むドメインを表す ldomTable
へのインデックスとして使用される整数

ldomPolicyIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの DRM ポリシーにインデックスを
作成するために使用される整数

ldomPolicyName 表示文字列 読み取り専用 ポリシー名

ldomPolicyStatus 表示文字列 読み取り専用 ポリシーステータス

ldomPolicyPriority 整数 読み取り専用 ポリシーがオーバーラップするとき、選択する
DRM ポリシーを決定するために使用する優先
度

ldomPolicyVcpuMin 整数 読み取り専用 ドメインの仮想 CPU の最小数

ldomPolicyVcpuMax 整数 読み取り専用 ドメインの仮想 CPU の最大数。unlimited の
値は最大整数値 2147483647 を使用しま
す。

ldomPolicyUtilLower 整数 読み取り専用 ポリシー分析がトリガーされる使用率の下限レ
ベル

ldomPolicyUtilUpper 整数 読み取り専用 ポリシー分析がトリガーされる使用率の上限レ
ベル

ldomPolicyTodBegin 表示文字列 読み取り専用 hh:mm:[ss] の形式で表示される、ポリシーの
実効開始時間

ldomPolicyTodEnd 表示文字列 読み取り専用 hh:mm:[ss] の形式で表示される、ポリシーの
実効停止時間

ldomPolicySampleRate 整数 読み取り専用 リソースサイクル時間 (秒単位)

ldomPolicyElasticMargin 整数 読み取り専用 仮想 CPU の数を減らした場合の変動を回避
するための、util-lower プロパティー (ldom
PolicyUtilLower) と使用していない仮想
CPU 数の間のバッファー量

ldomPolicyAttack 整数 読み取り専用 いずれか 1 つのリソース制御サイクル中に追加
するリソースの最大量unlimited の値は最大整
数値 2147483647 を使用します。

ldomPolicyDecay 整数 読み取り専用 いずれか 1 つのリソース制御サイクル中に削除
するリソースの最大量
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サービスプロセッサ構成テーブル (ldomSPConfigTable)

ldomSPConfigTable は、すべてのドメインのサービスプロセッサ (SP) 構成を示します。

表 17-4 サービスプロセッサ構成テーブル (ldomSPConfigTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomSPConfigIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの SP 構成にインデックスを作成
するために使用される整数

ldomSPConfigName 表示文字列 読み取り専用 SP 構成名

ldomSPConfigStatus 表示文字列 読み取り専用 SP 構成ステータス

ドメインリソースプールとスカラー変数

次のリソースをドメインに割り当てられます。
■ 仮想 CPU (vcpu)

■ メモリー (mem)

■ 暗号化装置 (mau)

■ 仮想スイッチ (vsw)

■ 仮想ネットワーク (vnet)

■ 仮想ディスクサーバー (vds)

■ 仮想ディスクサーバーデバイス (vdsdev)

■ 仮想ディスク (vdisk)

■ 仮想コンソール端末集配信装置 (vcc)

■ 仮想コンソール (vcons)

■ 物理 I/O デバイス (io)

次のスカラー MIB 変数は、リソースプールとそれらのプロパティーを表すために使用します。

表 17-5 CPU リソースプールのスカラー変数

名前 データ型 アクセス 説明

ldomCpuRpCapacity 整数 読み取り専用 ldomCpuRpCapacityUnit のリソースプールが許
可する最大予約数
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名前 データ型 アクセス 説明

ldomCpuRpReserved 整数 読み取り専用 リソースプールから現在予約されている CPU
のプロセッサクロック速度 (MHz) の累積

ldomCpuRpCapacityUnit と
ldomCpuRpReservedUnit

整数 読み取り専用 次の CPU 割り当て単位のいずれか 1 つで
す。
■ 1 は MHz
■ 2 は GHz

デフォルト値は MHz です。

表 17-6 メモリーリソースプールのスカラー変数

名前 データ型 アクセス 説明

ldomMemRpCapacity 整数 読み取り専用 MemRpCapacityUnit のリソースプールが許可す
る最大予約数

ldomMemRpReserved 整数 読み取り専用 リソースプールから現在予約されている、MemRp
ReservedUnit のメモリー容量

ldomMemRpCapacityUnit

および ldomMemRpReserved
Unit

整数 読み取り専用 次のメモリー割り当て単位のいずれか 1 つで
す。
■ 1 は KB
■ 2 は MB
■ 3 は GB
■ 4 は バイト

指定されていない場合、単位の値はバイトで
す。

表 17-7 暗号化リソースプールのスカラー変数

名前
データ型 アクセス 説明

ldomCryptoRpCapacity 整数 読み取り専用 リソースプールが許可する最大予約数

ldomCryptoRpReserved 整数 読み取り専用 リソースプールから現在予約されている暗号化
装置の数

表 17-8 I/O バスリソースプールのスカラー変数

名前
データ型 アクセス 説明

ldomIOBusRpCapacity 整数 読み取り専用 プールが許可する最大予約数

ldomIOBusRpReserved 整数 読み取り専用 リソースプールから現在予約されている I/O バ
スの数
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仮想 CPU テーブル (ldomVcpuTable)

ldomVcpuTable は、すべてのドメインが使用する仮想 CPU を示します。

表 17-9 仮想 CPU テーブル (ldomVcpuTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVcpuLdomIndex 整数 読み取り専
用

仮想 CPU を含むドメインを表す ldomTable へ
のインデックスとして使用される整数

ldomVcpuIndex 整数 アクセス不
可

このテーブルの仮想 CPU にインデックスを作
成するために使用される整数

ldomVcpuDeviceID 表示文字列 読み取り専
用

仮想 CPU の識別子 (VID)

ldomVcpuOperationalStatus 整数 読み取り専
用

次の CPU ステータスのいずれか 1 つです。

1 は Unknown

2 は Other

3 は OK

4 は Degraded

5は Stressed

6 は Predictive failure

7 は Error

8 は Nonrecoverable error

9 は Starting

10 は Stopping

11 は Stopped

12 は In service

13 は No contact

14 は Lost communication

15 は Aborted

16 は Dormant

17 は Supporting entity in error

18 は Completed
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名前 データ型 アクセス 説明

19 は Power mode

Logical Domains Manager は CPU
状態を提供しないので、デフォルト値は 1
(Unknown) です。

ldomVcpuPhysBind 表示文字列 読み取り専
用

物理バインディング (PID)。この仮想 CPU に
割り当てられているハードウェアスレッド (ストラ
ンド) の識別子を含んでいます。この識別子は
コアとチップを一意に識別します。

ldomVcpuPhysBindUsage 整数 読み取り専
用

この仮想 CPU によって使用されているスレッ
ドの全容量を MHz で示します。たとえば、ある
スレッドが最大 1 GHz で動作できるとします。
その容量の半分 (スレッドの 50%) だけがこの
仮想 CPU に割り当てられている場合、プロパ
ティー値は 500 になります。

ldomVcpuCoreID 表示文字列 読み取り専
用

コアの識別子 (コア ID)。

ldomVcpuUtilPercent 表示文字列 読み取り専
用

仮想 CPU の使用率を示します。

仮想メモリーテーブル

ドメインのメモリー空間は、実メモリーとして参照されます。つまり、これは仮想メモリーです。ハイ
パーバイザで検出されるホストプラットフォームのメモリー空間は、物理メモリーとして参照されま
す。ハイパーバイザは、物理メモリーのブロックを割り当てて、ドメインで使用される実メモリーの
ブロックを形成します。

次の例では、要求された記憶域サイズが、単一の大きなメモリーブロックに割り当てられる代わ
りに、2 つのメモリーブロックに分けられることを示しています。たとえば、ドメインが 521M バイ
トの実メモリーを要求しているとします。メモリーには、{physical-address, real-address, size}
形式を使用して、ホストシステム上の 256M バイトの 2 つのブロックを物理メモリーとして割り
当てられます。

{0x1000000, 0x1000000, 256}, {0x2000000, 0x2000000,256}

ドメインには、ゲストドメインに割り当てられる物理メモリーセグメントを 64 個まで構成できま
す。したがって、各メモリーセグメントを保持するには、表示文字列ではなく、補助テーブルが使
用されます。表示文字列には、255 文字の制限があります。
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仮想メモリーテーブル (ldomVmemTable)

ldomVmemTable は、ドメインが使用する仮想メモリーのプロパティーを示します。

表 17-10 仮想メモリーテーブル (ldomVmemTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVmemLdomIndex 整数 読み取り専用 仮想メモリーを含むドメインを表す ldomTable
へのインデックスとして使用される整数

ldomVmemIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想メモリーにインデックスを作
成するために使用される整数

ldomVmemNumberofBlocks 整数 読み取り専用 仮想メモリーのブロック数

仮想メモリーの物理バインディングテーブル (ldomVmemPhysBindTable)

ldomVmemPhysBindTable は、すべてのドメインの物理メモリーセグメントを含む補助テーブルで
す。

表 17-11 仮想メモリーの物理バインディングテーブル (ldomVmemPhysBindTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVmemPhysBindLdomIndex 整数 読み取り専
用

物理メモリーセグメントを含むドメインを表す
ldomTable へのインデックスとして使用される
整数

ldomVmemPhysBind 表示文字列 読み取り専
用

この仮想メモリーブロックに次の形式で割り
当てられる物理メモリーのリスト: {physical-
address, real-address, size}

仮想ディスクテーブル

仮想ディスクサービス (vds) とこれに割り当てられた物理デバイス (vdsdev) によって、仮想
ディスク機能が Oracle VM Server for SPARC テクノロジで実現できます。仮想ディスク
サービスは、いくつかのローカルボリューム (物理ディスクまたはファイルシステム) をエクスポー
トします。仮想ディスクサービスが指定された場合、次のものが含まれます。
■ 補助デバイス (vdsdev) の完全な /dev パス
■ サービスに追加されるデバイスの一意の名前 (ボリューム名)

1 つのディスクサービスには、1 つ以上のディスク、ディスクスライス、およびファイルシステムを
バインドできます。各ディスクには、一意の名前とボリューム名があります。このボリューム名は、
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ディスクがサービスにバインドされるときに使用されます。Logical Domains Manager は、仮
想ディスクサービスとその論理ボリュームから仮想ディスククライアント (vdisk) を作成します。

仮想ディスクサービステーブル (ldomVdsTable)

ldomVdsTable は、すべてのドメインの仮想ディスクサービスを示します。

表 17-12 仮想ディスクサービステーブル (ldomVdsTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVdsLdomIndex 整数 読み取り専用 仮想ディスクサービスを含むドメインを表す
ldomTable へのインデックスとして使用される
整数

ldomVdsIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想ディスクサービスにインデッ
クスを作成するために使用される整数

ldomVdsServiceName 表示文字列 読み取り専用 仮想ディスクサービスのサービス名。プロパ
ティー値は、ldm add-vds コマンドによって指定
される service-name です。

ldomVdsNumofAvailVolume 整数 読み取り専用 この仮想ディスクサービスによってエクスポート
される論理ボリュームの数

ldomVdsNumofUsedVolume 整数 読み取り専用 この仮想ディスクサービスに使用 (バインド) さ
れる論理ボリュームの数

仮想ディスクサービスデバイステーブル (ldomVdsdevTable)

ldomVdsdevTable は、すべての仮想ディスクサービスが使用する仮想ディスクサービスデバイ
スを示します。

表 17-13 仮想ディスクサービスデバイステーブル (ldomVdsdevTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVdsdevVdsIndex 整数 読み取り専用 仮想ディスクデバイスを含む仮想ディスクサー
ビスを表す ldomVdsTable にインデックスを作
成するために使用される整数

ldomVdsdevIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想ディスクサービスデバイス
にインデックスを作成するために使用される整
数

ldomVdsdevVolumeName 表示文字列 読み取り専用 仮想ディスクサービスデバイスのボリューム名。
このプロパティーは、仮想ディスクサービスに
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名前 データ型 アクセス 説明

追加されるデバイスの一意の名前を指定しま
す。この名前は、デバイスを追加するために、仮
想ディスクサービスによってクライアントにエク
スポートされます。プロパティー値は、ldm add-
vdsdev コマンドによって指定される volume-
name です。

ldomVdsdevDevPath 表示文字列 読み取り専用 物理ディスクデバイスのパス名。プロパティー値
は、ldm add-vdsdev コマンドによって指定され
る backend です。

ldomVdsdevOptions 表示文字列 読み取り専用 ディスクデバイスの 1 つ以上のオプション。ro、
slice、または excl

ldomVdsdevMPGroup 表示文字列 読み取り専用 ディスクデバイスのマルチパスグループ名

仮想ディスクテーブル (ldomVdiskTable)

ldomVdiskTable は、すべてのドメインの仮想ディスクを示します。

表 17-14 仮想ディスクテーブル (ldomVdiskTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVdiskLdomIndex 整数 読み取り専用 仮想ディスクデバイスを含むドメインを表す
ldomTable へのインデックスとして使用される
整数

ldomVdiskVdsDevIndex 整数 読み取り専用 仮想ディスクサービスデバイスを表す ldom
VdsdevTable にインデックスを作成するために
使用される整数

ldomVdiskIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想ディスクにインデックスを作
成するために使用される整数

ldomVdiskName 表示文字列 読み取り専用 仮想ディスクの名前。プロパティー値は、ldm
add-vdisk コマンドによって指定される disk-
name です。

ldomVdiskTimeout 整数 読み取り専用 仮想ディスククライアントと仮想ディスクサー
バーの間に接続を確立するためのタイムアウト
(秒単位)

ldomVdiskID 表示文字列 読み取り専用 仮想ディスクの識別子

次の図は、仮想ディスクテーブルとドメインテーブルの間の関係を定義するために、インデックス
がどのように使用されるかを示しています。インデックスは、次のように使用されます。



ドメインのモニタリング

420 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

■ ldomVdsTable および ldomVdiskTable の ldomIndex は ldomTable を指します。
■ ldomVdsdevTable の VdsIndex は ldomVdsTable を指します。
■ ldomVdiskTable の VdsDevIndex は ldomVdsdevTable を指します。

図   17-3 仮想ディスクテーブルとドメインテーブルとの関係

仮想ネットワークテーブル

Oracle VM Server for SPARC 仮想ネットワークサポートにより、ゲストドメインは物理
Ethernet デバイスを介して相互に通信したり、外部ホストと通信したりすることができます。仮
想ネットワークには、次の主要コンポーネントが含まれています。
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■ 仮想スイッチ (vsw)
■ 仮想ネットワークデバイス (vnet)

サービスドメイン上に仮想スイッチを作成したあとで、物理ネットワークデバイスを仮想スイッチ
にバインドできます。その後、通信に仮想スイッチサービスを使用するドメイン向けに、仮想ネッ
トワークデバイスを作成できます。仮想スイッチサービスは、同じ仮想スイッチに接続すること
で、ほかのドメインと通信します。物理デバイスが仮想スイッチにバインドされている場合、仮想
スイッチサービスは外部ホストと通信します。

仮想スイッチサービステーブル (ldomVswTable)

ldomVswTable は、すべてのドメインの仮想スイッチサービスを示します。

表 17-15 仮想スイッチサービステーブル (ldomVswTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVswLdomIndex 整数 読み取り専用 仮想スイッチサービスを含むドメインを表す
ldomTable へのインデックスとして使用される
整数

ldomVswIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想スイッチデバイスにインデッ
クスを作成するために使用される整数

ldomVswServiceName 表示文字列 読み取り専用 仮想スイッチサービス名

ldomVswMacAddress 表示文字列 読み取り専用 仮想スイッチが使用する MAC アドレス

ldomVswPhysDevPath 表示文字列 読み取り専用 仮想ネットワークスイッチの物理デバイスパス。
物理デバイスが仮想スイッチにバインドされて
いない場合、プロパティー値は null です。

ldomVswMode 表示文字列 読み取り専用 実行中のクラスタノードの値は mode=sc

ldomVswDefaultVlanID 表示文字列 読み取り専用 仮想スイッチのデフォルトの VLAN ID

ldomVswPortVlanID 表示文字列 読み取り専用 仮想スイッチのポート VLAN ID

ldomVswVlanID 表示文字列 読み取り専用 仮想スイッチの VLAN ID

ldomVswLinkprop 表示文字列 読み取り専用 物理ネットワークデバイスに基づいてリンクス
テータスを報告するための値は linkprop=
phys-state

ldomVswMtu 整数 読み取り専用 仮想スイッチデバイスの最大転送単位 (MTU)

ldomVswID 表示文字列 読み取り専用 仮想スイッチデバイスの識別子

ldomVswInterVnetLink 表示文字列 読み取り専用 inter-vnet 通信の LDC チャネル割り当ての
状態。値は on または off です。
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仮想ネットワークデバイステーブル (ldomVnetTable)

ldomVnetTable は、すべてのドメインの仮想ネットワークデバイスを示します。

表 17-16 仮想ネットワークデバイステーブル (ldomVnetTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVnetLdomIndex 整数 読み取り専用 仮想ネットワークデバイスを含むドメインを表す
ldomTable へのインデックスとして使用される
整数

ldomVnetVswIndex 整数 読み取り専用 仮想スイッチサービステーブルにインデックスを
作成するために使用される整数

ldomVnetIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想ネットワークデバイスにイン
デックスを作成するために使用される整数

ldomVnetDevName 表示文字列 読み取り専用 仮想ネットワークデバイス名。プロパティー値
は、ldm add-vnet コマンドによって指定される
net-dev プロパティーです。

ldomVnetDevMacAddress 表示文字列 読み取り専用 このネットワークデバイスの MAC アドレス。プロ
パティー値は、ldm add-vnet コマンドによって指
定される mac-addr プロパティーです。

ldomVnetMode 表示文字列 読み取り専用 仮想ネットワークデバイスで NIU ハイブリッド
I/O を使用するための値は mode=hybrid

ldomVnetPortVlanID 表示文字列 読み取り専用 仮想ネットワークデバイスのポート VLAN ID

ldomVnetVlanID 表示文字列 読み取り専用 仮想ネットワークデバイスの VLAN ID

ldomVnetLinkprop 表示文字列 読み取り専用 物理ネットワークデバイスに基づいてリンクス
テータスを報告するための値は linkprop=
phys-state

ldomVnetMtu 整数 読み取り専用 仮想ネットワークデバイスの MTU

ldomVnetID 表示文字列 読み取り専用 仮想ネットワークデバイスの識別子

仮想コンソールテーブル

Oracle VM Server for SPARC サービスドメインは、仮想ネットワーク端末サービス (vNTS) を
提供します。vNTS は、仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) と呼ばれる仮想コンソールサービ
スを幅広いポート番号とともに提供します。それぞれの仮想コンソール端末集配信装置は複数
のコンソールグループ (vcons) を持ち、各グループにはポート番号が割り当てられています。各
グループには複数のドメインを含めることができます。
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仮想コンソール端末集配信装置テーブル (ldomVccTable)

ldomVccTable は、すべてのドメインの仮想コンソール端末集配信装置を示します。

表 17-17 仮想コンソール端末集配信装置テーブル (ldomVccTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVccLdomIndex 整数 読み取り専用 仮想コンソールサービスを含むドメインを表す
ldomTable へのインデックスとして使用される
整数

ldomVccIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想コンソール端末集配信装置
にインデックスを作成するために使用される整
数

ldomVccName 表示文字列 読み取り専用 仮想コンソール端末集配信装置の名前。プロパ
ティー値は、ldm add-vcc コマンドによって指定
される vcc-name です。

ldomVccPortRangeLow 整数 読み取り専用 仮想コンソール端末集配信装置によって使用さ
れる TCP ポートの範囲の小さい番号。プロパ
ティー値は、ldm add-vcc コマンドによって指定
される port-range の x 部分です。

ldomVccPortRangeHigh 整数 読み取り専用 仮想コンソール端末集配信装置によって使用さ
れる TCP ポートの範囲の大きい番号。プロパ
ティー値は、ldm add-vcc コマンドによって指定
される port-range の y 部分です。

仮想コンソールグループテーブル (ldomVconsTable)

ldomVconsTable は、すべての仮想コンソールサービスの仮想コンソールグループを示します。こ
の表には、各ドメインでコンソールロギングが有効であるか無効であるかも示します。

表 17-18 仮想コンソールグループテーブル (ldomVconsTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVconsIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの仮想グループにインデックスを
作成するために使用される整数

ldomVconsGroupName 表示文字列 読み取り専用 仮想コンソールを接続するグループ名。プロパ
ティー値は、ldm set-vcons コマンドによって指
定される group です。
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名前 データ型 アクセス 説明

ldomVconsLog 表示文字列 読み取り専用 コンソールロギングのステータス。プロパティー値
は、ldm set-vcons コマンドによって指定される
文字列 on または off です。

グループに複数のドメインが含まれている場合、
このプロパティーは、ldm set-vcons コマンドに
よって変更された直近のドメインのコンソールロ
ギングのステータスを示します。

ldomVconsPortNumber 整数 読み取り専用 このグループに割り当てられるポート番号。プロ
パティー値は、ldm set-vcons コマンドによって
指定される port です。

仮想コンソール関係テーブル (ldomVconsVccRelTable)

ldomVconsVccRelTable には、ドメイン、仮想コンソール端末集配信装置、およびコンソールグ
ループのテーブル間の関係を示すインデックス値を含まれています。

表 17-19 仮想コンソール関係テーブル (ldomVconsVccRelTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVconsVccRelVconsIndex 整数 読み取り専
用

ldomVconsTable の ldomVconsIndex の値

ldomVconsVccRelLdomIndex 整数 読み取り専
用

ldomTable の ldomIndex の値

ldomVconsVccRelVccIndex 整数 読み取り専
用

ldomVccTable の ldomVccIndex の値

次の図は、仮想コンソールテーブルとドメインテーブルの間の関係を定義するために、インデック
スがどのように使用されるかを示しています。インデックスは、次のように使用されます。
■ ldomVccTable および ldomVconsVccRelTable の ldomIndex は ldomTable を指します。

■ ldomVconsVccRelTable の VccIndex は ldomVccTable を指します。

■ ldomVconsVccRelTable の VconsIndex は ldomVconsTable を指します。
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図   17-4 仮想コンソールテーブルとドメインテーブルとの関係

暗号化装置テーブル (ldomCryptoTable)

ldomCryptoTable は、すべてのドメインが使用する暗号化装置を示します。暗号化装置は、モ
ジュラー演算ユニット (MAU) と呼ばれる場合があります。
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表 17-20 暗号化装置テーブル (ldomCryptoTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomCryptoLdomIndex 整数 読み取り専用 暗号化装置を含むドメインを表す ldomTable へ
のインデックスとして使用される整数装置

ldomCryptoIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの暗号化装置にインデックスを作
成するために使用される整数

ldomCryptoCpuSet 表示文字列 読み取り専用 MAU-unit cpuset に割り当てられる CPU のリ
スト。例: {0, 1, 2, 3}

I/O バステーブル (ldomIOBusTable)

ldomIOBusTable は、すべてのドメインが使用する物理 I/O デバイスと PCI バスを示します。

表 17-21 I/O バステーブル (ldomIOBusTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomIOBusLdomIndex 整数 読み取り専用 I/O バスを含むドメインを表す ldomTable への
インデックスとして使用される整数

ldomIOBusIndex 整数 アクセス不可 このテーブルの I/O バスにインデックスを作成
するために使用される整数

ldomIOBusName 表示文字列 読み取り専用 物理 l/O デバイス名

ldomIOBusPath 表示文字列 読み取り専用 物理 I/O デバイスパス

ldomIOBusOptions 表示文字列 読み取り専用 物理 I/O デバイスオプション

コアテーブル (ldomCoreTable)

ldomCoreTable は、すべてのドメインのコア情報 (core-id、cpuset など) を示します。

表 17-22 コアテーブル (ldomCoreTable)

名前 データ型 アクセス 説明

ldomCoreLdomIndex 整数 読み取り専用 コアを含むドメインを表す ldomTable へのイン
デックスとして使用される整数

ldomCoreIndex 整数 アクセス不可 このテーブルのコアにインデックスを作成するた
めに使用される整数

ldomCoreID 表示文字列 読み取り専用 コアの識別子 (コア ID)

ldomCoreCpuSet 表示文字列 読み取り専用 コア cpuset に割り当てられる CPU のリスト
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ドメインバージョン情報のスカラー変数

Logical Domains Manager プロトコルは、メジャー番号とマイナー番号から構成されるドメイ
ンバージョンをサポートしています。Oracle VM Server for SPARC MIB には、ドメインバー
ジョン情報を示すスカラー変数が設定されています。

表 17-23 ドメインバージョン情報のスカラー変数

名前 データ型 アクセス 説明

ldomVersionMajor 整数 読み取り専用 メジャーバージョン番号

ldomVersionMinor 整数 読み取り専用 マイナーバージョン番号

ldomVersionMajor と ldomVersionMinor の値は、ldm list -p コマンドによって表示される
バージョンと同等です。たとえば、次のように表示されます。

$ ldm ls -p
VERSION 1.6

...

$ snmpget -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomVersionMajor.0
SUN-LDOM-MIB::ldomVersionMajor.0 = INTEGER: 1

$ snmpget -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomVersionMinor.0
SUN-LDOM-MIB::ldomVersionMinor.0 = INTEGER: 5

SNMP トラップの使用

このセクションでは、トラップを送受信するためのシステムの設定方法について説明します。ま
た、論理ドメイン (ドメイン) の変更通知を受信するために使用するトラップのほか、使用可能な
ほかのトラップについても説明します。

Oracle VM Server for SPARC MIB では、Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 の
両方に同じ SNMP トラップが提供されます。ただし、snmptrapd デーモンでは Oracle Solaris
11 用の受信トラップのすべてを必ずしも自動的に受け入れなくなりました。その代わりに、承
認された SNMP v1 と v2c コミュニティー文字列、または SNMPv3 ユーザー (あるいはその
両方) を使用してデーモンを構成する必要があります。承認されていないトラップまたは通知は
破棄されます。snmptrapd.conf(4) または snmptrapd.conf(5) のマニュアルページを参
照してください。
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Oracle VM Server for SPARC MIB モジュールトラップ
の使用

Oracle Solaris 11 MIB では、Oracle Solaris 10 MIB で提供されるものと同じ SNMP ト
ラップが提供されます。ただし、net-snmp のバージョンが異なるため、異なる方法で構成する必
要があります。Oracle Solaris 10 MIB では、snmptrapd がすべての受信通知を受け入れ、
自動的に記録します。Oracle Solaris 11 MIB では、受信通知にアクセス制御チェックが適
用されます。snmptrapd を適切な構成ファイルを指定せず、または同等のアクセス制御設定を
指定して実行した場合、このようなトラップは処理されません。snmptrapd.conf(4) または
snmptrapd.conf(5) のマニュアルページを参照してください。

トラップの送信方法

1. トラップを構成します。

■ Oracle Solaris 10:

/etc/sma/snmp/snmpd.conf ファイルを編集して、トラップ、通知バージョン、および送信先
を定義する指令を追加します。

trapcommunity string --> define community string to be used when sending traps
trapsink host[community [port]] --> to send v1 traps
trap2sink host[community [port]] --> to send v2c traps
informsink host[community [port]] --> to send informs

詳細は、snmpd.conf(4) または snmpd.conf(5) のマニュアルページを参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris 11:

/etc/net-snmp/snmp/snmpd.conf SNMP 構成ファイルを編集して、トラップ、通知バー
ジョン、および送信先を定義する指令を追加します。

trapcommunity string --> define community string to be used when sending traps
trapsink host[community [port]] --> to send v1 traps
trap2sink host[community [port]] --> to send v2c traps
informsink host[community [port]] --> to send informs

詳細は、snmpd.conf(4) または snmpd.conf(5) のマニュアルページを参照してくださ
い。
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たとえば、次の指令では、トラップの送信時にコミュニティー文字列として public 文字列
が使用され、v1 トラップが localhost 送信先に送信されることを示します。

trapcommunity public

trapsink localhost

2. /usr/etc/snmp/snmptrapd.conf SNMP trapd 構成ファイルを作成または編集して、アクセス
制御設定を構成します。

次の例では、トラップの送信を承認されているユーザー (public)、および受信トラップの処理方
法 (log,execute,net) を示します。snmptrapd.conf(4) または snmptrapd.conf(5) の
マニュアルページを参照してください。

authCommunity log,execute,net public

3. SNMP トラップメッセージを受信するには、SNMP トラップデーモンユーティリティー
snmptrapd を起動します。

例   17-4 SNMP v1 および v2c トラップの送信

この例では、v1 トラップおよび v2c トラップの両方を、同じホスト上で動作する SNMP ト
ラップデーモンに送信しています。次の指令を含めて Oracle Solaris 10 /etc/sma/snmp/
snmpd.conf ファイルまたは Oracle Solaris 11 /etc/net-snmp/snmp/snmpd.conf ファイルを
更新します。

trapcommunity public

trapsink localhost

trap2sink localhost

トラップの受信方法

SNMP トラップデーモンユーティリティーを起動します。

■ Oracle Solaris 10:

出力形式オプションについては、snmptrapd(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

snmptrapd ユーティリティーは、SNMP TRAP メッセージを受信してログに記録する SNMP
アプリケーションです。たとえば、次の snmptrapd コマンドは、新しいドメインが ldg2
(ldomName = ldg2) という名前で作成された (ldomTrapDesc = Ldom Created) ことを示
しています。
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# /usr/sfw/sbin/snmptrapd -P -F \
"TRAP from %B on %m/%l/%y at %h:%j:%k Enterprise=%N Type=%w
 SubType=%q\n
with Varbinds: %v\nSecurity info:%P\n\n" localhost:162
TRAP from localhost on 5/18/2007 at 16:30:10 Enterprise=. Type=0 SubType=0

with Varbinds: DISMAN-EVENT-MIB::sysUpTimeInstance = Timeticks: (47105)

0:07:51.05 SNMPv2-MIB::snmpTrapOID.0 = OID: SUN-LDOM-MIB::ldomCreate

SUN-LDOM-MIB::ldomIndexNotif = INTEGER: 3 SUN-LDOM-MIB::ldomName = STRING: ldg2

SUN-LDOM-MIB::ldomTrapDesc = STRING: Ldom Created

Security info:TRAP2, SNMP v2c, community public

読みやすくするために、-F オプション引数文字列を 2 行に分けています。

■ Oracle Solaris 11:

出力形式オプションについては、snmptrapd(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

snmptrapd ユーティリティーは、SNMP TRAP メッセージを受信してログに記録する SNMP
アプリケーションです。たとえば、次の snmptrapd コマンドは、新しいドメインが ldg2
(ldomName = ldg2) という名前で作成された (ldomTrapDesc = Ldom Created) ことを示
しています。

# /usr/sbin/snmptrapd -f -Le -F \
"TRAP from %B on %m/%l/%y at %h:%j:%k Enterprise=%N Type=%w
 SubType=%q\n
with Varbinds: %v\nSecurity info:%P\n\n" localhost:162
NET-SNMP version 5.4.1

TRAP from localhost on 6/27/2012 at 12:13:48

Enterprise=SUN-LDOM-MIB::ldomMIBTraps Type=6 SubType=SUN-LDOM-MIB::ldomCreate

with Varbinds: SUN-LDOM-MIB::ldomIndexNotif = INTEGER: 3

SUN-LDOM-MIB::ldomName = STRING: ldg2   SUN-LDOM-MIB::ldomTrapDesc = STRING:

Ldom Created

Security info:TRAP, SNMP v1, community public

読みやすくするために、-F オプション引数文字列を 2 行に分けています。

Oracle VM Server for SPARC MIB トラップの説明

このセクションでは、使用可能な Oracle VM Server for SPARC MIB トラップについて説
明します。
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ドメインの作成 (ldomCreate)

このトラップは、ドメインが作成されたときに通知を行います。

表 17-24 ドメインの作成トラップ (ldomCreate)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 ドメインの名前

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

ドメインの削除 (ldomDestroy)

このトラップは、ドメインが削除されたときに通知を行います。

表 17-25 ドメインの削除トラップ (ldomDestroy)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 ドメインの名前

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

ドメインの状態変更 (ldomStateChange)

このトラップは、ドメインの動作状態の変更を通知します。

表 17-26 ドメインの状態変更トラップ (ldomStateChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 ドメインの名前

ldomOperState 整数 ドメインの新しい状態

ldomStatePrev 整数 ドメインの前の状態

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明
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仮想 CPU の変更 (ldomVCpuChange)

このトラップは、ドメイン中の仮想 CPU の数が変更されたときに通知を行います。

表 17-27 ドメインの仮想 CPU の変更トラップ (ldomVCpuChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想 CPU を含むドメインの名前

ldomNumVCPU 整数 ドメインの仮想 CPU の新しい数

ldomNumVCPUPrev 整数 ドメインの仮想 CPU の前の数

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想メモリーの変更 (ldomVMemChange)

このトラップは、ドメイン中の仮想メモリーの容量が変更されたときに通知を行います。

表 17-28 ドメインの仮想メモリーの変更トラップ (ldomVMemChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想メモリーを含むドメインの名前

ldomMemSize 整数 ドメインの仮想メモリーの容量

ldomMemSizePrev 整数 ドメインの仮想メモリーの前の容量

ldomMemUnit 整数 仮想メモリーのメモリー単位。次のいずれか
1 つです。
■ 1 は KB
■ 2 は MB
■ 3 は GB
■ 4 は バイト

指定されていない場合、単位の値はバイトで
す。

ldomMemUnitPrev 整数 前の仮想メモリーのメモリー単位。次のいず
れか 1 つです。
■ 1 は KB
■ 2 は MB
■ 3 は GB
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名前 データ型 説明

■ 4 は バイト

指定されていない場合、単位の値はバイトで
す。

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想ディスクサービスの変更 (ldomVdsChange)

このトラップは、ドメインの仮想ディスクサービスが変更されたときに通知を行います。

表 17-29 ドメインの仮想ディスクサービスの変更トラップ (ldomVdsChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想ディスクサービスを含むドメインの名前

ldomVdsServiceName 表示文字列 変更された仮想ディスクサービスの名前

ldomChangeFlag 整数 仮想ディスクサービスに行われた次の変更
のいずれか 1 つを示します。

■ 1 は追加
■ 2 は変更
■ 3 は削除

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想ディスクの変更 (ldomVdiskChange)

このトラップは、ドメインの仮想ディスクが変更されたときに通知を行います。

表 17-30 仮想ディスクの変更トラップ (ldomVdiskChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想ディスクデバイスを含むドメインの名前

ldomVdiskName 表示文字列 変更された仮想ディスクデバイスの名前

ldomChangeFlag 整数 仮想ディスクサービスに行われた次の変更
のいずれか 1 つを示します。

■ 1 は追加
■ 2 は変更
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名前 データ型 説明

■ 3 は削除

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想スイッチの変更 (ldomVswChange)

このトラップは、ドメインの仮想スイッチが変更されたときに通知を行います。

表 17-31 仮想スイッチの変更トラップ (ldomVswChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想スイッチサービスを含むドメインの名前

ldomVswServiceName 表示文字列 変更された仮想スイッチサービスの名前

ldomChangeFlag 整数 仮想スイッチサービスに行われた次の変更
のいずれか 1 つを示します。

■ 1 は追加
■ 2 は変更
■ 3 は削除

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想ネットワークの変更 (ldomVnetChange)

このトラップは、ドメインの仮想ネットワークが変更されたときに通知を行います。

表 17-32 仮想ネットワークの変更トラップ (ldomVnetChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想ネットワークデバイスを含むドメインの名
前

ldomVnetDevName 表示文字列 ドメインの仮想ネットワークデバイスの名前

ldomChangeFlag 整数 仮想ディスクサービスに行われた次の変更
のいずれか 1 つを示します。

■ 1 は追加
■ 2 は変更
■ 3 は削除
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名前 データ型 説明

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想コンソール端末集配信装置の変更 (ldomVccChange)

このトラップは、ドメインの仮想コンソール端末集配信装置が変更されたときに通知を行いま
す。

表 17-33 仮想コンソール端末集配信装置の変更トラップ (ldomVccChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想コンソール端末集配信装置を含むドメイ
ンの名前

ldomVccName 表示文字列 変更された仮想コンソール端末集配信装置
サービスの名前

ldomChangeFlag 整数 仮想コンソール端末集配信装置に行われた
次の変更のいずれか 1 つを示します。

■ 1 は追加
■ 2 は変更
■ 3 は削除

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

仮想コンソールグループの変更 (ldomVconsChange)

このトラップは、ドメインの仮想コンソールグループが変更されたときに通知を行います。

表 17-34 仮想コンソールグループの変更トラップ (ldomVconsChange)

名前 データ型 説明

ldomIndexNotif 整数 ldomTable へのインデックス

ldomName 表示文字列 仮想コンソールグループを含むドメインの名
前

ldomVconsGroupName 表示文字列 変更された仮想コンソールグループの名前

ldomChangeFlag 整数 仮想コンソールグループに行われた次の変
更のいずれか 1 つを示します。

■ 1 は追加
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名前 データ型 説明

■ 2 は変更
■ 3 は削除

ldomTrapDesc 表示文字列 トラップの説明

ドメインの起動と停止

このセクションでは、ドメインの起動と停止に使用するアクティブな管理操作について説明しま
す。ドメインテーブル ldomTable の ldomAdminState プロパティーの値を設定することによって、
これらのアクティブな管理操作を制御できます。表17-1「ドメインテーブル (ldomTable)」 を参
照してください。

ドメインの起動方法

この手順では、既存のバインドされたドメインを起動する方法について説明します。指定された
ドメイン名を持つドメインが存在しない場合、またはまだバインドされていない場合、この操作は
失敗します。

1. domain-name ドメインが存在し、すでにバインドされていることを確認します。

# ldm list domain-name

2. ldomTable の domain-name を特定します。

# snmpwalk -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomTable
SUN-LDOM-MIB::ldomName.1 = STRING: primary

SUN-LDOM-MIB::ldomName.2 = STRING: LdomMibTest_1

SUN-LDOM-MIB::ldomAdminState.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomAdminState.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.1 = INTEGER: active(1)

SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.2 = INTEGER: bound(6)

SUN-LDOM-MIB::ldomNumVCpu.1 = INTEGER: 8

SUN-LDOM-MIB::ldomNumVCpu.2 = INTEGER: 4

SUN-LDOM-MIB::ldomMemSize.1 = INTEGER: 3360

SUN-LDOM-MIB::ldomMemSize.2 = INTEGER: 256

SUN-LDOM-MIB::ldomMemUnit.1 = INTEGER: megabytes(2)

SUN-LDOM-MIB::ldomMemUnit.2 = INTEGER: megabytes(2)

SUN-LDOM-MIB::ldomNumCrypto.1 = INTEGER: 1

SUN-LDOM-MIB::ldomNumCrypto.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomNumIOBus.1 = INTEGER: 2
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SUN-LDOM-MIB::ldomNumIOBus.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomUUID.1 = STRING: 5f8817d4-5d2e-6f7d-c4af-91b5b34b5723

SUN-LDOM-MIB::ldomUUID.2 = STRING: 11284146-87ca-4877-8d80-cd0f60d5ec26

SUN-LDOM-MIB::ldomMacAddress.1 = STRING: 00:14:4f:46:47:d6

SUN-LDOM-MIB::ldomMacAddress.2 = STRING: 00:14:4f:f8:d5:6c

SUN-LDOM-MIB::ldomHostID.1 = STRING: 0x844647d6

SUN-LDOM-MIB::ldomHostID.2 = STRING: 0x84f8d56c

SUN-LDOM-MIB::ldomFailurePolicy.1 = STRING: ignore

SUN-LDOM-MIB::ldomFailurePolicy.2 = STRING: ignore

SUN-LDOM-MIB::ldomMaster.1 = STRING:

SUN-LDOM-MIB::ldomMaster.2 = STRING:

SUN-LDOM-MIB::ldomExtMapinSpace.1 = STRING: off

SUN-LDOM-MIB::ldomExtMapinSpace.2 = STRING: off

SUN-LDOM-MIB::ldomThreading.1 = STRING: max-throughput

SUN-LDOM-MIB::ldomThreading.2 = STRING: max-throughput

SUN-LDOM-MIB::ldomWholeCore.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomWholeCore.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomCpuArch.1 = STRING: native

SUN-LDOM-MIB::ldomCpuArch.2 = STRING: native

SUN-LDOM-MIB::ldomShutdownGroup.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomShutdownGroup.2 = INTEGER: 15

3. domain-name ドメインを起動します。

snmpset コマンドを使用して、ldomAdminState プロパティーに値 1 を設定することで、ドメインを
起動します。n には起動するドメインを指定します。

# snmpset -v version -c community-string hostname \
SUN-LDOM-MIB::ldomTable.1.ldomAdminState.n = 1

4. 次のいずれかのコマンドを使用して、domain-name ドメインがアクティブであることを確認しま
す。

■ # ldm list domain-name
■ # snmpget -v version -c community-string hostname SUN-LDOM-

MIB::ldomOperState.n

例   17-5 ゲストドメインの起動

この例では、ldomAdminState プロパティーを 1 に設定する前に、LdomMibTest_1 ドメインが存
在してすでにバインドされていることを確認しています。最後に、ldm list LdomMibTest_1 コマ
ンドを使用して、LdomMibTest_1 ドメインがアクティブであることを確認しています。

# ldm list LdomMibTest_1
# snmpset -v1 -c private localhost SUN-LDOM-
MIB::ldomTable.1.ldomAdminState.2 = 1
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# ldm list LdomMibTest_1

ldm list コマンドを使用する代わりに、snmpget コマンドを使用して LdomMibTest_1 ドメインの
状態を取得できます。

# snmpget -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.2

ドメインがアクティブでない場合で snmpset を使用してドメインを起動するときは、ドメインをま
ずバインドしてから起動してください。

ドメインの停止方法

この手順では、起動したドメインを停止する方法について説明します。ドメインでホストされてい
るオペレーティングシステムインスタンスが停止します。

1. ldomTable の domain-name を特定します。

# snmpwalk -v1 -c public localhost SUN-LDOM-MIB::ldomTable
SUN-LDOM-MIB::ldomName.1 = STRING: primary

SUN-LDOM-MIB::ldomName.2 = STRING: LdomMibTest_1

SUN-LDOM-MIB::ldomAdminState.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomAdminState.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.1 = INTEGER: active(1)

SUN-LDOM-MIB::ldomOperState.2 = INTEGER: bound(6)

SUN-LDOM-MIB::ldomNumVCpu.1 = INTEGER: 8

SUN-LDOM-MIB::ldomNumVCpu.2 = INTEGER: 4

SUN-LDOM-MIB::ldomMemSize.1 = INTEGER: 3360

SUN-LDOM-MIB::ldomMemSize.2 = INTEGER: 256

SUN-LDOM-MIB::ldomMemUnit.1 = INTEGER: megabytes(2)

SUN-LDOM-MIB::ldomMemUnit.2 = INTEGER: megabytes(2)

SUN-LDOM-MIB::ldomNumCrypto.1 = INTEGER: 1

SUN-LDOM-MIB::ldomNumCrypto.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomNumIOBus.1 = INTEGER: 2

SUN-LDOM-MIB::ldomNumIOBus.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomUUID.1 = STRING: 5f8817d4-5d2e-6f7d-c4af-91b5b34b5723

SUN-LDOM-MIB::ldomUUID.2 = STRING: 11284146-87ca-4877-8d80-cd0f60d5ec26

SUN-LDOM-MIB::ldomMacAddress.1 = STRING: 00:14:4f:46:47:d6

SUN-LDOM-MIB::ldomMacAddress.2 = STRING: 00:14:4f:f8:d5:6c

SUN-LDOM-MIB::ldomHostID.1 = STRING: 0x844647d6

SUN-LDOM-MIB::ldomHostID.2 = STRING: 0x84f8d56c

SUN-LDOM-MIB::ldomFailurePolicy.1 = STRING: ignore

SUN-LDOM-MIB::ldomFailurePolicy.2 = STRING: ignore

SUN-LDOM-MIB::ldomMaster.1 = STRING:

SUN-LDOM-MIB::ldomMaster.2 = STRING:

SUN-LDOM-MIB::ldomExtMapinSpace.1 = STRING: off

SUN-LDOM-MIB::ldomExtMapinSpace.2 = STRING: off

SUN-LDOM-MIB::ldomThreading.1 = STRING: max-throughput
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SUN-LDOM-MIB::ldomThreading.2 = STRING: max-throughput

SUN-LDOM-MIB::ldomWholeCore.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomWholeCore.2 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomCpuArch.1 = STRING: native

SUN-LDOM-MIB::ldomCpuArch.2 = STRING: native

SUN-LDOM-MIB::ldomShutdownGroup.1 = INTEGER: 0

SUN-LDOM-MIB::ldomShutdownGroup.2 = INTEGER: 15

2. domain-name ドメインを停止します。

snmpset コマンドを使用して、ldomAdminState プロパティーに値 2 を設定することで、ドメインを
停止します。n には停止するドメインを指定します。

# snmpset -v version -c community-string hostname \
SUN-LDOM-MIB::ldomTable.1.ldomAdminState.n = 2

3. 次のいずれかのコマンドを使用して、domain-name ドメインがバインドされていることを確認し
ます。

■ # ldm list domain-name
■ # snmpget -v version -c community-string hostname SUN-LDOM-

MIB::ldomOperState.n

例   17-6 ゲストドメインの停止

この例では、ldomAdminState プロパティーを 2 に設定してゲストドメインを停止してから、ldm
list LdomMibTest_1 コマンドを使用して LdomMibTest_1 ドメインがバインドされていることを
確認しています。

# snmpset -v1 -c private localhost SUN-LDOM-
MIB::ldomTable.1.ldomAdminState.2 = 2
# ldm list LdomMibTest_1
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Logical Domains Manager の検出

この章では、サブネット上のシステムで実行されている Logical Domains Manager の検出
について説明します。

Logical Domains Manager を実行しているシステムの検出
マルチキャストメッセージを使用すると、サブネット上で Logical Domains Manager を検出
できます。ldmd デーモンは、ネットワーク上で特定のマルチキャストパケットを待機できます。そ
のマルチキャストメッセージが特定のタイプの場合、ldmd は呼び出し元に対して応答します。こ
れにより、Oracle VM Server for SPARC を実行しているシステム上で ldmd を検出できま
す。

マルチキャスト通信
この検出メカニズムは、ldmd デーモンによって使用されるものと同じマルチキャストネットワー
クを使用して、MAC アドレスを自動的に割り当てるときに衝突を検出します。マルチキャストソ
ケットを構成するには、次の情報を指定する必要があります。

#define MAC_MULTI_PORT  64535

#define MAC_MULTI_GROUP  "239.129.9.27"

デフォルトでは、マシンが接続されているサブネット上ではマルチキャストパケットのみを送信で
きます。この動作をは、ldmd デーモンに ldmd/hops SMF プロパティーを設定することによって
変更できます。

メッセージ形式
検出メッセージは、他のメッセージと混同しないように明白にマークされている必要があります。
次のマルチキャストメッセージ形式により、検出待機プロセスで検出メッセージを識別できます。
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#include <netdb.h> /* Used for MAXHOSTNAMELEN definition */

#define MAC_MULTI_MAGIC_NO 92792004

#define MAC_MULTI_VERSION 1

enum {

 SEND_MSG = 0,

 RESPONSE_MSG,

 LDMD_DISC_SEND,

 LDMD_DISC_RESP,

};

typedef struct {

 uint32_t version_no;

 uint32_t magic_no;

 uint32_t msg_type;

 uint32_t resv;

 union {

  mac_lookup_t  Mac_lookup;

  ldmd_discovery_t Ldmd_discovery;

 } payload;

#define lookup  payload.Mac_lookup

#define discovery payload.Ldmd_discovery

} multicast_msg_t;

#define LDMD_VERSION_LEN 32

typedef struct {

 uint64_t mac_addr;

 char  source_ip[INET_ADDRSTRLEN];

} mac_lookup_t;

typedef struct {

 char  ldmd_version[LDMD_VERSION_LEN];

 char  hostname[MAXHOSTNAMELEN];

 struct in_addr ip_address;

 int  port_no;

} ldmd_discovery_t;

サブネット上で実行している Logical Domains Manager
を検出する方法

1. マルチキャストソケットを開きます。

441 ページの「マルチキャスト通信」 に示すポートおよびグループの情報を使用していること
を確認してください。

2. ソケット経由で multicast_msg_t メッセージを送信します。

メッセージには次の内容を含めるようにしてください。
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■ version_no の有効な値 (MAC_MULTI_VERSION によって定義されている 1)
■ magic_no の有効な値 (MAC_MULTI_MAGIC_NO によって定義されている 92792004)
■ LDMD_DISC_SEND の msg_type

3. マルチキャストソケットで Logical Domains Manager からの応答を待機します。

応答は、次の情報が含まれる multicast_msg_t メッセージである必要があります。

■ version_no の有効な値
■ magic_no の有効な値
■ LDMD_DISC_RESP に設定された msg_type
■ 次の情報が含まれる、ldmd_discovery_t 構造で構成されたペイロード

■ ldmd_version – システム上で実行されている Logical Domains Manager のバー
ジョン

■ hostname – システムのホスト名
■ ip_address – システムの IP アドレス
■ port_no – Logical Domains Manager によって通信に使用されているポート番号

で、XMPP ポート 6482 にする

Logical Domains Manager からの応答を待機する場合、自動割り当て MAC 衝突検出パ
ケットが破棄されていることを確認してください。
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Logical Domains Manager での XML インタ
フェースの使用

この章では、外部ユーザープログラムが Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアと直接
対話できる eXtensibleMarkup Language (XML) の通信メカニズムについて説明します。
ここで取り上げる基本事項は、次のとおりです。

■ 445 ページの「XML トランスポート」
■ 446 ページの「XML プロトコル」
■ 452 ページの「イベントメッセージ」
■ 458 ページの「Logical Domains Manager のアクション」
■ 460 ページの「Logical Domains Manager のリソースとプロパティー」
■ 478 ページの「XML スキーマ」

XML トランスポート

外部プログラムは、eXtensible Messaging and Presence Protocol (XMPP – RFC
3920) を使用して、Logical Domains Manager と通信できます。XMPP は、ローカル接続と
リモート接続の両方でサポートされており、デフォルトで有効です。リモート接続を無効にするに
は、ldmd/xmpp_enabled SMF プロパティーを false に設定し、Logical Domains Manager
を再起動します。

# svccfg -s ldom/ldmd setprop ldmd/xmpp_enabled=false
# svcadm refresh ldmd
# svcadm restart ldmd

注記 - XMPP サーバーを無効にすると、ドメインの移行およびメモリーの動的再構成も防止され
ます。
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XMPP サーバー

Logical Domains Manager は、数多くの利用可能な XMPP クライアントアプリケーショ
ンおよびライブラリと通信できる XMPP サーバーを実装しています。Logical Domains
Manager は次のセキュリティーメカニズムを使用しています。
■ クライアントと LDoms Manager 自身の間の通信チャネルをセキュリティー保護するた

めの Transport Layer Security (TLS)。
■ 認証用の Simple Authentication and Security Layer (SASL)。唯一サポートされて

いる SASL メカニズムは PLAIN です。モニタリング操作や管理操作を可能にするには、
サーバーが承認できるようにユーザー名およびパスワードをサーバーに送信する必要があり
ます。

ローカル接続

Logical Domains Manager は、ユーザークライアントが LDoms Manager 自身と同じドメ
インで動作しているかどうかを検出し、同じドメインである場合はこのクライアントとの間で最
小限の XMPP ハンドシェークを行います。具体的には、TLS を介したセキュアチャネルの設定
後の SASL 認証手順がスキップされます。認証および承認は、クライアントインタフェースを実
装しているプロセスの資格に基づいて行われます。

クライアントは、フル XMPP クライアントを実装することも、単に libxml2 Simple API for
XML (SAX) パーサーなどのストリーミング XML パーサーを実行することも選択できます。いず
れの場合も、クライアントは XMPP ハンドシェークを TLS ネゴシエーションまで処理する必要
があります。必要な手順については、XMPP の仕様を参照してください。

XML プロトコル

通信の初期化が完了すると、次に Oracle VM Server for SPARC 定義の XML メッセージ
が送信されます。XML メッセージの一般的な 2 つのタイプは次のとおりです。
■ <LDM_interface> タグを使用するリクエストメッセージと応答メッセージ。このタイプの

XML メッセージは、コマンドの伝達と、Logical Domains Manager からの結果の取得
に使用されます。これはコマンド行インタフェース (CLI) を使用したコマンドの実行に類似
しています。このタグは、イベントの登録および登録解除にも使用されます。
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■ <LDM_event> タグを使用するイベントメッセージ。このタイプの XML メッセージ
は、Logical Domains Manager によって送信されたイベントを非同期に報告するため
に使用されます。

要求メッセージと応答メッセージ

Oracle VM Server for SPARC の XML インタフェースには、次の異なる 2 つの形式があり
ます。
■ Logical Domains Manager にコマンドを送信するための形式。
■ 受信メッセージのステータスおよびこのメッセージ内で要求されているアクションに基づい

て Logical Domains Manager が応答するための形式。

2 つの形式の XML 構造の多くは共通していますが、両者の違いをよく理解するために、ここ
では別々に取り扱います。

要求メッセージ

Logical Domains Manager への受信 XML 要求には、もっとも基本的なレベルで、1 つの
オブジェクトで動作する 1 つのコマンドの記述が含まれています。要求が複雑になると、1 つ
のコマンドで複数のコマンドと複数のオブジェクトを処理できます。次の例に、基本的な XML
コマンドの構造を示します。

例   19-1 1 つのオブジェクトで動作する 1 つのコマンドの形式

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>Place command here</action>
    <options>Place options for certain commands here</options>
    <arguments>Place arguments for certain commands here</arguments>
    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

        <!-- Note a <Section> section can be here instead of <Content> -->

        <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="Domain name">
          <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>LDom Resource Type</rasd:OtherResourceType>
              <gprop:GenericProperty

              key="Property name">Property Value</gprop:GenericProperty>
            </Item>
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          </Section>

          <!-- Note: More Sections sections can be placed here -->

        </Content>

      </Envelope>

    </data>

    <!-- Note: More Data sections can be placed here -->

  </cmd>

  <!-- Note: More Commands sections can be placed here -->

</LDM_interface>

<LDM_interface> タグ

Logical Domains Manager に送信するすべてのコマンドは、<LDM_interface> タグで始ま
る必要があります。Logical Domains Manager に送信するドキュメントでは、ドキュメント内
に含まれる <LDM_interface> タグは 1 つのみである必要があります。<LDM_interface> タグ
には、例19-1「1 つのオブジェクトで動作する 1 つのコマンドの形式」 に示すようなバージョン
属性が含まれている必要があります。

<cmd> タグ

ドキュメントでは、<LDM_interface> タグ内に 1 つ以上の <cmd> タグが含まれている必要が
あります。各 <cmd> セクションには、<action> タグを 1 つのみ含める必要があります。この
<action> タグは、実行するコマンドを記述するために使用します。各 <cmd> タグに 1 つ以上の
<data> タグを含めて、コマンドの処理対象のオブジェクトを記述する必要があります。

また、<cmd> タグには <options> タグも含めることができます。このタグは、一部のコマンドに
関連付けられたオプションおよびフラグを指定するために使用されます。次のコマンドにはオプ
ションが使用されます。
■ ldm remove-domain コマンドには -a オプションを使用できます。
■ ldm bind-domain コマンドには、-f オプションを使用できます。
■ ldm add-vdsdev コマンドには、-f オプションを使用できます。
■ ldm cancel-operation コマンドには、migration または reconf オプションを使用できま

す。
■ ldm add-spconfig コマンドには、-r autosave-name オプションを使用できます。
■ ldm remove-spconfig コマンドには、-r オプションを使用できます。
■ ldm list-spconfig コマンドには、-r [autosave-name] オプションを使用できます。
■ ldm stop-domain コマンドでは、次のタグを使用してコマンド引数を設定できます。
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■ <force> は -f オプションを表します。

■ <halt> は -h オプションを表します。

■ <message> は -m オプションを表します。

■ <quick> は -q オプションを表します。

■ <reboot> は -r オプションを表します。

■ <timeout> は -t オプションを表します。

このタグにはコンテンツ値を指定できません。ただし、-t および -m オプションには、null 以
外の値 (<timeout>10</timeout> や <message>Shutting down now</message> など) を
指定する必要があります。

次の XML の例は、リブートメッセージを含むリブートリクエストを ldm stop-domain コマンドに
渡す方法を示しています。

<action>stop-domain</action>

<arguments>

    <reboot/>

    <message>my reboot message</message>

</arguments>

<data> タグ

各 <data> セクションには、指定したコマンドに関連するオブジェクトの記述を含めま
す。<data> セクションの形式は、Open Virtualization Format (OVF) ドラフト仕様の XML
スキーマ部分に基づいています。このスキーマは、<References> タグ (Oracle VM Server for
SPARC では未使用)、<Content> セクション、および <Section> セクションを含む <Envelope>
セクションを定義します。

Oracle VM Server for SPARC の場合、<Content> セクションは、特定のドメインを指定およ
び記述するために使用されます。<Content> ノードの id= 属性に指定するドメイン名で、ドメイ
ンが識別されます。<Content> セクション内には、特定のコマンドの必要に応じて、ドメインのリ
ソースを記述するための <Section> セクションが 1 つ以上あります。

ドメイン名を指定するだけの場合は、<Section> タグを使用する必要はありません。逆に、
コマンドでドメイン識別子が不要な場合は、そのコマンドで必要となるリソースを記述した
<Section> セクションを、<Content> セクションの外側で、<Envelope> セクションの内側に配置
する必要があります。
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オブジェクト情報が推測可能な場合は、<data> セクションに <Envelope> タグを含める必要は
ありません。この状況は主に、ある処理に該当するすべてのオブジェクトのモニタリング要求、
イベントの登録および登録解除の要求に当てはまります。
2 つの追加の OVF タイプによって、OVF 仕様のスキーマを使用して、すべてのタイプのオブ
ジェクトを適切に定義できます。
■ <gprop:GenericProperty> タグ

■ <Binding> タグ

<gprop:GenericProperty> タグは、OVF 仕様に定義がないオブジェクトのプロパティーを扱
います。プロパティー名はノードの key= 属性に定義され、プロパティーの値はノードの内容に
なります。<binding> タグは、ほかのリソースにバインドされたリソースを定義するために、ldm
list-bindings コマンド出力で使用されます。

応答メッセージ

送信 XML 応答は、含まれているコマンドおよびオブジェクトに関して受信要求と厳密に一
致した構造を持ちますが、そのほかに、指定されている各オブジェクトおよび各コマンド用
の <Response> セクションと、要求に対する全体の <Response> セクションが追加されていま
す。<Response> セクションはステータスおよびメッセージ情報を示します。次の例に、基本的な
XML 要求への応答の構造を示します。

例   19-2 1 つのオブジェクトで動作する 1 つのコマンドに対する応答の形式

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>Place command here</action>
    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

        <!-- Note a <Section> section can be here instead of <Content> -->

        <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="Domain name">
          <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>

                LDom Resource Type
              </rasd:OtherResourceType>

              <gprop:GenericProperty

              key="Property name">
                Property Value
            </gprop:GenericProperty>

            </Item>
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          </Section>

          <!-- Note: More <Section> sections can be placed here -->

        </Content>

      </Envelope>

      <response>

        <status>success or failure</status>
        <resp_msg>Reason for failure</resp_msg>
      </response>

    </data>

    <!-- Note: More Data sections can be placed here -->

    <response>

      <status>success or failure</status>
      <resp_msg>Reason for failure</resp_msg>
    </response>

  </cmd>

  <!-- Note: More Command sections can be placed here -->

  <response>

    <status>success or failure</status>
    <resp_msg>Reason for failure</resp_msg>
  </response>

</LDM_interface>

全体の応答

この <response> セクションは、<LDM_interface> セクションの直下の子であり、要求全体の
成功または失敗を示します。受信 XML ドキュメントが不正な形式でないかぎり、<response>
セクションには、<status> タグだけが含まれます。この応答ステータスが成功を示している場
合、すべてのオブジェクトに対するすべてのコマンドが成功しています。この応答ステータスが
失敗を示し、<resp_msg> タグがない場合は、元の要求内のコマンドのいずれかが失敗してい
ます。<resp_msg> タグは、XML ドキュメント自体の問題を記述する場合にのみ使用されます。

コマンドの応答

<cmd> セクションの下にある <response> セクションは、特定のコマンドの成功または失敗に
ついてユーザーに通知します。<status> タグは、このコマンドが成功したか失敗したかを示しま
す。全体の応答の場合と同様に、コマンドが失敗した場合で、要求の <cmd> セクションの内容
の形式が不正なときは、<response> セクションには <resp_msg> タグのみが含まれます。それ
以外の場合の失敗ステータスは、コマンドが実行されたオブジェクトのいずれかが原因で失敗
したことを示しています。
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オブジェクトの応答

最後に、<cmd> セクション内の各 <data> セクションにも、<response> セクションがあります。こ
のセクションでは、この特定のオブジェクトで実行されたコマンドが成功したか失敗したかを示
します。応答のステータスが SUCCESS の場合、<response> セクション内に <resp_msg> タグは
ありません。ステータスが FAILURE の場合、そのオブジェクトでのコマンドの実行時に発生した
エラーに応じて、<response> フィールドには 1 つ以上の <resp_msg> タグがあります。オブジェ
クトエラーは、コマンドの実行時に検出された問題、または不正な形式または不明なオブジェク
トが原因で発生する可能性があります。
<response> セクションのほかに、<data> セクションにその他の情報が含まれていることがあり
ます。この情報は、受信 <data> フィールドと同じ形式で、失敗の原因となったオブジェクトを記
述しています。449 ページの「<data> タグ」を参照してください。この追加情報は、次の場合
に特に有用です。
■ コマンドの実行が、特定の <data> セクションに対して失敗したが、別の <data> セクショ

ンに対しては成功した場合
■ 空の <data> セクションがコマンドに渡されて、一部のドメインでは実行に失敗したが、ほ

かのドメインでは成功した場合

イベントメッセージ

ポーリングの代わりに、特定の状態変化が発生した場合にイベント通知を受信するように
登録できます。個々に、または一括して登録できるイベントのタイプは 3 つあります。詳細
は、454 ページの「イベントタイプ」 を参照してください。

登録および登録解除

イベントを登録するには、<LDM_interface> メッセージを使用しま
す。448 ページの「<LDM_interface> タグ」を参照してください。<action> タグには登録また
は登録解除するイベントのタイプを記述し、<data> セクションは空白のままにしておきます。

例   19-3 イベントの登録要求メッセージの例

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>reg-domain-events</action>
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    <data version="3.0"/>

  </cmd>

</LDM_interface>

Logical Domains Manager は、登録または登録解除が成功したかどうかを示す
<LDM_interface> 応答メッセージで応答します。

例   19-4 イベントの登録応答メッセージの例

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>reg-domain-events</action>
    <data version="3.0"/>

      <response>

        <status>success</status>
      </response>

    </data>

    <response>

      <status>success</status>
    </response>

  </cmd>

  <response>

    <status>success</status>
  </response>

</LDM_interface>

各タイプのイベントの処理文字列は、イベントサブセクションにリストされます。

<LDM_event> メッセージ

イベントメッセージの形式は受信 <LDM_interface> メッセージと同じですが、このメッセージの
開始タグは <LDM_event> になる点が異なります。メッセージの <action> タグは、イベントをト
リガーするために実行されたアクションです。メッセージの <data> セクションにはイベントに関
連付けられたオブジェクトが記述されます。詳細は、発生したイベントのタイプによって異なりま
す。

例   19-5 <LDM_event> 通知の例

<LDM_event version='1.1'>

  <cmd>

    <action>Event command here</action>

    <data version='3.0'>

      <Envelope

        <References/>

        <Content xsi:type='ovf:VirtualSystem_Type' ovf:id='ldg1'/>
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          <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_type"> 

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>LDom Resource Type</rasd:OtherResourceType>
              <gprop:GenericProperty

              key="Property name">Property Value</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_event>

イベントタイプ

次のイベントタイプを登録できます。
■ ドメインイベント
■ ハードウェアイベント
■ 進捗イベント
■ リソースイベント

すべてのイベントが ldm サブコマンドに対応しています。

ドメインイベント

ドメインイベントは、ドメインに直接実行できるアクションを記述します。次のドメインイベント
を、<LDM_event> メッセージの <action> タグに指定することができます。
■ add-domain

■ bind-domain

■ domain-reset

■ migrate-domain

■ panic-domain

■ remove-domain

■ start-domain

■ stop-domain

■ unbind-domain

これらのイベントでは、常に、OVF <data> セクションに、イベントが発生したドメインを記述す
る <Content> タグのみが含まれます。ドメインイベントを登録するには、<action> タグを reg-
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domain-events に設定した <LDM_interface> メッセージを送信します。これらのイベントを登録
解除するには、<action> タグを unreg-domain-events に設定した <LDM_interface> メッセー
ジを送信します。

ハードウェアイベント

ハードウェアイベントは、物理的なシステムハードウェアの変更に関係しています。Oracle VM
Server for SPARC ソフトウェアの場合、ハードウェア変更は、サービスプロセッサ (SP) 構成
の追加、削除、または設定を行う場合の SP への変更だけです。現在、このタイプのイベントは
次の 3 つだけです。
■ add-spconfig

■ set-spconfig

■ remove-spconfig

ハードウェアイベントでは、常に、OVF <data> セクションにイベントが発生している SP 構成
を記述する <Section> タグのみが含まれます。これらのイベントを登録するには、<action>
タグを reg-hardware-events に設定した <LDM_interface> メッセージを送信します。これ
らのイベントを登録解除するには、<action> タグを unreg-hardware-events に設定した
<LDM_interface> メッセージを送信します。

進捗イベント

進捗イベントは、ドメインの移行など、長時間にわたって実行されるコマンドに対して発行さ
れます。このイベントは、コマンド実行期間中のそれまでの進捗量を報告します。この時点で
は、migration-process イベントのみが報告されます。

進捗イベントでは、常に、OVF <data> セクションにイベントの影響を受ける SP 構成が記
述された <Section> タグのみが含まれます。これらのイベントを登録するには、<action>
タグを reg-hardware-events に設定した <LDM_interface> メッセージを送信します。これ
らのイベントを登録解除するには、<action> タグを unreg-hardware-events に設定した
<LDM_interface> メッセージを送信します。

進捗イベントの <data> セクションは、影響を受けるドメインを記述する <content> セクション
によって構成されています。この <content> セクションでは、ldom_info <Section> タグを使用
して進捗を更新します。次の汎用プロパティーが ldom_info セクションに表示されます。
■ --progress – コマンドの進捗の割合
■ --status – コマンドのステータス。ongoing、failed、または done のいずれか
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■ --source – 進捗を報告しているマシン

リソースイベント

任意のドメインでリソースを追加、削除、または変更すると、リソースイベントが発生します。これ
らの一部のイベントの<data> セクションには、OVF <data> セクションにサービス名が示されて
いる <Section> タグがある、<Content> タグが含まれています。

次のイベントを、<LDM_event> メッセージの <action> タグに指定することができます。
■ add-vdiskserverdevice

■ remove-vdiskserverdevice

■ set-vdiskserverdevice

■ remove-vdiskserver

■ set-vconscon

■ remove-vconscon

■ set-vswitch

■ remove-vswitch

■ remove-vdpcs

次のリソースイベントでは、常に、OVF <data> セクションに、イベントの発生したドメインが記述
された <Content> タグのみが含まれます。
■ add-vcpu

■ add-crypto

■ add-memory

■ add-io

■ add-variable

■ add-vconscon

■ add-vdisk

■ add-vdiskserver

■ add-vnet

■ add-vswitch

■ add-vdpcs

■ add-vdpcc
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■ set-vcpu

■ set-crypto

■ set-memory

■ set-variable

■ set-vnet

■ set-vconsole

■ set-vdisk

■ remove-vcpu

■ remove-crypto

■ remove-memory

■ remove-io

■ remove-variable

■ remove-vdisk

■ remove-vnet

■ remove-vdpcc

リソースイベントを登録するには、<action> タグを reg-resource-events に設定した
<LDM_interface> メッセージを送信します。これらのイベントの登録を解除するには、<action>
タグを unreg-resource-events に設定した <LDM_interface> メッセージが必要です。

すべてのイベント

各イベントを個別に登録しないで、3 つのタイプすべてのイベントを待機するように登録する
こともできます。3 タイプすべてのイベントを同時に登録するには、<action> タグを reg-all-
events に設定した <LDM_interface> メッセージを送信します。これらのイベントの登録を解除
するには、<action> タグを unreg-all-events に設定した <LDM_interface> メッセージが必要
です。



Logical Domains Manager のアクション

458 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

Logical Domains Manager のアクション

<action> タグに指定するコマンドは、*-*-events コマンドを除いて、ldm コマンド行インタフェー
スのコマンドに対応しています。ldm サブコマンドの詳細については、ldm(1M)マニュアルペー
ジを参照してください。

注記 - XML インタフェースは、Logical Domains Manager CLI でサポートされている動詞
またはコマンドの別名はサポートしていません。

<action> タグでサポートされている文字列は、次のとおりです。
■ add-domain

■ add-io

■ add-mau

■ add-memory

■ add-spconfig

■ add-variable

■ add-vconscon

■ add-vcpu

■ add-vdisk

■ add-vdiskserver

■ add-vdiskserverdevice

■ add-vdpcc

■ add-vdpcs

■ add-vnet

■ add-vswitch

■ bind-domain

■ cancel-operation

■ list-bindings

■ list-constraints

■ list-devices

■ list-domain

■ list-services

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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■ list-spconfig

■ list-variable

■ migrate-domain

■ reg-all-events

■ reg-domain-events

■ reg-hardware-events

■ reg-resource-events

■ remove-domain

■ remove-io

■ remove-mau

■ remove-memory

■ remove-reconf

■ remove-spconfig

■ remove-variable

■ remove-vconscon

■ remove-vcpu

■ remove-vdisk

■ remove-vdiskserver

■ remove-vdiskserverdevice

■ remove-vdpcc

■ remove-vdpcs

■ remove-vnet

■ remove-vswitch

■ set-domain

■ set-mau

■ set-memory

■ set-spconfig

■ set-variable

■ set-vconscon

■ set-vconsole



Logical Domains Manager のリソースとプロパティー

460 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

■ set-vcpu

■ set-vnet

■ set-vswitch

■ start-domain

■ stop-domain

■ unbind-domain

■ unreg-all-events

■ unreg-domain-events

■ unreg-hardware-events

■ unreg-resource-events

Logical Domains Manager のリソースとプロパティー

このセクションでは、Logical Domains Manager リソースの例と、それらの各リソースに定
義できるプロパティーについて説明します。XML の例では、リソースおよびプロパティーは太
字で示されています。これらの例は、バインド出力ではなくリソースを示しています。制約出力
は、ドメイン移行の出力を除いて、Logical Domains Manager のアクションの入力を作成
する場合に使用できます。477 ページの「ドメインの移行」を参照してください。各リソース
は、<Section> の OVF セクションで定義され、<rasd:OtherResourceType> タグによって指定
されます。

ドメインの情報 (ldom_info) リソース

次の例に、ldom_info リソースのオプションのプロパティーを示します。

例   19-6 ldom_info の XML 出力の例

次の例に、uuid、hostid、Address など、複数の ldom_info プロパティーに指定された値を示し
ます。

<Envelope>

  <References/>
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  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="primary">

    <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>ldom_info</rasd:OtherResourceType>

        <uuid>c2c3d93b-a3f9-60f6-a45e-f35d55c05fb6</uuid>

        <rasd:Address>00:03:ba:d8:ba:f6</rasd:Address>

        <gprop:GenericProperty key="hostid">83d8baf6</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="master">plum</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="failure-policy">reset</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="extended-mapin-space">on</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="progress">45%</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="status">ongoing</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="source">dt90-319</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="rc-add-policy"></gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

ldom_info リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。ldom_info リソース内の次
のプロパティーは、オプションです。
■ <uuid> タグ。ドメインの UUID を指定します。

■ <rasd:Address> タグ。ドメインに割り当てる MAC アドレスを指定します。

■ <gprop:GenericProperty key="extended-mapin-space"> タグ。これは、ドメインの拡張
されたマップイン領域を有効 (on) にするか、または無効 (off) にするかを指定します。デ
フォルト値は off です。

■ <gprop:GenericProperty key="failure-policy"> タグ。マスタードメインに障害が発生
した場合のスレーブドメインの動作を指定します。デフォルト値は ignore です。次に、有効
なプロパティー値を示します。

■ ignore は、マスタードメインの障害を無視します。スレーブドメインは影響を受けませ
ん。

■ panic は、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメインにパニッ
クを発生させます。

■ reset は、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメインをリセッ
トします。

■ stop は、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメインを停止し
ます。

■ <gprop:GenericProperty key="hostid"> タグ。ドメインに割り当てるホスト ID を指定し
ます。

■ <gprop:GenericProperty key="master"> タグ。最大 4 つのマスタードメイン名をコンマ
で区切って指定します。
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■ <gprop:GenericProperty key="progress"> タグ。コマンドの進捗の割合を指定します。
■ <gprop:GenericProperty key="source"> タグ。コマンドの進捗を報告するマシンを指定

します。
■ <gprop:GenericProperty key="status"> タグ。コマンドのステータス (done、failed、また

は ongoing) を指定します。
■ <gprop:GenericProperty key="rc-add-policy"> タグは、特定のドメインに追加され

る可能性のあるルートコンプレックスで、直接 I/O および SR-IOV I/O 仮想化操作を
有効または無効にするかどうかを指定します。有効な値は、iov および値なし (rc-add-
policy=) です。

CPU (cpu) リソース

add-vcpu、set-vcpu、および remove-vcpu XML 要求処理と同等の機能で、次のように
<gpropGenericProperty key="wcore"> タグの値を設定します。
■ -c オプションを使用する場合、指定された全体のコア数を wcore プロパティーに設定しま

す。
■ -cオプションを使用しない場合、0 を wcore プロパティーに設定します。

cpu リソースの割り当て単位プロパティーの <rasd:AllocationUnits> では、コアの数ではなく
仮想 CPU の数を常に指定します。

cpu リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。

例   19-7 cpu の XML の例

次の例は、ldm add-vcpu -c 1 ldg1 コマンドと同等の XML 要求を示しています。

<?xml version="1.0"?>

<LDM_interface version="1.3"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="./schemas/combined-v3.xsd"

xmlns:ovf="./schemas/envelope"

xmlns:rasd="./schemas/CIM_ResourceAllocationSettingData"

xmlns:vssd="./schemas/CIM_VirtualSystemSettingData"

xmlns:gprop="./schemas/GenericProperty"

xmlns:bind="./schemas/Binding">

  <cmd>

    <action>add-vcpu</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>
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        <References/>

        <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" ovf:id="ldg1">

          <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>cpu</rasd:OtherResourceType>

              <rasd:AllocationUnits>8</rasd:AllocationUnits>

              <gprop:GenericProperty key="wcore">1</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>

        </Content>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_interface>

例   19-8 ldm list-bindings コマンドによる cpu XML セクションの出力

次の例では、ldm list-bindings コマンドの使用による <cpu> セクションの XML 出力を示し
ます。

<?xml version="1.0"?>

<LDM_interface 

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xmlns:ovf="./schemas/envelope"

xmlns:rasd="./schemas/CIM_ResourceAllocationSettingData"

xmlns:vssd="./schemas/CIM_VirtualSystemSettingData"

xmlns:gprop="./schemas/GenericProperty"

xmlns:bind="./schemas/Binding"

version="1.3"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="./schemas/combined-v3.xsd">

  <cmd>

    <action>list-bindings</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

        <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" ovf:id="primary">

          <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_Type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>ldom_info</rasd:OtherResourceType>

              <uuid>1e04cdbd-472a-e8b9-ba4c-d3eee86e7725</uuid>

              <rasd:Address>00:21:28:f5:11:6a</rasd:Address>

              <gprop:GenericProperty key="hostid">0x8486632a</gprop:GenericProperty>

              <failure-policy>fff</failure-policy>

              <wcore>0</wcore>

              <extended-mapin-space>0</extended-mapin-space>

              <threading>8</threading>

              <cpu-arch>native</cpu-arch>

              <rc-add-policy/>

              <gprop:GenericProperty key="state">active</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>

          <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">
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            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>cpu</rasd:OtherResourceType>

              <rasd:AllocationUnits>8</rasd:AllocationUnits>

              <bind:Binding>

                <Item>

                  <rasd:OtherResourceType>cpu</rasd:OtherResourceType>

                  <gprop:GenericProperty key="vid">0</gprop:GenericProperty>

                  <gprop:GenericProperty key="pid">0</gprop:GenericProperty>

                  <gprop:GenericProperty key="cid">0</gprop:GenericProperty>

                  <gprop:GenericProperty key="strand_percent">100</gprop:GenericProperty>

                  <gprop:GenericProperty key="util_percent">1.1%</gprop:GenericProperty>

                  <gprop:GenericProperty key="normalized_utilization">0.1%</

gprop:GenericProperty>

                </Item>

          </Section>

        </Content>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_interface>

例   19-9 ldm list-domain コマンドによる cpu XML セクションの出力

次の例では、ldm list-domain コマンドの使用による <cpu> セクションの XML 出力を示しま
す。

<?xml version="1.0"?>

<LDM_interface

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xmlns:ovf="./schemas/envelope"

xmlns:rasd="./schemas/CIM_ResourceAllocationSettingData"

xmlns:vssd="./schemas/CIM_VirtualSystemSettingData"

xmlns:gprop="./schemas/GenericProperty"

xmlns:bind="./schemas/Binding"

version="1.3"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="./schemas/combined-v3.xsd">

  <cmd>

    <action>list-domain</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

        <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" ovf:id="primary">

          <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_Type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>ldom_info</rasd:OtherResourceType>

              <gprop:GenericProperty key="state">active</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="flags">-n-cv-</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="utilization">0.7%</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="uptime">3h</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="normalized_utilization">0.1%</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>
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        </Content>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_interface>

MAU (mau) リソース

mau リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。プロパティーは
<rasd:AllocationUnits> タグのみで、MAU またはその他の暗号化装置の数を指定します。

注記 - mau リソースは、サポートされているサーバーでサポートする暗号化装置です。現在、
モジュラー演算ユニット (Modular Arithmetic Unit、MAU) と Control Word Queue
(CWQ) の 2 つの暗号化装置がサポートされています。

例   19-10 mau の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>mau</rasd:OtherResourceType>

        <rasd:AllocationUnits>1</rasd:AllocationUnits>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

メモリー (memory) リソース

メモリーリソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。プロパティーは
<rasd:AllocationUnits> タグのみで、メモリーの量を指定します。

例   19-11 memory の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>memory</rasd:OtherResourceType>
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        <rasd:AllocationUnits>4G</rasd:AllocationUnits>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

仮想ディスクサーバー (vds) リソース

仮想ディスクサーバー (vds) リソースは、ドメイン記述の一部として <Content> セクションに
含まれることも、単独で <Envelope> セクションに記述されることもあります。プロパティーは
<gprop:GenericProperty> タグのみです。このタグには、"service_name" というキーがあり、記
述される vds リソースの名前が含まれています。

例   19-12 vds の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>vds</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty

          key="service_name">vdstmp</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

仮想ディスクサーバーボリューム (vds_volume) リソース

vds_volume リソースは、ドメイン記述の一部として <Content> セクションに含まれる
ことも、単独で <Envelope> セクションに記述されることもあります。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグが必要です。
■ vol_name – ボリュームの名前
■ service_name – このボリュームをバインドする仮想ディスクサーバーの名前
■ block_dev – このボリュームに関連付けるファイルまたはデバイスの名前

オプションで、vds_volume リソースに次のプロパティーも設定できます。
■ vol_opts – {ro,slice,excl} のように、これらの項目の 1 つ以上がコンマで区切られ

て、1 つの文字列となっているもの
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■ mpgroup – マルチパス (フェイルオーバー) グループの名前

例   19-13 vds_volume の XML の例

<Envelope>

  <References/>

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>vds_volume</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="vol_name">vdsdev0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="service_name">primary-vds0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="block_dev">

          opt/SUNWldm/domain_disks/testdisk1</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="vol_opts">ro</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="mpgroup">mpgroup-name</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

</Envelope>

ディスク (disk) リソース

disk リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグが必要です。
■ vdisk_name – 仮想ディスクの名前
■ service_name – この仮想ディスクをバインドする仮想ディスクサーバーの名前
■ vol_name – この仮想ディスクを関連付ける仮想ディスクサービスデバイス

オプションで、disk リソースに timeout プロパティーも含めることができます。このプロパティー
は、仮想ディスククライアント (vdc) と仮想ディスクサーバー (vds) の間に接続を確立するため
のタイムアウト値です (秒単位)。複数の仮想ディスク (vdisk) パスがある場合、vdc は、別の
vds への接続を試みることができます。タイムアウトにより、すべての vds への接続が、指定した
時間内に確立されます。

例   19-14 disk の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>disk</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="vdisk_name">vdisk0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty
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          key="service_name">primary-vds0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="vol_name">vdsdev0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="timeout">60</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

仮想スイッチ (vsw) リソース

vsw リソースは、ドメイン記述の一部として <Content> セクションに含まれることも、単独で
<Envelope> セクションに記載されることもあります。それには、service_name キーがある
<gprop:GenericProperty> タグが必要です。その名前が仮想スイッチに割り当てられます。

オプションで、vsw リソースに次のプロパティーも設定できます。
■ <rasd:Address> – MAC アドレスを仮想スイッチに割り当てます。
■ default–vlan–id – 仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメンバーにする必要が

あるデフォルトの仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) を、タグ付きモードで指定しま
す。最初の VLAN ID (vid1) は、この default-vlan-id に予約されています。

■ dev_path – この仮想スイッチに関連付けるネットワークデバイスのパス
■ id= – 新しい仮想スイッチデバイスの ID を指定します。デフォルトでは ID 値は自動的

に生成されるため、OS で既存のデバイス名に一致させる必要がある場合に、このプロパ
ティーを設定します。

■ inter_vnet_link – inter-vnet 通信用の LDC チャネルを割り当てるかどうかを指定しま
す。デフォルト値は on です。

■ linkprop – 仮想デバイスが物理リンクステータスの更新を取得するかどうかを指定しま
す。値が phys-state の場合、仮想デバイスは物理リンクステータスの更新を取得します。
値が空白の場合、仮想デバイスは物理リンク状態の更新を取得しません (デフォルトの設
定)。

■ mode – Oracle Solaris Cluster のハートビートサポートの場合は sc。
■ pvid – ポート仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) 識別子 (ID)。仮想ネットワークをメ

ンバーにする必要のある VLAN をタグなしモードで指定します。
■ mtu – 仮想スイッチと、その仮想スイッチにバインドされている仮想ネットワークデバイス、

またはその両方に最大転送単位 (Maximum Transmission Unit、MTU) を指定しま
す。有効な値の範囲は 1500 - 16000 です。無効な値を指定すると、ldm コマンドでエ
ラーが発生します。
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■ vid – 仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) 識別子 (ID)。仮想ネットワークおよび仮想
スイッチをメンバーにする必要のある VLAN をタグ付きモードで指定します。

例   19-15 vsw の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg2">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>vsw</rasd:OtherResourceType>

        <rasd:Address>00:14:4f:fb:ec:00</rasd:Address>

        <gprop:GenericProperty key="service_name">test-vsw1</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="inter_vnet_link">on</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="default-vlan-id">1</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="pvid">1</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="mtu">1500</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="dev_path">switch@0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="id">0</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

ネットワーク (network) リソース

network リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグが必要です。
■ linkprop – 仮想デバイスが物理リンクステータスの更新を取得するかどうかを指定しま

す。値が phys-state の場合、仮想デバイスは物理リンクステータスの更新を取得します。
値が空白の場合、仮想デバイスは物理リンク状態の更新を取得しません (デフォルトの設
定)。

■ vnet_name – 仮想ネットワーク (vnet) の名前

■ service_name – この仮想ネットワークをバインドする仮想スイッチ (vswitch) の名前

オプションで、network リソースに次のプロパティーも設定できます。
■ <rasd:Address> – MAC アドレスを仮想スイッチに割り当てます。

■ pvid – ポート仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) 識別子 (ID)。仮想ネットワークをメ
ンバーにする必要のある VLAN をタグなしモードで指定します。

■ vid – 仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) 識別子 (ID)。仮想ネットワークおよび仮想
スイッチをメンバーにする必要のある VLAN をタグ付きモードで指定します。
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■ mode – 仮想ネットワークに対してハイブリッド I/O を有効にする場合は hybrid。

注記 - SR-IOV が推奨されるため NIU ハイブリッド I/O 機能は非推奨となっています。

例   19-16 network の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>network</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="linkprop">phys-state</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="vnet_name">ldg1-vnet0</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty

          key="service_name">primary-vsw0</gprop:GenericProperty>

        <rasd:Address>00:14:4f:fc:00:01</rasd:Address>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) リソース

vcc リソースは、ドメイン記述の一部として <Content> セクションに含まれること
も、単独で <Envelope> セクションに記述されることもあります。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグを使用できます。
■ service_name – 仮想コンソール端末集配信装置サービスに割り当てる名前
■ min_port – この vcc に関連付ける最小ポート番号
■ max_port – この vcc に関連付ける最大ポート番号

例   19-17 vcc の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>vcc</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="service_name">vcc1</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="min_port">6000</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="max_port">6100</gprop:GenericProperty>
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      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

変数 (var) リソース

var リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグを使用できます。
■ name – 変数の名前
■ value – 変数の値

例   19-18 var の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>var</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="name">test_var</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="value">test1</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

物理 I/O デバイス (physio_device) リソース

physio_device リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。このリソースは、add-
io、set-io、remove-io、create-vf、destroy-vf、および set-domain サブコマンドを使用して変
更できます。

例   19-19 physio_device の XML の例

次の例は、仮想機能、物理機能、ルートコンプレックスでアクションを実行する方法を示します。
■ 次の XML の例では、ldm add-io コマンドを使用して、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

仮想機能を ldg1 ドメインに追加する方法を示します。

<LDM_interface version="1.3">
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  <cmd>

    <action>add-io</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

        <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" ovf:id="ldg1">

          <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>physio_device</rasd:OtherResourceType>

              <gprop:GenericProperty key="name">

              /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>

        </Content>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_interface>

■ 次の XML の例に、ldm set-io コマンドを使用して、pci_1 ルートコンプレックスの
iov_bus_enable_iov プロパティー値を on に設定する方法を示します。

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>set-io</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

          <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>physio_device</rasd:OtherResourceType>

              <gprop:GenericProperty key="name">pci_1</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="iov_bus_enable_iov">

              on</gprop:GenericProperty>

            </Item>

        </Section>

      </Envelope>

    </data>
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  </cmd>

</LDM_interface>

■ 次の XML の例に、ldm set-io コマンドを使用して、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1 物理機
能の unicast-slots プロパティー値を 6 に設定する方法を示します。

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>set-io</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

          <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>physio_device</rasd:OtherResourceType>

              <gprop:GenericProperty key="name">

              /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="unicast-slots">6</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_interface>

■ 次の XML の例では、ldm create-vf コマンドを使用して、次のプロパティー値で /SYS/
MB/NET0/IOVNET.PF1.VF0 仮想機能を作成する方法を示します。

■ unicast-slots=6

■ pvid=3

■ mtu=1600

<LDM_interface version="1.3">

  <cmd>

    <action>create-vf</action>

    <data version="3.0">

      <Envelope>

        <References/>

          <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">
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            <Item>

              <rasd:OtherResourceType>physio_device</rasd:OtherResourceType>

              <gprop:GenericProperty key="name">

              /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1.VF0</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="unicast-slots">6</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="pvid">3</gprop:GenericProperty>

              <gprop:GenericProperty key="mtu">1600</gprop:GenericProperty>

            </Item>

          </Section>

      </Envelope>

    </data>

  </cmd>

</LDM_interface>

SP 構成 (spconfig) リソース

サービスプロセッサ (SP) 構成 (spconfig) リソースは、必ず単独で <Envelope> セクションに記
述されます。次のキーを持つ <gprop:GenericProperty> タグを使用できます。
■ spconfig_name – SP に格納されている構成の名前。

■ spconfig_status – 特定の SP 構成の現在のステータス。このプロパティーは、ldm list-
spconfig コマンドの出力で使用されます。

例   19-20 spconfig の XML の例

<Envelope>

    <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>spconfig</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty

          key="spconfig_name">primary</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty

          key="spconfig_status">current</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

</Envelope>
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DRM ポリシー構成 (policy) リソース

DRM ポリシー (policy) リソースは、<Envelope> セクションに表示され、次のキーが付い
た<gprop:GenericProperty> タグを持つことができます。
■ policy_name – DRM ポリシーの名前
■ policy_enable – DRM ポリシーが有効または無効のどちらであるかを指定します。
■ policy_priority – DRM ポリシーの優先順位
■ policy_vcpu_min – 1 つのドメインに対する仮想 CPU リソースの最小数
■ policy_vcpu_max – 1 つのドメインに対する仮想 CPU リソースの最大数
■ policy_util_lower – ポリシー分析がトリガーされるタイミングでの使用率の下限レベル
■ policy_util_upper – ポリシー分析がトリガーされるタイミングでの使用率の上限レベル
■ policy_tod_begin – DRM ポリシーの実効開始時間
■ policy_tod_end – DRM ポリシーの実効停止時間
■ policy_sample_rate – サンプリングレート。秒単位のサイクル時間
■ policy_elastic_margin – CPU 使用率の上限および下限範囲のバッファ量
■ policy_attack – いずれか 1 つのリソース制御サイクル中に追加されるリソースの最大

量
■ policy_decay – いずれか 1 つのリソース制御サイクル中に削除されるリソースの最大量

例   19-21 policy の XML の例

<Envelope>

   <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

     <Item>

       <rasd:OtherResourceType>policy</rasd:OtherResourceType>

       <gprop:GenericProperty key="policy_name">test-policy</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_enable">on</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_priority">1</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_vcpu_min">12</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_vcpu_max">13</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_util_lower">8</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_util_upper">9</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_tod_begin">07:08:09</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_tod_end">09:08:07</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_sample_rate">1</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_elastic_margin">8</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_attack">8</gprop:GenericProperty>

       <gprop:GenericProperty key="policy_decay">9</gprop:GenericProperty>

     </Item>

   </Section>
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</Envelope>

仮想データプレーンチャネルサービス (vdpcs) リソース

このリソースは、Netra DPS 環境でのみ意味を持ちます。vdpcs リソースは、ドメイン記述の
一部として <Content> セクションに含まれることも、単独で <Envelope> セクションに記述さ
れることもあります。プロパティーは、<gprop:GenericProperty> タグのみです。このタグに
は、"service_name" というキープロパティー値があり、記述される仮想データプレーンチャネル
サービス (vdpcs) リソースの名前が含まれています。

例   19-22 vdpcs の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>vdpcs</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="service_name">dg1-vdpcs</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

仮想データプレーンチャネルクライアント (vdpcc) リソース

このリソースは、Netra DPS 環境でのみ意味を持ちます。仮想データプレーンチャネ
ルクライアントリソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグを使用できます。
■ vdpcc_name – 仮想データプレーンチャネルクライアント (vdpcc) の名前
■ service_name – この vdpcc をバインドする仮想データプレーンチャネルサービス vdpcs の

名前

例   19-23 vdpcc の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>
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        <rasd:OtherResourceType>vdpcc</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="vdpcc_name">vdpcc</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty

          key="service_name">ldg1-vdpcs</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

コンソール (console) リソース

console リソースは、<Content> セクション内に必ず含まれます。次のキーを持つ
<gprop:GenericProperty> タグを使用できます。
■ port – この仮想コンソール (console) の変更先のポート
■ service_name – この console をバインドする仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) サー

ビス
■ group – この console をバインドするグループの名前
■ enable-log – このコンソールの仮想コンソールロギングを有効または無効にします

例   19-24 console の XML の例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" id="ldg1">

    <Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>console</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="port">6000</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="service_name">vcc2</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="group">group-name</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="enable-log">on</gprop:GenericProperty>

      </Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

ドメインの移行

次の例は、ldm migrate-domain コマンドの <data> セクションの内容を示しています。
■ 1 番めの <Content> ノード (<ldom_info> セクションなし) は、移行元のソースドメインで

す。
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■ 2 番めの <Content> ノード (<ldom_info> セクションあり) は、移行先のターゲットドメイン
です。ソースドメインとターゲットドメインの名前は同じにすることができます。

■ ターゲットドメインの <ldom_info> セクションには、移行先のマシンおよびこのマシンへの
移行に必要な詳細情報が記述されます。

■ target-host は、移行先のターゲットマシンです。
■ user-name は、ターゲットマシンのログインユーザー名で、SASL 64 ビットでエンコード

されている必要があります。
■ password は、ターゲットマシンへのログインに使用するパスワードで、SASL 64 ビット

でエンコードされている必要があります。

注記 - Logical Domains Manager では、sasl_decode64() を使用してターゲットのユー
ザー名およびパスワードを復号化し、sasl_encode64() を使用してこれらの値をエンコードしま
す。SASL 64 符号化は、base64 符号化に相当します。

例   19-25 migrate-domain の <data> セクションの例

<Envelope>

  <References/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" ovf:id="ldg1"/>

  <Content xsi:type="ovf:VirtualSystem_Type" ovf:id="ldg1"/>

    <Section xsi:type="ovf:ResourceAllocationSection_Type">

      <Item>

        <rasd:OtherResourceType>ldom_info</rasd:OtherResourceType>

        <gprop:GenericProperty key="target">target-host</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="username">user-name</gprop:GenericProperty>

        <gprop:GenericProperty key="password">password</gprop:GenericProperty>

      <Item>

    </Section>

  </Content>

</Envelope>

XML スキーマ

Logical Domains Manager で使用される XML スキーマは、/opt/SUNWldm/bin/schemas
ディレクトリにあります。ファイル名は、次のとおりです。
■ cim-common.xsd – cim-common.xsd スキーマ
■ cim-rasd.xsd – cim-rasd.xsd スキーマ
■ cim-vssd.xsd – cim-vssd.xsd スキーマ
■ cli-list-constraint-v3.xsd – cli-list-constraint-v3.xsd スキーマ
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■ combined-v3.xsd – LDM_interface XML スキーマ
■ event-v3.xsd – LDM_Event XML スキーマ
■ ldmd-binding.xsd – Binding_Type XML スキーマ
■ ldmd-property.xsd – GenericProperty XML スキーマ
■ ovf-core.xsd – ovf-core.xsd スキーマ
■ ovf-envelope.xsd – ovf-envelope.xsd スキーマ
■ ovf-section.xsd – ovf-section.xsd スキーマ
■ ovf-strings.xsd – ovf-strings.xsd スキーマ
■ ovfenv-core.xsd – ovfenv-core.xsd スキーマ
■ ovfenv-section.xsd – ovfenv-section.xsd スキーマ
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用語集

この用語集では、Oracle VM Server for SPARC のドキュメントで使用されている用語、略語、および頭字語を
定義します。

A
API Application Programming Interface (アプリケーションプログラミングインタフェース)。

ASN Abstract Syntax Notation (抽象構文記法)。

Auditing (監
査)

システムに対する変更を追跡し、変更を加えたユーザーを識別すること。

auditreduce 監査証跡ファイルの監査レコードをマージおよび選択するコマンド (auditreduce(1M) のマ
ニュアルページを参照)。

Authorization
(承認)

Oracle Solaris OS 特権を使用してタスクやデータアクセスを実行する権限を持つユーザーを
判断する方法。

B
bge Broadcom BCM57xx デバイスの Broadcom ギガビット Ethernet ドライバ。

BSM Basic Security Module (基本セキュリティーモジュール)。

bsmconv BSM を有効化するコマンド (bsmconv(1M) のマニュアルページを参照)。

bsmunconv BSM を無効化するコマンド (bsmunconv(1M) のマニュアルページを参照)。

C
CMT Chip MultiThreading (チップマルチスレッディング)。
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Compliance
(適合性)

システムの構成が事前に定義されたセキュリティープロファイルに適合しているかどうかを確
認すること。

Configuration
(構成)

サービスプロセッサ上に保存されている論理ドメイン構成の名前。

Constraints
(制約)

Logical Domains Manager にとって制約とは、特定ドメインへの割り当てが要求されたリ
ソースを指します。使用可能なリソースに応じて、ドメインに追加するように要求したすべてのリ
ソースを受け取るか、まったく受け取らないかのいずれかです。

Control
Domain (制
御ドメイン)

Logical Domains Manager を使用してほかの論理ドメインとサービスを作成および管理す
る特権ドメイン。

CWQ Control Word Queue (暗号化装置)。

D
DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)。

DIO Direct I/O (直接 I/O)。

DMA Direct Memory Access (ダイレクトメモリーアクセス)。CPU を使用せずにメモリーとデバイ
ス (ネットワークカードなど) との間でデータを直接転送する機能です。

DMP Dynamic MultiPathing (動的マルチパス) (Veritas)。

Domain (ドメ
イン)

Logical Domain (論理ドメイン)を参照してください。

DPS Data Plane Software (データプレーンソフトウェア)。

DR Dynamic Reconfiguration (動的再構成)。

drd Logical Domains Manager の Oracle Solaris 10 OS 動的再構成デーモン (drd(1M)
のマニュアルページを参照)。

DRM Dynamic Resource Management (動的なリソース管理)。

DS Domain Services (ドメインサービス) モジュール (Oracle Solaris 10 OS)。

DVD Digital Versatile Disc (デジタル多用途ディスク)。

E
EFI Extensible Firmware Interface (拡張ファームウェアインタフェース)。
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ETM Encoding Table Management (エンコーディングテーブル管理) モジュール (Oracle
Solaris 10 OS)。

F

FC_AL Fiber Channel Arbitrated Loop (ファイバチャネル調停ループ)。

FMA Fault Management Architecture (障害管理アーキテクチャー)。

fmd Oracle Solaris 10 OS 障害管理デーモン (fmd(1M) のマニュアルページを参照)。

fmthard ハードディスクのラベルを生成するコマンド (fmthard(1M) のマニュアルページを参照)。

format ディスクのパーティション分割および保守ユーティリティー (format(1M) のマニュアルページ
を参照)。

G

Gb Gigabit (ギガビット)。

GLDv3 Generic LAN Driver version 3 (汎用 LAN ドライバ version 3)

Guest
Domain (ゲ
ストドメイン)

I/O ドメインおよびサービスドメインのサービスを使用し、制御ドメインによって管理されます。

H

Hardening
(強化)

セキュリティーを強化するために Oracle Solaris OS の構成を変更すること。

Hypervisor
(ハイパーバイ
ザ)

オペレーティングシステムとハードウェア層の間に配置されるファームウェア層。

I

I/O 内部ディスクおよび PCIe コントローラとそれに付属するアダプタやデバイスなどの入出力装
置。
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I/O Domain
(I/O ドメイン)

物理 I/O デバイスに対する直接の所有権と直接のアクセス権を持ち、仮想デバイスの形式
でほかの論理ドメインとこれらのデバイスを共有するドメイン。

IB InfiniBand。

IDE Integrated Drive Electronics。

IDR Interim Diagnostics Release。

ILOM Integrated Lights Out Manager。オペレーティングシステムとは無関係にサーバーを管理で
きるようにする、ハードウェアとサポートソフトウェアから成る専用システム。

ioctl input/output control call (I/O 制御コール)。

IPMP Internet Protocol Network Multipathing (インターネットプロトコルネットワークマルチパ
ス)。

K
kaio Kernel Asynchronous Input/Output (カーネル非同期 I/O)。

KB Kilobyte (K バイト)。

KU Kernel Update (カーネル更新)。

L
LAN Local-Area Network (ローカルエリアネットワーク)。

LDAP Lightweight Directory Access Protocol。

LDC Logical Domain Channel (論理ドメインチャネル)。

ldm Logical Domains Manager ユーティリティー (ldm(1M) マニュアルページを参照)。

ldmd Logical Domains Manager デーモン。

lofi ループバックファイル。

Logical
Domain (論
理ドメイン)

リソースの個別の論理的なグループで構成される仮想マシンであり、単一のコンピュータシステ
ム内に独自のオペレーティングシステムと識別情報を保有します。ドメインとも呼ばれます。

Logical
Domains
Manager

論理ドメインを作成および管理したり、リソースをドメインに割り当てたりするための CLI。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E49214&id=LDSRMldm-1m
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M

MAC Media Access Control address (メディアアクセス制御アドレス) の略で、Logical
Domains Manager によって自動的に割り当てることも、手動で割り当てることも可能。

MAU Modular Arithmetic Unit (モジュラー演算ユニット)。

MB Megabyte (M バイト)。

MD サーバーデータベース内のマシン記述。

mem、memory メモリー単位 – バイト単位でのデフォルトのサイズ。G バイト (G)、K バイト (K)、または M バイ
ト (M) を指定することもできます。ゲストドメインに割り当てることができる、サーバーの仮想化さ
れたメモリーです。

metadb Solaris Volume Manager メタデバイス状態データベースの複製の作成と削除を行うコマン
ド (metadb(1M) のマニュアルページを参照)。

metaset ディスクセットを構成するコマンド (metaset(1M) のマニュアルページを参照)。

mhd 多重ホストディスク制御操作を実行するコマンド (mhd(7i) のマニュアルページを参照)。

MIB Management Information Base (管理情報ベース)。

Minimizing
(最小化)

最低限必要な数のコア Oracle Solaris OS パッケージをインストールすること。

MMF MultiMode Fiber (マルチモードファイバ)。

MMU Memory Management Unit (メモリー管理ユニット)。

mpgroup 仮想ディスクフェイルオーバーのマルチパスグループ名。

mtu Maximum Transmission Unit (最大転送単位)。

N

ndpsldcc Netra DPS Logical Domain Channel Client。「vdpcc」も参照してください。

ndpsldcs Netra DPS Logical Domain Channel Service。「vdpcs」も参照してください。

NIS Network Information Service (ネットワーク情報サービス)。

NIU Network Interface Unit (ネットワークインタフェースユニット)(オラクルの Sun SPARC
Enterprise T5120 および T5220 サーバー)。

NTS Network Terminal Server (ネットワーク端末サーバー)。
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NVRAM Non-Volatile Random-Access Memory (非揮発性ランダムアクセスメモリー)。

nxge NIU 10Gb Ethernet アダプタのドライバ。

O

OID オブジェクトの識別子であり、MIB の各オブジェクトを一意に特定するシーケンス番号。

OVF Open Virtualization Format。

P

P2V Oracle VM Server for SPARC 物理から仮想への変換ツール。

PA Physical Address (物理アドレス)。

PCI Peripheral Component Interconnect バス。

PCI-X PCI 拡張バス。

PCIe PCI Express バス。

pcpu 物理 CPU。

Physical
Domain (物
理ドメイン)

単一 Oracle VM Server for SPARC インスタンスによって管理されるリソースの範囲。サ
ポートされている SPARC T シリーズプラットフォームのように、物理ドメインは完全な物理シス
テムになることがあります。または、サポートされている SPARC M シリーズプラットフォームの
ように、システムの全体またはシステムのサブセットになることがあります。

Physical
Function (物
理機能)

SR-IOV 仕様に定義されたとおりに SR-IOV 機能をサポートする PCI 機能。物理機能は SR-
IOV 機能構造を含み、SR-IOV 機能を管理するために使用されます。物理機能は他の PCIe
デバイスと同じように検出、管理、および操作が可能な多機能の PCIe 機能です。物理機能
は、すべての構成リソースを含み、PCIe デバイスを構成または制御するために使用できます。

physio 物理入出力。

PICL Platform Information and Control Library (プラットフォーム情報とコントロールライブラ
リ)。

picld PICL デーモン (picld(1M) のマニュアルページを参照)。

PM 仮想 CPU およびメモリーの電源管理。

praudit 監査証跡ファイルの内容を出力するコマンド (praudit(1M) のマニュアルページを参照)。
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PRI Priority (優先度)。

R

RA Real Address (実アドレス)。

RAID Redundant Array of Inexpensive Disks。独立したディスクを組み合わせて 1 つの論理
ユニットにすることができます。

RPC Remote Procedure Call (リモート手続き呼び出し)。

S

SASL Simple Authentication and Security Layer。

SAX Simple API for XML パーサー。XML ドキュメントをトラバースします。SAX パーサーはイベン
トベースで、主にストリーミングデータに使用されます。

Service
Domain (サー
ビスドメイン)

仮想スイッチ、仮想コンソールコネクタ、仮想ディスクサーバーなどのデバイスをほかの論理ドメ
インに提供する論理ドメイン。

Service
Processor
(SP、サービス
プロセッサ)

システムコントローラ (SC) とも呼ばれる SP は、物理マシンをモニターし実行します。

SMA System Management Agent (システム管理エージェント)。

SMF Service Management Facility (サービス管理機能)。

SMI Structure of Management Information (管理情報構造)。MIB で使用する管理対象オ
ブジェクトを定義し、グループ化します。

SNMP Simple Network Management Protocol (簡易ネットワーク管理プロトコル)。

SR-IOV Single Root I/O Virtualization (単一ルート I/O 仮想化)。

SSH Secure Shell。

ssh Secure Shell コマンド (ssh(1) のマニュアルページを参照)。

sshd Secure Shell デーモン (sshd(1M) のマニュアルページを参照)。

SunVTS Sun Validation Test Suite。
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svcadm サービスインスタンスの操作 (svcadm(1M) のマニュアルページを参照)。

System
Controller
(SC、システム
コントローラ)

「サービスプロセッサ」も参照してください。

T

TLS Transport Layer Security。

U

UDP User Diagram Protocol (ユーザーダイアグラムプロトコル)。

Unicast (ユニ
キャスト)

1 つの送信者と 1 つの受信者の間でネットワークを介して行われる通信。

uscsi ユーザー SCSI コマンドインタフェース (uscsi(7I) のマニュアルページを参照)。

UTP Unshielded Twisted Pair (シールドなし・より対線)。

V

var 変数。

VBSC Virtual Blade System Controller (仮想ブレードシステムコントローラ)。

vcc、vconscon ゲストドメインに割り当てる特定のポート範囲の仮想コンソール端末集配信装置サービス。

vcons、vconsole システムレベルのメッセージにアクセスするための仮想コンソール。接続は、特定のポートで制
御ドメイン上の vconscon サービスに接続することによって実現します。

vcpu Virtual Central Processing Unit (仮想中央演算処理装置)。サーバーの各コアは、仮想
CPU として表現されます。

vdc Virtual Disk Client (仮想ディスククライアント)。

vdisk 仮想ディスクは、さまざまな種類の物理デバイス、ボリューム、またはファイルに関連付けられた
総称的なブロック型デバイスです。

vdpcc Netra DPS 環境における仮想データプレーンチャネルクライアント。
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vdpcs Netra DPS 環境における仮想データプレーンチャネルサービス。

vds、
vdiskserver

仮想ディスクサーバー。これを使用すると、論理ドメインに仮想ディスクをインポートできます。

vdsdev、
vdiskserver

device

仮想ディスクサーバーデバイス。仮想ディスクサーバーによってエクスポートされます。このデバ
イスには、ディスク全体、ディスクのスライス、ファイル、またはディスクボリュームを指定できま
す。

Virtual
Function (仮
想機能)

物理機能に関連付けられている PCI 機能。仮想機能は、物理機能や同じ物理機能に関連付
けられているほかの仮想機能と 1 つまたは複数の物理リソースを共有する軽量の PCIe 機能
です。仮想機能は、その独自の動作に対してのみ構成リソースの使用が許可されます。

vldc Virtual Logical Domain Channel Service (仮想論理ドメインチャネルサービス)。

vldcc Virtual Logical Domain Channel Client (仮想論理ドメインチャネルクライアント)。

vnet 仮想ネットワークデバイス。仮想 Ethernet デバイスを実装し、仮想ネットワークスイッチ
(vswitch) を使用するシステム内のほかの vnet デバイスと通信します。

VNIC 仮想ネットワークインタフェースカードで、これは物理ネットワークデバイスから作成し、ゾーンに
割り当て可能な物理ネットワークデバイスの仮想インスタンスです。

vNTS Virtual Network Terminal Service (仮想ネットワーク端末サービス)。

vntsd ドメインコンソールの Oracle Solaris 10 OS 仮想ネットワーク端末サーバーデーモン
(vntsd(1M) のマニュアルページを参照)。

volfs ボリューム管理ファイルシステム (volfs(7FS) のマニュアルページを参照)。

vsw、vswitch 仮想ネットワークデバイスを外部ネットワークに接続し、仮想ネットワークデバイス間でのパケット
の切り替えも行う仮想ネットワークスイッチ。

VTOC Volume Table Of Contents (ボリューム構成テーブル)。

VxDMP Veritas Dynamic MultiPathing。

VxVM Veritas Volume Manager。

X

XFP eXtreme Fast Path。

XML eXtensible Markup Language。

XMPP eXtensible Messaging and Presence Protocol。
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Z

ZFS Zettabyte File System (Oracle Solaris 10 OS)。

zpool ZFS ストレージプール (zpool(1M) のマニュアルページを参照)。

ZVOL ZFS ボリュームエミュレーションドライバ。
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あ
アクセス

ゲストドメインからファイバチャネル仮想機能, 161
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ゲストドメインと名前の変更, 283
対話型でない, 283
ドメイン, 268

移行の制限
I/O ドメイン, 80

依存サイクル, 350
一覧表示

InfiniBand 仮想機能, 142
PVLAN 情報, 251
ドメインリソース, 317
マシンが読み取り可能な出力としてのリソース, 317
リソース制約, 321

インストール
DVD からの Oracle Solaris OS の, 73
ISO ファイルからの Oracle Solaris OS の, 75
JumpStart (Oracle Solaris 10) を使用した, 77
ldmp2v, 365
Logical Domains Manager, 27
Logical Domains Manager (Oracle Solaris
10) の自動, 28
Logical Domains Manager (Oracle Solaris
10) の手動, 29, 29
Oracle VM Server for SPARC MIB, 398,
399, 399
Oracle VM Server for SPARC P2V ツール,
367
Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア, 24
インストールサーバーが VLAN に存在する場合の
ゲストドメイン, 247
ゲストドメインへの Oracle Solaris OS の, 73

エクスポート
1 つのスライスディスクとしての ZFS ボリューム,
185
1 つのスライスディスクとしてのファイルまたはボ
リューム, 185
CD イメージ, 191
DVD イメージ, 191
ISO イメージ, 191
仮想ディスクとしてのファイルおよびボリューム

lofi, 187
ガイドライン, 187

仮想ディスクとしての物理ディスク, 180
仮想ディスクとしての物理ディスクスライス, 181
仮想ディスクバックエンド, 175
サービスドメインからゲストドメインへの CD または
DVD イメージ, 192
サービスドメインからゲストドメインへの ISO イメー
ジ, 193



索引

492 Oracle VM Server for SPARC 3.1 管理ガイド • 2014 年 9 月

スライス 2, 182
ディスクスライス

間接的, 187
直接的, 187

バックエンド
比較, 186

バックエンド, サマリー, 186
ファイル, 182
複数回の CD または DVD イメージ, 193
フルディスクとしての ZFS ボリューム, 184
フルディスクとしてのファイル, 183
フルディスクとしてのファイルまたはボリューム,
182
ボリューム, 182

下位互換性, 186
エラー

CPU とメモリーアドレスのマッピングを使用したトラ
ブルシューティング, 351

か
下位互換性

ボリュームのエクスポート, 186
解析

XML ベースの制御インタフェース
Oracle VM Server for SPARC MIB, 396

解析可能なドメインリスト
表示, 350, 350

ガイドライン
I/O ドメインの作成, 80
仮想ディスクとしてのファイルおよびボリュームのエ
クスポート, 187

確認
監査レコード, 54, 57
ドメイン構成, 292

格納
ZFS ファイルの使用によるディスクイメージ, 198
ZFS ボリュームの使用によるディスクイメージ, 198
ZFS を使用したディスクイメージ, 197

仮想機能, 109
Ethernet, 111, 112
Ethernet の作成, 112, 112
Ethernet の破棄, 112, 117
Ethernet の変更, 119
I/O ドメインからの InfiniBand の削除, 138
I/O ドメインからの削除, 123

I/O ドメインからのファイバチャネルの削除, 159
I/O ドメインの作成, 127
I/O ドメインへの Ethernet の追加, 121
I/O ドメインへの InfiniBand の追加, 137
I/O ドメインへのファイバチャネルの追加, 158
InfiniBand, 131
InfiniBand の一覧表示, 142
InfiniBand の作成, 132
InfiniBand の破棄, 134
上の Ethernet VNIC の作成, 126
ゲストドメインからファイバチャネルへのアクセス,
161
デバイス固有のファイバチャネルプロパティー, 148
の使用による I/O ドメインの Ethernet ネットワー
クブート, 125
ファイバチャネル, 147
ファイバチャネルの作成, 150
ファイバチャネルの制限事項, 148
ファイバチャネルの破棄, 154
ファイバチャネルの変更, 157
ファイバチャネルの要件, 147, 148
ルートドメインからの InfiniBand の削除, 141
ルートドメインへの InfiniBand の追加, 140
を使用した I/O ドメインの作成, 127

仮想機能のファイバチャネル World-Wide Name
割り当て, 149

仮想コンソールテーブル
Oracle VM Server for SPARC MIB, 422

仮想スイッチ, 214
Oracle Solaris 10 ドメインに外部接続するための
構成, 230
Oracle Solaris 11 ドメインに外部接続するための
構成, 232
プライマリインタフェースとして構成, 66

仮想ディスク, 171, 179
1 つのスライスディスクとしてのバックエンドエクス
ポート, 177
format コマンドおよび, 196
SCSI および, 195
Solaris ボリュームマネージャーでの使用, 202
VxVM での使用, 203
ZFS での使用, 196, 204
オプションの変更, 175
管理, 174
削除, 176
タイムアウト, 189, 194
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タイムアウトオプションの変更, 176
追加, 174
ディスク識別子, 173
ディスク名, 173
バックエンド, 179
バックエンド excl オプション, 178
バックエンド ro オプション, 177
バックエンド slice オプション, 179
バックエンドオプション, 177
バックエンドのエクスポート, 175
表示, 176
物理ディスクからのエクスポート, 180
物理ディスクスライスからのエクスポート, 181
フルディスクとしてのバックエンドエクスポート, 176
ボリュームマネージャーでの使用, 201
マルチパス, 187, 189
マルチパスの構成, 190

仮想ディスクテーブル
Oracle VM Server for SPARC MIB, 417

仮想デバイス
I/O, 18
仮想コンソール端末集配信装置 (vcc), 19
仮想スイッチ (vsw), 19
仮想ディスククライアント (vdc), 19
仮想ディスクサービス (vds), 19
仮想ネットワーク (vnet), 18

仮想デバイス識別子, 221
仮想ドメイン情報

API, 355
virtinfo, 355

仮想入出力, 18
仮想ネットワーク, 208

パフォーマンスの最大化, 213, 214
仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd), 19

有効化, 68
仮想ネットワーク端末サービス (vNTS)

Oracle VM Server for SPARC MIB, 422
仮想ネットワークテーブル

Oracle VM Server for SPARC MIB, 420
仮想ネットワークデバイス, 216

物理ネットワーク帯域幅の量の制御, 218
仮想マシン, 16
仮想メモリーテーブル

Oracle VM Server for SPARC MIB, 416
仮想 CPU

対応する物理 CPU 番号の特定, 353
環境変数

設定, 405
監査

監査レコードのローテーション, 58
無効化, 54, 57
有効化, 54, 55
レコードの確認, 54, 57

監査レコード
確認, 54, 57
ローテーション, 58

管理
Oracle VM Server for SPARC MIB セキュリ
ティー, 403
primary 以外のルートドメイン上の SR-IOV 仮想
機能, 168
primary 以外のルートドメイン上の直接 I/O デバイ
ス, 166
仮想ディスク, 174
制御ドメイン上の物理リソース, 303
ドメイン構成, 323

管理特権の委任
権利プロファイル, 41

起動
Oracle VM Server for SPARC MIB を使用した
ドメイン, 436
ゲストドメイン, 69
ドメイン, 436

クローニング
ブートディスクイメージ, 200

計画
Ethernet SR-IOV, 111
PCIe SR-IOV 仮想機能の, 109
直接 I/O (Direct I/O、DIO), 91, 91

ゲストコンソール
ネットワークを介した接続, 342

ゲストドメイン, 17
移行, 282
移行と名前の変更, 283
起動, 69
作成, 69
すべて削除, 38

結合
単一グループへのコンソール, 343

減少
制御ドメイン上のメモリー, 306
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権利プロファイル
割り当て, 41, 43

コア全体の制約
適用, 288

コアの最大数の制約
適用, 289

更新
Oracle Solaris OS, 25
PVLAN, 250

構成
Oracle Solaris 10 システム上の NAT, 229
Oracle Solaris 10 ドメインに外部接続するための
仮想スイッチ, 230
Oracle Solaris 11 システム上の NAT, 231
Oracle Solaris 11 ドメインに外部接続するための
仮想スイッチ, 232
CPU コア全体を使用した既存のドメイン, 295
CPU コア全体を使用した制御ドメイン, 296
CPU コア全体を使用したドメイン, 293
NAT およびルーティングのための仮想スイッチおよ
びサービスドメイン, 228
Oracle VM Server for SPARC MIB, 398
Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェ
ア, 399
Oracle VM Server for SPARC 環境での IPMP,
233
PMP グループへの仮想ネットワークデバイス, 233
仮想ディスクマルチパス, 190
サービスドメインでの IPMP, 235
サービスドメイン内の ZFS プール, 197
ジャンボフレーム, 259, 260
制御ドメイン, 64
ドメインの依存関係, 347
ハードパーティションを使用したシステム, 291
物理リンクステータスの更新, 236
プライマリインタフェースとしての仮想スイッチ, 66
プローブベースの IPMP 用のホストルート, 242
ブートの選択, 20

構成解除
障害のあるハードウェアリソース, 334

コヒーレンシリンクのスケーリング, 386
コマンド行インタフェース, 18
コンソール

単一グループへの結合, 343
ロギング, 58

コンソールグループ

使用, 342

さ
サーバー

電源再投入の実行, 345
サービスドメイン, 17, 18

ZFS プール, 197
サービスプロセッサ (SP)

出荷時デフォルト構成の復元, 40
での Oracle VM Server for SPARC の使用,
346
物理マシンのモニタリングと実行, 16

最大化
仮想ネットワークパフォーマンス, 213, 214

再バインド
CPU コア全体を使用したシステム, 299

削除, 123
参照 破棄
I/O ドメインからの Ethernet 仮想機能, 123
I/O ドメインからのファイバチャネル仮想機能, 159
Logical Domains Manager, 39
Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェ
ア, 399, 401
physical-bindings 制約, 301
PVLAN, 250
仮想ディスク, 176
すべてのゲストドメイン, 38
すべてのドメイン構成, 38
ドメインからのメモリー, 305
物理的にバインドされていないリソース, 302
ルートドメインからの InfiniBand 仮想機能, 141

作成
CPU コア全体を使用したドメイン, 294
Ethernet 仮想機能, 112, 112
Ethernet 仮想機能上の VNIC, 126
I/O ドメインの Ethernet 仮想機能, 127
InfiniBand 仮想機能, 132
PCIe バス全体からの I/O ドメイン, 82
PVLAN, 250
snmpv3 ユーザー, 403
ゲストドメイン, 69
構成解除されたシステムのディスクイメージスナッ
プショット, 200
制御ドメインのデフォルトサービス, 62
ディスクイメージスナップショット, 199, 199
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ファイバチャネル仮想機能, 150
役割, 44

識別
InfiniBand 機能, 143

システム管理エージェント
Oracle VM Server for SPARC MIB, 395

システムコントローラ 参照 サービスプロセッサ (SP)
システムファームウェア

アップグレード, 25
自動保存構成ディレクトリ

復元, 32
保存, 32

ジャンボフレーム
構成, 259, 260
ジャンボフレームに対応していないバージョンの
Oracle Solaris 10 vnet および vsw ドライバとの
互換性, 263

受信
Oracle VM Server for SPARC MIB トラップ,
429

出荷時デフォルト構成
サービスプロセッサからの復元, 40
復元, 38

取得
Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェク
ト

snmpget, 406
Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェク
ト値

snmptable, 408
snmpwalk, 407

Oracle VM Server for SPARC MIB 情報, 409
ドメインの移行ステータス, 283

障害管理アーキテクチャー (FMA)
ブラックリスト登録, 333

障害と復旧の情報
提供, 396

障害のあるハードウェアリソース
構成解除, 334
ブラックリスト登録, 334
を含むドメインの復旧, 335

障害ポリシー
ドメインの依存関係に対する構成, 348

承認
ldm サブコマンド, 46

消費電力データ

表示, 387
スライス 2

エクスポート, 182
制御ドメイン, 16

構成, 64
停止, 345
メモリーの減少, 306
メモリーの再構成, 305
リブート, 65, 345

制御ドメインのデフォルトサービス
作成, 62

制限
物理ネットワーク帯域幅, 219

制限事項
Ethernet SR-IOV, 111
primary 以外のルートドメイン, 163
SR-IOV, 105
直接 I/O, 91
ファイバチャネル仮想機能, 148

接続
ネットワークを介したゲストコンソールへの, 342

設定
環境変数, 405
電力の制限, 386
ドメインのメモリーサイズ, 311
物理ネットワーク帯域幅の制限, 219

送信
Oracle VM Server for SPARC MIB トラップ,
428

た
退避された I/O リソース, 339
タイムアウトオプション

仮想ディスク, 176
対話型でないドメインの移行, 283
ダウンロード

Logical Domains Manager, 26
Logical Domains Manager (Oracle Solaris
10), 27

遅延再構成, 286, 306
直接 I/O (DIO)

primary 以外のルートドメイン上のデバイスの管理,
166
制限事項, 91
要件, 90
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直接 I/O (Direct I/O、DIO)
計画, 91

追加
I/O ドメインからの InfiniBand 仮想機能, 138
I/O ドメインへの Ethernet 仮想機能, 121
I/O ドメインへの InfiniBand 仮想機能, 137
I/O ドメインへのファイバチャネル仮想機能, 158
仮想ディスク, 174
単位が調整されていないメモリー, 308
ドメインへのメモリー, 305
ルートドメインへの InfiniBand 仮想機能, 140

停止
Oracle VM Server for SPARC MIB を使用した
ドメイン, 436
高負荷のドメイン, 344
ドメイン, 34, 438

ディスクイメージ
ZFS ファイルの使用による格納, 198
ZFS ボリュームの使用による格納, 198
ZFS を使用した格納, 197
構成解除されたシステムのスナップショットの作成,
200
スナップショットの作成, 199, 199

ディスクスライス 参照 物理ディスクスライス
テーブル 参照 Oracle VM Server for SPARC MIB
テーブル
デーモン

drd, 286
ldmd, 18
vntsd, 19

適用
コア全体の制約, 288
コアの最大数の制約, 289

デバイス固有のプロパティー
Ethernet SR-IOV, 125

電源管理システム (PM), 386
電源管理 (PM), 386, 386, 386, 386, 387

CPU, 299
可観測性モジュール

有効化, 388
機能, 386
使用, 312, 385

電源再投入
サーバー上での実行, 345

電力の制限, 386
問い合わせ

Oracle VM Server for SPARC MIB, 406
動的再構成デーモン (drd), 286
動的再構成 (DR), 286, 306

CPU, 290, 297
部分的なメモリー要求, 305
メモリー, 304

動的なリソース管理, 291, 299
使用, 313

特定
ドメイン構成, 352

ドメイン
Oracle VM Server for SPARC MIB を使用した
モニタリング, 405
移行, 268
依存関係, 347
依存関係の構成, 347
依存サイクル, 350
起動, 436
クローンの使用によるプロビジョニング, 199
高負荷の停止, 344
サービス, 18
縮退としてマーク, 339
定義, 14
停止, 34, 438
ドメインの依存関係に対する障害ポリシーの構成,
348
の種類, 17, 17
のタイプ, 16, 17
無効化, 37
役割, 16, 16

ドメイン構成
XML ファイルからの復元ldm add-domain, 328
XML ファイルからの復元ldm init-system, 329
永続的, 20
確認, 292
管理, 323
自動回復ポリシー, 326
自動保存を使用した復元, 324
縮退, 338
すべて削除, 38
特定, 352
の自動回復ポリシー, 325
復元, 324, 328
保存, 324, 327

ドメイン構成の自動回復ポリシー, 325, 326
ドメイン構成の復旧モード, 333
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有効化, 338
ドメインコンソール

へのアクセスの制御, 46
ドメインスカラー変数

Oracle VM Server for SPARC MIB, 413
ドメインの移行, 270

CPU の要件, 272
NIU ハイブリッド I/O の要件, 277
OpenBoot PROM からまたはカーネルデバッガ
で, 279
PCIe エンドポイントデバイスの要件, 277, 280
SR-IOV 仮想機能の要件, 277, 280
アクティブ, 271
アクティブドメインの遅延再構成, 278
アクティブなドメインで電源管理のエラスティックポ
リシーが有効になっている場合, 278
暗号化ユニットの要件, 277
仮想 I/O デバイスの要件, 275, 280
失敗からの復旧, 282
失敗メッセージ, 283
進行中の取り消し, 281
進捗のモニタリング, 280
ステータスの取得, 283
セキュリティー, 269
操作, 268
ソフトウェアの互換性, 269
対話型でない, 283
バインドされたドメインまたはアクティブでないドメ
イン, 279
非対話式の実行, 271
物理 I/O デバイスの要件, 275
ほかのドメインの操作, 278
メモリーの要件, 274
予行演習の実行, 271

ドメインリスト
解析可能な, 350

ドメインリソース
一覧表示, 317

ドメインリソースプール
Oracle VM Server for SPARC MIB, 413

トラップ 参照 Oracle VM Server for SPARC MIB
トラップ
トラブルシューティング

CPU とメモリーアドレスのマッピング, 351

な
ネットワークアダプタ

使用, 228
ネットワーク帯域幅の制限, 設定, 218

ネットワークインタフェース名, 221
ネットワーク構成

Ethernet SR-IOV, 124
ネットワークブート

Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ド
メイン, 125

は
ハードウェアエラー

トラブルシューティング, 333
ハードパーティション

を使用したシステムの構成, 291
ハイパーバイザ

Logical Domains Manager と, 14
定義, 14

破棄, 112
参照 削除
Ethernet 仮想機能, 112, 117
InfiniBand 仮想機能, 134
ファイバチャネル仮想機能, 154

バックエンド, 186
参照 仮想ディスクバックエンドのエクスポート

パフォーマンス
仮想ネットワークの最大化, 213, 214
仮想ネットワークを最大にするための要件, 213

判定
ネットワークアダプタの GLDv3 コンプライアンス
(Oracle Solaris 10), 228

表示
解析可能なドメインリスト, 350
消費電力データ, 387
プロセッサの消費電力データ, 390

ファームウェア 参照 システムファームウェア
ブートディスクイメージ

クローニング, 200
復元

Logical Domains 制約データベース, 33
サービスプロセッサからの出荷時デフォルト構成,
40
自動保存構成ディレクトリ, 32
出荷時デフォルト構成, 38
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ドメイン構成, 324, 328
XML ファイルからのldm add-domain, 328
XML ファイルからのldm init-system, 329

復旧
障害のあるハードウェアリソースを含むドメイン, 335
ドメイン移行の失敗からの, 282
見つからないハードウェアリソースを含むドメイン,
335

物理ディスク
仮想ディスクとしてのエクスポート, 180

物理ディスクスライス, 181
仮想ディスクとしてのエクスポート, 181

物理ディスク LUN, 179
物理的にバインドされていないリソース

削除, 302
物理デバイス, 17, 18
物理ネットワーク帯域幅

仮想ネットワークデバイスによる使用の制御, 218
制限, 219
制限の設定, 219

物理マシン, 16
物理リソース

管理上の制約, 303
制御ドメイン上の管理, 303
ドメインへの割り当て, 299

物理リンクステータスの更新
構成, 236

物理 CPU 番号
対応する仮想 CPU の特定, 353

プライベート VLAN (PVLAN)
使用, 247

ブラックリスト登録
障害管理アーキテクチャー (FMA), 333
障害のあるハードウェアリソース, 334

ブレーク
Oracle Solaris OS, 345

プロセッサの消費電力データ
表示, 390

プロパティー
Ethernet SR-IOV デバイス固有の, 112
ファイバチャネル仮想機能デバイス固有のプロパ
ティー, 148

プロビジョニング
クローンの使用によるドメイン, 199

変更
Ethernet SR-IOV 仮想機能, 119

PCIe ハードウェアへの変更, 94
仮想ディスクオプション, 175
仮想ディスクのタイムアウトオプション, 176
ドメイン構成の自動回復ポリシー, 326
ファイバチャネル仮想機能, 157

ポート VLAN ID (PID), 244
保存

Oracle Solaris 10 Live Upgrade 機能用の
Logical Domains 制約データベース, 33
Logical Domains 制約データベース, 33
自動保存構成ディレクトリ, 32
ドメイン構成, 324, 327

ボリュームマネージャー
仮想ディスクでの使用, 201

ま
マシンが読み取り可能な出力

リソースの一覧表示, 317
マスタードメイン

割り当て, 349
マルチパス 参照 仮想ディスクマルチパス
見つからないハードウェアリソース

を含むドメインの復旧, 335
無効化

Logical Domains Manager, 39
NIU ハイブリッド I/O, 257
監査, 54, 57
ドメイン, 37

メモリー
アクティブでないドメインの配置, 307
制御ドメイン上の減少, 306
単位が調整されていない追加, 308
ドメインからの削除, 305
ドメインのサイズの設定, 311
ドメインへの追加, 305
配置, 306

アクティブなドメインの, 307
バインドされているドメインの配置, 307
マッピング, 352

メモリーの再構成
制御ドメイン, 305

メモリーの動的再構成
アクティブなドメイン上の操作, 309
バインドされているドメイン上の操作, 310
部分的な要求, 305
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メモリーの動的再構成 (DR), 304
メモリー DR 参照 メモリーの動的再構成 (DR)
モニタリング

Oracle VM Server for SPARC MIB を使用した
ドメイン, 405

や
役割

作成, 44
ドメイン, 16
ユーザーへの割り当て, 44
割り当て, 41

有効化
I/O 仮想化, 108
Logical Domains Manager デーモン, 30
NIU ハイブリッド I/O, 257
PCIe バスの I/O 仮想化, 164
仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd), 68
監査, 54, 55
電源管理可観測性モジュール, 388
復旧モード, 338

ユニバーサル固有識別子 (UUID), 354
要件

Ethernet SR-IOV, 111
InfiniBand SR-IOV, 132
SR-IOV, 104
仮想ネットワークパフォーマンスを最大にするため
の, 213
静的 SR-IOV の, 106
直接 I/O, 90
動的 SR-IOV の, 107, 108
ファイバチャネル仮想機能, 147, 148

ら
リソース, 15

参照 仮想デバイス
出力のフラグ定義, 317
定義, 15
割り当て, 287

リソース管理
動的, 291

リソース構成, 19
リソース制約

一覧表示, 321
リソースの割り当て, 287
リブート

CPU コア全体を使用したシステム, 299
制御ドメイン, 65, 65
ルートドメイン, 93, 161

利用統計情報, 318
リンクアグリゲーション

仮想スイッチでの使用, 258
リンクベースの IPMP

使用, 236
ルーティング

仮想スイッチおよびサービスドメインの構成, 228
ルートドメイン, 17, 80

PCIe バスの割り当てによる作成, 80
リブート, 93, 161

ローテーション
監査レコード, 58

ロード
Oracle Solaris SNMP エージェント への Oracle
VM Server for SPARC MIB モジュール, 400
Oracle VM Server for SPARC MIB モジュール,
399

論理ドメインチャネル (LDC), 16, 355
inter-vnet, 216

わ
割り当て

CPU リソース, 287
I/O ドメインへのエンドポイントデバイス, 88
MAC アドレス, 224

自動, 224
手動, 224

PCIe エンドポイントデバイス, 82
仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスへの
VLAN, 245
権利プロファイル, 41, 43
ドメインへの物理リソース, 299
ファイバチャネル仮想機能の World-Wide Name,
149
マスタードメイン, 349
役割, 41
ユーザーへの役割, 44
リソース, 287
ルートドメインへの PCIe バス, 80
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C
cancel-reconf サブコマンド, 287
CD イメージ

エクスポート, 191
CD または DVD イメージ

サービスドメインからゲストドメインへのエクスポー
ト, 192
複数回エクスポート, 193

CLI 参照 コマンド行インタフェース
Configuration Assistant

ldmconfig, 21
CPU

CPU の動的なリソース管理, 299
CPU DR, 290, 297
CPU クロックサイクルのスキップ, 386
CPU コア全体

を使用した既存のドメインの構成, 295
を使用したシステムの再バインド, 299
を使用したシステムのリブート, 299
を使用した制御ドメインの構成, 296
を使用したドメインの構成, 293
を使用したドメインの作成, 294

CPU コアの無効化, 386
CPU とメモリーアドレスのマッピング

トラブルシューティング, 351
CPU の電源管理, 299
CPU の動的な電圧および周波数スケーリング
(DVFS), 386
CPU の割り当て, 287
CPU マッピング, 352
CPU リソース

割り当て, 287

D
dmp2v

バックエンドデバイス, 364
DR 参照 動的再構成 (DR)
DVD イメージ

エクスポート, 191

E
Ethernet SR-IOV

計画, 111
制限事項, 111

デバイス固有のプロパティー, 112, 125
ネットワーク構成, 124
要件, 111

Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメイ
ンのブート, 125

F
FMA 参照 障害管理アーキテクチャー (FMA)
format

仮想ディスク, 196

G
GLD コンプライアンス (Oracle Solaris 10)

ネットワークアダプタの, 228

I
I/O 仮想化

PCIe バスの有効化, 164
有効化, 108

I/O ドメイン, 79, 88, 102
PCIe SR-IOV 仮想機能の使用, 102
PCIe SR-IOV 仮想機能の割り当てによる作成,
102
PCIe バス, 79
SR-IOV 仮想機能の割り当てによるブート, 125
移行の制限, 80
エンドポイントデバイスの割り当てによる作成, 88
作成, 82
作成のガイドライン, 80

I/O リソース
退避としてマーク, 339

InfiniBand SR-IOV
要件, 132

inter-vnet LDC チャネル, 216
inter-vnet リンク

PVLAN, 248
IPMP

Logical Domains 1.3 よりも前のリリースでの使
用, 241
Oracle VM Server for SPARC 環境での構成,
233
グループへの仮想ネットワークデバイスの構成, 233
サービスドメインでの構成, 235
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プローブベースの IPMP 用のホストルートの構成,
242

ISO イメージ
エクスポート, 191
サービスドメインからゲストドメインへのエクスポー
ト, 193

J
JumpStart

を使用したゲストドメインへの Oracle Solaris 10
のインストール, 77

L
LDC 参照 論理ドメインチャネル (LDC)
ldmd 参照 Logical Domains Manager デーモン
ldmp2v(1M) コマンド, 362
ldmp2v

Oracle VM Server for SPARC P2V ツール, 20
Oracle VM Server for SPARC P2V 変換ツール,
361
インストール, 365
収集フェーズ, 362, 368
準備フェーズ, 363, 370
制限事項, 366
前提条件, 365
変換フェーズ, 364, 372

lofi

仮想ディスクとしてのファイルおよびボリュームのエ
クスポート, 187

Logical Domains Manager, 14, 16
Oracle VM Server for SPARC MIB と, 396
XML スキーマの使用, 445
アップグレード, 31
インストール, 27
検出メカニズム, 441
削除, 39
ダウンロード, 26
デーモン (ldmd), 18
無効化, 39

Logical Domains Manager (Oracle Solaris 10)
自動インストール, 28
手動インストール, 29, 29
ダウンロード, 27

Logical Domains Manager デーモン
有効化, 30

Logical Domains 制約データベース
Oracle Solaris 10 Live Upgrade 機能用の保
存, 33
復元, 33
保存, 33

M
MAC アドレス

解放, 227
自動割り当て, 224
自動割り当てアルゴリズム, 225
重複の検出, 226
手動割り当て, 224
ドメインに割り当てられた, 225
割り当て, 224

N
NAT

Oracle Solaris 10 システム上の構成, 229
Oracle Solaris 11 システム上の構成, 231
仮想スイッチおよびサービスドメインの構成, 228

NIU ハイブリッド I/O
使用, 253
無効化, 257
有効化, 257

O
Oracle Solaris OS

Oracle VM Server for SPARC の操作, 344
アップグレード, 31
ゲストドメインへのインストール, 73

DVD からの, 73
ISO ファイルからの, 75

更新, 25
ネットワークインタフェース名

検索, 223
ブレーク, 345

Oracle Solaris SNMP エージェント
への Oracle VM Server for SPARC MIB モ
ジュールのロード, 400

Oracle VM Server for SPARC 3.1 ソフトウェア
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Oracle Solaris 10 へのアップグレード, 34
Oracle Solaris 11 へのアップグレード, 35
へのアップグレード, 34

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース
(Management Information Base、MIB), 393 参
照 Oracle VM Server for SPARC MIB
Oracle VM Server for SPARC MIB, 21, 393,
393

Logical Domains Manager と, 396
Oracle VM Server for SPARC の, 21
XML ベースの制御インタフェース

解析, 396
インストール, 398
オブジェクトツリー, 397
概要, 393
仮想コンソールテーブル, 422
仮想ディスクテーブル, 417
仮想ネットワーク端末サービス (vNTS), 422
仮想ネットワークテーブル, 420
仮想メモリーテーブル, 416
関連の製品および機能, 394
構成, 398
システム管理エージェント, 395
ソフトウェアコンポーネント, 394
問い合わせ, 406
ドメインスカラー変数, 413
ドメインの起動, 436
ドメインの停止, 436
ドメインリソースプール, 413

Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェクト
取得

snmpget, 406
Oracle VM Server for SPARC MIB オブジェクト
値

取得
snmptable, 408
snmpwalk, 407

Oracle VM Server for SPARC MIB セキュリティー
管理, 403

Oracle VM Server for SPARC MIB ソフトウェア
インストール, 399, 399
構成, 399
削除, 399, 401

Oracle VM Server for SPARC MIB テーブル
CPU リソースプールのスカラー変数, 413
I/O バステーブル (ldomIOBusTable), 426

I/O バスリソースプールのスカラー変数, 414
暗号化ユニットテーブル (ldomCryptoTable), 425
暗号化リソースプールのスカラー変数, 414
仮想 CPU テーブル (ldomVcpuTable), 415
仮想コンソール関係テーブル
(ldomVconsVccRelTable), 424
仮想コンソールグループテーブル
(ldomVconsTable), 423
仮想コンソール端末集配信装置テーブル
(ldomVccTable), 423
仮想スイッチサービスデバイステーブル
(ldomVswTable), 421
仮想ディスクサービスデバイステーブル
(ldomVdsdevTable), 418
仮想ディスクサービステーブル (ldomVdsTable),
418
仮想ディスクテーブル (ldomVdiskTable), 419
仮想ネットワークデバイステーブル
(ldomVnetTable), 422
仮想メモリーテーブル (ldomVmemTable), 417
仮想メモリーの物理バインディングテーブル
(ldomVmemPhysBindTable), 417
環境変数テーブル (ldomEnvVarsTable), 411
コアテーブル (ldomCoreTable), 426
サービスプロセッサ構成テーブル
(ldomSPConfigTable), 413
ドメインテーブル (ldomTable), 409
ドメインバージョン情報のスカラー変数, 427
ドメインポリシーテーブル (ldomPolicyTable), 412

Oracle VM Server for SPARC MIB トラップ, 430
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